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Ⅰ．序 章 
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序  章

愛知淑徳大学

学長 島田 修三

本学の全学的な自己点検の歩みは 1993 年から始まり、1994 年 4 月に『愛知淑徳大学年次報

告書 1993』の刊行によってその成果を公開しました。爾来、3 年ごとに自己点検・評価の成

果を刊行・公表し現在に至っています。その間、新しい学部が次々に創設され、当初の自己点

検・評価の成果を実施した 1 学部から、2020 年 3 月の時点で 9 学部 13 学科にまで学部は飛躍

的に拡大し、大学院も 5 研究科を擁する総合大学へと発展しています。 
この 27 年間にわたる学部・研究科の発展・拡充とともに、たゆみなく自己点検・評価は続

けられました。2002 年度には大学基準協会の相互評価を受け、翌 3 月に大学基準に適合する

との認定を受けることができました。その後、学校教育法の改訂に伴い、文部科学大臣の認証

する大学評価機関によって評価を受けることが法令化されたため、2009 年度の評価に際して、

本学は大学基準協会に申請することを決定しました。ここから新たな改革・改善に向けての全

学的な自己点検・評価作業を開始し、翌年3月には同協会より適合との認証評価を受けました。

2009 年度の認証評価後に本学は大規模な改組転換を行い、既設学部、研究科をより合理的に

明確に再編し、さらに新たな学部、学科を新設し、今日の 9 学部 5 研究科体制を確立しました。

そして、2016 年度に第 2 期の大学基準協会による適合との認証評価を受けました。この間本

学は各部局の PDCA サイクルを確立し、それらを実効的に運営するための組織を確立しまし

た。また、2015 年度より大学 5 か年計画を立案し、計画的に大学組織、機能の拡充、充実を

実現してきました。2016 年度の第 2 期の大学基準協会による認証評価は本学最初の 5 か年計

画に対する検証でもありました。現在、「愛知淑徳大学ビジョン 2020」として第 2 期の 5 か年

計画が進められています。

今回の自己点検・評価は 3 年毎の本学独自の作業ではありますが、2016 年度の大学基準協

会による認証評価時に指摘を受けた努力目標に対する改善報告の策定とも深く関連しており、

さらに第 3 期の認証評価に向けた中間的な検証でもあります。本学は 2024 年度に大学創立 50
周年を迎えますが、今回の自己点検・評価は大学創立の節目を迎えるための準備としての意味

も持っています。

2019 年から 2021 年にかけ COVID-19 による社会的な危機を世界が被っていますが、こう

した時代の危機にこそ、新たな価値、意味ある行動が求められます。大学を取りまく環境は決

して順風満帆とは言えませんが、こうした社会状況下にあってこそ、大学が果たすべき社会的

役割は大きいだろうと考えます。こうした負託・課題に誠実に応えていくためにも、また、よ

り豊かな教育・研究環境を実現し、より高い学士力を修得した学生を育成するためにも、全学

的な自己点検・評価は不可欠であり、この中間検証が大学に着実な前進をもたらす糧となるこ

とを確信しております。

 最後に、全学的な協力と連携によって取り組んだ本学の自己点検・評価に対し、大学内外の

方々からの忌憚のないご意見、ご批評を賜ることを心よりお願い申し上げます。
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改善報告書 

 

大学名称  愛知淑徳大学      （評価申請年度 2016年度  ） 

 

１．努力課題について 

 

№ 種  別 内  容 

1 基準項目 ４．教育内容・方法・成果 

（１）教育目標、学位授与方針、教育課程の編成・

実施方針 

指摘事項 ビジネス学部及びすべての研究科の学位授与

方針は、課程修了にあたって修得することが求め

られる知識・能力等の学習成果を示していない。

また、グローバルカルチャー・コミュニケーショ

ン研究科においては、博士前期課程と博士後期課

程で方針が区別されていないので、課程ごとに策

定するよう改善が望まれる。 

評価当時の状況 ビジネス学部及び 5つの研究科全てにおいて、

ディプロマ・ポリシーとして学位授与方針は示さ

れていたものの、課程修了にあたって修得するこ

とが求められる知識・能力等の学習成果について

は具体的に示されていなかった。 

 また、グローバルカルチャー・コミュニケーシ

ョン研究科においては、博士前期課程と博士後期

課程ごとに方針を掲げていなかった。 

評価後の改善状況  指摘事項について 2016年度に愛知淑徳大学 FD

及び自己点検・評価専門委員会が内容を精査し、

ビジネス学部及び全研究科のディプロマ・ポリシ

ーの改善の必要性について愛知淑徳大学 FD 及び

自己点検・評価委員会に提言し、愛知淑徳大学 FD

及び自己点検・評価委員会がビジネス学部及び全

研究科に改善を指示した（資料 1-1-1 報告事項

Ⅱ-1）。2018年度にも未対応の学部・研究科に対

し、愛知淑徳大学 FD 及び自己点検・評価委員会

から再度、改善を促した（資料 1-1-2 報告事項

Ⅱ-2）。 
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 ビジネス学部は 2017年度から検討を始め 2019

年度の教授会で（資料 1-1-3 審議事項 3）、文化

創造研究科は研究科委員会で（資料 1-1-4 審議

事項 2）ディプロマ・ポリシーの検討を行い、課

程修了にあたり修得することが求められる知識・

能力等の学習成果をディプロマ・ポリシーに明示

することとした。これらは 2020 年度の履修要覧

に反映された（資料 1-1-5 p.35、資料 1-1-6 

p.34）。教育学研究科は研究科委員会において

2019年度からスタートした 2専修制に対応して、

ディプロマ・ポリシー及び、修了要件、修士論文

審査基準について見直しを行い、修得することが

求められる学習成果を明確化したディプロマ・ポ

リシーに改訂することが承認され（資料 1-1-7 

審議事項 1）、2019年度の履修要覧に掲載した（資

料 1-1-8 p.78）。心理医療科学研究科は、2019年

度から 2020 年度にかけて研究科委員会でディプ

ロマ・ポリシーの検討を行い、修得することが求

められる学習成果をディプロマ・ポリシーに明示

することとした。2020 年 6 月の研究科委員会で

承認され、2021 年度の履修要覧に掲載予定であ

る（資料 1-1-9 審議事項 4）。グローバルカルチ

ャー・コミュニケーション研究科では、2018年度

から研究科の運営委員会を中心に研究科の教育

目標をより明確に表現するためコースおよび専

修プログラム、カリキュラム等の再編成を実施し

た。そして、研究科委員会で課程修了にあたり修

得することが求められる知識・能力等の学習成果

を 2019 年度のディプロマ・ポリシーに明記する

ことを決定した（資料 1-1-10 報告事項 2 報告

事項 1(2)）。さらに、博士前期課程と博士後期課

程ごとの方針をより明確にし、履修要覧に示した

（資料 1-1-8 pp.136-137）。ビジネス研究科で

は、2017 年度の研究科委員会でディプロマ・ポリ

シーの検討を行い、修得することが求められる学

習成果をディプロマ・ポリシーに明示することと

し（資料 1-1-11 審議事項 1）、2018年度の履修

5



要覧に反映された（資料 1-1-12 p.130）。 

ビジネス学部及び、心理医療科学研究科以外の

4つの研究科のディプロマ・ポリシーの改訂過程

及び結果に関しては、各年度の年度計画進捗状況

報告書の中で報告がなされ（資料 1-1-13、資料 1-

1-14、資料 1-1-15）、愛知淑徳大学 FD及び自己点

検・評価専門委員会が改訂結果の内容を精査し

（資料 1-1-16 審議事項 1、資料 1-1-17 議題

1、資料 1-1-18 議題 1、資料 1-1-19 議題 2）、

最終的に愛知淑徳大学 FD 及び自己点検・評価委

員会及び、大学協議会で承認された（資料 1-1-20 

審議事項 1、資料 1-1-21 審議事項 1、資料 1-1-

22 審議事項 1、資料 1-1-23 報告事項 2(9)、資

料 1-1-24 報告事項 2(7)、資料 1-1-25 報告事

項 2(7)）。心理医療科学研究科のディプロマ・ポ

リシーに関しては 2020年度中に愛知淑徳大学 FD

及び自己点検・評価委員会及び、大学協議会で審

議されるが、2020年 6月に愛知淑徳大学 FD及び

自己点検・評価専門委員会で内容を精査し、適切

に改善がなされていると判断した（資料 1-1-26 

審議事項 1）。 

以上より、指摘事項はビジネス学部及び 5つの

研究科いずれにおいても改善されたと認識して

いる。 

改善状況を示す具体的な根拠・データ等 

資料 1-1-1：「平成 28年度第 2回自己点検・評価委員会議事録」 

資料 1-1-2：「2018年度第 2回 FD及び自己点検・評価委員会議事録」 

資料 1-1-3：「2019年度第 12回ビジネス学部教授会議事録」 

資料 1-1-4：「2019年度第 7回文化創造研究科委員会議事録」 

資料 1-1-5：『履修要覧 2020 ビジネス学部』 

http://www.aasa.ac.jp/life/support/summary/pdf/sum_business_2020.pdf 

資料 1-1-6：『履修要覧 2020 大学院』 

http://www.aasa.ac.jp/life/support/summary/pdf/sum_graduate_2020.pdf 

資料 1-1-7：「2018年度第 10回教育学研究科委員会議事録」 

資料 1-1-8：『履修要覧 2019 大学院』  

資料 1-1-9：「2020年度第 3回心理医療科学研究科委員会議事録」 

資料 1-1-10：「平成 29年度第 5回ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｶﾙﾁｬｰ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科委員会議事録」 
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資料 1-1-11：「平成 29年度第 10回ビジネス研究科委員会議事録」 

資料 1-1-12：『履修要覧 2018 大学院』 

資料 1-1-13：「2017年度 年度計画進捗状況報告書」 

資料 1-1-14：「2018年度 年度計画進捗状況報告書」 

資料 1-1-15：「2019年度 年度計画進捗状況報告書」 

資料 1-1-16：「2017年度第 4回 FD及び自己点検・評価専門委員会議事録」 

資料 1-1-17：「2018年度第 4回 FD及び自己点検・評価専門委員会議事録」 

資料 1-1-18：「2018年度第 5回 FD及び自己点検・評価専門委員会議事録」 

資料 1-1-19：「2019年度第 5回 FD及び自己点検・評価専門委員会議事録」 

資料 1-1-20：「平成 29年度第 4回 FD及び自己点検・評価委員会議事録」 

資料 1-1-21：「2018年度第 4回 FD及び自己点検・評価委員会議事録」 

資料 1-1-22：「2019年度第 4回 FD及び自己点検・評価委員会議事録」 

資料 1-1-23：「2018年度（平成 30年度）第 1回大学協議会議事録」 

資料 1-1-24：「2019年度（平成 31年 4月）第 1回大学協議会議事録」 

資料 1-1-25：「2020年度第 1回大学協議会議事録」 

資料 1-1-26：「2020年度第 1回 FD及び自己点検・評価専門委員会議事録」 

＜大学基準協会使用欄＞ 

検討所見  

改善状況に対する評定   １   ２   ３   ４   ５ 

 

  

7



№ 種  別 内  容 

2 基準項目 ４．教育内容・方法・成果 

（１）教育目標、学位授与方針、教育課程の編成・

実施方針 

指摘事項 すべての学部・研究科の教育課程の編成・実施

方針は、教育課程の実態を示すのみであり、教育

内容・方法に関する基本的な考え方を示していな

い。また、グローバルカルチャー・コミュニケー

ション研究科においては、博士前期課程と博士後

期課程で方針が区別されていないので、課程ごと

に策定するよう改善が望まれる。 

評価当時の状況  すべての学部・研究科のカリキュラム・ポリシ

ーとしての教育課程の編成・実施方針は、教育課

程の実態の概要を示すのみであり、その前提とな

る教育内容・方法などに関する基本的な考え方を

示した内容とはなっていなかった。 

 また、グローバルカルチャー・コミュニケーシ

ョン研究科においては、博士前期課程と博士後期

課程ごとに方針を掲げていなかった。 

評価後の改善状況 指摘事項について 2016年度に愛知淑徳大学 FD

及び自己点検・評価専門委員会が内容を精査し、

全学部・研究科のカリキュラム・ポリシーの改善

の必要性を愛知淑徳大学 FD 及び自己点検・評価

委員会に提言し、愛知淑徳大学 FD及び自己点検・

評価委員会が全学部・研究科に改善を指示した

（資料 1-1-1 報告事項Ⅱ-1）。2018 年度にも未

対応の学部・研究科に対し愛知淑徳大学 FD 及び

自己点検・評価委員会から再度、改善を促した（資

料 1-1-2 報告事項Ⅱ-2）。 

文学部、人間情報学部、健康医療科学部、福祉

貢献学部、ビジネス学部では 2019 年度に教授会

でカリキュラム・ポリシーの検討を行い、ディプ

ロマ・ポリシーを実現するための教育内容・方法

に関する基本的な考え方についてもカリキュラ

ム・ポリシーに明示することとなった（資料 1-

2-1 審議事項 5、資料 1-2-2 審議事項 1(2)、

資料 1-1-3 審議事項 3）。そのカリキュラム・ポ
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リシーは 2020 年度の履修要覧に掲載されている

（資料 1-2-3 pp.39-41、資料 1-2-4 pp.36-37、

資料 1-2-5 pp.37-39、資料 1-2-6 pp.36-37、

資料 1-1-5 pp.36-37）。心理学部では 2017 年度

からディプロマ・ポリシーを実現するために教育

課程編成・実施方針を再考し、教育内容・方法に

関する基本的な考え方をカリキュラム・ポリシー

に明示した（資料 1-2-7 p.35）。2019 年度にさ

らにそれをより明確なものに改訂し（資料 1-2-8 

報告事項 5）、2020 年度の履修要覧に最新版が掲

載されている（資料 1-2-9 pp.35-36）。メディア

プロデュース学部は、2016 年度入学生から創造

表現学部となり、専攻制を採用して 3 専攻とな

り、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポ

リシーを変更した（資料 1-2-10 pp.33-34）。

2019 年度に教授会でカリキュラム・ポリシーの

見直しを行い、教育内容・方法に関する基本的な

考え方をカリキュラム・ポリシーに明示すること

にした（資料 1-2-11 審議事項 2）。そのカリキ

ュラム・ポリシーは 2020 年度の履修要覧に掲載

されている（資料 1-2-12 pp.36-37）。交流文化

学部では、2016 年度に教授会でカリキュラム・

ポリシーの検討を行い（資料 1-2-13 報告事項

3(2)）、2017年度からディプロマ・ポリシーに詳

細を加え、カリキュラム・ポリシーもその修正を

反映するように改訂した（資料 1-2-14 p.36）。

2019 年度に専攻制を採用するとともにカリキュ

ラムの再編成を実施し（資料 1-2-15 pp.37-

38）、2020 年度のカリキュラム・ポリシーからは、

ディプロマ・ポリシーとカリキュラム・ポリシー

の関連がさらに明確になるようにし、教育内容・

方法に関する基本的な考え方をカリキュラム・ポ

リシーに明示した。最新版が 2020 年度の履修要

覧に掲載されている（資料 1-2-16 p.36）。文化

創造研究科、心理医療科学研究科、ビジネス研究

科では 2019 年度に研究科委員会でカリキュラ

ム・ポリシーの検討を行い（資料 1-2-17 審議事

9



項 1、資料 1-2-18 審議事項 4、資料 1-2-19 審

議事項 1）、ディプロマ・ポリシーを実現するた

めの教育内容・方法に関する基本的な考え方につ

いてもカリキュラム・ポリシーに明示することと

なった。そのカリキュラム・ポリシーは 2020 年

度の履修要覧に掲載されている（資料 1-1-6 

p.35 、資 料 1-1-6  pp.82-84 、 資 料 1-1-6 

pp.158-159）。教育学研究科では 2019年度からス

タートした 2 専修制に対応するため、2018 年度

に研究科委員会でカリキュラム・ポリシーの見直

しを行い、さらに、教育内容・方法に関する基本

的な考え方がより明確になるように改訂し、2020

年度の履修要覧に掲載した（資料 1-2-20 審議

事項 1、資料 1-1-6 pp.72-73）。グローバルカル

チャー・コミュニケーション研究科では 2016 年

度に研究科委員会でカリキュラム・ポリシーの検

討を行い（資料 1-2-21 報告事項 3 審議事項

1(1)）、2017年度から博士前期課程と博士後期課

程ごとにカリキュラム・ポリシーを明示し、課程

ごとの方針を明確にした（資料 1-2-22 p.95）。

さらに、ディプロマ・ポリシーを実現するための

教育内容・方法に関する基本的な考え方について

もカリキュラム・ポリシーに明示することとなっ

た。そのカリキュラム・ポリシーは 2020 年度の

履修要覧に掲載されている（資料 1-1-6 

pp.130-132）。 

全ての学部・研究科のカリキュラム・ポリシー

の改善結果に関しては、愛知淑徳大学 FD 及び自

己点検・評価専門委員会が内容を確認し（資料 1-

2-23 審議事項 1）、いずれも適切な改善が行わ

れたと判断した。以上より、指摘事項は全ての学

部・研究科において改善されたと認識している。 

改善状況を示す具体的な根拠・データ等 

資料 1-2-1：「2019年度第 8回人間情報学部教授会議事録」 

資料 1-2-2：「2019年度第 6回福祉貢献学部教授会議事録（2019年 10月 15 日）」 

資料 1-2-3：『履修要覧 2020 文学部』 

 http://www.aasa.ac.jp/life/support/summary/pdf/sum-lit_2020.pdf 
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資料 1-2-4：『履修要覧 2020 人間情報学部』 

http://www.aasa.ac.jp/life/support/summary/pdf/sum-human_2020.pdf 

資料 1-2-5：『履修要覧 2020 健康医療科学部』 

http://www.aasa.ac.jp/life/support/summary/directory.html 

資料 1-2-6：『履修要覧 2020 福祉貢献学部』 

 http://www.aasa.ac.jp/life/support/summary/directory.html 

資料 1-2-7：『履修要覧 2017 心理学部』 

資料 1-2-8：「2019年度第 7回心理学部教授会議事録」 

資料 1-2-9：『履修要覧 2020 心理学部』 

http://www.aasa.ac.jp/life/support/summary/pdf/sum_psy_2020.pdf?0312 

資料 1-2-10：『履修要覧 2016 創造表現学部』 

資料 1-2-11：「2019年度第 6回創造表現学部教授会議事録」 

資料 1-2-12：『履修要覧 2020 創造表現学部』 

http://www.aasa.ac.jp/life/support/summary/pdf/sum_psy_2020.pdf?0312 

資料 1-2-13：「平成 28年度第 10回交流文化学部教授会議事録」 

資料 1-2-14：『履修要覧 2017 交流文化学部』 

資料 1-2-15：『履修要覧 2019 交流文化学部』 

資料 1-2-16：『履修要覧 2020 交流文化学部』 

http://www.aasa.ac.jp/life/support/summary/pdf/sum_cultural_exchange_2020.pdf 

資料 1-2-17：「2019年度第 8回文化創造研究科委員会議事録」 

資料 1-2-18：「2019年度第 6回心理医療科学研究科委員会議事録」 

資料 1-2-19：「2019年度第 9回ビジネス研究科委員会議事録」  

資料 1-2-20：「2019年度第 7回教育学研究科委員会議事録」 

資料 1-2-21：「平成 28年度第 2回ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｶﾙﾁｬｰ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科委員会議事録」 

資料 1-2-22：『履修要覧 2017 大学院』 

資料 1-2-23：「2019年度臨時 FD及び自己点検・評価専門委員会議事録」 

＜大学基準協会使用欄＞ 

検討所見  

改善状況に対する評定   １   ２   ３   ４   ５ 
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№ 種  別 内  容 

3 基準項目 ４．教育内容・方法・成果 

（２）教育課程・教育内容 

指摘事項 文化創造研究科、心理医療科学研究科、グロー

バルカルチャー・コミュニケーション研究科、ビ

ジネス研究科の博士後期課程において、リサーチ

ワークにコースワークを適切に組み合わせたカ

リキュラムとはいえないので、課程制大学院制度

の趣旨に照らして、同課程にふさわしい教育内容

を提供するよう改善が望まれる。 

評価当時の状況  文化創造研究科博士後期課程では「履修を要す

る授業科目は開設しない」、心理医療科学研究科

およびグローバルカルチャー・コミュニケーショ

ン研究科の博士後期課程では「履修を義務づける

修得すべき単位科目は設置しない」としており、

ビジネス研究科博士後期課程でも修得すべき単

位科目は設置されていなかった。したがって、い

ずれもリサーチワークを重視し、コースワークの

ない編成となっており、課程制大学院制度の趣旨

に則しているとはいえないものであった。 

評価後の改善状況 指摘事項について 2016年度に愛知淑徳大学 FD

及び自己点検・評価専門委員会が内容を精査し、

文化創造研究科、心理医療科学研究科、グローバ

ルカルチャー・コミュニケーション研究科、ビジ

ネス研究科の博士後期課程の教育内容の改善の

必要性を愛知淑徳大学 FD 及び自己点検・評価委

員会に提言し、愛知淑徳大学 FD 及び自己点検・

評価委員会が 4つの研究科に改善を指示した（資

料 1-1-1 報告事項Ⅱ-1）。 

文化創造研究科では 2016 年度に研究科委員会

で教育課程の見直しを行い（資料 1-3-1 審議事

項 2）、2017 年度より授業科目を設置し、かつ「研

究指導担当教員の特殊研究 Dを 12単位以上修得」

という修了要件も設けた。これについては、2017

年度からの履修要覧に明記されている（資料 1-

2-22 p.44）。心理医療科学研究科では 2016 年度

に研究科委員会で教育課程の見直しを行い、リサ
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ーチワークの指導を主とする「研究指導」とは別

に、2017 年度カリキュラムよりコースワークを

主とする「特殊研究」の授業を設置した（資料 1-

3-2 審議事項 5）。これについては、2017年度か

らの履修要覧に明記されている（資料 1-2-22 

p.79）。なお、リサーチワークにコースワークを

適切に組み合わせたカリキュラムとなっている

かの検証は 2020 年度以降に行うことが研究科の

FD 及び自己点検・評価実施委員会で決定されて

いる（資料 1-3-3 審議事項 3「資料 3-2(6)」）。

グローバルカルチャー・コミュニケーション研究

科では 2018 年度より研究科委員会で審議し、教

育課程・教育内容をより明確にするため専修プロ

グラムごとにカリキュラム等の見直し及び再編

成を実施した（資料 1-3-4 報告事項 2審議事項

2(1)）。これについては 2019年度の履修要覧から

明記されている（資料 1-1-8 p.157）。ビジネス

研究科では、2016 年度に研究科委員会で教育課

程の見直しを行い（資料 1-3-5 審議事項 3）、

2017 年度より授業科目を設置し、修得すべき単

位として「主指導教員の演習 12 単位を修得しな

ければならない」という修了要件を設けた。これ

については、2017 年度からの履修要覧に明記さ

れている（資料 1-2-22 p.121）。 

4つの研究科の博士後期課程の教育内容の変更

過程および結果に関しては、各年度の年度計画進

捗状況報告書の中で報告がなされ（資料 1-3-6、

資料 1-1-13）、愛知淑徳大学 FD及び自己点検・評

価専門委員会が改訂結果の内容を精査し（資料 1-

3-7 審議事項 1、資料 1-1-16 審議事項 1）、最

終的に愛知淑徳大学 FD 及び自己点検・評価委員

会及び、大学協議会で承認された（資料 1-1-1 審

議事項Ⅰ-1、資料 1-1-20 審議事項 1、資料 1-3-

8 報告事項 2(9)、資料 1-1-23 報告事項 2(9)）。 

以上より、指摘事項は 4つの研究科いずれにお

いても改善されたと認識している。 

改善状況を示す具体的な根拠・データ等 
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資料 1-3-1：「平成 28年度第 11回文化創造研究科委員会議事録」  

資料 1-3-2：「平成 28年度第 11回心理医療科学研究科委員会議事録」 

資料 1-3-3：「2019 年度第 1 回心理医療科学研究科 FD 及び自己点検・評価実施

委員会議事録」 

資料 1-3-4：「平成 30 年度第 3 回グローバルカルチャー・コミュニケーション

研究科委員会議事録」  

資料 1-3-5：「平成 28年度第 8回ビジネス研究科委員会（定例）議事録」  

資料 1-3-6：「2016年度 年度計画進捗状況報告書」 

資料 1-3-7：「2016年度 FD及び自己点検・評価専門委員会議事録」 

資料 1-3-8：「平成 29年度第 1回大学協議会議事録」 

＜大学基準協会使用欄＞ 

検討所見  

改善状況に対する評定   １   ２   ３   ４   ５ 
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№ 種  別 内  容 

4 基準項目 ４．教育内容・方法・成果 

（３）教育方法 

指摘事項 １年間に履修登録できる単位数の上限につい

て、文学部のすべての学科並びにメディアプロデ

ュース学部の３・４年次、交流文化学部の１・２

年次が 50 単位と高い。また、福祉貢献学部では

すべての年次で 50 単位以上又は上限を設定して

いない。単位制度の趣旨に照らして、それぞれ改

善が望まれる。 

評価当時の状況  文学部の 2015 年度入学者の 1 年間の履修登録

単位数上限は、3学科とも 50単位となっていた。

メディアプロデュース学部では、1年間の履修登

録単位数上限が 2013 年度以前の入学者は 4 年次

に 56単位、2014年度入学者は 3、4年次に 52単

位、2015 年度入学者は 3、4 年次に 50 単位であ

った。また、改組後の創造表現学部の 2016 年度

入学者も 3、4年次に 50単位であった。福祉貢献

学部の 2016 年度以前入学者の履修登録単位数上

限は 1、2年次が制限なし、3、4年次が前後期 28

単位ずつであった。交流文化学部の 2016 年度入

学者の履修登録単位数上限は 1、2 年次が半期各

25単位の年間 50単位であった。 

評価後の改善状況  指摘事項について 2016年度に愛知淑徳大学 FD

及び自己点検・評価専門委員会が内容を精査し、

文学部、メディアプロデュース学部、交流文化学

部、福祉貢献学部の履修登録単位数の上限見直し

の必要性を愛知淑徳大学 FD 及び自己点検・評価

委員会に提言し、愛知淑徳大学 FD及び自己点検・

評価委員会が 4つの研究科に改善を指示した（資

料 1-1-1 報告事項Ⅱ-1）。 

 文学部では、2016 年度に学科ごとに履修登録

単位数の上限について検討を行い、それを踏まえ

教授会で 2017 年度入学者から 1 年間の履修登録

単位数上限を全学年で 49 単位に改善することを

決定した（資料 1-4-1 審議事項 12、資料 1-4-2 

p.15）。メディアプロデュース学部の改組後の学
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部である創造表現学部では、教授会で履修登録単

位数の上限について検討を行い、2017 年度入学

者から創作表現専攻およびメディアプロデュー

ス専攻では 3 年次前期 24 単位、後期 25 単位、4

年次前後期各 24 単位、建築・インテリアデザイ

ン専攻では 3 年次前期 25 単位、後期 24 単位、4

年次前後期各 24 単位とし、いずれも 1 年間の履

修登録単位数が 50 単位未満になるよう改善した

（資料 1-4-3 審議事項 1、資料 1-4-4 p.15）。

福祉貢献学部では教授会で履修登録単位数の上

限について検討を行い、2017 年度入学者より、1、

2 年次は前後期各 28 単位、3、4 年次は前後期各

24単位とし、改善を行った（資料 1-4-5 審議事

項 1(5)、資料 1-4-6 p.15）。交流文化学部では

教授会で履修登録単位数の上限について検討を

行い、2017 年度入学者より、1 年次が前期 25 単

位、後期 24単位、2年次が前期 24単位、後期 25

単位とし、1 年間の履修登録単位数が 50 単位未

満になるよう改善した（資料 1-2-13 報告事項

3(2)、資料 1-2-14 p.15）。 

4つの学部の履修登録単位数の上限の見直しに

関しては、各年度の年度計画進捗状況報告書の中

で報告がなされ（資料 1-3-6、資料 1-1-13）、愛

知淑徳大学 FD 及び自己点検・評価専門委員会が

改訂結果の内容を精査し（資料 1-3-7 審議事項

1、資料 1-1-16 審議事項 1）、最終的に愛知淑徳

大学 FD 及び自己点検・評価委員会及び、大学協

議会で承認された（資料 1-1-1 審議事項Ⅰ-1、

資料 1-1-20 審議事項 1、資料 1-3-8 報告事項

2(9)、資料 1-1-23 報告事項 2(9)）。 

指摘事項は文学部、創造表現学部、交流文化学

部については問題なく改善されたと認識してお

り、福祉貢献学部については未だ 1、2 年次の一

年間の履修登録単位数上限が 50 単位以上となっ

ているが、社会福祉士及び精神保健福祉士の国家

資格の取得を目指す場合に実習前の 1、2 年次に

学習しなければならない専門的知識が多いこと
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から、最善の改善であったと判断している。 

改善状況を示す具体的な根拠・データ等 

資料 1-4-1：「平成 28年度第 11回文学部教授会議事録」 

資料 1-4-2：『履修要覧 2017 文学部』 

資料 1-4-3：「2016年度第 11回創造表現学部教授会議事録」 

資料 1-4-4：『履修要覧 2017 創造表現学部』 

資料 1-4-5：「平成 28年度第 12回福祉貢献学部教授会議事録（平成 29年 3月 9 

日）」 

資料 1-4-6：『履修要覧 2017 福祉貢献学部』 

＜大学基準協会使用欄＞ 

検討所見  

 

改善状況に対する評定   １   ２   ３   ４   ５ 
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№ 種  別 内  容 

5 基準項目 ４．教育内容・方法・成果 

（３）教育方法

指摘事項 グローバルカルチャー・コミュニケーション研

究科において、研究指導計画の学生への明示が不

十分であるので、改善が望まれる。 

評価当時の状況  グローバルカルチャー・コミュニケーション研

究科では、博士前期課程では、修士論文および実

践研究レポートの執筆スケジュールが履修要覧

に記載されていたものの、博士後期課程では研究

指導の年間スケジュールを示しておらず、研究指

導計画の学生への明示は不十分であった。 

評価後の改善状況  指摘事項について 2016年度に愛知淑徳大学 FD

及び自己点検・評価専門委員会が内容を精査し、

グローバルカルチャー・コミュニケーション研究

科による研究指導計画の学生への明示について

愛知淑徳大学 FD 及び自己点検・評価委員会に提

言し、愛知淑徳大学 FD 及び自己点検・評価委員

会がグローバルカルチャー・コミュニケーション

研究科に改善を指示した（資料 1-1-1 報告事項

Ⅱ-1）。 

 グローバルカルチャー・コミュニケーション研

究科では、2017年度の年度計画として「博士前期

課程、後期課程の両課程において、学修プロセス

や学位論文執筆に関する形式・内容などについて

学生たちに明確に指示する方法を検討する」とい

う計画を掲げ（資料 1-5-1）、博士前期課程、後期

課程ともに学修プロセスを 2018 年度の履修要覧

に示した（資料 1-1-12 p.114、pp.123-124）。そ

して、そのスケジュールに基づき指導教員は学生

に「履修計画書」「研究計画書」の作成を指導し

ている。 

 この改善については、2017 年度の年度計画進

捗状況報告書で報告がなされ（資料 1-5-1）、愛知

淑徳大学 FD 及び自己点検・評価専門委員会が改

訂結果の内容を精査し（資料 1-1-16 審議事項

1）、最終的に愛知淑徳大学 FD 及び自己点検・評
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価委員会及び、大学協議会で承認された（資料 1-

1-20 審議事項 1、資料 1-1-23 報告事項 2(9)）。 

改善状況を示す具体的な根拠・データ等 

資料 1-5-1：「グローバルカルチャー・コミュニケーション研究科 2017 年度 

年度計画進捗状況報告書」 

＜大学基準協会使用欄＞ 

検討所見  

改善状況に対する評定   １   ２   ３   ４   ５ 
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№ 種  別 内  容 

6 基準項目 ４．教育内容・方法・成果 

（４）成果 

指摘事項 文化創造研究科博士前期課程、教育学研究科修

士課程、心理医療科学研究科の博士前期課程及び

後期課程、グローバルカルチャー・コミュニケー

ション研究科博士後期課程、ビジネス研究科博士

後期課程において、学位論文審査基準が学生に明

示されていないので、課程ごとに『履修要覧』な

どに明記するよう、改善が望まれる。 

評価当時の状況 評価当時、文化創造研究科博士前期課程、教育

学研究科修士課程、心理医療科学研究科の博士前

期課程及び後期課程、グローバルカルチャー・コ

ミュニケーション研究科博士後期課程、ビジネス

研究科博士後期課程では、具体的な学位論文の審

査基準が履修要覧で学生に明示されていなかっ

た。 

評価後の改善状況 指摘事項について 2016年度に愛知淑徳大学 FD

及び自己点検・評価専門委員会が内容を精査し、

全研究科の学位論文の審査基準の明確化の必要

性を愛知淑徳大学 FD 及び自己点検・評価委員会

に提言し、愛知淑徳大学 FD 及び自己点検・評価

委員会が全研究科に改善を指示した（資料 1-1-1 

報告事項Ⅱ-1）。未対応の研究科に対しては 2018

年度にも愛知淑徳大学 FD 及び自己点検・評価委

員会から再度、改善を促した（資料 1-1-2 報告

事項Ⅱ-2）。 

文化創造研究科では、2017 年度に研究科委員

会で博士前期課程の学位論文の審査基準の明確

化について検討を行い（資料 1-6-1 審議事項

2）、2018 年度の履修要覧から学位審査基準を明

記した（資料 1-1-12 pp.38-39）。2019年度に更

なる検討を行い、2020年度の履修要覧に、より具

体的な審査基準を明記した（資料 1-1-6 p.40）。

教育学研究科では 2018 年度に研究科委員会で学

位論文審査基準の見直しを行い（資料 1-6-2 審

議事項 2）、2019 年度の履修要覧から学位論文審
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査基準を明文化した（資料 1-1-8 p.81）。心理医

療科学研究科では、2019 年度から 2020年度にか

けて研究科委員会で博士前期課程及び博士後期

課程の学位論文審査基準の明確化について検討

を行い、2020年 6月の研究科委員会で承認され、

2021 年度の履修要覧に掲載予定である（資料 1-

1-9 審議事項 4）。グローバルカルチャー・コミ

ュニケーション研究科では、2017 年度に研究科

委員会で博士後期課程の学位論文の審査基準の

明確化について検討を行い（資料 1-1-10 審議

事項 2(3)）、2018年度の履修要覧から学位審査基

準を明記した（資料 1-1-12 pp.123-124）。ビジ

ネス研究科では、2016 年度に研究科委員会で博

士後期課程の学位論文審査基準の明確化につい

て検討を行い（資料 1-6-3 審議事項 3）、2017年

度の履修要覧から学位審査基準を明記した（資料

1-2-22 p.128）。 

心理医療科学研究科を除く 4 つの研究科の学

位審査基準の明示に関しては、各年度の年度計画

進捗状況報告書の中で報告がなされ（資料 1-1-

13）、愛知淑徳大学 FD及び自己点検・評価専門委

員会が改訂結果の内容を精査し（資料 1-1-16 審

議事項 1）、最終的に愛知淑徳大学 FD及び自己点

検・評価委員会及び、大学協議会で承認された（資

料 1-1-20 審議事項 1、資料 1-1-23 報告事項

2(9)）。心理医療科学研究科の学位審査基準に関

しては、2020年度中に愛知淑徳大学 FD及び自己

点検・評価委員会及び大学協議会で審議される

が、2020 年 6 月に愛知淑徳大学 FD 及び自己点

検・評価専門委員会で内容を精査し、適切に改善

がなされていると判断した（資料 1-1-26 審議

事項 1）。 

以上より、指摘事項は全研究科において改善さ

れたと認識している。 

改善状況を示す具体的な根拠・データ等 

資料 1-6-1：「平成 29年度第 9回文化創造研究科委員会議事録」 

資料 1-6-2：「2018年度第 7回教育学研究科委員会議事録」 
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資料 1-6-3：「平成 29年度第 8回ビジネス研究科委員会（定例）議事録」 

＜大学基準協会使用欄＞ 

検討所見 

改善状況に対する評定   １   ２ ３ ４ ５ 
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№ 種  別 内  容 

7 基準項目 ５ 学生の受け入れ 

指摘事項 教育学研究科を除くすべての研究科において、

学生の受け入れ方針が博士前期課程と博士後期

課程で区別されていないので、改善が望まれる 

評価当時の状況  評価当時は、博士前期課程から博士後期課程へ

の進学という発想が強かったことなどから、教育

学研究科を除く 4つの研究科において、学生の受

け入れ方針が博士前期課程と博士後期課程とで

明確に区別されていなかった。 

評価後の改善状況 指摘事項について 2016年度に愛知淑徳大学 FD

及び自己点検・評価専門委員会が内容を精査し、

文化創造研究科、心理医療科学研究科、グローバ

ルカルチャー・コミュニケーション研究科、ビジ

ネス研究科の学生受け入れ方針の博士前期課程

と博士後期課程の区別の必要性について愛知淑

徳大学 FD 及び自己点検・評価委員会に提言し、

愛知淑徳大学 FD 及び自己点検・評価委員会が 4

つの研究科に改善を指示した（資料 1-1-1 報告

事項Ⅱ-1）。未対応の研究科に対しては 2018 年度

にも愛知淑徳大学 FD 及び自己点検・評価委員会

から再度、改善を促した（資料 1-1-2 報告事項

Ⅱ-2）。 

文化創造研究科、心理医療科学研究科、グロー

バルカルチャー・コミュニケーション研究科で

は、2017 年度に研究科委員会でアドミッション・

ポリシーの見直しを行い（資料 1-3-1 報告事項

4、資料 1-7-1 報告事項 4、資料 1-7-2 審議事

項 2(2)）、2019年度から博士前期課程と博士後期

課程それぞれの学生受け入れ方針をアドミッシ

ョン・ポリシーとして履修要覧に示した（資料 1-

1-8 pp.35-36、資料 1-1-8 p.91、資料 1-1-8 

p.139）。ビジネス研究科では、2019年度に研究科

委員会でアドミッション・ポリシーの見直しを行

い（資料 1-2-19 審議事項 1）、博士前期課程と

博士後期課程それぞれの学生受け入れ方針をア

ドミッション・ポリシーとして 2020 年度の履修
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要覧に最新版を示した（資料 1-1-6 p.159）。 

4つの研究科の修正されたアドミッション・ポ

リシーについては入試基本方針検討委員による

メール審議を行い、大学運営委員会小委員会で承

認され（資料 1-7-3 審議事項 1）、学長決裁によ

って大学ホームページ等で公開した（資料 1-7-

4）。 

 以上より、指摘事項は 4つの研究科全てにおい

て改善されたと認識している。 

改善状況を示す具体的な根拠・データ等 

資料 1-7-1：「平成 29年度第 5回心理医療科学研究科委員会議事録」 

資料 1-7-2：「平成 29年度第 4回 GCC 研究科委員会議事録」 

資料 1-7-3：「大学運営委員会小委員会議事録」 

資料 1-7-4：「愛知淑徳大学ホームページ：2021年度研究科別アドミッション・

ポリシー」 

 http://www.aasa.ac.jp/examination/policy/graduate_detail.html?id=QuickNavi 

＜大学基準協会使用欄＞ 

検討所見  

改善状況に対する評定   １   ２   ３   ４   ５ 
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№ 種  別 内  容 

8 基準項目 ５ 学生の受け入れ 

指摘事項 収容定員に対する在籍学生数比率について、文

化創造研究科博士前期課程及び後期課程におい

てそれぞれ 0.09、0.06、教育学研究科修士課程

において 0.05、心理医療科学研究科博士前期課

程及び後期課程においてそれぞれ 0.34、0.19、

グローバルカルチャー・コミュニケーション研究

科博士前期課程及び後期課程においてそれぞれ 

0.07、0.13、ビジネス研究科博士前期課程及び後

期課程においてそれぞれ 0.08、0.00、と低いた

め、改善が望まれる。 

評価当時の状況  評価当時は、入試基本方針検討委員会は学部の

学生の受け入れ方針の決定や、学部の学生の受け

入れに関する活動を行っており、大学院の学生の

受け入れについては各研究科が中心となり実施

しており、全学的な方策は取られていなかった。

各研究科においては、評価当時も、在籍学生数を

増やすために大学ホームページ上の独自サイト

の充実、進学相談・説明会の充実、研究科案内パ

ンフレットの充実などを毎年度実施していたが、

学生獲得に結びつけられずにいた。 

評価後の改善状況  指摘事項について 2016年度に愛知淑徳大学 FD

及び自己点検・評価専門委員会が内容を精査し、

全研究科及び入試基本方針検討委員会による在

籍学生数の改善について愛知淑徳大学 FD 及び自

己点検・評価委員会に提言し、愛知淑徳大学 FD及

び自己点検・評価委員会が全研究科及び入試基本

方針検討委員会に改善を指示した（資料 1-1-1 

報告事項Ⅱ-1）。 

 入試基本方針検討委員会としては、大学院の収

容定員に対する在籍学生数比率を劇的に改善す

ることは困難であるという認識である（資料 1-

8-1 表 3及び表 4）。しかし、大学全体の方針と

して、研究科内の定員配分を見直し、内部進学者

の増加を目指して専修と学科・専攻の学びとの対

応を大学協議会で明示した（資料 1-8-2 報告事
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項 1）。また、奨励給付奨学金を制定した（資料 1-

8-3、資料 1-8-4、資料 1-8-5）。今後は、事務組

織であるアドミッションセンターと各研究科の

連携を進めることで、改善を目指していく。 

また各研究科としては、文化創造研究科では、

進学相談・説明会の充実、研究科案内パンフレッ

トの充実を継続したのに加え、2017年度以降は、

学部入学段階における大学院広報の拡大なども

行い改善に努めた（資料 1-8-6、資料 1-8-7）。教

育学研究科では、2015 年度～2019 年度の中期計

画の 1つとして「学部・学科との連携の強化」を

掲げ（資料 1-8-8）、2016～2018 年度の教育学研

究科 FD 研修会で、小学校教員免許状取得を希望

する学生が無理なく、確かな専門知識と優れた実

践的能力をもつ教員となり得るための文学部教

育学科と連携した教育課程について検討を行っ

た（資料 1-8-9、資料 1-8-10、資料 1-8-11）。ま

た、学部生を対象として、2018年度から大学院を

利用した複数の教員免許状に関する説明会を実

施した（資料 1-8-12、資料 1-8-13、資料 1-8-14、

資料 1-8-15）。その結果、2020 年度の定員に対す

る在籍学生比率は 0.35 と改善した（資料 1-8-1 

表 4）。心理医療科学研究科では、2019 年度から

研究科委員会で奨励給付奨学金制度の奨学金選

考基準の見直しを検討し、学習意欲と研究意欲の

高い学生の受け入れを目指している（資料 1-8-

16 審議事項 2）。グローバルカルチャー・コミュ

ニケーション研究科でも 2018 年度から広報活動

をさらに展開した（資料 1-8-17）。ビジネス研究

科では、2018 年度より研究科オリジナルのパン

フレットを作成し（資料 1-8-18）、これに基づく

学部生向けの説明会を開催している（資料 1-8-

19 議題 1）。 

以上より、大学院の収容定員に対する在籍学生

数比率を劇的に改善することは容易ではないが、

全研究科において少しずつ改善されていると認

識している。 
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改善状況を示す具体的な根拠・データ等 

資料 1-8-1：「大学基礎データ」表３及び表４ 

資料 1-8-2：「平成 29年度第 5回大学協議会議事録」 

資料 1-8-3：「愛知淑徳大学大学院学資援助に係る奨励給付奨学金 1施行細則」 

資料 1-8-4：「愛知淑徳大学大学院学資援助に係る奨励給付奨学金 2施行細則」 

資料 1-8-5：「愛知淑徳大学大学院学資援助に係る奨励給付奨学金の申請及び選

考に関する内規」 

資料 1-8-6：「文化創造研究科進学相談・説明会開催について」（2017年 9月 25日） 

資料 1-8-7：「大学院 2018 文化創造研究科」 

資料 1-8-8：「教育学研究科 2016年度 年度計画進捗状況報告書」 

資料 1-8-9：「平成 28年度教育学研究科 FD研修会報告」 

資料 1-8-10：「平成 29年度教育学研究科 FD研修会報告書」 

資料 1-8-11：「平成 30年度教育学研究科 FD研修会報告書」 

資料 1-8-12：「2018年度愛知淑徳大学大学院教育学研究科説明会のお知らせ 

（2018.7）」 

資料 1-8-13：「2018年度愛知淑徳大学大学院教育学研究科説明会のお知らせ 

（2018.12）」 

資料 1-8-14：「2019年度愛知淑徳大学大学院教育学研究科説明会のお知らせ 

（2019.7）」 

資料 1-8-15：「2019年度愛知淑徳大学大学院教育学研究科説明会のお知らせ 

（2019.12）」 

資料 1-8-16：「2019年度第 4回心理医療科学研究科委員会議事録」 

資料 1-8-17：「グローバルカルチャー・コミュニケーション研究科 2018年度 

年度計画進捗状況報告書」 

資料 1-8-18：『大学院案内 2020 ビジネス研究科』 

資料 1-8-19：「2019年 7月ビジネス学部ビジネス学科会議資料」 

＜大学基準協会使用欄＞ 

検討所見  

改善状況に対する評定   １   ２   ３   ４   ５ 
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№ 種  別 内  容 

9 基準項目 ７ 教育研究等環境 

指摘事項 １）星が丘キャンパスの図書館において、専門的

な知識を有する専任職員が配置されていないの

で、改善が望まれる。 

評価当時の状況 評価当時は外部業者への業務委託化が始まっ

た段階であり、図書館職員の内専任職員は 3名で

あり、3名すべて長久手キャンパスに勤務し、星

が丘キャンパスには専任職員は配置されていな

かった。長久手勤務の専門知識を有する専任職員

が星が丘キャンパスの分室についても監督を行

う体制であった。 

評価後の改善状況 指摘事項について 2016年度に愛知淑徳大学 FD

及び自己点検・評価専門委員会が内容を精査し、

星が丘キャンパスの図書館への専任職員の配置

について愛知淑徳大学 FD 及び自己点検・評価委

員会に提言し、愛知淑徳大学 FD 及び自己点検・

評価委員会が図書館に改善を求めた（資料 1-1-1 

報告事項Ⅱ-1）。 

法人全体の経営に関する事項を決定する理事

長主催の経営企画委員会で、本学の図書館の運営

体制は、教員館長の管理の下、専門的な知識を有

し、図書館運営に実績のある企業にその運営を委

託する体制に 2017 年度より移行することが決定

された（資料 1-9-1 審議事項 9）。そして、専門

知識を有する専任職員 2 名が長久手キャンパス

と星が丘キャンパスを兼任することとなった（資

料 1-9-2）。本体制によって、学生に対する図書館

サービスおよび教員に対するレファレンスサー

ビスの充実を図っており、「努力課題」において

指摘された問題は解決されたと認識している。 

改善状況を示す具体的な根拠・データ等 

資料 1-9-1：「平成 28年度第 3回経営企画委員会議事録」 

資料 1-9-2：「図書館会議ミーティング一覧 2019年」 

＜大学基準協会使用欄＞ 

検討所見  

改善状況に対する評定   １   ２   ３   ４   ５ 
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№ 種  別 内  容 

10 基準項目 10 内部質保証 

指摘事項 内部質保証体制の中核組織である「大学運営委

員会」と「自己点検・評価委員会」の役割分担が

明確でなく、改善に向けた取組みも十分ではない

ので、学長が強力なリーダーシップを発揮し改善

への実行性を備えた内部質保証システムを構築

するよう、改善が望まれる。 

評価当時の状況 評価当時は、「大学運営委員会規程」に内部質

保証における学長のリーダーシップを担保する

規程を制定し、また「FD及び自己点検・評価専門

委員会」を内部質保証に関する学長の諮問機関と

して正式に規程化の上、設置したところであっ

た。「FD及び自己点検・評価委員会」は、各部局

の内部質保証を全学的に取りまとめる役割とし

て確定させた段階であり、これらの組織およびそ

の役割分担によって、「認証評価」への対応を行

ったところであり、本評価に対する取組みが、組

織化され整備された本学の内部質保証の最初の

大きな取組みであった。 

評価後の改善状況 「愛知淑徳大学学則」第 9条、第 12条、第 14

条、および「学長が教授会及び研究科委員会に対

し意見を聴く事項を定める内規」に規定されてい

る通り、本学において学長の強力なリーダーシッ

プは保証されている（資料 1-10-1、資料 1-10-2）。

また、本学の内部質保証においても「愛知淑徳大

学運営委員会規程」に規定された通り、そのリー

ダーシップは学長が有する（資料 1-10-3）。さら

に学長の意向を受けた学長補佐が「FD 及び自己

点検・評価専門委員会」を、副学長が「FD 及び自

己点検・評価委員会」を統括することで、内部質

保証においても学長のリーダーシップが実効性

を有して全学に行きわたるシステムが確立され

ている（資料 1-10-4、資料 1-10-5）。 

内部質保証体制における「大学運営委員会」と

「FD 及び自己点検・評価委員会」の役割分担につ

いては、「愛知淑徳大学運営委員会規程」第 4条、
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「愛知淑徳大学 FD 及び自己点検・評価委員会規

程」第 3 条に規定されている通り、「大学運営委

員会」は大学全体を統合するグランドデザインを

策定し、その内部質保証を行う組織であり（資料

1-10-6 議題 1①）、「FD及び自己点検・評価委員

会」は学部、研究科など各部局の内部質保証を管

轄する組織である（資料 1-10-3、資料 1-10-5）。

各部局の中期計画、年度計画は当然のことながら

大学全体の中期計画、年度計画に基づいて策定さ

れている。また、各部局の中期計画、年度計画に

ついては、「FD及び自己点検・評価専門委員会」

が学長の諮問を受けて、その計画策定、実行、評

価、改善について監督している。 

上記システムは、既に 2016年度～2019年度の

4年間に実効的に活動しており、各年度の「年度

計画進捗状況報告書」に示す通り、有効に機能し

ている（資料 1-3-6、資料 1-1-13、資料 1-1-14、

資料 1-1-15）。 

以上より、指摘事項は改善されたと認識してい

る。 

改善状況を示す具体的な根拠・データ等 

資料 1-10-1：「愛知淑徳大学学学則」 

 http://www.aasa.ac.jp/guidance/public_info/pdf/regulations/2020/01_univ_regulations.pdf 

資料 1-10-2：「学長が教授会及び研究科委員会に対し意見を聴く事項を定める

内規」 

資料 1-10-3：「愛知淑徳大学運営委員会規程」 

資料 1-10-4：「愛知淑徳大学 FD及び自己点検・評価専門委員会規程」 

資料 1-10-5：「愛知淑徳大学 FD及び自己点検・評価委員会規程」 

資料 1-10-6：「2019年度第 4回大学運営委員会議事録 2019 年 11月 12日」 

＜大学基準協会使用欄＞ 

検討所見  

 

改善状況に対する評定   １   ２   ３   ４   ５ 
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「本学の内部質保証の運営について（愛知淑徳大学）」 
 
 
 2016 年の「認証評価」の段階では本学における内部質保証活動を担う組織とその機能、運営システ

ムについて組織の整備、規程の整備が完了したところであり、2016 年度の「認証評価」後の取り組み

において、本学の内部質保証システムを本格的に稼働、実効性を発揮せしめるところとなった。 
 まず、本学の内部質保証システムについて概要を整理する。「愛知淑徳大学学則」第 9 条、第 12
条、第 14 条および「学長が教授会及び研究科委員会に対し意見を聴く事項を定める内規」に規定され

るとおり、本学の教育活動、ガバナンスにおいて学長の強力なリーダーシップが規程化されており、

「愛知淑徳大学運営委員会規程」に規定されている通り、本学の内部質保証に係る諸活動の全てが学

長のリーダーシップのもとに実行されている。これらを保証するシステムとして、副学長の内 1 名を

内部質保証担当とし、さらに全学の内部質保証活動を統括する学長補佐を置き、担当副学長のもとに

「愛知淑徳大学 FD 及び自己点検・評価委員会」を、学長補佐のもとに「愛知淑徳大学 FD 及び自己点

検・評価専門委員会」を置いている。さらに、各学部・研究科には学部の内部質保証活動を統括する

組織として「FD 及び自己点検・評価実施委員会」を置いている。内部質保証活動の実質的な実働組織

は、各学部・研究科・教育センターを構成する教育組織等となる。 
 各内部質保証組織の役割は次のように分担されている。各学部・研究科の「FD 及び自己点検・評価

実施委員会」は各学部・研究科を構成する教育組織の中期計画、年度計画の策定、実施、検証を統括

し、それらを「愛知淑徳大学 FD 及び自己点検・評価委員会」に上程し、そこで審議・承認を行う。

「愛知淑徳大学 FD 及び自己点検・評価委員会」は、学部、研究科など各部局の内部質保証を管轄す

る組織である。「大学運営委員会」は大学全体を統合するグランド・デザインを策定し、その内部質保

証を担う組織であり、当然、「愛知淑徳大学 FD 及び自己点検・評価委員会」の活動を指導、管理す

る。「愛知淑徳大学 FD 及び自己点検・評価専門委員会」は学長の諮問機関であり、学長の意向を受け

て、「大学運営委員会」の活動に助言を行い、また、「愛知淑徳大学 FD 及び自己点検・評価委員会」、

各学部・研究科の「FD 及び自己点検・評価実施委員会」に対して、助言、指導を行う組織である。な

お、これらの活動は全学の最高意思決定組織である「愛知淑徳大学大学協議会」で最終的な承認を得

ることで、オーソライズされる。 
 2016 年度の「認証評価」において指摘を受けた「努力課題」に対する対応も上記のシステムによっ

て対応し、改善を図ってきた。本学における PDCA サイクルは各教育組織の 5 ヶ年の PDCA サイクル

（中期計画）の中に、それらを達成するための毎年度の PDCA サイクルが組み込まれており、各組織

の 5 ヶ年計画は、大学中期ビジョンによって大きな枠組みが規定されている。「認証評価」において指

摘を受けた「努力課題」についても、2016 年度中に改善の実施、完了が達成されなかった事項につい

ては、必ず各教育組織の中期計画、年度計画に掲げ、改善を図ることとしている。また、中期計画に

ついても毎年度検証を行い、達成度を管理し、必要に応じて、微修正を加えることを認めている。各

年度の計画の達成度の検証は、中間検証と年度末検証と 2 回実施することとしている。 
 一般的な本学における PDCA サイクルの年間の流れについて以下に概括する。 
 
  

月 大学協議会 大学運営委員会 
FD及び自己点検・評価

専門委員会 

FD及び自己点検・評価

委員会 

FD及び自己点検・評価

実施委員会 

4月 

前年度計画の年

度末検証の承

認。新年度計画

の承認。 

全学の年度計画の

実施スタート。 

 各部局の年度計画の実施

スタートの確認。中間検

証、年度末検証の進め方

の確認。 

各部局の年度計画の実施

スタート。 

9月 

 全学の年度計画の

中間検証と次年度

計画の策定。 

 各部局の年度計画の年度

末検証作業に関する確

認。 

各部局の年度計画の中間

検証と次年度計画の検

討。 
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11月 

 全学の年度計画の

年度末検証と次年

度計画を専門委員

会に諮問。 

全学の年度計画の年度末

検証およぶ次年度計画に

ついて検証し、必要な助

言を行う。 

  

12月 

 全学の年度計画の

年度末検証および

次年度計画の公

表。 

   

1月 

  各部局の年度計画の年度

末検証と次年度計画につ

いて精査し、必要な助言

を行うとともに、大学運

営委員会に報告。 

 全学の年度計画の年度末

検証と次年度計画を参考

に部局の年度計画の年度

末検証を実施し、次年度

計画を策定。 

2月 

 各部局の年度計画

の年度末検証およ

び次年度計画につ

いて専門委員会の

助言に基づいて精

査・検証し、必要

な指導を行う。 

  各部局の年度計画の年度

末検証および次年度計画

について、教授会、研究

科委員会等で機関承認・

決定。 

3月 

   全学および各部局の年度

計画の年度末検証、次年

度計画について承認。 

 

 
 なお、本学は 2019 年度に第 1 期の大学中期ビジョンが終了し、2020 年度から 2024 年度まで新た

な大学中期ビジョン「愛知淑徳大学 2020 大学ビジョン」を策定・公表した。本学の全ての組織は、

「愛知淑徳大学 2020 大学ビジョン」を達成すべく中期計画および各年度計画を策定し、検証を行うこ

ととなり、既にその活動は開始されている。 
 「愛知淑徳大学 2020 大学ビジョン」は 2018 年 11 月から「FD 及び自己点検・評価専門委員会」に

おいて検討を始め、1 次案を 2018 年 12 月に「大学運営委員会」に提案し、そこでの議論を受け、

2019 年 5 月に「FD 及び自己点検・評価専門委員会」として最終案「学びと社会実践の HUB として

の大学」を「大学運営委員会」に提案した。それを受け、「大学運営委員会」において 2019 年 6 月に

「愛知淑徳大学 2020 大学ビジョン」を機関決定し、2019 年 7 月の「大学協議会」において学長から

全学に告示を行った。 
 各部局のこの間の PDCA 活動に関する具体については、「改善報告書」に譲るが、上記のように、本

学の内部質保証活動を支えるシステムは、学長の強力なリーダーシップとそれを支える合議組織によ

って健全に稼働しており、今後も、本学学生の学修の質の向上を目指し、大学としての責務を果たす

所存である。 
 なお、本「改善報告書」作成および機関決定のスケジュールは以下の通りであった。 

1 各部局の「改善報告書」の提出：2019 年 12 月 
2 各部局の「改善報告書」の専門委員会および担当副学長による精査・助言とそれに基づいた修正

による完成：2020 年 1 月・2 月 
3 各部局の「改善報告書」に基づく、専門委員会による「様式 18」の作成：2020 年 6 月 
4 担当副学長による「改善報告書」の総括の策定と専門委員会での精査・助言：2020 年 7 月 3 日 
5 「大学改善報告書」の大学運営委員会での審議と機関承認：2020 年 7 月 15 日 
6 「大学改善報告書」の「FD 及び自己点検・評価委員会」での機関承認：2020 年 7 月 21 日 
7 「大学改善報告書」の「大学協議会」での機関承認：2020 年 7 月 28 日 
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Ⅲ．中間報告 
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１．大学運営委員会 

34



大学運営委員会 
（2016 年度～2018 年度） 

 
1．2016年度大学評価結果において検討を求められた事項に対する対応 
 基準 4．教育内容・方法・成果（4）成果『学部・研究科ともに、学位授与方針を踏まえ
た形で客観的に学習成果を測定するための評価指標は開発・導入していない。GPA の活用
を含め、この点の検討は「大学運営委員会」の課題となっており、早急に検討・導入して、
適切に成果を図るよう努めることが望まれる。』との指摘に対し、2018年度に間に合うよう
に、各学部、研究科における学位授与方針を明確化し、履修要覧に明記することとした。ま
たこれらの学位授与方針を具体化する、学位論文等に対する評価基準を明確化し、学生に対
して公表することとした。GPA の活用については、学内のさまざまな奨励奨学金の審査基
準として用いることによって、GPA高得点者を奨励する方向での活用とした。 
 
 基準 9．管理運営・財務（2）財務『科学研究費補助金及び受託研究費等の獲得について、
事務組織による申請支援体制はあるものの、実績がやや低調であることから、外部資金の獲
得についてはさらなる努力が必要である。』との指摘に対し、学外の競争的資金を積極的に
獲得すること、受託研究を積極的に行うことについて、学内の雰囲気を醸成するように様々
な機会に推奨を行うとともに、大学院教育の重点化を行うことで、各教員の研究活動に対す
る動機付けを高める雰囲気の醸成に努めた。また、任期付き教員に積極的に若手研究者を採
用することで、研究活動の活性化を図ってきた。これらの対応の成果が徐々に表れてきてお
り、全学平均で、全研究費に対する科学研究費を含めた外部資金の占めるパーセンテージは 
2017年度 18.3%、2018 年度 21.7%、2019 年度 23.7%であった。研究活動の活性化は、個々
の教員の努力に拠るところが大ではあるが、今後も、個別の要望への対応を含めて、各教員
の研究活動を支援するよう、大学全体として努め、2030 年度では学内研究費を減額するこ
となく、全研究費に対する外部資金の占有率を 40%程度まで引き上げられるように努めた
い。 
 
 基準 10．内部質保証『貴大学は、「教育研究活動及び教育研究環境等の状況について自ら
点検・評価及び充実改善」を目的に、「愛知淑徳大学自己点検・評価委員会規程」等を定め、
全学の「自己点検・評価委員会」と各部局の「自己点検・評価実施委員会」を設置し、内部
質保証のための点検・評価に関する諸活動を行う体制を構築した。ただし、内部質保証に関
する方針は策定されていないので、今後策定が望まれる。』との指摘に対し、内部質保証活
動をより徹底、充実するために、自己点検・評価に関わる諸委員会と FDに関わる諸委員会
とを統合し、2017 年度より「FD 及び自己点検・評価委員会」「FD 及び自己点検・評価専
門委員会」「SD 及び自己点検・評価委員会」、各学部・研究科の「FD 及び自己点検・評価
実施委員会」を構成し、各委員会の規定に、内部質保証活動に関する方針を明記した。また、
全学の内部質保証活動の統括、方針の決定、計画策定の中心組織として大学運営委員会にそ
の機能を付与することとし、2017 年から実質的な活動を開始しており、本学の内部質保証
活動は実質的に機能している。普遍的な内部質保証に関する方針は明文化されていないが、
それは、対応する組織およびその機能によって実現されていると考えている。 
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基準 10．内部質保証『前回の大学評価で本協会が指摘した「勧告」１項目と「助言」28 
項目等については、改善の努力が認められるが、依然として努力が必要な項目が残っており、
引き続き改善に努める必要がある。また、文部科学省に提出している設置計画履行状況報告
書に対して、大学設置・学校法人審議会大学設置分科会から付された留意事項についても、
引き続き改善へ向けた努力が求められる。』との指摘に対し、グローバルカルチャー・コミ
ュニケーション研究科博士前期課程の昼夜や開講制や土日開講制については、入学生のニ
ーズが発生した段階で改善を行う。授業アンケートについては、本学ではあくまでも個々の
教員が自身の授業改善を実施するのに必要な資料を得るために実施しているものであり、
その点では、すべての授業科目について実施する意味、意義が認められない。本件について
は、幾度となく指摘を受けているところであるが、本学の教育方法に関する理念の根幹にか
かわるので、今後もこの方針は決して変更されない。大学院研究科における国際交流の活性
化については、学生への啓発等、今後も努力を続けることとする。文学研究科、現代社会研
究科に関する指摘については、既にこれらの研究科は閉学しているので、対応の必要がない。
文化創造研究科の学位授与件数については、2020 年度に 2 件が予定されており、改善の取
り組みが結実しつつある。大学院研究科の収容定員に対する在籍学生比率が低いという問
題については、高等教育に関する社会的情勢に大きく左右されるため、本学の努力のみでは
改善が困難であるが、大学の基本的方針として、大学院教育の充実と進学者に対する奨励奨
学金の設置などを行い、進学率の増進に努めており、今後も努める。研究活動が不活発な教
員については、教育研究業績の入力という形で、毎年度の研究活動報告を義務付けることで、
全学的に、教員の研究活動の活性化に取り組んでいる。また、特に不活発な教員に対しては、
所属長から指導を行うこととしている。また専任教員の国内外の長期研修については、今後
も引き続き、実績が向上するよう、学内宣伝に努める。専任教員一人当たりの学生数につい
ては、既に適正化が行われている。また、専任教員の年齢構成についても、公募を原則とし
た戦略的な人事を行うことで、既に大幅に改善している（「2019 年度大学基礎データ」参
照）。事務職員の契約形態別の雇用計画については、戦略的、計画的に行われおり、今後も
同様に実施する。また、事務職員の超過勤務時間数についても、厳密な監視を行っており、
既に適正化されている。長久手キャンパスのバリアフリー化については、敷地の大規模改修
を要する部分を除いて、ほぼ完了している。コミュニケーション学部に関する指摘について
は、当該学部が廃止となっている。両キャンパスの図書館の座席数に関しては、什器の更新、
入れ替えによって拡充を行った。土曜日開館、地域開放については、ニーズが一定の水準に
達した段階で検討する。現時点では十分に高いニーズは認められない。大学関係者からの情
報公開請求への対応については、2020 年 4 月施行で全学的に規程化することで改善を行っ
た。 
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
6
年

度
）
＞

進
捗

状
況

Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｂ C Ｂ Ｂ Ａ

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

8
　
課

程
修

了
時

の
学

修
成

果
の

評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
適
正
な
修
得
単
位
の
管
理
の
シ
ス
テ
ム

の
確

立
（
課

程
修

了
時

の
学

生
ア
ン
ケ
ー
ト
の
立
案
、
実
施
と
未
修
得
単
位
数
が
多
く
、
成
績
不
振
学

生
に
対

す
る
学

修
支

援
体

制
に
関

す
る
研

究
。
）

卒
業

論
文

や
修

士
論

文
の

評
価

基
準

の
明

確
化

は
実

施
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
卒

業
時

の
学

生
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ

い
て
、
現

在
検

討
中

で
あ
る
。
成

績
不

振
学

生
に
対

す
る
学

修
支

援
体

制
の

構
築

に
つ
い
て
は

、
未

着
手

で
あ

る
。

2
0
1
9
年

度
よ
り
実

施
で
き
る
よ
う
に
、
卒

業
時

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
の

計
画

を
2
0
1
7
年

度
中

に
確

定
す
る
。

本
学

に
お
い
て
も
成

績
不

振
学

生
の

在
籍

率
が

高
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
実

態
把

握
と
適

切
な
支

援
体

制
の

構
築

に
向

け
た
研

究
を
進

め
る
必

要
が

あ
る
。

9
　
全

学
お
よ
び
各

部
門

の
P
D
C
A
サ

イ
ク
ル
の
充
実
（
大
学
運
営
委
員
会
と
全
学
自
己
点
検
・
評
価

委
員

会
と
の

役
割

分
担

な
ど
の

明
確
化

）

組
織

の
整

理
、
規

程
の

整
理

を
行

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
自

己
点

検
・
評

価
専

門
委

員
会

が
大

学
運

営
委

員
会

の
下

、
各

部
局

の
2
0
1
6
年

度
計

画
の

進
捗

状
況

の
検

証
、
2
0
1
7
年

度
計

画
の

適
切

性
な
ど
を
検

証
し
、
そ
れ

に
基

づ
い
て
、
各

部
局

で
修

正
を
行

っ
た
後

、
全

学
の

自
己

点
検

・
評

価
委

員
会

で
検

討
し
、
2
0
1
7
年

度
第

1
回

大
学

協
議

会
で
報

告
を
行

う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
P
D
C
A
サ

イ
ク
ル

が
実

質
的

に
稼

働
す
る
こ
と
と
な
る
。

全
学

の
内

部
質

保
証

に
関

す
る
P
D
C
A
サ

イ
ク
ル

の
実

質
化

を
図

り
、
そ
の

効
果

を
点

検
・
評

価
す
る
。

6
　
研

究
の

支
援

体
制

の
充

実
（
競

争
的

資
金
獲
得
支
援
、
海
外
と
の
研
究
交
流
）

未
だ
教

員
個

々
の

活
動

に
委

ね
ら
れ

て
い
る
。

ど
の

よ
う
な
支

援
が

可
能

か
研

究
す
る
必

要
が

あ
る
。

7
　
さ
ら
な
る
社

会
連

携
の

充
実

・
責

任
部

署
の
明
確
化
。
特
に
、
教
員
個
人
に
よ
る
社
会
連
携
・
産

学
連

携
の

実
態

把
握

の
シ
ス
テ
ム
の

確
立

。
毎

年
度

の
個

人
調

書
の

改
定

時
に
社

会
連

携
や

産
学

連
携

に
つ
い
て
も
記

載
す
る
こ
と
と
し
た
が

、
特

定
部

署
の

一
元

管
理

に
つ
い
て
、
未

定
の

ま
ま
で
あ
る
。

人
事

管
理

と
の

関
係

で
、
責

任
部

署
を
明

確
化

す
る
必

要
が

あ
る
。

4
　
グ
ロ
ー
バ

ル
化

を
見

据
え
た
教

育
の

充
実
・
活
性
化

グ
ロ
ウ
コ
ム
学

部
の

開
設

、
ビ
ジ
ネ
ス
学

部
の

グ
ロ
ー
バ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
専

攻
の

設
置

等
、
充

実
化

を
行

っ
て
い
る
。

5
　
防

災
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
グ
ロ
ー
バ

ル
化

を
見
据
え
た
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
の
整
備
及
び
学
生
の
学
習

環
境

の
充

実
適

切
な
措

置
を
そ
の

都
度

、
年

度
計

画
に
お
い
て
実

施
し
て
お
り
、
今

後
も
継

続
的

に
必

要
な
措

置
を
行

う
必

要
が

あ
る
。

今
後

も
継

続
す
る
。

2
　
F
D
の

見
直

し
と
充

実
（
新

し
い
教
育

に
沿
っ
た
指
導
ス
キ
ル
の
向
上
や
教
育
成
果
指
標
の
開
発
な

ど
。
特

に
、
教

員
の

教
育

ス
キ
ル

の
相
互

評
価
シ
ス
テ
ム
の
確
立
。
ま
た
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
に
対
す

る
教

員
の

理
解

・
認

識
を
深

め
る
た
め
の
方
策
お
よ
び
新
任
教
員
研
修
の
シ
ス
テ
ム
の
確
立
。
授
業

ア
ン
ケ
ー
ト
の

重
要

性
に
対

す
る
教

員
の

理
解
・
認
識
を
高
め
る
取
り
組
み
。
）

全
学

お
よ
び
各

部
門

の
Ｆ
Ｄ
に
つ
い
て
は

、
従

来
通

り
適

切
に
実

施
さ
れ

て
い
る
が

、
教

員
の

教
育

ス
キ
ル

の
相

互
評

価
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は

、
研

究
が

不
十

分
で
あ
り
、
ま
た
、
ア
ド
バ

イ
ザ

ー
制

に
つ
い
て
も
そ
の

機
能

に
つ
い

て
、
明

確
化

し
、
教

員
間

で
共

有
す
る
必

要
が

あ
る
。

教
員

の
教

育
ス
キ
ル

の
相

互
評

価
シ
ス
テ
ム
の

導
入

に
向

け
た
研

究
を
行

う
必

要
が

る
。
ま
た
、
ア
ド
バ

イ
ザ

ー
制

に
関

す
る
基

本
的

な
考

え
を
G
U
ID
E
P
O
S
T
に
明

文
化

す
る
必

要
あ
る
。

3
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

体
系

化
（
D
P
・
C
P
の

書
式
、
記
載
内
容
の
全
学
的
な
統
一
。
C
A
P
の
適
正
化
お
よ

び
、
授

業
形

態
の

学
生

周
知

の
方

策
の

検
討
。
）

本
項

目
に
つ
い
て
は

、
既

に
必

要
な
適

正
化

は
完

了
し
て
い
る
。
整

備
後

の
具

体
的

な
内

容
に
つ
い
て
は

、
各

部
門

の
履

修
要

覧
に
明

記
さ
れ

て
い
る
。

引
き
続

き
、
D
P
、
C
P
、
A
P
の

内
容

の
適

切
性

に
つ
い
て
点

検
・
評

価
を
行

う
必

要
が

あ
る
。

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）
将
来
に
向
け
た
発
展
方
策
（
進
捗
状
況
が
A
の
場
合
は
任
意
）

1
　
大

学
理

念
・
中

期
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿

っ
た
学

部
新
設
や
学
部
学
科
の
再
編
。
（
教
育
理
念
、
内
容
、
方

法
に
つ
い
て
、
抜

本
的

な
改

革
を
視

野
に
入
れ
た
検
討
を
行
う
べ
き
学
部
、
学
科
が
あ
る
。
ま
た
、
ス

ク
ー
ル

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

涵
養

の
た
め
の
取
り
組
み
に
対
す
る
研
究
の
実
施
。
全
学
共
通
教
育

の
運

営
や

教
育

内
容

、
方

法
の

適
切
性

の
検
証
の
シ
ス
テ
ム
の
確
立
）

人
間

情
報

学
部

の
専

修
制

導
入

、
創

造
表

現
学

部
の

名
称

変
更

と
専

攻
制

の
導

入
、
健

康
医

療
科

学
部

の
健

康
栄

養
学

科
の

新
設

に
つ
い
て
、
十

分
な
成

果
を
上

げ
る
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
文

学
部

英
文

学
科

の
改

組
転

換
、

ビ
ジ
ネ
ス
学

部
グ
ロ
ー
バ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
専

攻
の

設
置

準
備

、
健

康
医

療
科

学
部

ス
ポ
ー
ツ
・
健

康
医

科
学

科
の

将
来

構
想

に
つ
い
て
も
、
順

調
に
進

め
ら
れ

て
い
る
。
ス
ク
ー
ル

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

涵
養

教
育

に
つ
い
て
は

、
基

幹
科

目
の

内
容

を
適

正
化

し
、
ま
た
、
2
0
1
7
年

度
よ
り
教

育
方

法
に
つ
い
て
も
一

層
の

改
善

を
行

う
こ
と
と
し
た
。
全

学
共

通
履

修
科

目
に
つ
い
て
は

、
2
0
1
7
年

度
中

に
基

本
計

画
を
策

定
し
、
遅

く
と
も
2
0
1
9
年

度
よ
り
実

施
す
る
方

向
で
計
画
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

文
学

部
英

文
学

科
の

改
組

転
換

、
ビ
ジ
ネ
ス
学

部
グ
ロ
ー
バ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
専

攻
の

準
備

を
進

め
る
と
と
も
に
、

「
全

学
共

通
履

修
科

目
検

討
委

員
会

」
の

答
申

に
基

づ
き
、
全

学
共

通
履

修
科

目
を
本

学
の

理
念

と
よ
り
整

合
す
る
も
の

へ
と
教

育
課

程
の

改
善

を
行

う
。
基

幹
科

目
に
つ
い
て
は

、
2
0
1
7
年

度
よ
り
全

学
的

な
理

念
の

単
元

に
つ
い
て
は

、
入

学
式

直
後

に
授

業
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の

成
果

に
つ
い
て
、
検

証
す
る
必

要
が

あ
る
。

9
　
全

学
お
よ
び
各

部
門

の
P
D
C
A
サ

イ
ク
ル
の
充
実2
0
1
6
年

度
全

学
（
総

合
企

画
員

会
）

1
　
大

学
理

念
・
中

期
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿

っ
た
学

部
新
設
や
学
部
学
科
の
再
編

2
　
F
D
の

見
直

し
と
充

実
（
新

し
い
教
育

に
沿
っ
た
指
導
ス
キ
ル
の
向
上
や
教
育
成
果
指
標
の
開
発
な
ど
）

3
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

体
系

化
（
D
P
・
C
P
の

見
直
し
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
の
作
成
、
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
な
ど
）

4
　
グ
ロ
ー
バ

ル
化

を
見

据
え
た
教

育
の

充
実
・
活
性
化

5
　
防

災
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
グ
ロ
ー
バ

ル
化

を
見
据
え
た
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
の
整
備
及
び
学
生
の
学
習

環
境

の
充

実
6
　
研

究
の

支
援

体
制

の
充

実
（
競

争
的

資
金
獲
得
支
援
、
海
外
と
の
研
究
交
流
、
研
究
倫
理
の
審
査

体
制

な
ど
）

7
　
さ
ら
な
る
社

会
連

携
の

充
実

・
責

任
部

署
の
明
確
化

8
　
課

程
修

了
時

の
学

修
成

果
の

評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
G
P
A
の
活
用
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年
度

担
当
部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
7
年

度
）
＞

進
捗

状
況

B C B C B B A A A B

進
捗
状
況

A
：
計
画
が
達
成

で
き
て
い
る
、
も
し
く
は

ほ
ぼ

で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達
成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

9
　
G
P
A
の

不
振
学
生
に
対

す
る
学

修
支

援
等

に
つ
い
て

は
、
学
生
部
を
中
心
に
検
討
を
指

示
全
て
の
学
科
・
専
攻
で
G
P
A
不
振
学
生
の
基
準
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
適
宜
、
指
導
す
る
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。

各
学

部
・
学

科
・
専

攻
の

指
導

方
法

を
共

有
す
る
シ
ス
テ

ム
を
構

築
す
る
。

1
0
　
新
た
な
奨
学
金
制
度
な
ど
の

必
要

性
に
つ
い
て
は

、
学

生
部
を
中
心
に
検
討
を
指
示

大
学
院
生
に
対
す
る
奨
励
奨
学
金
の
新
設
を
行
っ
た
。
ま

た
、
交
換
留
学
制
度
に
お
い
て
、
優
秀
な
学
生
へ
往
復
渡

航
費
補
助
の
制
度
を
策
定
し
た
。

今
後

も
時

代
状

況
を
鑑

み
、
必

要
に
応

じ
て
必

要
な
措

置
を
講

じ
る
。

7
　
D
P
、
C
P
,　
A
P
の
整
合
性
に
関

す
る
検

証
と
最

適
化

既
に
最
適
化
さ
れ
て
お
り
、
中
期
計
画
、
年
度
計
画
に
お
い

て
、
検
証
も
さ
れ
い
る
。

今
後

と
も
、
定

期
的

な
検

証
と
必

要
な
改

正
を
行

う
。

8
　
全
学
の
内
部
質
保
証
に
関

す
る
P
D
C
A
サ

イ
ク
ル

の
実

質
化

既
に
実
質
的
に
稼
働
し
て
い
る
。

現
在

の
稼

働
状

況
を
監

視
し
、
必

要
に
応

じ
て
改

善
を
行

う
。

5
　
教
員
の
社
会
連
携
、
産
学

連
携

に
関

す
る
情

報
管

理
の

シ
ス
テ
ム
の
構
築

毎
年
度
、
業
績
を
更
新
し
て
記
録
す
る
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ

れ
て
お
り
、
各
教
員
の
自
己
申
告
に
よ
っ
て
、
社
会
的
活
動

に
つ
い
て
も
申
告
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
情
報

を
一
元
的
に
管
理
し
、
評
価
す
る
シ
ス
テ
ム
は
構
築
さ
れ
て

い
な
い
。

情
報

を
ど
の

よ
う
に
分

析
し
、
活

用
す
る
か

に
つ
い
て
、
大

学
運

営
委

員
会

に
お
い
て
検

討
す
る
。

6
　
卒
業
時
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容

、
実

施
方

法
の

確
立

F
D
及
び
自
己
点
検
・
評
価
専
門
委
員
会
で
具
体
化
に
向
け

て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

2
0
2
0
年

度
よ
り
実

施
す
る
よ
う
進

め
て
い
る
。

3
　
防
災
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化

を
見

据
え
た
キ
ャ

ン
パ
ス
環
境
の
政
治
及
び
学
生

の
学

習
環

境
の

充
実

現
時
点
で
取
り
う
る
必
要
な
対
策
は
実
現
し
て
い
る
。

今
後

も
、
必

要
に
応

じ
て
、
適

切
な
対

応
を
実

施
す
る
。

4
　
研
究
支
援
体
制
の
充
実
に
向

け
た
組

織
論

の
研

究
大
学
運
営
委
員
会
内
で
の
問
題
意
識
の
共
有
は
な
さ
れ
た

が
、
具
体
的
な
検
討
に
入
っ
て
い
な
い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

設
置

を
検

討
。

将
来

に
向

け
た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

1
　
大
学
理
念
・
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿

っ
た
、
全

学
共

通
履

修
科

目
の
再
編

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
検
討
を
継
続
中

2
0
1
9
年

よ
り
基

本
的

に
再

編
さ
れ

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
の

実
施

を
め
ざ
し
、
検

討
を
進

め
、
具

体
化

す
る
。

2
　
教
員
の
教
育
ス
キ
ル
の

相
互

評
価

シ
ス
テ
ム
の

構
築

大
学
運
営
委
員
会
内
で
の
問
題
意
識
の
共
有
は
な
さ
れ
た

が
、
具
体
的
な
検
討
に
入
っ
て
い
な
い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

設
置

を
検

討
。

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

5
　
防
災
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
グ
ロ
ー
バ

ル
化

を
見

据
え
た
キ
ャ
ン
パ

ス
環
境
の
整
備
及
び
学
生
の
学
習
環
境
の
充
実

6
　
研
究
の
支
援
体
制
の
充
実

（
競

争
的

資
金

獲
得

支
援

、
海

外
と
の
研
究
交
流
、
研
究
倫
理
の
審
査
体
制
な
ど
）

7
　
さ
ら
な
る
社
会
連
携
の
充

実
・
責

任
部

署
の

明
確

化
8
　
課
程
修
了
時
の
学
修
成
果

の
評

価
シ
ス
テ
ム
の

構
築

と
G
P
A
の
活
用

9
　
全
学
お
よ
び
各
部
門
の
P
D
C
A
サ

イ
ク
ル

の
充

実

4
　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
見
据
え
た
教

育
の

充
実

・
活

性
化

2
0
1
7
年

度
全
学

（
総

合
企

画
委

員
会

）

1
　
大
学
理
念
・
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿

っ
た
学

部
新

設
や

学
部

学
科
の
再
編

2
　
F
D
の
見

直
し
と
充
実
（
新
し
い
教

育
に
沿

っ
た
指

導
ス
キ
ル

の
向
上
や
教
育
成
果
指
標
の
開
発
な
ど
）

3
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
体
系
化

（
D
P
・
C
P
の

見
直

し
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
の
作
成
、
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
な
ど
）
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
8
年

度
）
＞

進
捗

状
況

B C B C A A A B C

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達
成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
な
い

全
学

共
通

履
修

科
目

検
討

委
員

会
に

お
け

る
検

討
を

重
ね

、
ほ

ぼ
原

案
が

策
定

で
き

て
い

る
。

2
0
2
4
年

度
の

改
訂

に
向

け
て

準
備

を
今

後
と

も
進

め
る

。

各
部

局
に

お
け

る
F
D

の
取

り
組

み
は

積
極

的
で

は
あ

る
が

、
全

学
的

な
シ

ス
テ

ム
構

築
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

現
時

点
で

必
要

な
環

境
の

整
備

、
学

習
環

境
の

充
実

は
図

ら
れ

て
い

る
。

特
に

、
星

が
丘

キ
ャ

ン
パ

ス
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
つ

い
て

は
、

「
星

が
丘

キ
ャ

ン
パ

ス
・
グ

ロ
ー

バ
ル

化
推

進
委

員
会

」
の

検
討

、
答

申
に

基
づ

い
て

、
2
0
1
9
年

度
よ

り
順

次
環

境
整

備
を

実
施

す
る

。

科
学

研
究

費
の

取
得

等
に

つ
い

て
、

支
援

の
あ

り
方

に
関

す
る

ノ
ウ

ハ
ウ

は
蓄

積
さ

れ
て

き
て

い
る

が
、

組
織

論
に

ま
で

踏
み

込
ん

だ
研

究
は

進
捗

が
見

ら
れ

な
い

。

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

学
内

的
な

調
整

を
行

い
つ

つ
、

「
全

学
共

通
履

修
科

目
検

討
委

員
会

」
の

答
申

に
基

づ
き

、
大

学
運

営
委

員
会

主
導

で
改

革
を

進
め

る
。

継
続

的
に

研
究

を
進

め
る

。

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
つ

い
て

は
一

定
の

成
果

が
得

ら
れ

つ
つ

あ
る

。
防

災
、

エ
コ

ロ
ジ

ー
の

観
点

に
基

づ
く
環

境
整

備
に

つ
い

て
は

、
継

続
的

に
実

施
す

必
要

が
あ

る
が

、
よ

り
具

体
的

で
個

別
的

な
計

画
を

策
定

し
、

そ
の

実
現

を
図

る
べ

き
で

あ
る

。

継
続

的
に

研
究

を
進

め
る

。

大
学

院
生

の
新

た
な

奨
学

制
度

が
設

置
さ

れ
、

2
0
1
9
年

度
よ

り
実

施
す

る
こ

と
と

な
っ

て
い

る
。

学
部

生
に

対
す

る
奨

学
制

度
に

つ
い

て
は

、
社

会
情

勢
を

見
な

が
ら

、
適

宜
必

要
な

検
討

、
改

革
を

行
う

。

学
生

ア
ン

ケ
ー

ト
に

限
ら

ず
、

学
内

の
教

学
情

報
の

管
理

シ
ス

テ
ム

と
連

動
す

る
た

め
、

大
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
、

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

継
続

的
な

検
討

、
そ

れ
に

基
づ

く
必

要
な

改
革

を
行

う
。

2
0
1
9
年

度
よ

り
、

教
学

分
野

に
お

け
る

学
生

支
援

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

再
検

討
、

再
構

築
に

向
け

た
研

究
を

実
施

し
、

次
期

中
期

計
画

と
し

て
改

善
・
充

実
を

図
る

。

研
究

業
績

シ
ス

テ
ム

に
お

い
て

、
社

会
連

携
、

産
学

連
携

に
関

す
る

情
報

を
蓄

積
す

る
シ

ス
テ

ム
を

構
築

し
た

。

「
F
D

及
び

自
己

点
検

・
評

価
専

門
委

員
会

」
「
F
D

及
び

自
己

点
検

・
評

価
委

員
会

」
に

お
け

る
2
0
1
7
年

か
ら

継
続

さ
れ

た
議

論
に

よ
っ

て
、

確
立

さ
れ

た
。

各
学

部
に

お
い

て
、

支
援

体
制

が
確

立
さ

れ
て

い
る

。

9
　

学
生

に
よ

る
種

々
の

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

、
デ

ー
タ

保
存

、
デ

ー
タ

の
分

析
の

一
元

的
シ

ス
テ

ム
構

築
の

研
究

1
 大

学
理

念
・
中

期
ビ

ジ
ョ

ン
に

沿
っ

た
、

全
学

共
通

履
修

科
目

の
再

編

2
　

教
員

の
教

育
ス

キ
ル

の
相

互
評

価
シ

ス
テ

ム
の

構
築

3
　

防
災

、
エ

コ
ロ

ジ
ー

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
を

見
据

え
た

キ
ャ

ン
パ

ス
環

境
の

整
備

及
び

学
生

の
学

習
環

境
の

充
実

4
　

研
究

支
援

体
制

の
充

実
に

向
け

た
組

織
論

の
研

究

5
　

教
員

の
社

会
連

携
、

産
学

連
携

に
関

す
る

情
報

管
理

シ
ス

テ
ム

の
構

築

2
0
1
8
年

度
全

学
（
総

合
企

画
委

員
会

）

6
　

卒
業

時
ア

ン
ケ

ー
ト

の
内

容
、

実
施

方
法

の
確

立

7
　

G
P

A
不

振
学

生
に

対
す

る
学

修
支

援
等

に
つ

い
て

は
、

学
生

部
を

中
心

に
検

討
を

指
示

8
　

新
た

な
奨

学
金

制
度

な
ど

の
必

要
性

に
つ

い
て

は
、

学
生

部
を

中
心

に
検

討
を

指
示

計
画

内
容

1
　

大
学

理
念

・
中

期
ビ

ジ
ョ

ン
に

沿
っ

た
学

部
新

設
や

学
部

学
科

の
再

編
2
　

F
D

の
見

直
し

と
充

実
（
新

し
い

教
育

に
沿

っ
た

指
導

ス
キ

ル
の

向
上

や
教

育
成

果
指

標
の

開
発

な
ど

）
3
　

グ
ロ

ー
バ

ル
化

を
見

据
え

た
教

育
の

充
実

・
活

性
化

4
　

防
災

・
エ

コ
ロ

ジ
ー

・
グ

ロ
ー

バ
ル

化
を

見
据

え
た

キ
ャ

ン
パ

ス
環

境
の

整
備

及
び

学
生

の
学

習
環

境
の

充
実

5
　

研
究

の
支

援
体

制
の

充
実

（
競

争
的

資
金

獲
得

支
援

、
海

外
と

の
研

究
交

流
、

研
究

倫
理

の
審

査
体

制
な

ど
）

6
　

さ
ら

な
る

社
会

連
携

の
充

実
・
責

任
部

署
の

明
確

化
7
　

課
程

修
了

時
の

学
修

成
果

の
評

価
シ

ス
テ

ム
の

構
築

と
G

P
A

の
活

用
8
　

全
学

お
よ

び
各

部
門

の
P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
の

充
実

9
　

学
内

IR
に

関
す

る
シ

ス
テ

ム
の

構
築

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）
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文学部 
（2016 年度～2018 年度） 

 
1．2016年度大学評価結果において検討を求められた事項に対する対応 
 基準 1．理念・目的『学部・研究科の目的の適切性については、各学部・研究科の「自己
点検・評価実施員会」が責任主体となり、毎年度検証することになっているが、多くの学部・
研究科ではまだ本格的に稼働していない。今後は、関連規定等を整備するとともに、定期的
な検証を着実に行っていくことが求められる。』との指摘に対しては、１年対象の前期開講
の文学部共通科目「人間探究」において、本学の理念をはじめ、学部の目的・ディプロマポ
リシーなどを学生に周知し、理解が深まるようにしている。さらに４年対象に実施される
「文学部アンケート」に、文学部の理念・教育目標に対する学生の認知度・理解度を測る項
目を入れた。アンケートの結果は各教員にフィードバックされ、FDおよび自己点検・評価
委員会がその結果を分析し、教授会で報告している。 
 基準 3．教員・教員組織『教員の年齢構成比率に偏りがあるので、特定の年齢に著しく偏
らないよう改善の努力が望まれる。専任教員の定期的な業績評価は行われていないため、今
後、組織的かつ定期的に評価することが望まれる。』との指摘に対して、教員の年齢構成比
率の偏りは、退職者の後任に順次若手の教員を採用し、改善を図っている。この現象は令和
２年度から 3 年度にかけて、退職者に伴う補充によって解消されると思われる。専任教員
の業績は、WEBシステムで管理され、学部の FDおよび自己点検・評価委員会が所属教育
の業績を点検・評価する体制が整った。 
 基準 4．教育内容・方法・成果（1）教育目標、学位授与方針、教育課程の編成・実施方
針『学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針の適切性については、2015 （平成 27）年
にファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）を担う学部ＦＤ委員会が「文学部アンケート」 
の内容の検証を行い、2016（平成 28）年度からは「文学部将来構想委員会」を組織して定
期的な検証を行うこととしているので、今後、実際に機能させることが望まれる。』との指
摘に対しては、2017 年度より、「卒業論文（国文・英文学科）・卒業研究(教育学科)の評価
項目・評価基準」を学生に明示、2018 年度は、各学科「卒業論文・卒業研究」担当教員に
アンケートを実施し、「卒業論文・卒業研究」の口述試験実施、評価項目・評価指標に基づ
く採点実施がなされているかの検証を行った。「文学部将来構想委員会」がこの検証を行い、
継続してこの委員会が教育目標、学位授与方針および教育課程の編成・実施方法の適切性を
検証する。 
 基準 4．教育内容・方法・成果（2）教育課程・教育内容『各部局内での検証は「随時検
証を行う」という状態であり、定期化されたものではない。また、各教員に委ねている場合
もあり、システム化されたものとはいえないので、今後は定期的な検証システムを構築し、
機能させることが求められる。』との指摘に対しては、2018 年度履修要覧にカリキュラム概
念図を掲載し、学生が 4 年間を見据えた履修計画が立てやすいように改善した。教育課程
の点検および改善については、学部の教務委員会で方策が検討され、科目のナンバリング、
科目間の関連性・発展性・難易度をさらに明確にした教育課程に改善した。また毎年定期的
に FD 研修会を実施し、2016 年度は「学生の努力を引き出す学修支援プログラム」、2017
年度「発達障害およびその疑いのある学生への理解と対応方法について」という外部講師に
よる講演で具体的な学生対応を教員が共有した。さらに、それをうけて、2018 年度は「文
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学部の導入教育の現状と今後の展望について」というテーマで、文学部教員全員に共通する
課題に対する解決の一助となり、授業改善につながる FD 研修会を実施した。 
 基準 4．教育内容・方法・成果（3）教育方法『学士課程における教育目標の設定、教育
内容、成績評価基準の 適切性について、学部によっては、半期ごとの確実な実施や他の検
証体制との役割分担等について、なおあいまいな点が残っており、早急に明確化 して稼働
させていくことが期待される。』との指摘に対しては、毎年 7 月に、学部長・教務委員長連
名の文書「成績評価の適正化・厳正化について」を文学部授業担当教員に配布し、成績評価
適正化に対する協力を求めている。実際に適正化が図られているか確認するため教務事務
室が「学科・学年別平均GPA 一覧」を作成している。この一覧は教授会で報告され、情報
が教員に共有されている。 
 基準 5．学生の受け入れ『学生の受け入れの適切性については、各学部・研究科及び大学
全体として、検証するシステムは構築されていないので、今後整備されたい。』との指摘に
対して、文学部入試委員会では、公募制推薦入試、特別選抜入試、指定校推薦入試、一般入
試、センター利用入試など、すべての形態の入学者選抜について、過去の入試データ等の分
析をもとにその有効性を検討している。学部として入試方式ごとの学生のデータを蓄積し
て追跡調査、分析をおこなうというシステムは出来上がっており、それをうけて文学部入試
委員会で毎回、合否の検討がされている。 
 基準 7．教育研究等環境『人間情報学部、心理学部、健康医療科学部、福祉貢献学部、教
育学研究科、心理医療科学研究科ではそれぞれ倫理委員会があり研究倫理遵守のための規
程を整備・実行している。今後、その他の学部・研究科でも、体制作りが望まれる。』との
指摘に対しては、2018 年に文学部倫理委員会を立ち上げて、研究倫理遵守のための規程を
整備・実行している。 
 
2．その他の取り組み 
・文学部共通科目「人間探究」を利用して、第 1回授業時に学科ごとに作成した「AS キャ
リアデザインファイル・課題設定シート」を学生に配布し、第 2 回授業時に回収してア
ドバイザーに配付している。その後は半年ごとの目標を課題設定シートに記入させ、ア
ドバイザーが年２回の面接で進捗状況を確認することになっており、4 年間を見据えた
履修計画を立てやすいように配慮した。[基準 4(2) (3)] 

・４年間の学修成果を評価するために、2018 年度、国文学科が試行的に 4 年次 12-1 月に
「学修成果判定テスト」を実施した。英文学科・教育学科でも実施にむけて検討がなさ
れた。[基準 4(1)(2)(3)] 

・2018 年度に例年作成していた「文学部就職先一覧表」を改訂し、「文学部リーフレット」
に掲載した。また、教員採用試験合格者の推移を可視化し「文学部リーフレット」に掲
載した。 

・入学者の動向についての検証に基づき、2018 年度に文学部複数免許証取得プログラムを
文学部教員免許取得プログラムに改め、多様な選択肢を用意して、1 年次から目標に応
じた学修計画がたてられるように内容の充実化を図った。［基準 4(1)(2)(3)］ 

・学生の学習実態や社会の需要を分析して教育課程の点検・改善をはかり、2018 年度より
英文学科を総合英語学科に名称変更して教育課程を改訂した。［基準 4(1)(2)(3)］ 

・2016 年に文学部将来構想委員会を立ち上げ、10 年先・20 年先の文学部を見据えた教育
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課程の提言・検証を行っている。[基準 1, 基準 4(1)(2)(3)] 
・「文学部アンケート」の学部共通部分の経年変化を 2018 年度まで追跡調査・分析し、そ
の結果を教授会で報告し教員で共有した。また毎年、各学科部分の分析結果を通じて学
生の学修実態を検討し、アンケートの内容もより有益なものに変更・訂正されている。
文学部アンケートの結果は FD および自己点検・評価委員会で精査され、文学部将来計
画委員会で教育課程を提言・検証するための重要なデータとなっている。[基準
4(1)(2)(3)] 

 
3．総括 
 入学者の動向や社会の需要を分析しながら、文学部は英文学科を総合英語学科と名称変
更することをはじめとして、時代に即した学部のあり方を模索している。４年間を通した学
生の学修計画を明確にし、学修意欲を向上させるために、文学部共通科目「人間探究」を基
盤とした教育課程の充実を図ってきた。また学修成果の可視化に向けての方向性が 2018 年
度までに決まり、今後、本格実施となる。2016-18 年度は、指摘された様々な課題を検討し
て、文学部の理念・教育目的に適合するように改善を加え実施することができたと考える。
今後は、入学から卒業までの一貫した学生指導と支援の効果的なシステムの構築を検討し
ていく。 
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
6
年

度
）
＞

進
捗

状
況

A A A B B B A B

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ

で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

３
．

F
D

の
強

化
・
実

質
化

2
0
1
6
年

度
文

学
部

１
．

学
部

・
学

科
教

育
の

目
標

お
よ

び
成

果
・
実

績
の

可
視

化

２
．

教
育

課
程

の
点

検
お

よ
び

改
善

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）
将

来
に

向
け

た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

１
．

学
部

・
学

科
教

育
の

目
標

お
よ

び
成

果
・
実

績
の

可
視

化

①
 各

学
科

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
ポ

リ
シ

ー
・
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

を
「
文

学
部

規
程

」
に

合
わ

せ
て

見
直

し
、

『
履

修
要

覧
』
に

掲
出

す
る

。

①
各

学
科

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
ポ

リ
シ

ー
・
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

を
「
文

学
部

規
程

」
第

1
条

を
反

映
し

た
文

言
に

改
変

し
、

『
履

修
要

覧
2
0
1
6
』
に

掲
出

し
た

。
「
文

学
部

規
程

」
第

2
条

に
文

学
部

の
教

育
目

的
達

成
の

た
め

に
文

学
部

が
求

め
る

教
員

の
条

件
を

明
記

し
た

。

内
容

変
更

の
効

果
に

つ
い

て
検

証
し

、
さ

ら
な

る
改

善
、

教
育

課
程

の
適

否
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

②
 「

文
学

部
専

門
教

育
科

目
成

績
評

価
に

お
け

る
評

価
項

目
・

評
価

基
準

」
を

『
履

修
要

覧
』
『
シ

ラ
バ

ス
』
に

掲
出

す
る

。
②

「
文

学
部

専
門

教
育

科
目

成
績

評
価

に
お

け
る

評
価

項
目

・
評

価
基

準
」
を

『
履

修
要

覧
2
0
1
6
』
『
シ

ラ
バ

ス
2
0
1
6
』
に

掲
出

し
た

。
成

績
評

価
の

分
布

状
況

を
確

認
し

、
成

績
評

価
の

適
否

に
つ

い
て

検
証

す
る

。

③
 各

学
科

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

を
よ

り
分

か
り

や
す

く
図

示
し

、
『
履

修
要

覧
』
に

掲
出

す
る

。
③

 各
学

科
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ッ

プ
を

よ
り

分
か

り
や

す
い

形
に

改
変

・
図

示
し

、
『
履

修
要

覧
2
0
1
6
』

に
掲

出
し

た
。

④
 4

年
間

の
学

修
成

果
を

評
価

す
る

方
法

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
④

毎
年

度
5
月

か
ら

7
月

ま
で

の
間

に
前

年
度

の
就

職
状

況
に

つ
い

て
報

告
す

る
こ

と
で

学
修

成
果

の
確

認
を

す
る

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

。
2
0
1
7
年

度
中

に
4
年

間
の

学
修

成
果

の
評

価
基

準
を

可
視

化
す

る
。

２
．

教
育

課
程

の
点

検
お

よ
び

改
善

①
 学

生
の

学
修

実
態

や
社

会
の

需
要

を
分

析
し

、
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
て

教
育

課
程

の
点

検
・
改

善
を

図
る

 。
①

文
学

部
ア

ン
ケ

ー
ト

（
4
年

終
了

時
に

実
施

）
の

経
年

変
化

観
察

・
分

析
。

毎
年

度
最

終
教

授
会

で
の

分
析

結
果

報
告

と
提

言
を

継
続

す
る

。

②
 文

学
部

将
来

構
想

委
員

会
を

組
織

し
1
0
年

先
・
2
0
年

先
の

文
学

部
を

見
据

え
た

教
育

課
程

の
提

言
・
検

証
を

お
こ

な
う

②
英

文
学

科
の

教
育

課
程

見
直

し
お

よ
び

文
学

部
複

数
免

許
状

取
得

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

改
善

を
検

討
中

。
2
0
1
7
年

度
中

に
英

文
学

科
の

新
体

制
に

つ
い

て
報

告
す

る
。

３
．

F
D

の
強

化
・
実

質
化

①
 教

員
の

教
育

力
向

上
や

授
業

内
容

改
善

に
繋

が
る

F
D

研
修

会
を

継
続

実
施

す
る

。

①
F
D

研
修

会
を

学
科

横
断

的
か

つ
教

員
相

互
に

わ
た

る
研

修
・
授

業
研

究
の

機
会

と
す

る
こ

と
と

し
、

「
学

生
の

努
力

を
引

き
出

す
学

修
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

い
う

テ
ー

マ
で

信
州

大
学

高
等

教
育

セ
ン

タ
ー

准
教

授
加

藤
善

子
さ

ん
の

講
演

を
聴

き
、

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
行

な
っ

た
（
2
0
1
6
年

1
0

月
2
6
日

1
5
：
1
0
～

1
6
：
4
0
）
。

（
資

料
１

）

今
後

も
授

業
内

容
の

改
善

、
学

生
指

導
体

制
の

充
実

に
繋

が
る

F
D

研
修

会
を

継
続

的
に

実
施

す
る

。

②
 「

文
学

部
ア

ン
ケ

ー
ト

」
学

部
共

通
部

分
に

つ
い

て
経

年
変

化
を

追
跡

調
査

・
分

析
す

る
③

 「
文

学
部

ア
ン

ケ
ー

ト
」
各

学
科

部
分

の
分

析
結

果
か

ら
学

生
の

学
修

実
態

に
つ

い
て

検
討

す
る

④
 「

文
学

部
ア

ン
ケ

ー
ト

」
を

継
続

的
に

お
こ

な
う

た
め

の
シ

ス
テ

ム
構

築
に

つ
い

て
検

討
す

る

②
「
文

学
部

ア
ン

ケ
ー

ト
」
の

内
容

・
実

施
方

法
に

つ
い

て
検

討
、

学
科

お
よ

び
学

部
の

教
育

成
果

に
つ

い
て

検
証

で
き

る
よ

う
に

改
訂

し
、

実
施

。
分

析
結

果
は

4
年

間
の

学
修

成
果

評
価

の
手

段
の

一
つ

と
し

て
活

用
し

、
経

年
変

化
を

検
証

す
る

。

「
文

学
部

ア
ン

ケ
ー

ト
」
の

学
部

共
通

部
分

に
つ

い
て

経
年

変
化

を
追

跡
調

査
す

る
。
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
7
年

度
）
＞

進
捗

状
況

Ａ

②
各

学
科

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

が
学

生
に

理
解

さ
れ

て
い

る
か

に
つ

い
て

検
証

す
る

Ｂ A B B A A A A A A

進
捗

状
況

A
：
計
画
が
達
成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達
成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
な
い

②
文

学
部

将
来

構
想

委
員

会
を

中
心

に
、

文
学

部
複

数
教

員
免

許
状

取
得

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

見
直

し
を

お
こ

な
う

毎
年

度
7
月

、
学

部
長

・
教

務
委

員
長

連
名

の
文

書
「
成

績
評

価
の

適
正

化
・
厳

正
化

に
つ

い
て

」
を

文
学

部
授

業
担

当
教

員
に

配
付

。
成

績
評

価
適

正
化

に
対

す
る

協
力

を
求

め
、

一
定

の
成

果
を

挙
げ

て
い

る
（
根

拠
資

料
1
-
①

-
1
「
成

績
評

価
の

適
正

化
・
厳

正
化

に
つ

い
て

」
）
。

教
務

事
務

室
作

成
の

「
学

科
・
学

年
別

平
均

Ｇ
Ｐ

Ａ
一

覧
」
を

通
じ

て
適

正
化

が
図

ら
れ

て
い

る
こ

と
の

確
認

は
で

き
て

い
る

（
根

拠
資

料
1
-
①

-
2
「
平

成
2
9
年

度
第

3
回

文
学

部
教

授
会

（
平

成
2
9
年

6
月

2
1
日

）
《
報

告
事

項
》
「
5
．

2
0
1
7
年

度
第

1
回

教
務

連
絡

会
報

告
に

つ
い

て
」
資

料
3
-
5
「
学

部
（
学

科
・
専

攻
）
・
学

年
別

Ｇ
Ｐ

Ａ
一

覧
」
」
）
。

1
. 
学

部
・
学

科
教

育
の

目
標

お
よ

び
成

果
・
実

績
の

可
視

化
2
. 
教

育
課

程
の

点
検

お
よ

び
改

善
3
. 
F
D

の
強

化
・
実

質
化

計
画

内
容

1
. 
学

部
・
学

科
教

育
の

目
標

お
よ

び
成

果
・
実

績
の

可
視

化
の

た
め

に
以

下
を

実
施

す
る

①
各

学
科

専
門

教
育

科
目

の
成

績
評

価
に

つ
い

て
、

分
布

状
況

の
検

討
を

お
こ

な
い

、
「
文

学
部

専
門

教
育

科
目

成
績

評
価

に
お

け
る

評
価

項
目

・
評

価
基

準
」
に

基
づ

き
、

適
正

な
評

価
が

お
こ

な
わ

れ
て

い
る

か
に

つ
い

て
検

証
す

る

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

教
員

の
教

育
力

向
上

や
授

業
内

容
改

善
に

つ
な

が
る

Ｆ
Ｄ

研
修

会
を

継
続

実
施

す
る

と
と

も
に

、
効

果
の

有
無

に
つ

い
て

検
証

す
る

。

2
0
1
7
年

度
よ

り
「
卒

業
論

文
（
国

文
・
英

文
学

科
）
・
卒

業
研

究
（
教

育
学

科
）
の

評
価

項
目

・
評

価
基

準
」
を

学
生

に
明

示
（
根

拠
資

料
1
-
③

-
1
)『

履
修

要
覧

2
0
1
7
文

学
部

』
3
0
頁

）
。

同
上

2
0
1
8
年

度
よ

り
文

学
部

教
員

免
許

状
取

得
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
名

称
変

更
、

内
容

の
充

実
化

を
は

か
る

。
平

成
2
9
年

度
第

5
回

教
授

会
（
平

成
2
9
年

9
月

1
3
日

）
に

て
承

認
（
根

拠
資

料
2
-
②

-
1
「
第

5
回

教
授

会
議

事
録

」
、

根
拠

資
料

2
-
②

-
2
「
第

5
回

教
授

会
《
審

議
事

項
》
「
5
.文

学
部

教
員

免
許

状
取

得
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
新

制
度

に
関

す
る

件
」
資

料
2
4
「
文

学
部

教
員

免
許

状
取

得
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
新

制
度

（
2
0
1
8
年

度
以

降
入

学
者

対
象

）
」
」
）
。

②
「
文

学
部

ア
ン

ケ
ー

ト
」
学

部
共

通
部

分
に

つ
い

て
経

年
変

化
を

追
跡

調
査

・
分

析
す

る

平
成

2
9
年

度
第

1
回

教
授

会
に

お
い

て
、

文
学

部
F
D

及
び

自
己

点
検

・
評

価
実

施
委

員
会

よ
り

平
成

2
8
年

度
文

学
部

ア
ン

ケ
ー

ト
分

析
結

果
に

つ
い

て
報

告
。

前
年

度
と

の
比

較
を

し
、

顕
著

な
傾

向
に

つ
い

て
指

摘
が

な
さ

れ
た

（
根

拠
資

料
3
-
②

「
平

成
2
9
年

度
第

1
回

教
授

会
《
報

告
事

項
》
「
1
2
．

Ｆ
Ｄ

お
よ

び
自

己
点

検
・
評

価
委

員
会

よ
り

・
平

成
2
8
年

度
文

学
部

ア
ン

ケ
ー

ト
分

析
結

果
に

つ
い

て
」
資

料
1
1
-
1
・
2
」
）
。

同
上

文
学

部
教

員
免

許
状

取
得

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

名
称

を
改

め
、

多
様

な
選

択
肢

を
用

意
す

る
。

さ
ら

な
る

追
跡

調
査

・
分

析
を

継
続

す
る

。

同
上

3
．

F
D

の
強

化
・
実

質
化

の
た

め
に

以
下

を
実

施
す

る

詳
細

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

は
学

生
の

理
解

を
得

に
く
い

と
の

判
断

か
ら

『
履

修
要

覧
』
各

学
科

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

表
の

前
ペ

ー
ジ

に
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
概

念
図

を
掲

載
し

、
学

生
が

4
年

間
を

見
据

え
た

履
修

計
画

を
立

て
や

す
い

よ
う

に
配

慮
を

し
て

い
る

（
根

拠
資

料
1
-

②
「
『
履

修
要

覧
2
0
1
7
文

学
部

』
4
6
・
5
5
・
7
7
頁

）
。

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

検
証

方
法

に
つ

い
て

引
き

続
き

検
討

す
る

。

卒
業

論
文

・
卒

業
研

究
の

報
告

会
・
口

頭
試

問
等

を
学

部
全

体
で

実
施

す
る

。

教
育

成
果

検
証

の
方

法
に

つ
い

て
引

き
続

き
検

討
す

る
。

傾
向

分
析

の
方

法
と

実
効

あ
る

員
養

成
教

育
の

方
策

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

入
学

者
の

動
向

に
つ

い
て

検
証

を
続

け
る

。

例
年

作
成

し
て

い
る

「
文

学
部

就
職

先
一

覧
表

」
を

改
訂

。
巻

末
に

学
科

別
就

職
業

種
の

推
移

（
3
年

分
）
を

掲
載

し
、

教
育

成
果

検
証

の
資

料
を

充
実

さ
せ

た
（
根

拠
資

料
1
-
③

-
2
「
平

成
2
9
年

度
第

3
回

教
授

会
議

事
録

・
報

告
事

項
1
0
」
、

根
拠

資
料

1
-
③

-
3
「
配

付
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
」
）
。

教
職

・
司

書
・
学

芸
員

教
育

セ
ン

タ
ー

提
示

の
教

員
採

用
試

験
合

否
結

果
報

告
書

に
よ

る
傾

向
把

握
に

と
ど

ま
る

。

2
0
1
8
年

度
よ

り
総

合
英

語
学

科
に

名
称

変
更

し
、

教
育

課
程

を
改

訂
し

た
（
根

拠
資

料
2
-
①

「
平

成
2
9
年

度
第

5
回

教
授

会
・
別

冊
資

料
」
）
。

2
0
1
7
年

1
0
月

2
5
日

（
水

）
1
5
：
2
0
～

1
6
：
4
0
、

「
発

達
障

害
を

持
つ

学
生

お
よ

び
そ

の
境

界
層

の
学

生
へ

の
対

応
方

法
に

つ
い

て
」
と

い
う

テ
ー

マ
の

講
演

会
開

催
。

文
学

部
教

員
共

通
の

課
題

に
対

す
る

回
答

と
授

業
改

善
に

つ
な

が
る

F
D

研
修

会
を

企
画

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
（
根

拠
資

料
3
-
①

-
1
「
平

成
2
9
年

度
第

2
回

文
学

部
F
D

お
よ

び
自

己
点

検
・
評

価
実

施
委

員
会

」
平

成
2
9
年

1
0
月

1
1
日

1
6
：
3
0
～

）
資

料
４

「
2
0
1
7
年

度
文

学
部

F
D

研
修

会
」
」
、

根
拠

資
料

3
-
①

-
2
「
平

成
2
9
年

度
文

学
部

Ｆ
Ｄ

研
修

会
報

告
書

」
）
。

同
上

2
0
1
7
年

度
文

学
部

2
．

教
育

課
程

の
点

検
お

よ
び

改
善

の
た

め
に

以
下

を
実

施
す

る

③
「
文

学
部

ア
ン

ケ
ー

ト
」
各

学
科

部
分

の
分

析
結

果
か

ら
学

生
の

学
修

実
態

に
つ

い
て

検
討

す
る

2
）
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー
運

営
委

員
会

作
成

の
業

種
別

就
職

先
一

覧
の

分
析

結
果

に
基

づ
く
教

育
成

果
の

検
証

3
）
教

員
免

許
状

取
得

者
数

、
教

員
採

用
試

験
1
次

・
2
次

合
格

者
数

、
合

格
率

等
に

つ
い

て
の

年
度

ご
と

の
傾

向
分

析
と

教
員

養
成

教
育

へ
の

提
言

①
教

員
の

教
育

向
上

や
授

業
内

容
改

善
に

繋
が

る
F
D

研
修

会
を

継
続

実
施

す
る

④
「
文

学
部

ア
ン

ケ
ー

ト
」
を

継
続

的
に

お
こ

な
う

た
め

の
シ

ス
テ

ム
構

築
に

つ
い

て
検

討
す

る

③
4
年

間
の

学
修

成
果

を
評

価
す

る
方

法
に

つ
い

て
検

討
す

る

1
）
「
卒

業
論

文
」
（
国

文
学

科
・
英

文
学

科
）
「
卒

業
研

究
」
（
教

育
学

科
）
の

評
価

項
目

お
よ

び
評

価
指

標
（
基

準
）
の

明
示

、
口

述
試

験
実

施
、

評
価

項
目

ご
と

の
採

点
実

施

①
学

生
の

学
習

実
態

や
社

会
の

需
要

を
分

析
し

、
教

育
課

程
の

点
検

・
改

善
を

図
る

（
ま

ず
は

英
文

学
科

改
組

）
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
8
年

度
）
＞

進
捗

状
況

B A A A B A A A A A

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

②
「
文

学
部

ア
ン

ケ
ー

ト
」
学

部
共

通
部

分
に

つ
い

て
の

経
年

変
化

を
、

さ
ら

に
追

跡
調

査
し

、
分

析
を

お
こ

な
う

②
共

通
科

目
「
人

間
探

究
」
の

授
業

内
容

の
１

・
２

回
目

を
利

用
し

、
入

学
直

後
に

各
自

の
課

題
を

設
定

さ
せ

、
各

学
年

末
に

評
価

す
る

2
0
1
8
年

度
文

学
部

1
. 
学

部
・
学

科
教

育
の

目
標

お
よ

び
成

果
・
実

績
の

可
視

化
の

た
め

に
以

下
を

実
施

す
る

①
各

学
科

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

が
学

生
に

理
解

さ
れ

て
い

る
か

に
つ

い
て

検
証

す
る

3
）
教

員
免

許
状

取
得

者
数

、
教

員
採

用
試

験
１

次
・
２

次
合

格
者

数
、

合
格

率
等

に
つ

い
て

の
年

度
ご

と
の

傾
向

分
析

と
効

果
的

教
員

養
成

に
つ

い
て

の
方

策
を

検
討

①
教

員
の

教
育

力
向

上
や

授
業

内
容

改
善

に
つ

な
が

る
F
D

研
修

会
を

継
続

実
施

す
る

と
と

も
に

効
果

の
有

無
に

つ
い

て
検

証
す

る

①
入

学
者

の
動

向
に

つ
い

て
の

検
証

を
基

に
、

文
学

部
複

数
教

員
免

許
状

取
得

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

文
学

部
教

員
免

許
状

取
得

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

改
め

、
多

様
な

選
択

肢
を

用
意

す
る

3
．

F
D

の
強

化
・
実

質
化

の
た

め
に

以
下

を
実

施
す

る

②
学

部
教

育
と

大
学

院
教

育
と

の
連

携
に

基
づ

く
教

員
養

成
教

育
の

充
実

化
を

図
る

2
0
1
7
年

度
よ

り
「
卒

業
論

文
（
国

文
・
英

文
学

科
）
・
卒

業
研

究
（
教

育
学

科
）
の

評
価

項
目

・
評

価
基

準
」
を

学
生

に
明

示
（
根

拠
資

料
1
-
③

-
2
「
『
履

修
要

覧
2
0
1
8
文

学
部

』
3
8
～

3
9
頁

」
）
。

2
0
1
8
年

度
は

各
学

科
「
卒

業
論

文
・
卒

業
研

究
」
担

当
教

員
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

。
（
根

拠
資

料
1
-
③

-
3
「
「
卒

業
論

文
・
卒

業
研

究
」
口

述
試

験
実

施
、

評
価

項
目

・
評

価
基

準
に

基
づ

く
採

点
実

施
に

係
る

ア
ン

ケ
ー

ト
」
、

根
拠

資
料

1
-
③

-
4
「
2
0
1
8
年

度
「
卒

業
論

文
・
卒

業
研

究
」
評

価
方

法
の

実
態

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
に

つ
い

て
」
）
。

例
年

作
成

し
て

い
る

「
文

学
部

就
職

先
一

覧
表

」
を

改
訂

。
「
文

学
部

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

」
に

掲
載

し
、

教
育

成
果

検
証

の
資

料
と

し
て

充
実

さ
せ

た
（
根

拠
資

料
1
-
③

-
5
「
「
文

学
部

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

」
4
・
6
・
8
頁

」
）
。

教
員

採
用

試
験

合
格

者
数

の
推

移
を

可
視

化
し

「
文

学
部

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

」
に

掲
載

（
根

拠
資

料
1
-
③

-
6
「
「
文

学
部

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

」
9
・
1
0
頁

」
）
。

2
0
1
8
年

度
よ

り
「
文

学
部

複
数

教
員

免
許

状
取

得
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
文

学
部

教
員

免
許

状
取

得
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

改
め

、
多

様
な

選
択

肢
を

用
意

し
、

1
年

次
か

ら
目

標
に

応
じ

た
学

修
計

画
が

立
て

ら
れ

る
よ

う
に

し
た

（
根

拠
資

料
2
-
①

-
1
「
『
履

修
要

覧
2
0
1
8
文

学
部

』
4
2
頁

」
、

根
拠

資
料

2
-
①

-
2
「
「
2
0
1
8
年

度
文

学
部

入
学

生
用

　
文

学
部

教
員

免
許

状
取

得
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
3
～

4
頁

、
1
0
～

1
2
頁

」
）
。

2
0
1
8
年

度
よ

り
文

学
部

教
員

免
許

状
取

得
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
名

称
変

更
、

内
容

の
充

実
化

を
は

か
る

。
平

成
2
9
年

度
第

5
回

教
授

会
（
平

成
2
9
年

9
月

1
3
日

）
に

て
承

認
（
根

拠
資

料
2
-
②

-
1
「
平

成
2
9
年

度
第

5
回

教
授

会
議

事
録

」
、

根
拠

資
料

2
-
②

-
2
「
平

成
2
9
年

度
第

5
回

教
授

会
《
審

議
事

項
》
「
5
.文

学
部

教
員

免
許

状
取

得
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
新

制
度

に
関

す
る

件
」
資

料
2
4
「
文

学
部

教
員

免
許

状
取

得
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
新

制
度

（
2
0
1
8
年

度
以

降
入

学
者

対
象

）
」
」
）
。

2
0
1
8
年

1
0
月

2
4
日

（
水

）
1
5
：
2
0
～

1
6
：
4
0
、

「
文

学
部

の
導

入
教

育
の

現
状

と
今

後
の

展
望

に
つ

い
て

」
と

い
う

テ
ー

マ
の

研
修

会
を

開
催

。
文

学
部

教
員

共
通

の
課

題
に

対
す

る
回

答
と

授
業

改
善

に
つ

な
が

る
F
D

研
修

会
を

企
画

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
（
根

拠
資

料
3
-
①

「
平

成
3
0
年

度
文

学
部

Ｆ
Ｄ

研
修

会
報

告
書

」
）
。

平
成

3
0
年

度
第

1
回

教
授

会
に

お
い

て
、

文
学

部
F
D

及
び

自
己

点
検

・
評

価
実

施
委

員
会

よ
り

平
成

2
9
年

度
文

学
部

ア
ン

ケ
ー

ト
分

析
結

果
に

つ
い

て
報

告
。

前
年

度
と

の
比

較
を

し
、

顕
著

な
傾

向
に

つ
い

て
指

摘
が

な
さ

れ
た

（
根

拠
資

料
3
-
②

「
平

成
2
9
年

度
第

1
2
回

教
授

会
《
報

告
事

項
》
「
8
．

Ｆ
Ｄ

お
よ

び
自

己
点

検
・
評

価
委

員
会

よ
り

・
平

成
2
9
年

度
文

学
部

ア
ン

ケ
ー

ト
分

析
結

果
に

つ
い

て
」
資

料
7
」
）
。

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

運
営

委
員

会
を

中
心

に
、

教
育

成
果

検
証

の
方

法
に

つ
い

て
の

検
討

を
継

続
す

る
。

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

2
0
1
8
年

度
内

に
、

文
学

部
F
D

お
よ

び
自

己
点

検
・
評

価
実

施
委

員
会

で
卒

業
時

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

の
分

析
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
改

善
の

た
め

の
提

言
を

ま
と

め
て

い
く
。

計
画

内
容

1
. 
学

部
・
学

科
教

育
の

目
標

お
よ

び
成

果
・
実

績
の

可
視

化
2
. 
教

育
課

程
の

点
検

お
よ

び
改

善
3
. 
F
D

の
強

化
・
実

質
化

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

詳
細

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

は
学

生
の

理
解

を
得

に
く
い

と
の

判
断

か
ら

、
『
履

修
要

覧
』
各

学
科

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

表
の

前
ペ

ー
ジ

に
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
概

念
図

を
掲

載
し

、
学

生
が

4
年

間
を

見
据

え
た

履
修

計
画

を
立

て
や

す
い

よ
う

に
配

慮
を

し
て

い
る

（
根

拠
資

料
1
-
①

-
1
「
『
履

修
要

覧
2
0
1
8
文

学
部

』
5
0
・
5
7
・
6
7
頁

」
）
。

教
育

理
念

や
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

対
す

る
理

解
の

度
合

い
に

つ
い

て
は

、
卒

業
時

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

を
分

析
し

、
2
0
1
8
年

度
最

後
ま

た
は

2
0
1
9
年

度
最

初
の

教
授

会
に

報
告

す
る

こ
と

で
検

証
す

る
予

定
で

あ
る

（
根

拠
資

料
1
-
①

-
2
「
2
0
1
8
年

度
愛

知
淑

徳
大

学
卒

業
時

ア
ン

ケ
ー

ト
（
文

学
部

国
文

学
科

）
」
）
。

学
部

長
担

当
第

1
回

授
業

時
に

学
科

ご
と

に
作

成
し

た
「
A

S
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
フ

ァ
イ

ル
・
課

題
設

定
シ

ー
ト

」
を

配
付

し
、

1
週

間
後

の
学

科
主

任
担

当
授

業
時

に
回

収
。

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

ご
と

に
担

当
学

生
の

シ
ー

ト
を

配
付

し
、

年
2
回

の
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
面

談
で

確
認

。
4
年

間
を

見
据

え
た

履
修

計
画

を
立

て
や

す
い

よ
う

に
配

慮
を

し
て

い
る

（
根

拠
資

料
1
-
②

「
『
人

間
探

究
』
第

1
回

授
業

時
配

付
資

料
「
A

S
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
フ

ァ
イ

ル
・
課

題
設

定
シ

ー
ト

」
）
。

国
文

学
科

で
試

行
的

に
4
年

次
1
2
月

-
1
月

に
「
学

修
成

果
判

定
テ

ス
ト

」
を

実
施

し
た

（
根

拠
資

料
1
-
③

-
1
「
2
0
1
8
年

度
国

文
学

科
学

修
成

果
判

定
テ

ス
ト

」
）
。

③
4
年

間
の

学
修

成
果

を
評

価
す

る
方

法
に

つ
い

て
検

討
す

る

1
）
「
卒

業
論

文
・
卒

業
研

究
」
の

口
述

試
験

実
施

、
評

価
項

目
・
評

価
指

標
に

基
づ

く
採

点
実

施
が

な
さ

れ
て

い
る

か
否

か
を

検
証

2
．

教
育

課
程

の
点

検
お

よ
び

改
善

の
た

め
に

以
下

を
実

施
す

る

2
）
文

学
部

キ
ャ

リ
ア

支
援

委
員

会
作

成
の

業
種

別
就

職
先

一
覧

の
分

析
結

果
に

基
づ

く
教

育
成

果
検

証
の

方
法

に
つ

い
て

検
討

46



 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．人間情報学部 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

47



人間情報学部 
（2016 年度～2018 年度） 

 
1．2016年度大学評価結果において検討を求められた事項に対する対応 
 基準 1．理念・目的『学部・研究科の目的の適切性については、各学部・研究科の「自己
点検・評価実施員会」 が責任主体となり、毎年度検証することになっているが、多くの学
部・研究科ではまだ本格的 に稼働していない。今後は、関連規定等を整備するとともに、
定期的な検証を着実に行っていくことが求められる。』との指摘に対し、人間情報学部のＦ
Ｄ 及び自己点検・評価実施委員会の運営に関して必要な事項を定めた「愛知淑徳大学人間
情報学部ＦＤ及び自己点検・評価実施委員会規則」を策定し、平成２９年４月１日から施行
する対応を行った。この規則に基づき、学部の理念・目的の適切性について「ＦＤ 及び自
己点検・評価実施委員会」が責任主体となって検証し、その結果を学部運営委員会及び教授
会にて再検証したうえで審議・承認を行う運営を定期的に実施している。 
 基準 3．教員・教員組織『専任教員の定期的な業績評価は行われていないため、今後、組
織的かつ定期的に評価することが望まれる。』との指摘に対しては、教育の質向上の一環と
して、教育・研究活動の活性化に努めて教員の資質向上を図るために、全学の業績データベ
ースへの登録に加えて、学部独自に科学研究費補助金や民間企業からの競争的研究資金の
獲得状況も含めた教育研究業績のデータを年度ごとに収集した。そして、そのデータに基づ
く業績報告書を年度ごとに作成し教授会で報告して教員間で情報共有することを、2015 年
度より 2019 年度まで継続して行った。ただし、教育研究業績データの評価や、その評価結
果を改善・向上につなげる具体的な方策については検討していない。 
 基準 4．教育内容・方法・成果（2）教育課程・教育内容『各部局内での検証は「随時検
証を行う」という状態であり、定期化されたものではない。また、各教員に委ねている場合
もあり、システム化されたものとはいえないので、今後は 定期的な検証システムを構築し、
機能させることが求められる。』との指摘に対しては、教育内容・方法の検証として、2019
年度から学部の開講科目についてシラバスの第三者チェックを行っている。また、「シラバ
スに基づいた授業展開」について、受講学生による評価データを収集して教授会で報告する
評価を、2017 年度より 2019 年度まで継続して実施した。ただし、これらの評価は学部の
「自己点検・評価実施員会」が主体となる検証システムとしては機能していない。 
 基準 4．教育内容・方法・成果（3）教育方法『学士課程における教育目標の設定、教育
内容、成績評価基準の 適切性について、学部 によっては、半期ごとの確実な実施や他の検
証体制との役割分担等について、なおあいまいな 点が残っており、早急に明確化 して稼働
させていくことが期待される。』との指摘に対し、教育目標や教育内容の検証については、
1 年生及び卒業時アンケートの結果や全学共通科目の成績評価データなどを踏まえながら
定期的に検証し、その結果を 1 年生の必修科目の授業内容の改善に反映させた。一方、成績
評価基準の適切性の検証については、学部共通科目の成績分布を半期ごとにWebページで
公開しているのみの段階で、その検証や他の検証体制との役割分担を明確にして稼働させ
るまでには至っていない。 
 基準 4．教育内容・方法・成果（3）教育方法『シラバスについては、2014（平成 26）年
度後期の「学部別アンケート」で、「授業は シラバスに沿って行われた」という質問への否
定的な回答があるので、シラバスに基づいた授業展開について改善の余地がある。』との指
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摘に対しては、学部専任教員 20 名を対象として、授業アンケートによる「シラバスに基づ
いた授業展開」の評価データを各教員から収集して 2017 年度より 2019 年度まで継続して
評価した。その結果として、概ねシラバス通りに授業は展開されていることが認められた。
また、2014（平成 26）年度後期の「学部別アンケート」で、「授業はシラバスに沿って行わ
れた」という質問への否定的な回答があった教員についても改善されていることを確認し
た。 
 基準 5．学生の受け入れ『学生の受け入れの適切性については、各学部・研究科及び大学
全体として、検証する システムは構築されていないので、今後整備されたい。』との指摘に
対しては、2019 年度の新入生（前期入試による入学者）から入学前課題を課して、入学生
に求める能力が培われているかの評価や指導を試みている段階であり、入学生がもってい
る能力をどのように評価するかの検討も含めた検証システムの構築は実施していない。 
 
2．その他の取り組み 
 教育目標や教育内容の検証結果を改善につなげた成果として、学部の人材育成の目標達
成やディプロマポリシーをより確実に実現できるように、2020 年度から学部の教育課程を
再編成することを決めた。具体的には、2019 年度までの情報デザイン・システム専修を、
情報デザイン専修と情報システム専修に切り分け、図書館情報学専修を情報システム専修
のコースとして 3 専修 5 コースの編成とした。また、カリキュラムについてもディプロマ
ポリシーとの整合性を重視し、学部が目指す人材育成をより効果的に達成するために必修
科目を増やした。例えば、科学的・論理的思考力の育成を強化するために「基礎心理学演習」
を 1 年生の必修科目として新規に設置し、未来予測の力を身に付けるために「人工知能入
門」を選択から必修に変更するなどの措置をとった。 
 
3．総括 
 検討を求められている各事項に対して対策を実施し、一部に未完了な点が認められるも
のの、全体として一定の改善成果を収めつつある。今後は、この対策を体系化・システム化
し、教育成果のアセスメント方法の検討などに重点を置き、教育の改善に取り組む方針であ
る。 
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年
度

担
当

部
局

資
料

１
＜
中

期
計
画
（
2
0
1
5
年
度
～
2
0
1
9
年
度
）
＞

＜
年

度
計
画
（
2
0
1
6
年
度
）
＞

進
捗
状
況

B A A

進
捗

状
況

A
：
計
画
が
達
成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

2
0
1
6
年

度
人

間
情

報
学

部

１
．
教

育
の
質
向
上
の
促
進

２
．
キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目
の
実
践
と
定
着
化

３
．
入

学
志
願
者
の
戦
略
的
な
確
保

計
画

内
容

現
状
（
点
検
・
評
価
の
結
果
）

将
来

に
向

け
た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

１
．
学

部
の
理
念
・
目
的
の
定
期
的
な
検
証
結
果
を
踏
ま
え

た
、
教

育
目
標
の
大
学
構
成
員
へ
の
周
知
、
教
育
目
標

に
基

づ
く
学
習
成
果
及
び
授
業
内
容
と
シ
ラ
バ
ス
の
整
合

性
の

本
調
査

、
並
び
に
教
員
の
教
育
研
究
活
動
の
評
価
を
行

う
。

　
学
部
の
理
念
・
目
的
、
教
育
目
標
に
つ
い
て
は
、
平
成
2
8
年
度

第
6

回
教
授
会
に
お
い
て
検
証
（
審
議
・
承
認
）
し
、
大
学
構
成
員
に
周

知
し
た
（
資
料
1
）
。
ま
た
新
入
生
に
対
し
て
、
教
育
目
標
等
を
記
し
た
「
4

年
間
の
学
び
の
ガ
イ
ド
（
携
帯
版
）
」
を
作
成
・
配
布
し
、
ガ
イ
ン
ダ
ス
や

学
部
の
基
幹
科
目
に
お
い
て
そ
の
内
容
を
説
明
し
た
（
資
料
2
）
。

　
教
育
目
標
に
基
づ
く
学
習
成
果
に
つ
い
て
は
、
1
年
生
及
び
4
年
生

全
員
に
対
し
て
実
施
し
た
「
学
び
と
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

に
よ
っ
て
そ
の
成
果
を
評
価
し
た
（
資
料
3
）
。
ま
た
授
業
内
容
と
シ
ラ

バ
ス
の
整
合
性
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
全
学
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ

て
平
成
2
9
年
度
か
ら
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
（
資
料
4
、
資
料
5
）
。

　
教
員
の
教
育
研
究
活
動
に
つ
い
て
は
、
平
成
2
8
年
度
第
5
回
教

授
会
に
て
「
自
己
点
検
・
評
価
に
お
け
る
教
員
の
教
育
研
究
活
動

」
に
基

づ
く
研
究
業
績
の
評
価
を
行
な
い
（
資
料
6
、
資
料
7
）
、
ま
た
教
育

面
に

つ
い
て
は
「
授
業
振
り
返
り
シ
ー
ト
」
に
基
づ
く
Ｆ
Ｄ
研
修
会
を
開

催
し
た

（
資
料
8
）
。

　
平

成
2
9
年

度
の

全
学

授
業

ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
け
る
「
授

業
内

容
と
シ
ラ
バ

ス
と
の

整
合

性
」
に
関

す
る
デ
ー
タ
を
、
学

部
全

教
員

か
ら
収

集
し
て
分

析
・
評

価
を
行

な
い
、
そ
の

結
果

に
基

づ
き
必

要
に
応

じ
て
改

善
方

法
を
検

討
す
る
。

３
．
学

生
受
け
入
れ
方
針
の
定
期
的
検
証
を
行
い
、
学
部

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
し
て
受
験
生
へ
公
表
す
る
。

加
え
て
、
高
校
生
向
け
模
擬
授
業
を
継
続
す
る
。

　
学
生
受
け
入
れ
方
針
や
教
育
目
標
を
記
載
し
た
学
部
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
並
び
に
模
擬
授
業
等
に
お
い
て
配

付
し
、
受
験
生
へ
公
表
し
た
（
資
料
1
0
）
。

　
出
張
形
式
の
模
擬
授
業
、
並
び
に
本
学
で
の
模
擬
授
業
を
、
合
計

で
1
1
回
実
施
し
、
そ
れ
ら
の
授
業
を
通
し
て
学
部
の
教
育
目
標

や
人

材
養
成
像
に
つ
い
て
高
校
生
に
示
し
た
（
資
料
1
1
）
。

２
．
初

年
次
教
育
「
基
礎
ゼ
ミ
」
の
成
果
に
つ
い
て
、
キ
ャ
リ
ア

形
成
支

援
の
視
点
か
ら
調
査
・
検
証
を
行
う
。

　
1
年
生
全
員
に
対
し
て
「
学
び
と
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
（
基

礎
ゼ
ミ
）
」
を
実
施
し
（
資
料
3
）
、
学
生
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
関

す
る
成
果
の
評
価
、
及
び
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
関
す
る
学
生
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
た
。

　
な
お
、
4
年
生
全
員
に
対
し
て
も
「
学
び
と
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
お
り
（
資
料
9
）
、
平
成
2
8
年
度
中
に
1
年
生

と
4
年

生
と
の
比
較
も
含
め
た
検
証
を
行
な
う
。
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年
度

担
当
部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
7
年

度
）
＞

進
捗

状
況

B A A

進
捗
状
況

A
：
計
画
が
達
成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は

ほ
ぼ

で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達
成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

計
画

内
容

2
0
1
7
年

度
人

間
情

報
学

部

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

１
．
教
育
の

質
向
上
の
促
進

２
．
キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目
の
実
践

と
定

着
化

３
．
入
学
志

願
者
の
戦
略
的
な
確

保

１
．
全
学
の

授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
「
シ
ラ
バ

ス
に
基

づ
い

た
授
業
展
開

」
の
調
査
・
評

価
を
行

な
い
、
そ
の

結
果

を
踏

ま
え
て
必
要
に
応
じ
て
改
善
方

法
を
検

討
す
る
。
ま
た
教

育
課

程
の
編
成
・
実
施
方
針
に
つ
い
て
、
そ
の

前
提

と
な
る
教

育
内

容
・
方
法

な
ど
に
関
す
る
基
本

的
な
考

え
方

を
示

す
。

２
．
平
成
2
8
年
度
に
引
き
続

き
、
1
年

生
及

び
4
年

生
（
卒

業
時

）
に
対
し
て
「
学

び
と
キ
ャ
リ
ア
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を

実
施
し
て
調
査
・
分
析
を
行

な
う
。
そ
の

結
果

に
基

づ
き
、

キ
ャ
リ
ア
形

成
科
目
の
開
講
年

次
・
授

業
内

容
等

の
適

切
性

に
つ
い
て
検
証
す
る
。

全
専

任
教

員
（
2
0
名

）
を
対

象
と
し
て
、
授

業
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

「
シ
ラ
バ

ス
に
基

づ
い
た
授

業
展

開
」
の

評
価

デ
ー
タ
を
収

集
し
、

そ
の

結
果

を
学

科
会

議
に
て
報

告
し
た
（
資

料
1
）
。
概

ね
シ
ラ
バ

ス
通

り
に
授

業
は

展
開

さ
れ

て
い
る
結

果
で
あ
っ
た
が

、
特

に
「
授

業
計

画
通

り
で
は

な
い
」
の

回
答

率
が

高
か

っ
た
教

員
に
つ

い
て
は

学
部

長
が

個
人

面
談

に
よ
り
改

善
を
求

め
た
。

ま
た
、
教

育
の

質
向

上
の

一
環

と
し
て
教

員
の

資
質

向
上

を
図

る
た
め
に
教

育
研

究
業

績
の

評
価

を
行

っ
た
（
資

料
2
）
。

1
年

生
(対

象
者

数
2
2
8
名

)に
対

し
て
は

平
成

2
9
年

7
月

に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
平

成
2
8
年

度
の

調
査

結
果

と
の

比
較

も
含

め
て
分

析
を
行

っ
た
（
資

料
3
、
資

料
4
）
。
一

方
、
4
年

生
に
対

し
て
は

平
成

3
0
年

1
月

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
。
そ
の

分
析

は
2
月

以
降

に
行

い
、
そ
れ

ら
の

結
果

に
基

づ
き
、
キ
ャ
リ
ア
形

成
科

目
の

開
講

年
次

・
授

業
内

容
等

の
適

切
性

に
つ
い
て
検

証
す
る
予

定
で
あ
る
。

将
来

に
向

け
た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

教
育
課

程
の
編
成
・
実
施
方
針
に
つ
い
て
、
各
種
ポ
リ

シ
ー
の
見
直
し
に
お
い
て
そ
の
前
提
と
な
る
教
育
内
容
・

方
法
な
ど
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
示
す
。

教
授

会
に
お
い
て
学

部
の

教
育

目
標

、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ

シ
ー
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
、
及

び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
検

証
を
行

っ
た
（
資

料
5
）
。
ま
た
高

校
生

向
け
模

擬
授

業
に
つ
い
て
は

1
1
の

高
校

に
対

し
て
実

施
し
た
（
資

料
6
）
。

3
．
学
部
の
教
育
目
標
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
、
デ
ィ
プ

ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
、
及

び
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
定
期
的
検
証
を
行
な
い
、
そ
れ

ら
を
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
等
で
受
験
生
へ
公
表
す
る
。
加

え
て
、
高

校
生

向
け
模

擬
授
業
を
積
極
的
に
展
開
す
る
。
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
8
年

度
）
＞

進
捗

状
況

Ａ Ａ Ａ

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
な
い

３
．

入
学

志
願

者
の

戦
略

的
な

確
保

（
１

）
定

期
的

な
検

証
を

実
施

し
た

学
部

の
教

育
目

標
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ポ

リ
シ

ー
、

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
、

及
び

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
つ

い
て

、
受

験
生

に
は

「
学

部
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
（
2
0
1
9
年

度
版

の
作

成
・
配

布
、

及
び

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
等

で
公

表
し

、
在

学
生

に
は

「
H

I 
D

IA
R

Y
 2

0
1
8
」
を

作
成

・
配

布
し

て
周

知
す

る
。

（
２

）
高

校
生

向
け

模
擬

授
業

を
継

続
的

に
展

開
す

る
。

（
３

）
人

間
情

報
学

部
の

入
試

広
報

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
充

実

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

（
１

）
学

部
の

教
育

目
標

、
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
、

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
、

及
び

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
つ

い
て

、
受

験
生

に
は

「
学

部
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
2
0
1
9
」
（
資

料
9
．

学
部

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

人
間

情
報

学
部

2
0
1
9
）
を

作
成

し
て

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
で

配
布

し
、

高
校

教
員

に
は

東
海

3
県

お
よ

び
静

岡
・
長

野
・
福

井
の

3
4
3
校

の
高

等
学

校
へ

郵
送

す
る

こ
と

で
公

表
し

、
ま

た
在

学
生

に
は

「
H

I
(H

u
m

an
 I
n
fo

rm
at

ic
s)

 D
IA

R
Y
 2

0
1
8
」
（
資

料
1
0
．

H
I 
D

IA
R

Y
2
0
1
9
）
を

作
成

し
て

全
学

部
学

生
に

配
布

す
る

こ
と

で
周

知
し

た
。

（
２

）
高

校
生

向
け

模
擬

授
業

に
つ

い
て

、
平

成
3
0
年

1
0
月

1
0
日

現
在

で
1
1
校

の
高

等
学

校
（
予

定
含

む
）
に

お
い

て
実

施
し

て
い

る
（
資

料
1
1
．

2
0
1
8
年

度
学

外
で

の
模

擬
授

業
）
。

（
３

）
学

部
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
充

実
の

一
環

と
し

て
、

ユ
ー

ザ
ビ

リ
テ

ィ
の

向
上

を
目

指
し

た
デ

ザ
イ

ン
・

コ
ン

テ
ン

ツ
の

改
善

を
コ

ン
セ

プ
ト

に
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
し

、
平

成
3
0
年

9
月

よ
り

公
開

し
て

い
る

（
資

料
1
2
．

人
間

情
報

学
部

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
平

成
3
0
年

9
月

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

版
）
）
。

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

（
１

）
学

部
の

教
育

目
標

、
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
、

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
、

及
び

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
定

期
的

検
証

を
行

な
い

、
そ

の
一

部
を

修
正

し
て

教
授

会
に

て
審

議
・
承

認
し

た
（
資

料
1
．

平
成

3
0
年

度
第

4
回

人
間

情
報

学
部

教
授

会
議

事
録

　
審

議
事

項
 3

）
。

（
２

）
全

学
部

専
任

教
員

2
0
名

(1
名

は
後

期
に

調
査

）
を

対
象

と
し

て
、

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

「
シ

ラ
バ

ス
に

基
づ

い
た

授
業

展
開

」
の

評
価

デ
ー

タ
を

収
集

し
、

そ
の

結
果

を
教

授
会

に
て

報
告

し
た

（
資

料
2
．

2
0
1
8
年

度
シ

ラ
バ

ス
に

基
づ

い
た

授
業

展
開

の
調

査
）
。

そ
の

評
価

と
し

て
、

概
ね

シ
ラ

バ
ス

通
り

に
授

業
は

展
開

さ
れ

て
お

り
、

昨
年

度
に

「
授

業
計

画
通

り
で

は
な

い
」
の

回
答

率
が

高
か

っ
た

教
員

に
つ

い
て

も
改

善
が

認
め

ら
れ

た
。

（
３

）
教

育
の

質
向

上
の

一
環

と
し

て
、

教
育

・
研

究
活

動
の

活
性

化
に

努
め

て
教

員
の

資
質

向
上

を
図

る
た

め
に

2
0
1
7
年

度
（
2
0
1
5
年

度
よ

り
継

続
）
の

外
部

資
金

の
獲

得
状

況
も

含
め

た
教

育
研

究
業

績
の

評
価

・
報

告
を

教
授

会
に

て
行

っ
た

。
（
資

料
3
．

2
0
1
8
年

度
教

員
の

教
育

研
究

活
動

の
調

査
）

（
４

）
教

育
課

程
の

編
成

・
実

施
方

針
に

つ
い

て
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

ポ
リ

シ
ー

を
変

更
し

、
そ

の
前

提
と

な
る

教
育

内
容

・
方

法
な

ど
に

関
す

る
基

本
的

な
考

え
方

を
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
に

お
い

て
示

し
た

（
資

料
4
．

「
平

成
3
0
年

度
第

4
回

人
間

情
報

学
部

教
授

会
議

事
録

」
　

審
議

事
項

 3
）
、

（
資

料
5
．

平
成

3
0
年

度
第

4
回

人
間

情
報

学
部

教
授

会
資

料
1
3
、

1
3
-
1
）
。

（
１

）
1
年

生
(対

象
者

数
2
6
5
名

)に
対

し
て

は
平

成
3
0
年

7
月

に
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
し

、
前

年
度

（
平

成
2
9
年

度
）
の

調
査

結
果

と
の

比
較

も
含

め
て

分
析

し
た

（
資

料
6
．

学
び

と
キ

ャ
リ

ア
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

（
基

礎
ゼ

ミ
・
1
年

生
）
）
。

ま
た

4
年

生
に

対
し

て
は

平
成

3
1
年

1
月

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

て
い

る
（
資

料
7
．

学
び

と
キ

ャ
リ

ア
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

(卒
業

予
定

者
）
）
。

　
加

え
て

、
キ

ャ
リ

ア
形

成
科

目
の

1
つ

で
あ

る
「
基

礎
ゼ

ミ
」
（
1
年

生
必

修
の

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

科
目

）
の

履
修

者
（
2
6
5
名

）
を

対
象

と
し

て
、

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

履
修

前
後

の
意

識
調

査
を

行
い

、
主

体
的

学
修

の
促

進
や

能
動

的
学

修
方

法
の

修
得

に
つ

い
て

の
学

修
効

果
を

分
析

・
検

討
し

た
（
資

料
8
．

初
年

次
教

育
科

目
「
基

礎
ゼ

ミ
」
が

大
学

で
の

学
び

の
評

価
に

及
ぼ

す
効

果
の

検
討

）
。

　
以

上
の

調
査

結
果

に
基

づ
き

、
キ

ャ
リ

ア
形

成
科

目
の

開
講

年
次

・
授

業
内

容
等

の
適

切
性

に
つ

い
て

平
成

3
1
年

3
月

末
ま

で
に

F
D

及
び

自
己

点
検

・
評

価
実

施
委

員
会

等
に

て
検

証
す

る
予

定
で

あ
る

。

2
0
1
8
年

度
人

間
情

報
学

部

１
．

教
育

の
質

向
上

の
促

進
（
１

）
学

部
の

教
育

目
標

、
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
、

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
、

及
び

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
定

期
的

検
証

を
行

な
う

。
（
２

）
平

成
2
9
年

度
に

引
き

続
き

、
全

学
の

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

「
シ

ラ
バ

ス
に

基
づ

い
た

授
業

展
開

」
の

調
査

・
評

価
を

行
な

う
。

（
３

）
平

成
2
9
年

度
に

引
き

続
き

、
教

員
の

資
質

向
上

と
研

究
活

動
の

活
性

化
を

図
る

た
め

に
教

員
の

教
育

研
究

業
績

の
評

価
を

行
う

。
（
４

）
教

育
課

程
の

編
成

・
実

施
方

針
に

つ
い

て
、

そ
の

前
提

と
な

る
教

育
内

容
・
方

法
な

ど
に

関
す

る
基

本
的

な
考

え
方

を
示

す
。

２
．

キ
ャ

リ
ア

形
成

科
目

の
実

践
と

定
着

化
（
１

）
平

成
2
8
年

度
に

引
き

続
き

、
1
年

生
及

び
4
年

生
（
卒

業
時

）
に

対
し

て
「
学

び
と

キ
ャ

リ
ア

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
」
を

実
施

し
て

調
査

・
分

析
を

行
な

う
。

そ
の

調
査

結
果

に
基

づ
き

、
キ

ャ
リ

ア
形

成
科

目
の

開
講

年
次

・
授

業
内

容
等

の
適

切
性

に
つ

い
て

検
証

す
る

。

１
．

教
育

の
質

向
上

の
促

進
２

．
キ

ャ
リ

ア
形

成
科

目
の

実
践

と
定

着
化

３
．

入
学

志
願

者
の

戦
略

的
な

確
保
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４．心理学部 
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心理学部 
（2016 年度～2018 年度） 

 
1．2016年度大学評価結果において検討を求められた事項に対する対応 
 基準 1．理念・目的『学部・研究科の目的の適切性については、各学部・研究科の「自己
点検・評価実施員会」 が責任主体となり、毎年度検証することになっているが、多くの学
部・研究科ではまだ本格的 に稼働していない。今後は、関連規定等を整備するとともに、
定期的な検証を着実に行っていくことが求められる。』との指摘をうけて、対応している。
2017 年 4 月に、検証システムを構築するために「心理学部 FD 及び自己点検・評価実施委
員会規程」を策定した。さらに 2018 年 4月には「心理学部 FD 及び自己点検・評価実施委
員会における協議事項に関する内規」を策定し、全学の検証時期に合わせて、学部での検証
を実施している。 
 基準 3．教員・教員組織『専任教員の定期的な業績評価は行われていないため、今後、組
織的かつ定期的に評価することが望まれる。』との指摘については、以下のような現状であ
る。採用、昇任の際には「愛知淑徳大学教員資格審査基準」並びに「愛知淑徳大学心理学部
教員資格審査基準」に基づいて審議されている。一方で、定期的で組織的な業績評価は行わ
れていない。全学の業績データベースシステムへの入力期限は毎年 6 月末に設定されては
いるが、その入力の有無のチェックにとどまっている。「心理学部 FD 及び自己点検・評価
実施委員会」が、定期的な業績評価システム構築にむけて議論すべきかもしれないが、現状
では「心理学部 FD 及び自己点検・評価実施委員会における協議事項に関する内規」にも、
協議事項としては含まれていない。 
 基準 4．教育内容・方法・成果（2）教育課程・教育内容『各部局内での検証は「随時検
証を行う」という状態であり、定期化されたものではない。また、各教員に委ねている場合
もあり、システム化されたものとはいえないので、今後は 定期的な検証システムを構築し、
機能させることが求められる。』との指摘を受けて、2019年度から「心理学部 FD及び自己
点検・評価実施委員会」主導のもと、7月に学部開講科目シラバスの第三者チェックを実施
し、11 月に結果を報告するシステムをスタートした。 
 基準 4．教育内容・方法・成果（3）教育方法『学士課程における教育目標の設定、教育
内容、成績評価基準の 適切性について、学部 によっては、半期ごとの確実な実施や他の検
証体制との役割分担等について、なおあいまいな 点が残っており、早急に明確化 して稼働
させていくことが期待される。』との指摘をうけて、学生を対象にした調査結果（学生の学
修実態に関する調査データ、学問に対する価値、コミュニケーション力、卒業時の満足度・
自己評価等）を実施している。同時に、学部 FD研修会において、学修成果を評価する方法
（2019 年度）や、社会が心理学部卒業生に持つ期待（2018 年度）、等についての情報収集
を行った。また、主要な科目の成績分布については分析し、半期ごとに HP上で公表してい
る。 
 これらのことを総合して、学士課程における教育目標の設定、教育内容、成績評価基準の
適切性について議論するとともに、この検証体制、年間スケジュールの確立を今後目指す必
要がある。 
 基準 5．学生の受け入れ『学生の受け入れの適切性については、各学部・研究科及び大学
全体として、検証する システムは構築されていないので、今後整備されたい。』との指摘を
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受けてはいるものの、この点については準備されていない。しかしながら 2016年度以前か
ら実施されている学部での入学生アンケート結果を見る限り、これまでの入学生の大半が
心理学に興味があるのは明らかである。また、2010 年度入学生から 2015 年度入学生にお
ける退学率の平均が 3%を下回っており，これは学生受け入れが適切であったことを間接的
に示している。このような結果を毎年教員間で共有し、定期的に検証するシステムが必要と
も考えられる。しかし、心理学を誤解して、本学部の特徴を十分理解しないで入学する学生
も少なからずいる。このことを受けて、高校生の心理学に対する正しい理解、本学部の特徴
の理解に資するため、高校生に積極的にアピールする活動を続けている。4年間の学びを直
感的に理解しやすいような動画を独自に作成しオープンキャンパスや模擬授業時に上映し
ている。東海地区の高校で模擬授業は毎年 20 校近くで実施している。2018 年度、2019 年
度には本学部独自の「高校生のための心理学講座」を実施し、毎年度 150 名程度の高校生
に、心理学全般、生理・認知心理学領域、社会心理学領域、発達心理学領域、臨床心理学領
域の模擬授業を行い、心理学への正しい理解、並びに本学部の特徴をアピールした。このこ
とは、新入生と本学部とのミスマッチを少なくすることに寄与していると考えられる。今後
も、模擬授業、心理学講座を続けていくとともに、2019 年度入学生から実施している入学
前課題の結果を精査し、教育課程・教育内容の変更の必要性について議論する。 
 
2．その他の取り組み 
 研究活動の活性化を図るため、教員が長期研修制度を履行しやすいように、実行手順を明
確化し、一定の成果を上げている。具体的には、2名の教員がこの制度を利用した。研修中
の学生対応（ゼミ）に問題がないように、「ゼミの副アドバイザー制度」を確立した。また、
他大学の在外研究員も受け入れた。 
 心理学部にとって重要な科目である「心理学実験Ⅰ（旧 心理学基礎実習Ⅰ）」は、半年
ごとに内容を精査しており、学生へのフィードバック等の観点で大きく変えることを予定
している。「心理学概論ⅠⅡ」で使用するテキストは 2019 年 4 月に改訂された。この改訂
版ではほぼ全ての専任教員が執筆した。 
 国家資格である公認心理師に対応するカリキュラムを 2018 年度からスタートしている。
また、認定心理士、認定心理士（心理調査）の取得にも対応できる新科目も 2020 年度から
スタートする。これらの取得については、履修要覧に記載され、ガイダンスでも学生に周知
している。 
 
3．総括 
 教育内容・方法・成果（2）教育課程・教育内容、（3）教育方法、学生の受け入れの適切
性については、概ね検証実施手順・検証内容は固まっている。これらについて、実施主体と
年間スケジュールの明確化を今後進め、構成員に周知する必要がある。 
 一方で、教員・教員組織（専任教員の定期的な業績評価）の検証については検討が進んで
おらず、検証内容や手続き等の議論が急務となる。 
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
6
年

度
）
＞

進
捗

状
況

B C B B A B B A

進
捗

状
況

A
：
計
画
が
達
成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

※
１

根
拠

資
料

と
し

て
、

「
平

成
2
8
年

度
特

別
材

料
費

事
業

報
告

（
心

理
学

部
）
.P

D
F
」
を

提
出

※
２

根
拠

資
料

と
し

て
、

「
心

理
学

部
規

程
.P

D
F
」
を

提
出

3
.
教

員
の

教
育

・
研

究
力

の
向

上

2
0
1
6
年

度
心

理
学

部

1
.
1
年

次
の

専
門

教
育

の
改

善
2
.
学

生
の

学
修

体
験

の
把

握

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）
将

来
に

向
け

た
発

展
方

策

１
．

１
年

次
の

専
門

教
育

の
改

善
に

向
け

て
以

下
を

実
施

す
る

心
理

学
基

礎
実

習
Ⅰ

ａ
、

Ⅰ
ｂ
お

よ
び

心
理

学
基

礎
実

習
Ⅱ

の
連

携
強

化
を

検
討

す
る

。
心

理
学

基
礎

実
習

Ⅰ
ｂ
と

心
理

学
基

礎
実

習
Ⅱ

の
連

携
の

必
要

性
が

確
認

さ
れ

、
授

業
内

容
の

一
部

変
更

を
決

定
し

た
。

心
理

学
基

礎
実

習
Ⅱ

の
テ

キ
ス

ト
内

容
を

変
更

し
、

心
理

学
基

礎
実

習
Ⅰ

ｂ
と

連
携

し
て

実
施

す
る

。

公
認

心
理

師
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

三
団

体
案

を
精

査
し

、
公

認
心

理
師

対
応

に
向

け
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
お

よ
び

マ
ッ

プ
を

検
討

す
る

。

厚
生

労
働

省
に

お
い

て
提

示
さ

れ
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
た

た
き

台
は

、
当

初
想

定
し

て
い

た
三

団
体

案
と

は
大

き
く
異

な
っ

て
い

る
た

め
、

現
状

で
は

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
検

討
が

始
め

ら
れ

な
い

。

現
在

、
厚

生
労

働
省

に
お

い
て

ワ
ー

キ
ン

グ
チ

ー
ム

に
よ

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
検

討
が

行
わ

れ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

、
そ

の
結

果
を

待
っ

て
検

討
を

開
始

す
る

。

２
．

学
生

の
学

修
体

験
を

把
握

す
る

た
め

に
以

下
を

実
施

す
る

　
「
学

問
に

対
す

る
価

値
」
に

関
す

る
縦

断
的

調
査

を
開

始
す

る
。

縦
断

調
査

を
開

始
し

た
と

こ
ろ

で
あ

り
、

成
果

を
得

る
に

は
今

し
ば

ら
く
時

間
が

必
要

で
あ

る
。

引
き

続
き

調
査

を
実

施
し

、
デ

ー
タ

を
蓄

積
す

る
。

学
生

の
学

習
実

態
に

関
す

る
調

査
を

お
こ

な
う

。
一

部
の

学
年

に
対

し
て

、
学

習
時

間
等

の
調

査
を

実
施

し
た

が
、

全
学

年
の

調
査

、
調

査
デ

ー
タ

の
解

析
は

お
こ

な
っ

て
い

な
い

。
引

き
続

き
調

査
を

実
施

し
、

デ
ー

タ
の

分
析

を
お

こ
な

う
。

上
記

の
調

査
を

継
続

的
に

お
こ

な
う

た
め

の
シ

ス
テ

ム
構

築
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

平
成

2
8
年

度
特

別
材

料
費

に
よ

り
オ

ン
ラ

イ
ン

調
査

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

、
本

年
度

の
4
年

生
に

対
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

か
ら

稼
働

さ
せ

て
い

る

※
１

4
年

間
の

学
修

成
果

を
評

価
す

る
方

法
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

学
生

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

評
価

は
実

施
し

て
い

る
が

、
そ

れ
以

外
の

客
観

的
な

評
価

方
法

に
つ

い
て

は
検

討
が

進
ん

で
い

な
い

。
学

修
成

果
を

評
価

す
る

方
法

に
つ

い
て

情
報

を
収

集
す

る
。

３
．

教
員

の
教

育
・
研

究
力

の
向

上
の

た
め

に
以

下
を

実
施

す
る 次

年
度

に
実

施
予

定
の

長
期

研
修

に
対

す
る

学
科

内
サ

ポ
ー

ト
体

制
を

確
立

す
る

。
>

３
・
４

年
次

の
副

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

制
度

の
実

施
>

長
期

研
修

時
の

ゼ
ミ

サ
ポ

ー
ト

体
制

の
検

討

副
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
制

度
は

実
施

し
て

い
る

が
、

そ
の

効
果

に
つ

い
て

は
今

の
と

こ
ろ

評
価

で
き

て
い

な
い

。
非

常
勤

講
師

に
よ

る
ゼ

ミ
運

営
に

つ
い

て
も

学
部

と
し

て
は

検
討

を
し

て
い

な
い

。

非
常

勤
講

師
が

ゼ
ミ

指
導

す
る

際
の

、
指

導
教

員
、

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
役

割
を

明
確

化
す

る
。

・
教

員
組

織
の

編
成

方
針

を
明

文
化

す
る

。
学

部
規

程
に

編
成

方
針

を
明

文
化

し
た

。
（
愛

知
淑

徳
大

学
心

理
学

部
規

程
 第

2
条

）
求

め
ら

れ
れ

て
い

る
内

容
と

な
っ

て
い

る
か

確
認

す
る

。
※

２
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
7
年

度
）
＞

進
捗

状
況

Ｂ A Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ A Ｂ A

進
捗

状
況

A
：
計

画
が

達
成

で
き

て
い

る
、

も
し

く
は

ほ
ぼ

で
き

て
い

る
、

　
Ｂ

：
計

画
を

実
行

し
て

い
る

が
、

ま
だ

達
成

で
き

て
い

な
い

、
　

Ｃ
：
計

画
を

実
行

し
て

い
な

い

①
 F

D
及

び
自

己
点

検
・
評

価
実

施
委

員
会

（
平

成
2
9
年

4
月

設
置

）
に

お
い

て
、

教
育

理
念

・
教

育
目

的
の

適
切

性
等

に
つ

い
て

定
期

的
に

検
証

す
る

シ
ス

テ
ム

の
導

入
を

検
討

す
る

。

2
. 
学

生
の

学
修

体
験

を
把

握
す

る
た

め
に

以
下

を
実

施
す

る

①
 「

学
問

に
対

す
る

価
値

」
お

よ
び

「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
」
に

関
す

る
縦

断
的

調
査

の
中

間
報

告
を

お
こ

な
う

。

1
. 
1
年

次
の

専
門

教
育

の
改

善
に

向
け

て
以

下
を

実
施

す
る

①
 心

理
学

基
礎

実
習

Ⅰ
ａ
、

Ⅰ
ｂ
お

よ
び

心
理

学
基

礎
実

習
Ⅱ

の
連

携
強

化
を

検
討

す
る

。

②
 公

認
心

理
師

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
精

査
し

、
公

認
心

理
師

対
応

に
向

け
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

お
よ

び
マ

ッ
プ

を
策

定
す

る
。

①
 長

期
研

修
の

成
果

お
よ

び
研

修
中

の
ゼ

ミ
運

営
等

に
つ

い
て

検
証

す
る

。

4
. 
自

己
点

検
・
評

価
の

た
め

に
以

下
を

実
施

す
る

③
 心

理
学

概
論

Ⅰ
・
Ⅱ

の
内

容
を

見
直

し
、

テ
キ

ス
ト

を
更

新
す

る
。

④
 補

充
教

育
の

必
要

性
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

②
 教

育
課

程
の

編
成

・
実

施
方

針
を

策
定

し
、

科
目

内
容

が
適

切
で

あ
る

か
を

検
証

す
る

体
制

を
検

討
す

る
。

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

見
直

し
の

効
果

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
検

証
し

て
い

く
。

2
0
1
8
年

2
月

中
に

、
新

テ
キ

ス
ト

の
構

成
及

び
執

筆
者

を
決

定
し

、
2
0
1
8
年

度
内

に
完

成
さ

せ
る

。

2
0
1
7
年

度
心

理
学

部

②
 学

生
の

学
習

実
態

に
関

す
る

調
査

デ
ー

タ
を

集
計

し
、

学
部

教
育

に
ど

の
よ

う
に

生
か

せ
る

か
検

討
す

る
。

③
 4

年
間

の
学

修
成

果
を

評
価

す
る

方
法

に
つ

い
て

情
報

を
収

集
す

る
。

3
. 
教

員
の

教
育

・
研

究
力

の
向

上
の

た
め

に
以

下
を

実
施

す
る

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

1
. 
1
年

次
の

専
門

教
育

の
改

善
2
. 
学

生
の

学
修

体
験

の
把

握
3
. 
教

員
の

教
育

・
研

究
力

の
向

上

長
期

研
修

の
成

果
お

よ
び

研
修

中
の

ゼ
ミ

運
営

等
に

関
す

る
事

項
を

テ
ー

マ
と

し
て

、
心

理
学

部
F
D

研
修

会
を

実
施

し
、

検
証

を
お

こ
な

っ
た

。
（
資

料
8
）

「
心

理
学

部
F
D

及
び

自
己

点
検

・
評

価
実

施
委

員
会

に
お

け
る

協
議

事
項

に
関

す
る

内
規

」
を

策
定

し
、

検
証

の
手

続
き

を
明

確
化

し
た

。
（
資

料
1
0
）

1
年

生
に

は
4
月

，
3
年

生
に

は
5
月

に
実

施
し

た
「
学

問
に

対
す

る
価

値
」
お

よ
び

「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
」
に

関
す

る
調

査
結

果
に

つ
い

て
，

中
間

報
告

を
お

こ
な

っ
た

。
（
資

料
7
; 
p
.1

～
4
、

p
.1

0
～

1
3
）

本
年

度
も

引
き

続
き

調
査

を
実

施
し

て
い

る
。

本
件

に
つ

い
て

は
、

議
論

で
き

て
い

な
い

。

昨
年

度
の

4
年

生
を

対
象

に
実

施
し

た
「
学

習
実

態
に

関
す

る
調

査
」
に

つ
い

て
，

デ
ー

タ
を

分
析

し
中

間
報

告
を

ほ
こ

な
っ

た
。

（
資

料
7
; 
p
.5

～
9
）

本
年

度
も

引
き

続
き

調
査

を
実

施
し

て
い

る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

ポ
リ

シ
ー

の
見

直
し

を
お

こ
な

い
、

教
育

課
程

の
編

成
・
実

施
方

針
に

ふ
さ

わ
し

い
も

の
と

し
た

。
（
資

料
9
）

科
目

の
内

容
の

適
切

性
を

検
証

す
る

体
制

に
つ

い
て

は
、

議
論

で
き

て
い

な
い

。

今
後

も
積

極
的

に
長

期
研

修
を

活
用

し
、

教
員

の
教

育
・
研

究
力

の
向

上
に

努
め

る
。

引
き

続
き

デ
ー

タ
の

収
集

を
お

こ
な

い
、

学
部

教
育

の
検

討
材

料
と

で
き

る
資

料
を

提
示

す
る

。

科
目

内
容

の
適

切
性

を
検

証
す

る
体

制
づ

く
り

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

見
直

し
の

効
果

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
検

証
し

て
い

く
。

縦
断

デ
ー

タ
を

分
析

し
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

や
授

業
内

容
の

検
討

材
料

と
で

き
る

よ
う

な
資

料
を

提
示

す
る

。

引
き

続
き

、
資

料
収

集
に

努
め

る
。

前
期

終
了

後
に

基
礎

実
習

Ⅰ
ａ
の

授
業

改
善

会
議

、
後

期
開

始
前

に
基

礎
実

習
Ⅰ

ｂ
の

授
業

改
善

会
議

を
実

施
し

た
。

こ
の

中
で

、
課

題
の

見
直

し
、

他
の

授
業

と
の

連
携

に
つ

い
て

提
案

が
あ

り
、

来
年

度
以

降
、

実
施

し
て

い
く
こ

と
に

な
っ

た
。

（
資

料
1
; 
p
.3

～
7
、

資
料

2
; 
p
.2

）

2
0
1
7
年

9
月

1
5
日

に
公

認
心

理
師

に
な

る
た

め
に

必
要

な
科

目
が

文
部

科
学

省
・
厚

生
労

働
省

よ
り

提
示

さ
れ

た
こ

と
を

受
け

、
2
0
1
8
年

度
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

つ
い

て
公

認
心

理
師

受
験

資
格

へ
の

対
応

を
お

こ
な

っ
た

。
（
資

料
3
, 
4
, 
5
）

公
認

心
理

師
に

必
要

な
科

目
の

決
定

を
受

け
、

テ
キ

ス
ト

編
集

委
員

会
か

ら
、

4
領

域
そ

れ
ぞ

れ
に

お
い

て
構

成
を

再
検

討
す

る
こ

と
が

依
頼

さ
れ

た
。

（
資

料
6
; 
1
報

告
・
審

議
事

項
の

3
）

心
理

学
部

の
導

入
教

育
科

目
で

あ
る

基
礎

実
習

Ⅰ
の

打
合

せ
会

に
お

い
て

、
補

充
教

育
の

必
要

性
が

議
論

さ
れ

、
具

体
的

な
授

業
内

容
の

改
訂

が
提

案
さ

れ
た

。
（
資

料
2
; 
p
.5

）
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
8
年

度
）
＞

進
捗

状
況

B C B B B
学

部
F
D

研
修

会
を

実
施

し
、

心
理

学
部

生
へ

の
高

校
教

員
や

社
会

か
ら

の
要

請
に

つ
い

て
情

報
を

収
集

し
た

（
タ

イ
ト

ル
「
心

理
学

部
学

生
」
へ

の
評

価
と

期
待

を
「
教

育
改

革
～

社
会

か
ら

の
要

請
」
の

観
点

で
考

え
る

）
（
資

料
4
、

心
理

学
部

F
D

研
修

会
報

告
書

）
。

こ
れ

を
受

け
て

の
、

今
後

の
具

体
的

な
方

策
に

つ
い

て
は

検
討

で
き

て
い

な
い

。

2
．

学
生

の
学

習
体

験
を

把
握

す
る

た
め

に
以

下
を

実
施

す
る

。

①
4
年

間
の

学
習

成
果

を
評

価
す

る
方

法
に

つ
い

て
情

報
を

収
集

し
、

具
体

的
な

方
策

を
検

討
す

る
。

心
理

学
実

験
Ⅰ

aで
課

題
0
（
授

業
開

始
前

に
課

題
を

要
求

）
を

実
施

し
た

。
一

定
の

評
価

が
あ

り
、

次
年

度
も

実
施

す
る

こ
と

が
決

ま
っ

た
（
資

料
2
、

心
理

学
実

験
Ⅰ

a授
業

改
善

会
議

議
事

録
、

2
①

）
。

前
期

入
試

合
格

者
へ

の
入

学
前

課
題

を
は

じ
め

て
作

成
し

、
合

格
者

に
送

付
し

た
（
資

料
3
、

入
学

前
課

題
平

成
3
1
年

度
）
。

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

課
題

０
、

入
学

前
課

題
の

実
施

状
況

等
を

、
点

検
・

評
価

す
る

。

連
携

の
効

果
に

つ
い

て
検

証
し

、
他

の
科

目
と

の
連

携
に

つ
い

て
引

き
続

き
検

討
し

て
い

く
。

ブ
ル

ー
プ

リ
ン

ト
（
公

認
心

理
師

試
験

設
計

表
）
等

と
照

ら
し

合
わ

せ
て

シ
ラ

バ
ス

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
シ

ス
テ

ム
を

議
論

す
る

。

引
き

続
き

、
社

会
か

ら
の

要
請

に
つ

い
て

情
報

収
集

し
、

学
修

成
果

の
評

価
方

法
を

検
討

す
る

。

③
心

理
学

概
論

Ⅰ
・
Ⅱ

の
内

容
を

見
直

し
、

テ
キ

ス
ト

を
更

新
し

、
2
0
1
9
年

度
の

授
業

に
備

え
る

。

④
補

充
教

育
の

必
要

性
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

3
月

刊
行

（
心

理
学

概
説

第
2
版

、
ナ

カ
ニ

シ
ヤ

出
版

）
に

む
け

、
編

者
、

執
筆

者
は

校
正

中
で

あ
る

（
資

料
1
4
、

心
理

学
科

学
科

会
議

議
事

録
1
月

、
１

①
）
。

計
画

内
容

1
．

1
年

次
の

専
門

教
育

の
改

善
2
．

学
生

の
学

習
体

験
の

把
握

3
．

教
員

の
教

育
・
研

究
力

の
向

上
4
．

教
育

・
研

究
機

器
の

整
備

5
．

「
愛

知
淑

徳
の

心
理

」
の

広
報

活
動

の
活

発
化

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

2
0
1
8
年

度
心

理
学

部

1
．

1
年

次
の

専
門

教
育

の
改

善
に

向
け

て
以

下
を

実
施

す
る

。

①
心

理
学

実
験

Ⅰ
ab

（
旧

心
理

学
基

礎
実

習
Ⅰ

ab
）
と

心
理

学
実

験
Ⅱ

（
旧

心
理

学
基

礎
実

習
Ⅱ

）
の

連
携

強
化

を
検

討
す

る
。

新
版

テ
キ

ス
ト

の
内

容
等

に
つ

い
て

、
授

業
で

使
用

し
評

価
す

る
。

②
公

認
心

理
師

対
応

に
向

け
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
ス

タ
ー

ト
さ

せ
、

そ
の

点
検

を
行

う
。

心
理

学
実

験
Ⅰ

b
の

授
業

改
善

会
議

で
、

心
理

学
研

究
法

概
論

、
心

理
学

実
験

Ⅱ
、

臨
床

心
理

学
と

の
連

携
が

確
認

さ
れ

た
（
資

料
1
、

心
理

学
実

験
Ⅰ

b
授

業
改

善
会

議
議

事
録

２
③

、
４

④
、

５
③

）
。

公
認

心
理

師
向

け
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
お

け
る

、
新

規
科

目
が

1
年

後
期

か
ら

始
ま

っ
て

は
い

る
が

、
そ

の
点

検
は

行
わ

れ
て

い
な

い
。
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B B C B B B

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ

で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

学
部

内
で

共
同

研
究

が
広

が
る

環
境

や
シ

ス
テ

ム
を

議
論

す
る

。

教
育

課
程

の
実

施
方

針
に

適
し

た
授

業
内

容
か

を
点

検
す

る
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
議

論
す

る
。

②
 「

学
問

に
対

す
る

価
値

」
お

よ
び

「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
」
に

関
す

る
縦

断
的

調
査

結
果

に
基

づ
き

、
　

学
習

成
果

の
改

善
方

策
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

引
き

続
き

、
縦

断
調

査
を

す
す

め
、

そ
の

結
果

か
ら

、
学

修
成

果
の

改
善

方
策

に
つ

い
て

議
論

す
る

。

③
 学

生
の

学
習

実
態

に
関

す
る

調
査

デ
ー

タ
を

集
計

し
、

学
部

教
育

に
ど

の
よ

う
に

生
か

せ
る

か
検

討
す

る
。

引
き

続
き

調
査

を
進

め
、

そ
の

結
果

を
学

部
教

育
に

ど
の

よ
う

に
い

か
す

か
を

議
論

す
る

。

「
学

問
に

対
す

る
価

値
」
お

よ
び

「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
」
に

関
す

る
縦

断
的

調
査

結
果

を
ま

と
め

て
、

学
科

会
議

で
提

示
し

た
（
資

料
5
、

心
理

学
科

学
科

会
議

議
事

録
1
1

月
、

5
③

：
資

料
6
、

学
部

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
）
。

そ
れ

に
と

も
な

う
学

修
成

果
の

改
善

方
策

に
つ

い
て

は
検

討
で

き
て

い
な

い
。

学
生

の
学

習
実

態
に

関
す

る
調

査
結

果
を

ま
と

め
て

、
学

科
会

議
で

提
示

し
た

（
資

料
5
、

心
理

学
科

学
科

議
事

録
、

5
③

：
資

料
６

、
学

部
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

）
。

こ
の

結
果

を
ど

の
よ

う
に

学
部

教
育

に
い

か
す

か
は

検
討

で
き

て
い

な
い

。

4
．

教
育

・
研

究
機

器
の

整
備

の
た

め
、

以
下

を
実

施
す

る
。

①
 心

理
学

部
フ

ロ
ア

に
あ

る
実

習
室

・
実

験
室

、
並

び
に

貸
し

出
し

用
P

C
の

リ
プ

レ
イ

ス
を

検
討

す
る

。

演
習

室
の

机
に

つ
い

て
も

リ
プ

レ
イ

ス
を

申
請

し
た

（
資

料
1
1
、

演
習

室
机

リ
プ

レ
イ

ス
申

請
書

）

3
．

教
員

の
教

育
・
研

究
力

向
上

の
た

め
に

以
下

を
実

施
す

る
。

①
 本

学
部

の
教

育
課

程
の

実
施

方
針

に
適

し
た

授
業

を
教

員
が

実
施

し
て

い
る

か
に

つ
い

て
点

検
す

る
体

制
を

整
え

②
 心

理
学

部
教

員
を

中
心

と
し

た
共

同
研

究
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

次
年

度
の

研
究

助
成

申
請

に
お

い
て

、
共

同
研

究
で

の
申

請
が

3
件

あ
り

、
共

同
研

究
の

契
機

と
な

り
つ

つ
あ

る
（
資

料
7
、

学
部

研
究

助
成

委
員

会
資

料
）
。

教
育

課
程

の
実

施
方

針
に

適
し

た
授

業
内

容
が

お
こ

な
れ

て
い

る
か

を
点

検
す

る
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
は

議
論

さ
れ

て
い

な
い

。

申
請

し
た

P
C

、
並

び
に

申
請

し
た

机
を

教
育

効
果

が
十

分
上

が
る

よ
う

に
設

置
す

る
。

O
S
の

ア
ッ

プ
デ

ー
ト

が
で

き
て

い
な

い
残

さ
れ

た
P

C
も

学
部

予
算

で
リ

プ
レ

イ
ス

す
る

。

5
．

「
愛

知
淑

徳
の

心
理

」
の

広
報

活
動

を
高

め
る

た
め

に
以

下
を

実
施

す
る

。
①

 高
校

生
向

け
の

授
業

等
を

紹
介

す
る

映
像

の
作

成
と

公
開

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
愛

知
淑

徳
大

学
高

校
生

の
た

め
の

講
座

を
8
月

8
日

に
実

施
し

た
（
資

料
1
2
、

高
校

生
の

た
め

の
心

理
学

講
座

ポ
ス

タ
ー

）
。

参
加

者
か

ら
の

評
価

も
お

お
む

ね
好

評
で

あ
っ

た
（
資

料
1
3
、

高
校

生
の

た
め

の
心

理
学

講
座

実
施

報
告

書
）
。

授
業

風
景

な
ど

の
V

T
R

を
模

擬
授

業
や

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
で

利
用

し
た

。

1
年

間
、

い
く
つ

か
の

イ
ベ

ン
ト

を
録

画
し

た
も

の
を

ま
と

め
、

取
捨

選
択

し
、

入
学

か
ら

卒
業

ま
で

の
V

T
R

完
成

を
目

指
す

。
ま

た
公

開
方

法
に

つ
い

て
も

議
論

す
る

。

演
習

室
の

P
C

に
つ

い
て

は
学

長
申

請
を

行
っ

た
（
資

料
８

、
教

育
用

機
器

整
備

申
請

書
_演

習
室

P
C

）
。

実
験

室
の

一
部

の
P

C
に

つ
い

て
も

今
年

度
学

部
予

算
で

リ
プ

レ
イ

ス
を

予
定

し
て

い
る

（
資

料
９

、
実

験
室

P
C

ス
ペ

ッ
ク

と
そ

の
見

積
）
。

心
理

ア
セ

ス
メ

ン
ト

Ⅱ
で

使
用

す
る

知
能

検
査

に
つ

い
て

も
学

長
申

請
を

行
っ

た
（
資

料
1
0
、

教
育

用
機

器
整

備
申

請
書

_知
能

検
査

）
。
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５．創造表現学部(メディアプロデュース学部)
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創造表現学部（メディアプロデュース学部） 
（2016 年度～2018 年度） 

 
1．2016年度大学評価結果において検討を求められた事項に対する対応 
 基準 1．理念・目的『学部・研究科の目的の適切性については、各学部・研究科の「自己
点検・評価実施委員会」が責任主体となり、毎年度検証することになっているが、多くの学
部・研究科ではまだ本格的に稼働していない。今後は、関連規定等を整備するとともに、定
期的な検証を着実に行っていくことが求められる。』との指摘に対しては、学部に FD 及び
自己点検・評価実施委員会を設置し、５年毎の中期計画および１年毎の年度計画に基づき年
２回の検証を行っている。また、同委員会が中心となって理念・目的の適正化、明確化を、
教育環境の充実や教員構成の見直しなどにつなげるよう教授会で提言している。 
 基準 3．教員・教員組織『教員の年齢構成比率に偏りがあるので、特定の年齢に著しく偏
らないよう改善の努力が望まれる。専任教員の定期的な業績評価は行われていないため、今
後、組織的かつ定期的に評価することが望まれる。』との指摘に対しては、2016 年時点では、
教員の年齢構成に偏りがあったが、その後 2019 年度までに若手教員の採用に務め、年齢構
成の適正化が進んだ。専任教員の定期的な業績評価については、毎年業績を更新させ、研究
者としての自覚を促しているが、システムとして評価を加える仕組みは整っていない。この
点については、全学の動向を見据えながら学部として可能な仕組みについて検討する。 
 基準 4．教育内容・方法・成果（1）教育目標、学位授与方針、教育課程の編成・実施方
針『学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針の適切性については、学部の「自己点検・
評価実施委員会」と教務委員会で検証を行い、改善の必要があれば教授会で提起することに
なっているが、定期的な検証を行う体制とはなっていないので、今後の対応が求められる。』
との指摘に対しては、学部の FD 及び自己点検・評価実施委員会で検証を行った結果を踏ま
えてディプロマ・ポリシーおよびカリキュラム・ポリシーについて修正を加え、2019 年度
10 月の教授会で新しい方針を承認した。教育目標、学位授与方針については、引き続き同
委員会が年度ごとに適切性を検証していく。教育課程の編成・実施方針については、新学部
開設以来、初年次教育の充実、カリキュラムの順次性の構築、カリキュラムマップの明確化
を主な基本方針として、専攻会議および学部教務委員会が中心となって進めてきた。とくに
改訂の必要性が高かったメディアプロデュース専攻では、2019 年度に現行のカリキュラム
を全面的に見直し、2021 年度開始を目指して新しいカリキュラム作りを進めている。また、
４年間の学修成果を集約すべく卒業研究の充実に向けて、今後、専攻会議、教務委員会中心
に検討を進めることを 2020年度の学部運営委員会および教授会で確認する。 
 基準 4．教育内容・方法・成果（2）教育課程・教育内容『各部局内での検証は「随時検
証を行う」という状態であり、定期化されたものではない。また、各教員に委ねている場合
もあり、システム化されたものとはいえないので、今後は定期的な検証システムを構築し、
機能させることが求められる。』との指摘に対しては、毎月開催される専攻会議、教務委員
会、教授会の仕組みの中で教育課程と教育内容について見直しを進め、各教科の専門性と相
互関連性を整えるべく科目の再編を行い、併せて教員の補充を実現してきた。2016年度に、
創作表現専攻で１年次基礎演習を導入。創作表現専攻およびメディアプロデュース専攻で
プレゼミ開始を半期早めた。一方、建築・インテリアデザイン専攻では、１年次から基礎的
な演習・実習科目が多く開設されているため、それらの授業を基礎演習に代わる初年時専門
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教育として実施している。2018 年度には、専門科目における初年次学習を徹底するために、
実習科目の一部をクラス制にして積み上げ型教育の基盤とした。この基盤を元に 2019 年度
は、メディアプロデュース専攻において演習科目の内容と順次制見直しを行った。創作表現
専攻では入学時から卒業までの４年間、メディアプロデュース専攻でも１年後期から卒業
時までの３年半、切れ目のない演習科目を設置し、2019 年度に完成年度を迎えた。2019 年
度には、メディアプロデュース専攻において修正を加えた新しいカリキュラム体系を検討
し、2021年度の全面改訂を目標として順次手続きを行っている。 
基準 4．教育内容・方法・成果（3）教育方法『学士課程における教育目標の設定、教育

内容、成績評価基準の適切性について、学部によっては、半期ごとの確実な実施や他の検証
体制との役割分担等について、なおあいまいな点が残っており、早急に明確化して稼働させ
ていくことが期待される。シラバスの記載内容に関しては、授業計画や成績評価基準にあい
まいな記載が散見される。』との指摘に対し、教育目標の設定、教育内容、成績評価基準の
適切性については、2019 年度からシラバスの第三者チェックを行い、各項目について点検
している。また、2020 年度のシラバスから、学外教育の実施並びに成績評価の基準につい
て、より詳細な記述を求めることにしている。 
基準 5．学生の受け入れ『学生の受け入れの適切性については、各学部・研究科及び大学

全体として、検証するシステムは構築されていないので、今後整備されたい。』との指摘に
対し、学生の受け入れ方針は、大学全体の基本方針に基づいて学部の入試委員会で個別の入
試方法について詳細を検討している。入試委員会では、公募制推薦入試、特別選抜入試、指
定校推薦入試、一般入試、センター利用入試など、すべての形態の入学者選抜について、過
去の入試データおよび入学後の追跡調査等の分析を基に、その有効性を検討している。さら
に、学部 FD研修会などの場で、これらの情報を共有し、推薦入試のあり方について検討す
るとともに、推薦入試で入学した学生には、入学前課題を課し、大学生活へのモチベーショ
ンを高めるよう各アドバイザーが面接指導している。 
 基準 7．教育研究等環境『人間情報学部、心理学部、健康医療科学部、福祉貢献学部、教
育学研究科、心理医療科学研究科ではそれぞれ倫理委員会があり研究倫理遵守のための規
程を整備・実行している。今後、その他の学部・研究科でも、体制作りが望まれる。』との
指摘に対しては、2019 年度より学部内に倫理員会を設置し、研究倫理遵守のために研究内
容を精査し、審議対象となった研究についてそれぞれ必要な改善策を求めた。 
 
2．その他の取り組み 
・初年時から「AS キャリアデザインファイル」を学生に配布し、学習およびキャリア形
成に関する自己分析を行わせ、年２回、アドバイザーが面談によってこれを確認してい
る。[基準４(2)(3)] 

・学部 FD・自己点検評価委員会が「学部アンケート」を行い、経年変化を追跡調査し、
教授会で情報を共有している。[基準４(1)(2)(3)] 

・毎年、年１回 FD研修会を開催してきたが、2019 年度は、「完成年度を迎えた創造表現学
部の次期五年間の展望を考える-専攻の専門性の充実と学際的学部教育のあり方-」をテ
ーマとし、学士力向上のためのカリキュラムのあり方や初年次教育から卒業研究までの
一貫性などについて議論を深めた。 

 

62



3．総括 
 2016 年にメディアプロデュース学部を創造表現学部に改組し、創作表現専攻、メディア
プロデュース専攻、建築・インテリアデザイン専攻の３専攻制を採用し、入学時から将来目
標をより具体的にして４年間の学修に取りかかれるようにした。同時に、実務型教員を新た
に採用することで、より効果的・実務的に社会的課題に取り組む機会を増やしてきた。 
 今後は、指摘された様々な課題を検討して、継続的に検証を行いながら、入学から卒業ま
での一貫した学生指導システムの構築を実現していく。 
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度
中

の
更

新
を

計
画

2
0
1
9
年

度
の

リ
ー

ス
契

約
終

了
に

伴
う

更
新

予
算

を
昨

年
度

に
続

い
て

申
請

。

撤
去

完
了

　
環

境
実

験
室

内
実

験
ス

ペ
ー

ス
と

し
て

整
備

　
（
資

料
３

　
環

境
実

験
室

写
真

）

W
in

d
o
w

sO
S
更

新
と

合
わ

せ
て

ア
ト

リ
エ

P
C

全
体

の
更

新
を

2
0
1
9
年

度
に

向
け

て
予

算
申

請
。

2
0
1
9
年

度
中

の
更

新
を

計
画

専
門

科
目

に
お

け
る

初
年

次
学

習
を

徹
底

す
る

た
め

実
習

科
目

の
一

部
を

ク
ラ

ス
制

に
し

て
積

み
上

げ
型

教
育

の
基

盤
と

し
た

。
こ

の
基

盤
を

も
と

に
2
0
1
9
年

度
は

演
習

科
目

の
内

容
と

順
次

性
見

直
し

を
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

反
映

さ
せ

る
。

3
　

専
門

基
礎

教
育

を
中

心
と

し
た

教
育

課
程

の
検

討

「
身

体
表

現
法

b
」
な

ど
の

演
劇

系
新

科
目

を
設

置
。

受
験

生
向

け
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
演

劇
部

の
あ

る
高

校
に

送
る

な
ど

の
広

報
活

動
も

お
こ

な
っ

た
。

創
作

表
現

専
攻

で
は

入
学

時
か

ら
卒

業
時

ま
で

の
４

年
間

、
メ

デ
ィ

ア
プ

ロ
デ

ュ
ー

ス
専

攻
で

も
１

年
後

期
か

ら
卒

業
時

ま
で

の
３

年
半

、
切

れ
目

の
な

い
演

習
科

目
を

設
置

し
、

2
0
1
9
年

度
に

完
成

年
度

を
迎

え
る

。
建

築
・
イ

ン
テ

リ
ア

専
攻

で
は

、
導

入
科

目
（
数

学
基

礎
）
新

設
、

さ
ら

に
専

門
基

礎
科

目
を

１
年

次
よ

り
履

修
さ

せ
る

方
向

で
2
0
1
9
年

度
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

全
体

を
改

定
し

た
。

B

　
3
-
1
　

ゼ
ミ

の
教

育
内

容
、

領
域

の
充

実
に

よ
り

、
導

入
・
基

礎
か

ら
専

門
へ

と
連

続
す

る
少

人
数

教
育

の
実

現
を

計
る

　
3
-
2
　

創
作

表
現

専
攻

の
「
演

劇
」
領

域
の

教
育

課
程

を
充

実
さ

せ
、

当
該

領
域

に
関

心
の

あ
る

受
験

生
の

希
望

に
応

え
る

B B

　
3
-
3
　

メ
デ

ィ
ア

プ
ロ

デ
ュ

ー
ス

専
攻

に
お

け
る

、
専

門
科

目
の

体
系

的
学

習
を

強
化

す
る

た
め

の
基

礎
教

育
お

よ
び

授
業

科
目

の
内

容
及

び
順

次
性

の
見

直
し

　
　

2
　

教
育

用
施

設
設

備
の

整
備

　

2
0
1
8
年

度
創

造
表

現
学

部

　
ノ

ー
ト

P
C

整
備

の
た

め
の

予
算

申
請

　
　

　

　
2
-
1
  
 建

築
・
イ

ン
テ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

専
攻

演
習

室
の

整
備

充
実

　
2
-
1
①

 製
図

室
内

製
図

板
の

更
新

　

　
2
-
1
②

 C
A

D
室

内
機

器
及

び
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

更
新

予
算

申
請

　
2
-
1
③

 環
境

実
験

室
内

ク
リ

ー
ン

ル
ー

ム
撤

去
工

事
と

新
規

の
演

習
ス

ペ
ー

ス
と

し
て

の
活

用

　
2
-
2
  
 メ

デ
ィ

ア
プ

ロ
デ

ュ
ー

ス
専

攻
に

お
け

る
授

業
時

間
外

学
習

充
実

の
た

め
の

貸
し

出
し

用
　

　
　

　
　

　
　

１
　

演
習

科
目

等
の

充
実

を
は

か
る

た
め

の
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
用

ワ
ー

ク
ス

ペ
ー

ス
の

整
備

　
1
-
1
　

 ア
ネ

ッ
ク

ス
棟

ア
ト

リ
エ

・
P

C
室

の
学

生
利

用
の

充
実

を
図

る
た

め
の

整
備

計
画

に
基

づ
く
予

算
申

請

　
1
-
2
　

 創
作

表
現

専
攻

学
生

の
学

修
環

境
、

特
に

「
編

集
」
「
マ

ン
ガ

」
関

連
の

設
備

の
あ

り
方

検
討
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健康医療科学部 
（2016 年度～2018 年度） 

 
1．2016年度大学評価結果において検討を求められた事項に対する対応 
 基準 1．理念・目的『学部・研究科の目的の適切性については、各学部・研究科の「自己
点検・評価実施委員会」が責任主体となり、毎年度検証することになっているが、多くの学
部・研究科ではまだ本格的に稼働していない。今後は、関連規定等を整備するとともに、定
期的な検証を着実に行っていくことが求められる。』、基準 4．教育内容・方法・成果（1）
教育目標、学位授与方針、教育課程の編成・実施方針『学位授与方針及び教育課程の編成・
実施方針の適切性については、全学的な自己点検・評価活動の中で、各学科・専攻の会議で
必要に応じて見直しを行っているとしている ものの、定期的な検証システムはないため、
今後整備されたい。』、基準 4．教育内容・方法・成果（2）教育課程・教育内容『各部局内
での検証は「随時検証を行う」という状態であり、定期化されたものではない。また、各教
員に委ねている場合もあり、システム化されたものとはいえないので、今後は定期的な検証
システムを構築し、機能させることが求められる。』、基準 4．教育内容・方法・成果（3）
教育方法『学士課程における教育目標の設定、教育内容、成績評価基準の適切性について、
学部によっては、半期ごとの確実な実施や他の検証体制との役割分担等について、なおあい
まいな点が残っており、早急に明確化して稼働させていくことが期待される。』との指摘が
あった。これらの指摘に対して、定期的な検証システムはないという課題については、健康
医療科学部第 1 回 FD 及び自己点検・評価実施委員会にて、各学科・専攻で検証することを
依頼し、各学科・専攻における検証結果を第 2 回委員会にて確認し、必要に応じて修正を実
施している。2017年度より上述の会議で定期的な検証を開始し、現在も継続できている。 
 基準 3．教員・教員組織『専任教員の定期的な業績評価は行われていないため、今後、組
織的かつ定期的に評価することが望まれる。』との指摘に対しては、専任教員全員に定期的
な業績評価は実施していないが、准教授および講師の昇任については、定期的に学部長より
対象者が所属する学科長、あるいは専攻主任に業績評価するよう依頼し、健康医療科学部の
教員資格審査基準を満たす場合は昇任の資格審査を行っている。 
 基準 4．教育内容・方法・成果（3）教育方法『成績評価が高得点に偏る傾向が認められ
るため、学部・ 学科・専攻において、成績評価に関する客観化、厳密化の方策の検討とそ
の実施が望まれる。』という指摘に対しては、2015 年度～2019 年度中期計画No6 に「定期
的に検証するシステムの構築」を挙げており、2016 年度、2017 年度、2018 年度の年度計
画にも含めている。この計画に基づき、各学科・専攻において半期ごとに検討している。具
体的には毎年 6 月に前年度後期の成績、11月に当該年度前期の成績が出力されることから、
これにあわせて検証し、その検証結果については中間検証と年度末検証において学部で共
有をはかっている。 
基準 5．学生の受け入れ『学生の受け入れの適切性については、各学部・研究科及び大学

全体として、検証するシステムは構築されていないので、今後整備されたい。』という指摘
に対しては、学部として特に記述することはない。 

 
2．その他の取り組み 
 「言語聴覚学専攻において、専攻の教育目的が入学希望者の高校生およびその保護者によ
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り明確に伝わるように、オープンキャンパス等の場で周知するよう努める」という課題につ
いては、オープンキャンパスの専攻説明において、職業の特性、教育内容や入学後に求めら
れる学修などについてスライドを用いて説明している。また、教員・学生相談ブースを設け、
個別相談も対応している。「言語聴覚学専攻における専任教員で小児領域（構音障害および
言語発達障害）を担当できる教員の確保が望まれる」という課題については、常勤講師（言
語発達障害が専門）を 1名確保した。 
「スポーツ健康・医科学科における体育科教育を専門とする教員が配置されていない点

に改善の余地がある。」という課題については、体育科教育科目（スポーツ史）を担当可能
な専任教員を 1 名採用した。「年齢構成において 50 代が 38.7％とやや偏りがあるため、今
後、新規採用では年齢も考慮に入れる。」という課題については、年齢も考慮にいれて採用
を検討している。「スポーツ健康・医科学科において、卒業生の単位修得状況を縦断的に蓄
積し、卒業生の単位修得科目の傾向をつかみ、それをもとに教育内容の点検と改善を進めて
いく。」という課題については、卒業予定者の単位不足状況ならびに全学生の各学年におけ
る単位取得状況や各科目の履修状況を検討し、学生のニーズの高い科目を増やした。また、
同系統の学びを順序立てて学べるように、カリキュラム上の順序を整備し、専門性の高い科
目については前提科目を定めるようにした。 
「健康医療科学部全体におけるシラバスの記載事項と授業内容との整合性および成績評

価に関する問題を解消するために、今後教授会や学科・専攻会議の場において議論する。」
という課題に対しては、各学科・専攻において科目代表者を中心に協議し、シラバス記載事
項と授業内容との整合性を保つよう努めている。また、成績評価についても学科・専攻会議
にて定期的に確認する流れを構築している。 
「視覚科学専攻の実習指導者会議において臨地実数指導者より学内実習および臨地実習

について意見および希望を聴取することや、本専攻の教員が学生指導において留意すべき
点について適宜意見を述べ、本専攻の方針の理解を求める。」という課題に対しては、臨地
実習指導者会議において指導者から意見や希望を聴取するとともに、本専攻の教員から、評
価基準など教育方針について理解を求める説明を実施している。「学部全体においては 2016
年度から卒業時に在学中の卒業論文、実習、国会試験対策、そして教育課程に対する全体的
な満足度を調査することを予定している。」という課題については、4 年生に対しては卒業
時アンケートを実施し、卒業論文、実習、国家試験対策、教育課程に関する項目を尋ねてい
る。また、卒業時アンケートで不足している分は学部アンケートを実施し補っている。 
 
3．総括 
 検討を求められた事項について、その多くは学部における FD及び自己点検・評価実施委
員会で定期的に検証する流れが構築されつつあると考えられる。今後も、学部単位で PDCA
を定期的に検証する事項については本委員会において取り上げたい。 
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
6
年

度
）
＞

進
捗

状
況

A A B B A B C B B A A B A A A A B

進
捗

状
況

A
：
計
画
が
達
成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

③
 学

外
実

習
の

準
備

と
し

て
の

学
内

実
習

の
見

直
し

2
0
1
6
年

度
健

康
医

療
科

学
部

①
　

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
見

直
し

及
び

専
門

教
育

に
関

わ
る

設
備

の
整

備
・
充

実
②

　
学

生
の

自
主

学
習

の
組

織
化

④
 国

家
資

格
・
教

員
採

用
試

験
に

向
け

て
の

よ
り

効
果

的
な

学
修

体
制

の
構

築
⑤

 地
域

貢
献

の
向

上

⑥
 教

育
内

容
を

検
証

す
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）
将

来
に

向
け

た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

①
 カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

見
直

し
及

び
設

備
の

充
実

 

a 
 2

0
1
5
年

度
カ

リ
編

で
 2

年
次

の
学

習
量

の
適

正
化

し
た

が
そ

の
成

果
を

見
て

さ
ら

に
検

討
す

る
。

（
視

覚
科

学
専

攻
）

カ
リ

編
は

終
了

し
て

い
る

。
2
0
1
7
年

度
入

学
生

よ
り

実
施

と
な

る
。

（
資

料
１

．
「
教

育
課

程
と

指
定

規
則

と
の

対
比

表
（
視

覚
科

学
）
2
0
1
7
0
3
0
9
.x

ls
x」

）
成

果
を

見
て

、
さ

ら
に

検
討

す
る

。

b
  

教
育

実
習

、
教

員
採

用
試

験
の

た
め

の
授

業
科

目
を

新
設

し
、

教
職

教
育

の
充

実
と

教
員

採
用

試
験

の
合

格
率

の
向

上
を

め
ざ

す
。

  
（
ス

ポ
ー

ツ
・
健

康
医

科
学

科
）

2
0
1
6
年

度
か

ら
授

業
科

目
と

し
て

保
健

体
育

教
育

概
論

、
保

健
体

育
実

践
演

習
Ⅰ

、
保

健
体

育
実

践
演

習
Ⅱ

、
保

健
体

育
教

職
演

習
Ⅰ

、
保

健
体

育
教

職
演

習
Ⅱ

、
保

健
体

育
教

職
演

習
Ⅲ

を
開

講
し

、
教

職
教

育
の

充
実

に
努

め
た

。
そ

の
結

果
、

4
年

生
の

教
職

合
格

者
数

が
例

年
の

2
，

3
名

か
ら

2
0
1
6
年

度
に

は
6
名

に
増

加
し

た
（
資

料
2
．

「
履

修
要

覧
2
0
1
6
（
健

康
医

療
科

学
部

）
p
9
8
-

1
0
0
.p

d
f」

。

引
き

続
き

、
教

職
実

習
、

教
員

採
用

試
験

の
た

め
の

授
業

お
よ

び
指

導
を

充
実

さ
せ

る
。

c
  

卒
業

年
度

を
経

る
に

従
い

、
卒

業
生

の
単

位
修

得
状

況
を

縦
断

的
に

蓄
積

し
、

教
育

内
容

の
点

検
と

改
善

を
進

め
る

。
  

 （
ス

ポ
ー

ツ
・
健

康
医

科
学

科
）

2
0
1
6
年

度
に

は
学

科
会

議
の

下
に

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

委
員

会
を

設
立

し
、

過
去

の
履

修
状

況
や

卒
業

時
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
参

考
に

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

全
面

見
直

し
と

系
列

化
を

行
っ

た
。

2
0
1
7
年

度
に

も
継

続
し

て
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

刷
新

を
行

う
予

定
で

あ
る

。

②
 学

生
の

自
主

学
習

の
組

織
化

a 
 e

ar
ly

 e
xp

o
su

re
を

目
標

に
2
0
1
5
年

度
か

ら
導

入
し

た
1
日

見
学

（
１

年
次

）
と

、
3
日

見
学

（
2
年

次
）
の

学
修

効
果

の
検

証
を

行
い

、
そ

の
運

営
に

つ
い

て
見

直
し

を
検

討
す

る
。

  
 （

言
語

聴
覚

学
専

攻
）

3
日

見
学

に
つ

い
て

、
約

9
割

の
学

生
が

「
実

施
し

て
良

か
っ

た
」
と

そ
の

意
義

を
感

じ
た

結
果

で
あ

っ
た

。
ま

た
、

3
日

見
学

が
そ

の
後

に
実

施
さ

れ
る

学
内

実
習

に
い

か
さ

れ
て

い
る

と
約

7
0
％

の
学

生
が

回
答

し
た

。
自

由
記

述
欄

で
は

「
実

習
日

誌
の

書
き

方
が

分
か

っ
た

、
対

象
者

と
の

接
し

方
に

つ
い

て
学

べ
た

」
な

ど
具

体
的

な
学

び
に

つ
い

て
の

記
述

が
多

く
み

ら
れ

た
。

な
お

、
1
年

生
の

1
日

見
学

に
お

け
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
は

未
実

施
で

あ
っ

た
。

1
年

生
の

1
日

見
学

と
2
年

生
の

3
日

見
学

報
告

会
を

小
グ

ル
ー

プ
制

で
合

同
で

実
施

し
た

が
、

学
年

を
越

え
た

質
問

や
助

言
が

多
く
み

ら
れ

た
こ

と
か

ら
、

双
方

に
と

っ
て

報
告

会
内

で
の

刺
激

の
あ

る
学

び
が

見
ら

れ
た

。
さ

ら
に

、
報

告
会

後
も

上
級

生
と

下
級

生
の

交
流

が
生

ま
れ

た
。

ま
た

、
3
日

見
学

実
施

前
後

に
学

内
で

の
指

導
が

あ
っ

た
方

が
よ

り
良

い
学

び
が

で
き

る
と

予
測

で
き

る
た

め
、

見
学

を
1
日

に
変

更
し

、
見

学
前

後
に

指
導

を
実

施
す

る
方

針
と

な
っ

た
（
2
0
1
7
年

度
入

学
生

よ
り

）
。

1
日

見
学

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
学

外
実

習
を

終
え

た
時

点
で

実
習

前
の

見
学

が
ど

の
よ

う
な

効
果

を
及

ぼ
し

た
か

を
調

査
す

る
。

さ
ら

に
見

学
・
実

習
の

運
営

の
合

理
化

に
つ

い
て

検
討

を
し

続
け

る
。

 b
  

学
生

の
自

主
学

習
へ

の
チ

ュ
ー

タ
ー

制
度

の
充

実
を

は
か

り
、

実
技

チ
ュ

ー
タ

ー
の

検
討

（
視

覚
科

学
専

攻
）

す
で

に
実

施
し

て
い

る
。

「
心

理
学

実
験

演
習

1
, 
2
」
、

「
視

覚
科

学
基

礎
演

習
」
の

レ
ポ

ー
ト

指
導

、
「
生

理
光

学
演

習
」
の

実
技

指
導

に
つ

い
て

実
施

し
、

実
技

指
導

に
つ

い
て

実
施

し
た

（
資

料
3
. 

「
2
0
1
6
年

チ
ュ

ー
タ

の
お

願
い

2
0
1
7
0
3
0
9
. 
d
o
c
x」

）
。

完
了

③
 学

外
実

習
の

準
備

と
し

て
の

学
内

実
習

の
見

直
し

a 
 学

内
実

習
の

目
標

、
内

容
、

評
価

の
見

直
し

（
言

語
聴

覚
学

専
攻

）
小

児
・
聴

覚
領

域
で

領
域

割
振

り
を

見
直

し
た

モ
デ

ル
を

作
成

し
た

。
成

人
領

域
と

小
児

・
聴

覚
領

域
の

モ
デ

ル
を

運
用

し
、

学
生

か
ら

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
も

と
に

、
学

内
実

習
全

体
の

バ
ラ

ン
ス

を
検

討
す

る
。

b
  

2
0
1
6
年

度
実

施
の

実
習

指
導

者
会

議
で

ア
ン

ケ
ー

ト
を

採
り

、
学

内
実

習
お

よ
び

臨
地

実
習

に
つ

い
て

意
見

お
よ

び
希

望
を

聴
取

し
、

そ
の

結
果

よ
り

 検
討

を
行

う
。

（
視

覚
科

学
専

攻
）

実
習

指
導

者
会

議
と

の
日

程
が

合
わ

ず
、

ア
ン

ケ
ー

ト
を

取
れ

て
い

な
い

。
2
0
1
7
年

度
に

実
施

予
定

。
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

に
よ

り
検

討
す

る
。

c
　

学
外

実
習

に
お

け
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

を
目

的
に

2
0
1
6
年

度
か

ら
学

生
お

よ
び

実
習

指
導

者
に

対
し

て
指

導
（
配

布
資

料
・
講

義
）
を

設
け

る
。

  
（
視

覚
科

学
専

攻
）

2
0
1
6
年

度
は

臨
地

実
習

ガ
イ

ダ
ン

ス
お

よ
び

実
習

指
導

者
会

議
に

て
口

頭
で

説
明

を
実

施
し

た
。

2
0
1
7
年

度
の

臨
地

実
習

ガ
イ

ダ
ン

ス
お

よ
び

実
習

指
導

者
会

議
で

資
料

を
配

布
予

定
。

④
 国

家
資

格
に

向
け

て
の

よ
り

効
果

的
な

学
修

体
制

の
構

築

 a
  

1
年

次
か

ら
の

国
家

試
験

へ
の

取
り

組
み

（
言

語
聴

覚
学

専
攻

）
1
年

生
の

基
礎

科
目

を
担

当
す

る
非

常
勤

講
師

の
授

業
に

お
い

て
も

、
国

家
試

験
出

題
基

準
に

対
応

し
た

授
業

を
目

指
し

て
も

ら
う

た
め

、
本

年
度

は
国

家
試

験
出

題
基

準
を

提
示

し
、

模
擬

問
題

を
作

成
し

て
も

ら
っ

た
。

非
常

勤
講

師
へ

の
国

家
試

験
出

題
基

準
の

意
識

づ
け

を
強

化
す

る
た

め
、

今
後

も
模

擬
問

題
の

作
成

と
基

準
に

対
応

し
た

授
業

を
目

指
す

。

 b
  

教
職

志
望

の
学

生
の

指
導

に
あ

た
る

専
門

の
教

員
を

 配
置

し
、

在
学

期
間

を
通

し
て

教
職

志
望

学
生

の
把

握
、

指
導

、
相

談
に

あ
た

れ
る

体
制

を
つ

く
る

。
 （

ス
ポ

ー
ツ

・
健

康
医

科
学

科
）

教
職

志
望

の
学

生
の

指
導

に
当

た
る

専
任

の
教

員
を

2
0
1
6
年

度
か

ら
配

置
し

た
。

1
年

次
に

は
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
が

前
期

後
期

の
個

人
面

談
で

教
職

志
望

学
生

の
把

握
、

指
導

、
相

談
に

あ
た

り
、

2
年

次
以

降
は

前
述

の
専

任
教

員
が

、
教

職
志

望
の

学
生

す
べ

て
の

把
握

・
授

業
内

外
で

の
指

導
に

当
た

る
シ

ス
テ

ム
を

確
立

し
た

。
完

了

  
⑤

 地
域

貢
献

の
向

上
a 

  
名

古
屋

市
教

育
委

員
会

と
の

連
携

事
業

、
文

部
科

学
省

公
募

事
業

「
地

域
を

活
用

し
た

学
校

丸
ご

と
子

供
の

体
力

向
上

推
進

事
業

」
、

お
よ

び
「
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

た
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

活
性

化
促

進
事

業
」
を

継
続

す
る

。
（
ス

ポ
ー

ツ
・
健

康
医

科
学

科
）

名
古

屋
市

教
育

委
員

会
主

催
／

本
学

教
職

・
司

書
・
学

芸
員

教
育

セ
ン

タ
ー

企
画

・
運

営
に

よ
る

「
名

古
屋

土
曜

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
に

専
任

教
員

を
実

施
委

員
と

し
て

派
遣

し
、

小
学

校
高

学
年

・
低

学
年

を
対

象
に

そ
れ

ぞ
れ

2
回

ず
つ

、
名

古
屋

市
内

の
小

学
校

で
、

ス
ポ

ー
ツ

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

企
画

・
運

営
し

た
（
資

料
4
. 
「
第

3
2
回

学
科

会
議

議
事

録
」
報

告
事

項
1
、

資
料

5
. 
「
第

3
2
回

学
科

会
議

に
お

け
る

担
当

教
員

報
告

資
料

.p
d
f」

）
。

次
年

度
以

降
、

当
学

科
の

教
職

課
程

履
修

学
生

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

参
加

状
況

を
検

証
し

つ
つ

、
継

続
の

是
非

を
検

討
す

る
。

b
  

 言
語

障
害

児
・
者

の
地

域
生

活
を

支
援

す
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

参
加

を
推

奨
す

る
。

（
言

語
聴

覚
学

専
攻

）
1
年

次
か

ら
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

将
来

的
な

重
要

性
を

、
授

業
及

び
面

談
時

に
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
フ

ァ
イ

ル
を

利
用

し
て

指
導

し
、

地
域

の
自

助
グ

ル
ー

プ
、

教
育

機
関

、
福

祉
施

設
な

ど
に

お
け

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

紹
介

し
た

。
1
年

生
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

参
加

率
が

上
昇

し
た

。
今

後
は

、
ア

ン
ケ

ー
ト

等
を

行
い

そ
の

現
状

を
明

ら
か

に
す

る
。

c
  

 A
H

S
M

E
C

に
よ

る
健

康
指

導
（
学

部
全

体
）

A
H

S
M

E
C

の
健

康
相

談
室

と
の

共
催

に
よ

り
、

栄
養

相
談

会
「
子

ど
も

食
育

教
育

」
を

開
催

し
た

（
ス

ポ
ー

ツ
・
健

康
医

科
学

科
）
（
資

料
6
. 
「
子

ども
も

食
育

教
室

_パ
ン

フ
レ

ッ
ト

」
、

資
料

7
. 
「
子

ども
も

食
育

教
室

_当
日

配
布

資
料

」
）
。

ア
ー

ス
メ

ッ
ク

・
健

康
相

談
室

と
連

携
し

市
民

向
け

の
食

育
講

演
会

を
予

定
し

て
い

る
。

（
健

康
栄

養
学

科
）

⑥
 教

育
内

容
を

検
証

す
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築
 a

  
学

部
の

理
念

・
目

的
に

つ
い

て
、

2
0
1
6
年

度
中

に
定

期
的

に
検

証
す

る
シ

ス
テ

ム
を

確
立

さ
せ

、
2
0
1
7
年

度
か

ら
実

施
す

る
。

（
学

部
全

体
）

2
0
1
6
年

1
1
月

8
日

に
行

わ
れ

た
第

１
回

自
己

点
検

・
評

価
実

施
委

員
会

で
「
学

部
の

理
念

・
目

的
を

本
委

員
会

で
確

認
す

る
。

原
則

と
し

て
第

１
回

委
員

会
（
5
月

）
で

確
認

し
、

5
-
6
月

中
に

各
学

科
・

専
攻

で
検

証
（
議

事
録

）
し

、
1
0
月

の
第

２
回

委
員

会
（
1
0
月

）
で

審
議

す
る

。
変

更
が

あ
っ

た
場

合
は

教
授

会
で

審
議

す
る

。
」
と

決
定

。
（
資

料
8
. 
「
2
0
1
6
第

1
回

自
己

点
検

・
評

価
実

施
委

員
会

議
事

録
2
0
1
6
n
o
v8

.d
o
c
x」

 決
定

事
項

1
）

完
了

b
  

教
育

目
標

、
学

位
授

与
方

針
お

よ
び

教
育

課
程

の
編

成
・
実

施
方

針
の

適
切

性
に

つ
い

て
定

期
的

に
検

証
す

る
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

（
学

部
全

体
）

2
0
1
6
年

1
1
月

8
日

に
行

わ
れ

た
第

１
回

自
己

点
検

・
評

価
実

施
委

員
会

で
「
各

学
科

・
専

攻
の

a)
教

育
目

標
、

b
)学

位
授

与
方

針
、

c
)教

育
課

程
の

編
成

・
実

施
方

針
の

適
切

性
、

d
）
教

育
課

程
が

体
系

的
に

編
成

さ
れ

て
い

る
か

を
検

証
す

る
よ

う
に

本
委

員
会

か
ら

学
科

・
専

攻
へ

呼
び

か
け

る
（
具

体
的

に
は

C
P
、

C
m

ap
、

D
P
、

卒
業

単
位

の
チ

ェ
ッ

ク
）
。

原
則

と
し

て
第

１
回

委
員

会
（
5
月

）
で

呼
び

か
け

て
、

5
-
6
月

中
に

各
学

科
・
専

攻
で

検
証

（
議

事
録

）
し

、
1
0
月

の
第

２
回

委
員

会
（
1
0
月

）
ま

で
に

検
証

の
結

果
を

各
学

科
・
専

攻
か

ら
報

告
し

て
い

た
だ

く
。

（
変

更
の

場
合

は
教

務
委

員
会

や
9
教

授
会

の
審

議
も

必
要

に
な

る
）
」
と

決
定

し
た

（
資

料
8
. 
「
2
0
1
6
第

1
回

自
己

点
検

・
評

価
実

施
委

員
会

議
事

録
2
0
1
6
n
o
v8

.d
o
c
x」

 決
定

事
項

2
）
。

完
了

c
  

成
績

評
価

に
つ

い
て

客
観

化
、

厳
密

化
の

方
策

を
検

討
す

る
。

（
学

部
全

体
）

2
0
1
5
年

度
後

期
か

ら
各

授
業

の
成

績
分

布
の

デ
ー

タ
を

半
期

ご
と

に
学

科
専

攻
内

に
公

開
し

、
そ

の
妥

当
性

を
学

科
専

攻
会

議
で

確
認

し
て

い
る

結
果

、
教

員
の

意
識

が
高

ま
り

、
評

価
の

平
均

値
（
G

P
A

）
が

妥
当

な
値

に
下

が
っ

て
い

る
（
資

料
9
.「

言
語

聴
覚

学
専

攻
会

議
（
H

2
8
. 
1
2
.1

3
）
.d

o
c
x」

報
告

事
項

3
、

資
料

1
0
「
資

料
1
0
_2

0
1
6
年

度
第

1
3
回

視
覚

科
学

専
攻

会
議

議
事

録
1
2
0
6
確

認
版

」
報

告
事

項
6
、

資
料

1
1
「
_第

2
7
回

学
科

会
議

議
事

録
(s

p
o
rt

s)
」
審

議
事

項
4
）
。

さ
ら

に
成

績
評

価
に

つ
い

て
意

識
が

高
ま

る
よ

う
に

継
続

す
る

。

d
  

卒
業

時
に

在
学

中
の

卒
業

論
文

、
実

習
、

国
家

試
験

対
策

、
教

員
採

用
試

験
対

策
、

そ
し

て
教

育
課

程
に

対
す

る
全

体
的

な
満

足
度

を
調

査
す

る
。

（
学

部
全

体
）

2
0
1
5
お

よ
び

2
0
1
6
年

度
卒

業
生

に
対

し
て

卒
業

論
文

、
学

外
実

習
、

国
家

試
験

対
策

に
対

す
る

満
足

度
を

調
査

し
た

。
（
言

語
聴

覚
学

専
攻

）
卒

業
時

に
す

べ
き

ア
ン

ケ
ー

ト
内

容
に

つ
い

て
検

討
す

る
。
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
7
年

度
）
＞

健
康

医
療

科
学

部
　

1
/
2

進
捗

状
況

A A A A A B A A A B C

進
捗

状
況

A
：
計

画
が

達
成

で
き

て
い

る
、

も
し

く
は

ほ
ぼ

で
き

て
い

る
、

　
Ｂ

：
計

画
を

実
行

し
て

い
る

が
、

ま
だ

達
成

で
き

て
い

な
い

、
　

Ｃ
：
計

画
を

実
行

し
て

い
な

い

2
0
1
7
年

度
健

康
医

療
科

学
部

  
  

  
a 

 1
日

見
学

（
1
年

次
）
及

び
3
日

見
学

（
2
年

次
）
で

は
事

後
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
教

育
効

果
を

調
べ

る
。

ま
た

3
日

見
学

を
初

め
て

実
施

し
た

学
年

に
お

い
て

は
、

学
外

実
習

に
及

ぼ
す

影
響

に
つ

い
て

調
査

す
る

。
 さ

ら
に

見
学

・
実

習
の

運
営

の
合

理
化

に
つ

い
て

も
検

討
を

続
け

る
。

 （
言

語
聴

覚
学

専
攻

）

  
  

  
e
 学

生
の

自
主

学
習

ス
ペ

ー
ス

で
あ

る
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
の

蔵
書

の
充

実
を

図
り

、
自

主
的

な
学

修
環

境
の

整
備

に
努

め
る

。
（
健

康
栄

養
学

科
）

②
 学

生
の

自
主

学
習

の
組

織
化

①
 カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

見
直

し
及

び
設

備
の

充
実

  
  

  
a 

 2
0
1
5
年

度
カ

リ
編

で
2
年

次
の

学
習

量
の

適
正

化
を

し
た

が
そ

の
成

果
を

見
て

さ
ら

に
検

討
す

る
。

 （
視

覚
科

学
専

攻
）

  
  

  
b
 2

0
1
6
年

度
に

引
き

続
き

、
教

育
実

習
、

教
員

採
用

試
験

の
た

め
の

授
業

お
よ

び
指

導
を

充
実

さ
せ

、
教

員
採

用
試

験
の

継
続

的
な

合
格

を
目

指
す

。
 （

ス
ポ

ー
ツ

・
健

康
医

科
学

科
）

  
  

  
c
 2

0
1
6
年

度
に

引
き

続
き

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

刷
新

を
行

う
。

 （
ス

ポ
ー

ツ
・
健

康
医

科
学

科
）

  
  

  
d
 健

康
栄

養
学

科
に

関
連

す
る

施
設

（
1
2
号

棟
）
の

各
実

験
・
実

習
室

、
演

習
室

の
使

用
お

よ
び

備
品

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

を
作

成
し

、
効

率
的

に
既

存
の

設
備

の
利

用
が

で
き

る
よ

う
に

検
討

す
る

（
健

康
栄

養
学

科
）
。

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

適
正

に
配

置
さ

れ
て

い
る

。
（
資

料
4
 (

9
.2

b
）
、

資
料

5
（
2
a)

保
健

体
育

実
践

演
習

Ⅰ
、

Ⅱ
の

中
で

３
年

後
期

か
ら

の
教

育
実

習
の

事
前

準
備

を
取

り
入

れ
た

。
（
資

料
8
（
報

告
3
）
 、

資
料

2
2
）

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ッ

プ
を

見
直

し
、

科
目

群
の

分
類

と
履

修
の

順
序

性
を

適
正

化
し

た
。

（
資

料
6
(3

c
）
、

資
料

8
(審

議
3
),
 資

料
2
3
）

  
  

  
c
 教

員
採

用
試

験
の

実
技

(マ
ッ

ト
運

動
な

ど
）
の

自
主

練
習

や
学

生
が

相
互

に
指

導
し

あ
う

体
制

作
り

を
行

う
。

 （
ス

ポ
ー

ツ
・
健

康
医

科
学

科
）

前
期

後
期

の
学

年
別

ガ
イ

ダ
ン

ス
で

、
教

職
を

目
指

す
学

生
に

マ
ッ

ト
の

自
主

練
習

に
つ

い
て

呼
び

か
け

、
体

制
作

り
を

支
援

し
た

。
前

期
の

マ
ッ

ト
運

動
の

自
主

練
習

で
は

、
２

年
生

か
ら

の
参

加
も

あ
り

、
上

級
生

や
得

意
と

す
る

学
生

が
教

え
る

姿
が

多
く
見

ら
れ

、
教

員
採

用
試

験
に

向
け

て
の

体
制

が
で

き
た

。
（
資

料
2
4
）

学
内

実
習

の
科

目
に

関
す

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
編

成
を

行
っ

た
う

え
、

中
身

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
る

。

  
  

  
b
  

生
理

光
学

演
習

の
実

技
に

チ
ュ

ー
タ

ー
制

度
を

導
入

し
た

。
今

後
は

他
科

目
へ

の
拡

充
を

検
討

す
る

。
 （

視
覚

科
学

専
攻

）

  
  

  
d
 学

生
が

運
営

主
体

と
な

る
健

康
栄

養
学

会
を

設
立

し
、

学
術

研
修

会
を

通
し

て
自

主
学

習
の

組
織

化
を

図
る

。
（
健

康
栄

養
学

科
）

③
 学

外
実

習
の

準
備

と
し

て
の

学
内

実
習

の
見

直
し

  
  

  
a 

 学
内

実
習

の
目

標
、

内
容

、
評

価
の

見
直

し
を

行
う

。
　

成
人

領
域

と
小

児
・
聴

覚
領

域
に

お
い

て
作

成
し

た
モ

デ
ル

を
運

用
し

、
学

生
か

ら
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

も
と

に
、

学
内

実
習

全
体

の
バ

ラ
ン

ス
を

検
討

す
る

。
 （

言
語

聴
覚

学
専

攻
）

  
  

  
b
  

2
0
1
7
年

度
に

実
習

指
導

者
会

議
に

て
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
を

目
的

に
資

料
を

配
布

し
、

説
明

を
す

る
。

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
、

実
習

指
導

者
の

意
見

を
、

必
要

に
応

じ
学

内
実

習
に

反
映

す
る

。
 （

視
覚

科
学

専
攻

）
適

切
な

資
料

が
な

く
、

配
布

し
て

い
な

い
。

説
明

は
行

っ
た

。
時

間
が

な
く
ア

ン
ケ

ー
ト

も
未

実
施

で
あ

る
。

（
資

料
4
 (

9
.2

c
）
、

資
料

5
（
2
c
)

資
料

が
見

つ
か

り
次

第
配

布
す

る
予

定
で

あ
る

。
ア

ン
ケ

ー
ト

に
つ

い
て

は
会

議
の

中
で

実
施

で
き

る
よ

う
会

議
の

進
行

を
検

討
す

る
予

定
で

あ
る

。
今

後
、

学
生

配
布

用
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
活

用
し

て
、

実
習

指
導

者
会

議
に

て
配

布
す

る
こ

と
を

検
討

す
る

。

本
年

度
の

計
画

内
容

は
完

了
し

て
い

る
が

，
次

年
度

以
降

，
精

密
機

器
、

薬
品

庫
、

共
同

実
験

室
等

、
実

験
実

習
と

研
究

活
動

が
今

後
本

格
化

し
て

い
く
に

伴
い

、
さ

ら
な

る
円

滑
か

つ
安

全
な

利
用

の
確

保
に

努
め

る
。

本
年

度
の

計
画

内
容

は
完

了
し

て
い

る
が

，
次

年
度

も
在

学
生

の
増

加
に

伴
い

，
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
の

蔵
書

の
充

実
を

継
続

的
に

進
め

て
い

く
。

現
状

を
変

更
し

な
い

。

本
年

度
の

計
画

は
ほ

ぼ
完

了
し

て
い

る
が

，
次

年
度

も
入

学
生

の
入

会
を

積
極

的
に

推
し

進
め

、
学

会
活

動
の

充
実

と
自

主
的

な
学

生
の

学
び

の
機

会
を

増
や

し
て

い
く
。

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

を
さ

ら
に

解
析

し
、

今
後

の
見

学
及

び
実

習
の

運
営

の
仕

方
に

つ
い

て
見

直
し

を
し

て
い

く
。

教
員

採
用

試
験

対
策

の
体

制
作

り
は

完
了

し
た

。

よ
り

効
率

的
、

尚
か

つ
効

果
的

な
授

業
に

な
る

よ
う

に
、

学
内

実
習

の
中

身
の

検
討

を
し

続
け

る
。

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

現
状

を
変

更
し

な
い

。

教
員

採
用

試
験

対
策

の
体

制
作

り
は

完
了

し
た

。

次
年

度
も

引
き

続
き

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
適

正
化

を
進

め
る

。

計
画

内
容

①
 カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

見
直

し
及

び
専

門
教

育
に

関
わ

る
設

備
の

整
備

・
充

実
②

 学
生

の
自

主
学

習
の

組
織

化
③

 学
外

実
習

の
準

備
と

し
て

の
学

内
実

習
の

見
直

し
④

 国
家

資
格

・
教

員
採

用
試

験
に

向
け

て
の

よ
り

効
果

的
な

学
修

体
制

の
構

築
⑤

 地
域

貢
献

の
向

上
⑥

 定
期

的
に

検
証

す
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築

1
2
号

棟
各

施
設

の
機

器
・
備

品
の

使
用

マ
ニ

ュ
ア

ル
と

整
備

計
画

を
作

成
し

、
円

滑
な

利
用

の
た

め
の

環
境

整
備

を
行

っ
て

き
た

。
学

科
外

か
ら

の
利

用
申

請
が

あ
っ

た
場

合
で

も
、

申
請

手
続

き
と

使
用

規
程

を
明

確
化

し
、

授
業

運
営

に
支

障
な

く
有

効
活

用
で

き
る

環
境

整
備

も
図

っ
て

き
た

。
（
資

料
1
1
、

資
料

1
2
、

資
料

1
3
、

資
料

1
7
）

本
年

6
月

に
専

門
分

野
に

関
わ

る
テ

キ
ス

ト
お

よ
び

関
連

図
書

の
他

、
国

家
試

験
対

策
の

問
題

集
や

解
説

書
等

含
め

た
、

合
計

2
0
0
冊

程
度

の
書

籍
を

配
架

し
、

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

以
外

で
も

学
修

が
で

き
る

よ
う

貸
出

し
も

行
っ

て
い

る
。

（
資

料
1
4
、

資
料

1
5
）

既
に

「
基

礎
演

習
」
「
心

理
実

験
法

演
習

1
・
2
」
「
実

験
計

測
演

習
」
「
生

理
光

学
演

習
」
の

実
技

に
導

入
し

て
お

り
十

分
達

成
で

き
て

い
る

。
（
資

料
5
(1

.2
b
）

開
学

と
同

時
に

健
康

栄
養

学
会

を
設

立
し

1
期

生
約

2
0
名

が
入

会
し

た
。

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
で

は
、

キ
ャ

ン
パ

ス
ツ

ア
ー

お
よ

び
学

生
生

活
相

談
ブ

ー
ス

な
ど

に
お

い
て

学
生

が
主

体
と

な
り

、
活

動
を

展
開

し
て

い
る

。
1
1
月

に
「
P

U
S
H

　
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
　

救
え

る
命

」
を

テ
ー

マ
に

救
命

救
急

の
第

一
線

で
活

躍
す

る
消

防
救

急
隊

員
を

講
師

に
招

き
、

学
生

の
蘇

生
術

の
啓

蒙
を

目
的

と
し

た
講

習
会

を
企

画
し

て
い

る
。

（
資

料
9
(報

告
7
）
、

資
料

1
0
、

資
料

1
6
）

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

を
解

析
し

、
運

営
の

仕
方

を
見

直
し

て
い

る
。

（
資

料
2
, 
資

料
3
）
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

2
0
1
7
年

度
健

康
医

療
科

学
部

①
 カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

見
直

し
及

び
専

門
教

育
に

関
わ

る
設

備
の

整
備

・
充

実
②

 学
生

の
自

主
学

習
の

組
織

化
③

 学
外

実
習

の
準

備
と

し
て

の
学

内
実

習
の

見
直

し
④

 国
家

資
格

・
教

員
採

用
試

験
に

向
け

て
の

よ
り

効
果

的
な

学
修

体
制

の
構

築
⑤

 地
域

貢
献

の
向

上
⑥

 定
期

的
に

検
証

す
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
7
年

度
）
＞

健
康

医
療

科
学

部
　

2
/
2

進
捗

状
況

B A A B A B A C A

進
捗

状
況

A
：
計

画
が

達
成

で
き

て
い

る
、

も
し

く
は

ほ
ぼ

で
き

て
い

る
、

　
Ｂ

：
計

画
を

実
行

し
て

い
る

が
、

ま
だ

達
成

で
き

て
い

な
い

、
　

Ｃ
：
計

画
を

実
行

し
て

い
な

い

  
  

  
c
  

教
員

資
格

審
査

の
シ

ス
テ

ム
を

よ
り

明
確

に
す

る
。

（
学

部
全

体
）

非
常

勤
講

師
の

教
員

審
査

の
詳

細
を

定
め

、
「
非

常
勤

講
師

資
格

審
査

の
流

れ
に

つ
い

て
」
と

し
て

ま
と

め
た

。
さ

ら
に

教
員

審
査

に
関

し
て

「
教

員
資

格
審

査
内

規
」
で

非
常

勤
講

師
の

採
用

に
合

っ
た

評
価

基
準

（
業

績
点

数
表

）
を

新
し

く
設

け
た

。
さ

ら
に

、
専

任
・
非

常
勤

講
師

の
審

査
を

よ
り

ス
ム

ー
ズ

に
行

う
た

め
に

、
教

員
審

査
委

員
会

用
に

業
績

審
査

点
数

を
含

む
「
基

本
情

報
」
の

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

を
作

成
し

た
。

（
資

料
1
9
(1

,2
)、

資
料

2
1
、

資
料

2
0
(1

-
2
)）

教
員

審
査

の
詳

細
が

定
め

ら
れ

、
シ

ス
テ

ム
作

り
は

完
了

し
た

。

  
  

  
a 

 成
績

評
価

に
つ

い
て

客
観

化
、

厳
密

化
の

方
策

を
検

討
す

る
。

（
学

部
全

体
）

2
0
1
5
年

度
後

期
か

ら
各

授
業

の
成

績
分

布
の

デ
ー

タ
を

半
期

ご
と

に
学

科
専

攻
内

に
公

開
し

、
そ

の
妥

当
性

を
学

科
専

攻
会

議
で

確
認

し
て

き
た

。
成

績
評

価
に

改
善

が
見

ら
れ

、
極

端
な

成
績

の
付

け
方

が
減

っ
た

。
（
資

料
7
（
報

告
4
）
、

資
料

1
9
（
4
）
）

成
績

分
布

を
監

視
し

な
が

ら
、

し
ば

ら
く
様

子
を

見
る

。

  
  

  
b
  

卒
業

時
に

在
学

中
の

卒
業

論
文

、
実

習
、

国
家

試
験

対
策

、
教

員
採

用
試

験
対

策
、

そ
し

て
教

育
課

程
に

対
す

る
全

体
的

な
満

足
度

を
調

査
す

る
。

（
学

部
全

体
）

全
学

レ
ベ

ル
で

卒
業

時
ア

ン
ケ

ー
ト

を
行

う
こ

と
が

決
ま

っ
た

た
め

、
学

部
単

位
の

単
独

ア
ン

ケ
ー

ト
を

中
止

し
た

。
全

学
ア

ン
ケ

ー
ト

の
学

部
毎

の
質

問
設

定
に

向
け

て
準

備
す

る
。

全
学

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

を
踏

ま
え

て
、

学
部

・
学

科
単

位
の

ア
ン

ケ
ー

ト
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

  
  

  
c
  

 愛
知

淑
徳

大
学

ク
リ

ニ
ッ

ク
に

お
け

る
外

来
患

者
に

対
す

る
栄

養
指

導
の

実
施

す
る

 。
　

ア
ー

ス
メ

ッ
ク

の
健

康
相

談
室

と
連

携
し

市
民

向
け

の
食

育
講

演
会

を
開

催
す

る
。

（
健

康
栄

養
学

科
）

外
来

患
者

に
対

す
る

栄
養

指
導

は
、

ク
リ

ニ
ッ

ク
担

当
医

か
ら

の
オ

ー
ダ

ー
が

入
り

次
第

、
随

時
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

健
康

相
談

室
と

共
催

で
市

民
向

け
公

開
講

座
を

企
画

中
で

あ
る

。
（
資

料
1
8
）

ア
ー

ス
メ

ッ
ク

と
本

学
科

の
有

機
的

な
連

携
を

一
層

、
密

に
し

て
い

き
な

が
ら

地
域

貢
献

活
動

を
さ

ら
に

充
実

し
て

い
く
。

⑥
 教

育
内

容
を

検
証

す
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築

  
  

  
a 

  
言

語
障

害
児

・
者

の
地

域
生

活
を

支
援

す
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

参
加

を
推

奨
し

、
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

っ
て

そ
の

現
状

を
明

ら
か

に
す

る
。

　
（
言

語
聴

覚
学

専
攻

）
例

年
通

り
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

推
奨

し
て

い
る

（
個

別
案

内
及

び
C

C
C

）
。

ア
ン

ケ
ー

ト
は

検
討

中
で

あ
る

。
（
資

料
1
）

ア
ン

ケ
ー

ト
を

作
成

し
、

低
学

年
か

ら
の

積
極

的
か

つ
意

識
的

な
参

加
を

強
化

し
て

い
く
。

  
  

  
b
 　

名
古

屋
市

教
育

委
員

会
主

催
／

本
学

教
職

・
司

書
・
学

芸
員

教
育

セ
ン

タ
ー

企
画

・
運

営
に

よ
る

「
名

古
屋

土
曜

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
に

引
き

続
き

専
任

教
員

を
派

遣
し

、
小

学
生

の
授

業
外

学
習

の
促

進
を

通
し

て
地

域
貢

献
す

る
。

（
ス

ポ
ー

ツ
・
健

康
医

科
学

科
）

後
期

に
行

う
小

学
校

高
学

年
(3

年
～

6
年

生
）
を

対
象

と
し

た
、

ス
ポ

ー
ツ

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

本
学

の
学

生
サ

ポ
ー

タ
ー

と
企

画
し

た
。

（
資

料
2
5
、

資
料

2
6
）

2
0
1
7
年

は
年

度
末

ま
で

に
終

了
。

次
年

度
も

引
き

続
き

継
続

す
る

。

  
  

  
b
 　

3
年

後
期

の
時

点
で

、
教

員
採

用
試

験
科

目
に

対
す

る
現

在
の

達
成

状
況

を
学

生
に

自
己

評
価

さ
せ

、
必

要
な

対
策

と
計

画
を

学
生

自
身

に
考

え
さ

せ
る

仕
組

み
作

り
を

す
る

。
 （

ス
ポ

ー
ツ

・
健

康
医

科
学

科
）

自
己

研
鑽

が
必

要
と

な
る

筆
記

勉
強

や
面

接
に

関
す

る
自

己
評

価
を

通
し

て
、

対
策

と
計

画
を

学
生

自
身

に
考

え
さ

せ
る

し
く
み

を
、

後
期

に
行

っ
た

。
（
資

料
2
2
）

教
員

採
用

試
験

に
向

け
た

学
生

の
自

主
的

な
活

動
の

仕
組

み
作

り
は

完
了

し
た

。

⑤
 地

域
貢

献
の

向
上

  
  

  
a 

  
1
年

次
か

ら
の

国
家

試
験

へ
の

取
り

組
み

を
強

化
す

る
。

　
（
言

語
聴

覚
学

専
攻

）
１

年
次

の
基

礎
演

習
の

テ
キ

ス
ト

に
過

去
問

を
掲

載
し

た
り

、
各

科
目

に
お

い
て

定
期

試
験

に
過

去
問

を
出

題
す

る
な

ど
の

工
夫

し
た

。
さ

ら
に

基
礎

科
目

の
非

常
勤

講
師

に
も

出
題

基
準

を
提

供
し

、
作

問
依

頼
す

る
な

ど
し

て
専

攻
全

体
で

取
り

組
む

体
制

を
整

え
た

。
（
資

料
2
8
）

  
  

  
c
 １

年
次

の
学

内
実

習
科

目
（
調

理
学

実
習

、
栄

養
学

実
習

等
）
に

お
い

て
、

事
後

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
、

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
等

か
ら

臨
地

実
習

に
向

け
た

学
修

目
標

と
計

画
の

見
直

し
を

行
う

。
 （

健
康

栄
養

学
科

）

④
 国

家
資

格
・
教

員
採

用
試

験
に

向
け

て
の

よ
り

効
果

的
な

学
修

体
制

の
構

築

後
期

開
講

の
「
早

期
体

験
学

習
」
の

実
習

報
告

会
に

お
い

て
、

こ
の

科
目

の
学

習
目

標
の

達
成

度
に

関
す

る
事

後
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

う
（
H

2
9
.3

.2
0
)。

（
資

料
9
(報

告
8
）
）

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
か

ら
、

３
年

生
の

臨
地

実
習

に
向

け
て

の
学

習
目

標
と

計
画

の
見

直
し

の
必

要
性

を
検

討
す

る
。将

来
に

向
け

た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
8
年

度
）
＞

進
捗

状
況

B B A B

2
0
1
8
年

度
健

康
医

療
科

学
部

　
d.

 1
2号

棟
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
専
門
科
目
の
蔵
書
を
充
実

さ
せ

、
授
業
外
学
修
お
よ
び
国
試
対
策
の
た
め
の
学
修
環

境
を

整
備
す
る
（
健
康
栄
養
学
科
）

①
 カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
及
び
設
備
の
充
実

　
a.

 開
設
当
初
か
ら
の
耐
用
年
数
を
超
え
た
機
器
・
備

品
に
つ

い
て
、
医
療
機
関
で
普
及
し
て
い
る
検
査
機
器
と

の
整
合

を
考
慮
し
つ
つ
、
順
次
、
更
新
を
行
う
（
視
覚
科

学
専
攻

）

　
b.

 2
01

7年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
運
用
し
た
成
果
を

確
認
し

、
更
な
る
適
正
化
を
進
め
る
。
（
ス
ポ
ー
ツ
・
健

康
医
科

学
科
）

　
c. 

学
内
実
習
で
受
講
生
が
容
易
に
栄
養
価
計
算
等
が

で

き
る

よ
う
、

12
号
棟
に
お
け
る

PC
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
環

境
の
充

実
を
図
る
（
健
康
栄
養
学
科
）

計
画

内
容

①
 カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

見
直

し
及

び
専

門
教

育
に

関
わ

る
設

備
の

整
備

・
充

実
②

 学
生

の
自

主
学

習
の

組
織

化
③

 学
外

実
習

の
準

備
と

し
て

の
学

内
実

習
の

見
直

し
④

 国
家

資
格

・
教

員
採

用
試

験
に

向
け

て
の

よ
り

効
果

的
な

学
修

体
制

の
構

築

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

運
用

は
円

滑
化

さ
れ

た
が

、
時

間
割

に
お

い
て

学
生

の
不

利
益

が
若

干
確

認
さ

れ
た

。
本

年
度

は
個

別
に

対
応

し
た

。
資

料
番

号
2

「
2
0
1
8
年

度
第

1
3
回

ス
ポ

ー
ツ

・
健

康
医

科
学

科
会

議
議

事
録

」
報

告
事

項
1

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

今
後

は
時

間
割

の
見

直
し

に
重

点
を

置
き

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

更
な

る
適

正
化

を
進

め
る

。

修
理

が
不

可
能

と
な

っ
て

い
る

，
イ

リ
ス

コ
ー

ダ
ー

の
代

わ
り

と
な

る
瞳

孔
記

録
計

，
さ

ら
に

眼
底

カ
メ

ラ
，

拡
大

読
書

器
の

導
入

を
目

指
す

。

医
療

機
関

で
用

い
ら

れ
て

い
る

最
新

の
光

干
渉

断
層

計
と

角
膜

ト
ポ

グ
ラ

フ
ィ

を
設

置
し

て
実

習
・
演

習
に

お
い

て
活

用
し

て
い

る
資

料
番

号
1

「
2
0
1
8
年

度
第

6
回

視
覚

科
学

専
攻

会
議

議
事

録
」
議

題
番

号
1

⑤
 地

域
貢

献
の

向
上

⑥
 定

期
的

に
検

証
す

る
シ

ス
テ

ム
の

構
築

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

栄
養

価
計

算
が

で
き

る
ノ

ー
ト

P
C

を
4
月

よ
り

1
0
台

増
や

し
、

充
実

を
図

っ
た

。
資

料
番

号
3

「
1
2
号

棟
　

P
C

設
備

等
セ

ッ
ト

ア
ッ

プ
情

報
」
N

o
.2

2

専
門

科
目

お
よ

び
国

試
対

策
の

蔵
書

に
加

え
、

専
門

科
目

を
学

ぶ
上

で
必

要
な

生
物

お
よ

び
化

学
の

リ
メ

デ
ィ

ア
ル

教
育

の
学

修
環

境
も

整
備

す
る

目
的

で
高

校
の

生
物

お
よ

び
化

学
の

参
考

書
も

新
た

に
蔵

書
に

加
え

た
。

資
料

番
号

4
「
1
2
号

棟
　

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

購
入

図
書

リ
ス

ト
」

専
門

科
目

の
蔵

書
を

さ
ら

に
増

や
す

と
と

も
に

、
国

試
対

策
参

考
書

は
学

生
が

最
新

の
出

題
傾

向
を

把
握

で
き

る
よ

う
に

常
に

最
新

版
を

入
れ

て
い

く
。
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a.

 学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
考
し
な
が
ら
、
見
学
及
び

実
習
の

運
営
の
仕
方
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
。
（
言
語

聴
覚
学

専
攻
）

②
 学

生
の
自
主
学
習
の
組
織
化

　
b.

 学
生
が
主
体
と
な
る
視
覚
科
学
会
の
運
営
に
つ
い

て
検
討

し
、
自
主
的
な
活
動
の
充
実
を
図
る
（
視
覚
科
学

専
攻
）

学
外

実
習

に
つ

い
て

は
昨

年
度

実
習

生
を

対
象

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
2
種

類
実

施
し

た
。

専
攻

会
議

で
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
も

と
に

内
容

面
で

の
見

直
し

の
必

要
性

に
つ

い
て

検
討

し
た

と
こ

ろ
、

大
き

な
問

題
が

な
い

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。
資

料
番

号
5

「
ア

ン
ケ

ー
ト

ま
と

め
①

」
資

料
番

号
6

「
ア

ン
ケ

ー
ト

ま
と

め
②

」
資

料
番

号
7

「
2
0
1
8
年

1
2
月

1
1
日

専
攻

会
議

」
S
２

、
H

１

　
c. 

20
18

年
度
入
学
生
か
ら
も
学
会
運
営
委
員
を
積
極
的

に
募
り

、
自
主
的
な
活
動
の
た
め
の
組
織
化
を
図
る
（

健
康

栄
養

学
科
）

視
覚

科
学

会
の

運
営

委
員

を
ゼ

ミ
単

位
で

選
出

し
て

運
営

委
員

会
を

開
催

し
，

委
員

長
と

副
委

員
長

を
選

出
し

た
。

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
や

学
祭

の
ミ

ニ
眼

科
等

で
学

会
主

体
の

活
動

を
行

っ
た

資
料

番
号

8
「
2
0
1
8
年

度
「
視

覚
科

学
会

」
第

1
回

運
営

委
員

会
議

事
録

」

引
き

続
き

学
会

活
動

の
活

動
の

充
実

を
図

る

運
営

委
員

と
し

て
新

入
生

1
5
名

が
加

わ
り

、
計

3
5
名

の
体

制
で

活
動

し
て

き
た

。
活

動
内

容
は

、
新

入
生

を
対

象
と

し
た

P
U

S
H

講
座

、
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

で
の

受
験

生
向

け
の

企
画

を
実

施
す

る
な

ど
、

組
織

と
活

動
の

充
実

を
図

っ
た

。
資

料
番

号
9

「
2
0
1
8
年

度
第

3
回

学
科

会
議

議
事

【
報

告
事

項
】
1
. 
2
0
1
8
年

度
第

1
回

ｵ
ｰ

ﾌ
ﾟﾝ

ｷ
ｬ
ﾝ
ﾊ

ﾟｽ
（
6
/
3
）
の

担
当

（
案

）
お

よ
び

準
備

に
つ

い
て

」
資

料
番

号
1
0

「
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

表
」

資
料

番
号

1
1

「
2
0
1
7
年

度
第

1
2
回

学
科

会
議

議
事

録
【
審

議
事

項
】
1
. 
2
0
1
8
年

度
健

康
栄

養
学

会
研

修
会

「
あ

い
ち

健
康

プ
ラ

ザ
」
に

つ
い

て
」

資
料

番
号

1
2

「
2
0
1
8
年

度
健

康
栄

養
学

会
研

修
会

」

学
外

実
習

の
内

容
面

に
つ

い
て

は
大

き
な

問
題

が
な

く
、

ま
た

、
学

外
実

習
の

週
数

等
に

関
す

る
形

式
的

な
面

に
つ

い
て

は
、

し
ば

ら
く
検

討
し

な
い

こ
と

が
専

攻
内

で
決

ま
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

次
年

度
も

現
在

の
内

容
・
形

式
を

継
続

す
る

。

来
年

度
新

入
生

に
対

し
て

も
積

極
的

に
運

営
委

員
を

募
り

、
学

会
活

動
の

活
性

化
を

図
っ

て
い

く
。
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④
 国

家
資
格
・
教
員
採
用
試
験
に
向
け
て
の
よ
り
効
果
的

な
学
修

体
制
の
構
築

　
a.

 分
野
別
の
過
去
問
集
を
編
集
し
、
勉
強
し
や
す
い

形
に
整

え
た
形
で
４
年
生
に
提
供
す
る
。
　
（
言
語
聴
覚

学
専
攻

）

5
年

分
の

過
去

問
を

科
目

別
分

け
、

冊
子

に
し

て
4
年

生
に

実
費

で
頒

布
し

た
。

資
料

番
号

1
8

「
2
0
1
8
年

7
月

1
0
日

専
攻

会
議

」
S
6

　
a.

 よ
り
効
率
的
、
尚
か
つ
効
果
的
な
授
業
に
な
る
よ

う
に
、

学
内
実
習
の
目
標
、
内
容
、
評
価
の
見
直
し
を
お

こ
な
う

。
　
（
言
語
聴
覚
学
専
攻
）

  b
.  

20
17

年
度
に
実
習
指
導
者
会
議
に
て
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止

を
目
的
に
資
料
を
配
布
し
、
説
明
を
す
る
。
ア
ン

ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
実
習
指
導
者
の
意
見
を
、
必
要
に

応
じ
学

内
実
習
に
反
映
す
る
。

 （
視
覚
科
学
専
攻
）

  c
. 学

内
実
習
科
目
に
お
い
て
、
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
か
ら
臨
地
実
習
に
向
け
た
学

修
目
標

と
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。

 （
健
康
栄
養
学
科
）

実
習

指
導

者
の

意
見

と
学

生
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
を

も
と

に
非

常
勤

を
含

む
学

内
実

習
担

当
者

で
領

域
ご

と
に

検
討

し
た

。
そ

の
結

果
、

症
例

報
告

書
の

指
導

の
充

実
を

は
か

る
と

と
も

に
、

成
人

領
域

で
の

血
圧

測
定

の
実

技
演

習
を

導
入

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。
資

料
番

号
7

「
2
0
1
8
年

1
2
月

1
1
日

専
攻

会
議

」
S
２

、
H

１
資

料
番

号
1
3

「
1
8
年

度
③

学
外

実
習

の
準

備
と

し
て

の
学

内
実

習
の

見
直

し
に

関
す

る
検

討
の

ま
と

め
」

③
 学

外
実
習
の
準
備
と
し
て
の
学
内
実
習
の
見
直
し

　
d.

 学
外
実
習
を
視
野
に
入
れ
た
学
生
の
社
会
的
モ
ラ
ル

と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
早
期
に
修
得
す
る

た
め

学
内

実
習
を
通
し
た
受
講
マ
ナ
ー
の
徹
底
と
対
人
ス

キ
ル

を
高

め
る
指
導
方
法
を
検
討
す
る
。
（
健
康
栄
養
学

科
）

実
験

・
実

習
科

目
の

出
欠

お
よ

び
受

講
に

つ
い

て
は

、
学

外
実

習
を

視
野

に
入

れ
た

厳
格

な
ル

ー
ル

で
運

用
し

て
い

る
。

ま
た

、
臨

地
実

習
の

運
営

組
織

を
担

当
教

員
で

組
織

し
、

事
前

学
習

の
中

で
、

対
人

ス
キ

ル
を

高
め

る
指

導
方

法
を

検
討

中
で

あ
る

。
資

料
番

号
1
6

「
第

1
回

臨
地

実
習

に
関

す
る

打
ち

合
わ

せ
議

事
録

」
議

題
番

号
5
.　

教
務

関
連

事
項

（
検

討
事

項
）

資
料

番
号

1
7

「
実

験
・
実

習
を

履
修

す
る

に
あ

た
っ

て
の

諸
注

意
」

前
期

実
習

系
科

目
に

つ
い

て
は

非
常

勤
講

師
担

当
科

目
も

含
め

事
後

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

。
後

期
も

同
様

に
実

施
す

る
と

と
も

に
、

早
期

体
験

学
習

(2
0
1
7
年

度
開

講
）
の

事
後

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
た

。
資

料
番

号
1
5

「
2
0
1
8
年

度
授

業
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

科
目

（
後

期
）
リ

ス
ト

」

後
期

開
講

科
目

も
含

め
た

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
か

ら
、

３
年

生
の

臨
地

実
習

に
向

け
て

の
学

習
目

標
と

計
画

の
見

直
し

の
必

要
性

を
検

討
す

る
。

来
年

度
開

講
予

定
の

臨
地

実
習

の
事

前
学

習
の

た
め

の
科

目
で

あ
る

「
栄

養
総

合
演

習
Ⅰ

」
の

具
体

的
な

教
育

内
容

を
検

討
す

る
中

で
具

体
化

を
図

っ
て

い
く
。

学
生

の
使

用
状

況
を

み
な

が
ら

、
5
年

分
の

過
去

問
を

更
新

し
て

い
く
予

定
で

あ
る

。

台
風

に
よ

り
実

習
指

導
者

会
議

が
開

催
で

き
な

か
っ

た
た

め
実

施
で

き
な

か
っ

た
資

料
番

号
1
4

「
2
0
1
8
年

度
第

5
回

視
覚

科
学

専
攻

会
議

議
事

録
」
議

題
番

号
7

2
0
1
9
年

度
の

実
習

指
導

者
会

議
に

て
実

施
す

る

引
き

続
き

、
実

習
指

導
者

の
意

見
、

学
生

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
も

と
に

、
次

年
度

も
検

討
を

行
う

。
ま

た
、

内
容

や
評

価
は

領
域

に
よ

っ
て

差
異

が
見

ら
れ

た
た

め
、

今
年

度
出

さ
れ

た
「
言

語
聴

覚
士

養
成

教
育

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
を

参
考

に
し

な
が

ら
引

き
続

き
検

討
す

る
。
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b.

 名
古
屋
市
教
育
委
員
会
主
催
／
本
学
教
職
・
司
書

・
学
芸

員
教
育
セ
ン
タ
ー
企
画
・
運
営
に
よ
る
「
名
古
屋

土
曜
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
引
き
続
き
専
任
教
員
を
派
遣

し
、

小
学
生
の
授
業
外
学
習
の
促
進
を
通
し
て
地
域
貢

献
す
る

。
（
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
医
科
学
科
）

小
学

生
（
全

学
年

）
を

対
象

と
し

て
、

ス
ポ

ー
ツ

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

本
学

の
学

生
サ

ポ
ー

タ
ー

と
企

画
・
実

施
し

た
。

資
料

番
号

2
4

「
平

成
3
0
年

度
名

古
屋

土
曜

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
講

師
依

頼
」

資
料

番
号

2
5

「
2
0
1
8
年

度
土

曜
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

参
加

者
募

集
チ

ラ
シ

」
資

料
番

号
2
6

「
2
0
1
8
年

度
_第

2
7
回

_ス
ポ

ー
ツ

・
健

康
医

科
学

科
会

議
議

事
録

」
報

告
事

項
1

資
料

番
号

2
7

「
2
0
1
8
年

度
土

曜
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

概
要

（
学

科
へ

の
報

告
書

）
」

小
学

生
全

学
年

を
対

象
と

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
、

安
全

管
理

に
努

め
、

体
格

・
体

力
差

を
考

慮
し

た
継

続
可

能
な

企
画

を
今

後
も

検
討

す
る

。

　
c. 
ア

ー
ス
メ
ッ
ク
を
拠
点
と
し
た
地
域
住
民
へ
の
栄

養
指

導
、

介
護
予
防
教
室
お
よ
び
食
育
教
室
等
の
開
催
に

よ
る

地
域

貢
献
を
展
開
す
る
（
健
康
栄
養
学
科
）

健
康

相
談

室
と

共
催

で
地

域
住

民
を

対
象

と
し

た
介

護
予

防
教

室
を

開
催

し
た

。
ま

た
、

学
会

企
画

と
し

て
1
2
月

に
地

域
住

民
を

対
象

と
し

た
親

子
食

育
教

室
を

開
催

し
た

。
資

料
番

号
2
8
「
介

護
予

防
講

座
チ

ラ
シ

」

今
後

も
研

究
・
教

育
と

リ
ン

ク
さ

せ
た

地
域

住
民

対
象

の
教

室
等

を
企

画
し

地
域

貢
献

を
図

っ
て

い
く
。

  b
. 管

理
栄
養
士
国
家
試
験
ま
で
の
受
験
対
策
及
び
手
続
等

の
対

応
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
詳
細
に
作
成
し
、
ま
た
、
出

題
分
野

に
対
す
る
各
教
員
間
の
担
当
責
任
を
明
確
化
す
る

。
（
健

康
栄
養
学
科
）

⑤
 地

域
貢
献
の
向
上

　
a.

 言
語
聴
覚
障
害
児
・
者
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
参
加
を
推
奨
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

っ
て
そ

の
現
状
を
明
ら
か
に
し
、
低
学
年
か
ら
の
積
極
的

か
つ
意

識
的
な
参
加
を
強
化
し
て
い
く
。
（
言
語
聴
覚
学

専
攻
）

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
参

加
状

況
に

つ
い

て
、

現
1
年

生
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

参
加

率
は

6
9
％

と
、

上
位

2
学

年
の

同
時

期
の

参
加

率
よ

り
も

低
い

（
現

2
年

生
7
7
％

、
現

3
年

生
8
3
％

）
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

障
害

児
・
者

を
対

象
と

し
て

い
る

の
は

、
1
年

生
が

5
0
％

、
2
年

生
7
7
％

、
3
年

生
9
0
％

、
4
年

生
9
2
％

と
学

年
が

上
昇

す
る

に
つ

れ
て

割
合

が
増

加
し

た
。

以
上

の
結

果
を

も
と

に
、

1
年

生
に

は
、

ガ
イ

ダ
ン

ス
等

で
早

期
か

ら
障

害
児

者
を

対
象

と
し

た
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

参
加

を
強

化
し

て
い

く
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

資
料

番
号

2
2

「
2
0
1
8
年

1
2
月

2
5
日

専
攻

会
議

」
H

1
資

料
番

号
2
3

「
1
8
年

度
計

画
（
⑤

）
地

域
貢

献
の

向
上

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
報

告
」

新
入

生
ガ

イ
ダ

ン
ス

な
ど

で
、

早
期

か
ら

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
参

加
を

促
し

、
そ

の
結

果
を

ア
ン

ケ
ー

ト
に

基
づ

い
て

検
討

を
行

う
。

国
家

試
験

対
策

担
当

教
員

の
決

定
と

、
受

験
対

策
及

び
手

続
等

の
対

応
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

概
要

は
作

成
済

み
で

あ
る

が
、

対
策

方
法

の
詳

細
な

計
画

作
成

に
は

至
っ

て
い

な
い

。
資

料
番

号
1
9

「
2
0
1
8
年

度
第

1
0
回

会
議

録
【
審

議
事

項
】
7
.管

理
栄

養
士

国
家

試
験

対
策

の
計

画
に

つ
い

て
」

資
料

番
号

2
0

「
国

家
試

験
対

策
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
」

資
料

番
号

2
1

「
国

家
試

験
出

題
分

野
対

策
担

当
教

員
一

覧
」

受
験

対
策

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
と

学
修

支
援

の
方

法
を

詳
細

に
検

討
す

る
。
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a.

 成
績
評
価
の
客
観
化
、
厳
密
化
に
対
す
る
方
策
の

結
果
を

監
視
し
続
け
る
。
（
学
部
全
体
）

B

各
授

業
の

成
績

分
布

の
デ

ー
タ

を
半

期
ご

と
に

学
科

専
攻

内
に

公
開

し
、

そ
の

妥
当

性
を

学
科

専
攻

会
議

で
確

認
し

て
い

る
。

(学
部

全
体

)

非
常

勤
講

師
担

当
の

成
績

も
含

め
、

可
能

な
限

り
資

料
を

専
攻

会
議

等
で

確
認

し
、

成
績

の
分

布
に

関
し

て
は

科
目

の
特

性
も

考
慮

す
る

と
問

題
は

な
か

っ
た

。
(言

語
聴

覚
学

専
攻

)
資

料
番

号
2
9

「
2
0
1
8
年

1
1
月

2
7
日

専
攻

会
議

」
S
２

資
料

番
号

3
0

「
2
0
1
8
年

9
月

2
5
日

専
攻

会
議

」
S
３

、
S
6

卒
業

論
文

発
表

会
と

臨
地

実
習

報
告

会
を

開
催

し
，

成
績

評
価

の
厳

密
化

を
図

っ
た

。
(視

覚
科

学
専

攻
)

資
料

番
号

3
1

「
2
0
1
8
年

度
第

8
回

視
覚

科
学

専
攻

会
議

議
事

録
」
議

題
番

号
5

資
料

番
号

3
2

「
2
0
1
8
年

度
臨

時
視

覚
科

学
専

攻
会

議
議

事
録

」
議

題
番

号
3

卒
業

論
文

の
提

出
に

際
し

て
の

学
生

側
の

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
と

教
員

側
の

評
価

基
準

を
一

致
さ

せ
、

卒
業

論
文

の
成

績
評

価
の

客
観

化
、

厳
格

化
を

図
っ

た
。

（
ス

ポ
ー

ツ
・
健

康
医

科
学

科
）

資
料

番
号

3
3

「
卒

業
論

文
評

価
シ

ー
ト

（
教

員
用

）
」

資
料

番
号

3
4

「
2
0
1
8
年

度
第

7
回

ス
ポ

ー
ツ

・
健

康
医

科
学

科
会

議
議

事
録

」
審

議
事

項
2 資

料
番

号
3
5

「
卒

業
論

文
規

定
に

関
す

る
資

料
」

実
験

・
実

習
に

お
い

て
も

学
期

末
の

評
価

試
験

を
実

施
す

る
よ

う
担

当
教

員
に

依
頼

し
、

評
価

基
準

の
明

確
化

、
客

観
化

に
努

め
て

い
る

。
(健

康
栄

養
学

科
)

資
料

番
号

3
6

「
2
0
1
8
年

度
第

8
回

会
議

録
【
報

告
事

項
】
5
. 
2
0
1
7
年

度
後

期
成

績
分

布
に

つ
い

て
」

資
料

番
号

3
7

「
2
0
1
7
年

度
後

期
成

績
分

布
」

資
料

番
号

3
8

「
2
0
1
8
年

度
第

9
回

会
議

録
【
報

告
事

項
】
5
. 
2
0
1
8
年

度
前

期
成

績
分

布
に

つ
い

て
」

資
料

番
号

3
9

「
2
0
1
8
年

度
前

期
成

績
分

布
」

引
き

続
き

、
2
0
1
8
年

度
前

期
分

の
成

績
分

布
を

学
科

専
攻

で
検

討
す

る
。

(学
部

全
体

)
今

後
も

専
攻

会
議

等
で

確
認

し
、

注
意

を
促

し
て

い
く
予

定
で

あ
る

。
(言

語
聴

覚
学

専
攻

)
発

表
会

と
報

告
会

を
今

後
も

継
続

し
て

実
施

し
，

教
育

内
容

充
実

の
た

め
の

検
証

を
行

う
。

(視
覚

科
学

専
攻

)
卒

業
論

文
提

出
時

の
教

員
側

・
学

生
側

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
を

運
用

し
た

結
果

を
学

科
で

討
議

し
、

改
善

の
必

要
が

あ
れ

ば
次

年
度

に
改

訂
す

る
。

（
ス

ポ
ー

ツ
・
健

康
医

科
学

科
）

各
科

目
の

成
績

評
価

分
布

の
状

況
を

共
有

し
、

評
価

の
厳

密
化

を
図

っ
て

い
く
。

(健
康

栄
養

学
科

)

⑥
 教

育
内
容
を
検
証
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
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進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

　
b.

 卒
業
時
に
在
学
中
の
卒
業
論
文
、
実
習
、
国
家
試

験
対
策

、
教
員
採
用
試
験
対
策
に
つ
い
て
調
査
す
る
。
（

学
部
全

体
）

B

卒
業

時
ア

ン
ケ

ー
ト

を
作

成
し

、
卒

業
論

文
や

実
習

に
つ

い
て

の
調

査
を

行
っ

て
い

る
。

(学
部

全
体

)

学
外

実
習

に
お

け
る

症
例

報
告

会
、

卒
業

論
文

発
表

会
を

開
催

し
た

。
ま

た
国

家
試

験
後

に
各

自
の

解
答

を
マ

ー
ク

シ
ー

ト
解

答
用

紙
に

記
載

し
、

得
点

の
分

析
を

実
施

し
た

。
(言

語
聴

覚
学

専
攻

)
資

料
番

号
7

「
2
0
1
8
年

1
2
月

1
1
日

専
攻

会
議

」
S
２

、
H

１

国
家

試
験

の
自

己
採

点
を

基
に

正
答

率
調

査
を

実
施

し
た

。
(視

覚
科

学
専

攻
)

資
料

番
号

1
「
2
0
1
8
年

度
第

6
回

視
覚

科
学

専
攻

会
議

議
事

録
」
議

題
番

号
5

資
料

番
号

4
0

「
2
0
1
8
年

度
第

1
回

視
覚

科
学

専
攻

会
議

議
事

録
」
議

題
番

号
4

資
料

番
号

4
1

「
第

4
8
回

国
家

試
験

得
点

分
析

」

昨
年

度
の

卒
業

時
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

等
を

踏
ま

え
、

卒
業

研
究

の
ゼ

ミ
選

択
シ

ス
テ

ム
や

卒
論

の
作

成
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
改

訂
し

た
。

(ス
ポ

ー
ツ

・
健

康
医

科
学

科
)

資
料

番
号

3
5

「
卒

業
論

文
規

定
に

関
す

る
資

料
」

資
料

番
号

4
2

「
ゼ

ミ
選

択
ガ

イ
ダ

ン
ス

資
料

」
資

料
番

号
4
3

「
2
0
1
8
年

度
第

8
回

ス
ポ

ー
ツ

・
健

康
医

科
学

科
会

議
議

事
録

」
審

議
事

項
1 資

料
番

号
4
4

「
2
0
1
8
年

度
第

2
1
回

ス
ポ

ー
ツ

・
健

康
医

科
学

科
会

議
議

事
録

」
審

議
事

項
5

資
料

番
号

4
5

「
表

１
　

4
年

分
の

G
P

A
お

よ
び

試
験

の
平

均
と

国
試

点
数

と
の

相
関

」

今
年

も
引

き
続

き
卒

業
時

ア
ン

ケ
ー

ト
で

の
調

査
を

行
う

。
(学

部
全

体
)

引
き

続
き

学
外

実
習

に
お

け
る

症
例

報
告

会
、

卒
業

論
文

発
表

会
を

計
画

す
る

。
ま

た
国

家
試

験
後

の
結

果
解

析
を

継
続

し
、

教
育

内
容

充
実

の
た

め
の

検
証

を
行

う
。

（
言

語
聴

覚
学

専
攻

)
国

家
試

験
の

結
果

解
析

を
今

後
も

継
続

し
，

教
育

内
容

充
実

の
た

め
の

検
証

を
行

う
。

(視
覚

科
学

専
攻

)
次

年
度

も
引

き
続

き
学

生
の

要
望

を
踏

ま
え

て
、

学
科

の
機

器
整

備
、

授
業

体
制

の
改

革
を

さ
ら

に
進

め
る

。
（
ス

ポ
ー

ツ
・
健

康
医

科
学

科
）
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福祉貢献学部 
（2016 年度～2018 年度） 

 
1．2016年度大学評価結果において検討を求められた事項に対する対応 
 基準 1．理念・目的『学部・研究科の目的の適切性については、各学部・研究科の「自己
点検・評価実施委員会」が責任主体となり、毎年度検証することになっているが、多くの学
部・研究科ではまだ本格的に稼働していない。今後は、関連規定等を整備するとともに、定
期的な検証を着実に行っていくことが求められる。』という指摘に対しては、理念・目的が
学部運営や教育に適切に反映されているか否かを、「自己点検・評価委員会」が責任主体と
なり定期的に検証する場を設けてはいるが、システムを本格的に稼働できるように、2019
年度以降も規程や内規など環境整備していきたい。 
基準 3．教員・教員組織『専任教員の定期的な業績評価は行われていないため、今後、組

織的かつ定期的に評価することが望まれる。』との指摘については、採用、昇任の際には「愛
知淑徳大学教員資格審査基準」及び「愛知淑徳大学福祉貢献学部資格審査基準」に基づいて
審議されている。定期的な業績評価は行われていないが、業績データベースシステムへの入
力チェックをおこなっていった。しかし専任教員が研究に専念できる環境を整備し、一層の
研究活動を推進できる環境条件も検討する必要がある。2019年以降は「FD 及び自己点検・
評価実施委員会」と「教員資格審査委員会」が責任主体となり専任教員の業績点検を定期的
に実施できる方法を前者と合わせ検討していきたい。 
基準 4．教育内容・方法・成果（1）教育目標、学位授与方針、教育課程の編成・実施方

針『学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針の適切性については、「大学運営委員会」 
及び大学協議会の方針に従い、教授会で審議しているとあるが、学部長、専攻主任、教務委
員長、入試委員長、学生生活 委員長から構成される「カリキュラム委員会」で定期的に会
合を持つことにもなっているので、今後は検証体制を整理したうえで 改善に向けて機能さ
せることが望まれる。』という指摘を受けた。それゆえ、現行の各専攻での検討や学科会議、
教授会でのカリキュラムの審議を重ねるとともに、FD研修会で検証を行うことで、改善を
今後も確実なものとしていきたい。 
基準 4．教育内容・方法・成果（2）教育課程・教育内容『各部局内での検証は「随時検

証を行う」という状態であり、定期化されたものではない。また、各教員に委ねている場合
もあり、システム化されたものとはいえないので、今後は定期的な検証システムを構築し、
機能させることが求められる。』、基準 4．教育内容・方法・成果（3）教育方法『学士課程
における教育目標の設定、教育内容、成績評価基準の適切性について、学部によっては、半
期ごとの確実な実施や他の検証体制との役割分担等について、なおあいまいな点が残って
おり、早急に明確化して稼働させていくことが期待される。』との指摘がなされた。福祉貢
献学部では、学部教授会及び学科会議においてカリキュラム及び成績評価基準の定期的な
検証作業を行ってきたが、これらに加え、今年度から開始された教務委員長を中心として行
われているシラバス記載内容の相互チェックも含め、今後も組織的検証体制の拡充を図っ
ていきたい。 
基準 5．学生の受け入れ『定員管理については、学部では、指定校制推薦入試による入学

者が入学定員の 2 倍以上に達し、しかもそれが恒常化している学科・専攻が、13 学科・専
攻のうち、10 学科・専攻と非常に多い。また、福祉貢献学部では、2011(平成 23)年度から

80



2015(平成 27)年度までの過去 5 年間の入学定員に対する入学者数比率の平均は概ね適切で
あるが、各年度でみると高い数値となっている年度が複数あり、継続的に適切な定員管理を
行う体制の確立とその運用の努力が求められる。』、『学生の受け入れの適切性については、
各学部・研究科及び大学全体として、検証するシステムは構築されていないので、今後整備
されたい。』との指摘を受け、2017 年度より全学の管理の下、入学者数の是正が図られ、現
状適正な水準が維持されているものと判断できる。 

 
2．その他の取り組み 
 本学部では、人材育成の目標達成やディプロマポリシーの実現のため、2016 年度以降新
カリュキラムの円滑な実施を目指し取り組んできた。特に、地域の住民と向かい合い、地域
を理解し、地域住民と地域課題に取り組む、「コミュニティーアクティブラーニング演習」
「コミュニティーアクティブラーニング実習」などの授業化でそれらを具現化するととも
に、教員も大学周辺の市が行う施策計画の策定や専門知識を生かした周辺社会資源に対す
る支援を通し、関係づくりと活動の継続性に力を入れてきた。そのことにより地域での学生
の学びの機会の確保と社会貢献、そこからの研究などの連続性を意識化した取り組みを行
ってきた。また学生支援の観点においては、成績不振及び問題を抱える学生に対する取り組
みとして、組織的対応ができるよう学科会議で定例議題化することにより、学部、専攻がチ
ームとして対応できる雰囲気づくりができ、通常の学生対応についても組織的問題解決の
常態化が進んでいると評価できる。 
 
3．総括 
 福祉貢献学部においては、この間、学部理念を念頭に置き、協議を重ねた新カリキュラム
を実施するとともに、子ども福祉専攻においては保育士資格に関わるカリキュラムの変更
や課程申請に対応するなど諸状況への変化にも対応しながら学部運営を行ってきた。その
分新旧カリキュラムへの対応のため、臨時的な増コマなど専任教員への負担を余儀なくし、
研究の推進を十分にはかれる環境では無かったといえる。業績管理と研究活動は車の両輪
と考え今後にのぞみたいと考えている。ゆえに基準 1 及び基準 3 については規程や内規な
どの環境整備について順次検討及びできることの実施を行っていきたい。また基準 4 につ
いては学部の特性として各専攻に資格の養成課程がカリキュラムに存在しており、ややも
すると中核となる養成教育プログラムが優先となり、理念や学際性を身につける場として
の大学の役割を果たせる教育内容及びそこで成績評価をさらに検討していきたいと考える。 
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
6
年

度
）
＞

進
捗

状
況

Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達
成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実
行
し
て
い
な
い

３
．

多
様

な
ニ

ー
ズ

を
持

つ
学

生
の

生
活

及
び

学
習

の
支

援

2
0
1
6
年

度
福

祉
貢

献
学

部

１
．

学
生

の
進

路
意

識
の

多
様

化
に

応
じ

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

検
討

２
．

地
域

の
社

会
資

源
と

連
携

し
合

う
教

育
活

動

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）
将

来
に

向
け

た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

1
-
1
)新

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
実

施
を

進
め

な
が

ら
、

必
要

に
応

じ
て

修
正

を
加

え
る

。

次
年

度
に

向
け

、
１

年
間

に
履

修
登

録
で

き
る

単
位

数
の

上
限

を
検

討
し

改
善

し
た

。
(資

料
1
：
2
0
1
6
年

度
第

３
回

教
務

連
絡

会
_報

告
事

項
5
.履

修
登

録
単

位
数

の
上

限
に

つ
い

て
)

国
家

資
格

取
得

や
、

専
門

職
採

用
試

験
に

対
応

し
た

科
目

を
新

設
す

る
な

ど
(資

料
2
：
2
0
1
6
年

度
第

８
回

　
学

科
会

議
議

事
録

 )
(資

料
3
：
国

家
試

験
対

策
と

社
会

福
祉

実
習

科
目

に
つ

い
て

）
、

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
は

順
調

に
実

施
さ

れ
て

い
る

。
た

だ
し

、
専

任
教

員
逝

去
に

伴
い

担
当

者
不

在
と

な
っ

た
４

科
目

に
代

わ
る

新
規

科
目

が
開

設
さ

れ
て

い
な

い
。

ま
た

、
新

設
科

目
の

授
業

内
容

お
よ

び
方

法
が

未
定

の
も

の
が

あ
る

。

新
設

科
目

・
一

部
既

設
科

目
の

授
業

内
容

お
よ

び
方

法
に

つ
い

て
検

討
し

、
決

定
す

る
。

左
記

４
科

目
に

代
わ

る
新

規
科

目
を

検
討

、
確

定
す

る
と

と
も

に
、

授
業

担
当

者
を

決
定

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

1
-
2
)学

部
の

運
営

に
必

要
な

教
員

体
制

を
整

備
す

る
。

人
事

計
画

に
基

づ
い

て
教

員
公

募
を

行
い

、
書

類
選

考
、

面
接

、
模

擬
授

業
を

行
っ

た
が

、
採

用
に

至
ら

な
か

っ
た

。
今

後
の

人
事

計
画

を
確

認
し

、
公

募
条

件
や

選
考

方
法

を
再

検
討

し
、

人
事

を
確

実
に

進
め

る
。

2
-
1
)大

学
周

辺
の

地
域

の
社

会
資

源
を

調
査

し
、

関
係

づ
く
り

に
努

め
る

。

長
久

手
市

と
の

連
携

に
着

手
し

、
学

生
の

平
成

子
ど

も
塾

へ
の

参
加

、
市

職
員

と
教

員
の

研
修

会
、

市
職

員
に

よ
る

特
別

講
義

を
開

催
し

た
(資

料
4
：
2
0
1
6

年
度

福
祉

貢
献

学
部

F
D

研
修

会
報

告
）
。

ま
た

、
名

東
区

の
子

育
て

広
場

や
地

域
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

の
活

動
に

学
生

が
参

加
し

た
(資

料
5
:地

域
子

育
て

支
援

活
動

へ
の

参
加

）
。

長
久

手
市

と
の

連
携

を
継

続
、

発
展

さ
せ

る
と

共
に

、
名

東
区

の
地

域
子

育
て

支
援

活
動

を
継

続
す

る
。

3
-
2
)教

員
間

の
チ

ー
ム

に
よ

る
学

生
の

支
援

体
制

を
つ

く
る

。
成

績
不

振
ま

た
は

問
題

を
抱

え
る

学
生

に
対

し
て

、
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
に

よ
る

個
別

対
応

は
行

っ
て

い
る

が
、

学
部

と
し

て
組

織
的

な
対

応
を

行
う

に
至

っ
て

い
な

い
。

成
績

不
振

学
生

、
障

が
い

学
生

等
支

援
が

必
要

な
学

生
の

情
報

を
学

科
会

議
で

共
有

す
る

。

2
-
2
)地

域
に

お
け

る
学

生
の

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
事

業
化

に
向

け
た

準
備

を
す

る
。

特
別

教
育

研
究

の
助

成
を

受
け

（
2
0
1
5
・
2
0
1
6
年

度
）
、

社
会

福
祉

専
攻

は
学

生
の

参
画

に
よ

る
「
認

知
症

に
関

す
る

教
育

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
を

、
子

ど
も

福
祉

専
攻

は
「
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
の

保
育

研
修

」
を

試
行

的
に

実
施

し
、

「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

」
（
2
0
1
8
年

度
開

講
）
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

作
成

し
た

(資
料

6
：
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
目

次
）
）
。

今
後

も
試

行
的

な
事

業
を

継
続

的
に

実
施

し
、

「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

」
の

担
当

者
を

採
用

し
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
修

正
や

学
修

評
価

の
方

法
を

検
討

す
る

。

3
-
1
)学

生
の

生
活

お
よ

び
学

び
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

。

卒
業

時
に

、
学

部
教

育
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

た
。

学
生

の
学

修
や

進
路

に
関

す
る

具
体

的
な

調
査

等
を

ゼ
ミ

や
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
、

演
習

・
実

習
科

目
で

行
っ

て
い

る
が

、
そ

れ
ら

の
デ

ー
タ

ー
を

十
分

に
活

用
で

き
て

い
な

い
。

入
学

か
ら

卒
業

ま
で

の
学

生
の

学
び

方
や

進
路

選
択

な
ど

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
す

る
た

め
に

、
現

在
実

施
し

て
い

る
調

査
等

の
活

用
方

法
を

検
討

す
る

。
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
7
年

度
）
＞

進
捗

状
況

B B B B B A

進
捗

状
況

A
：
計

画
が

達
成

で
き
て
い
る
、
も
し
く
は

ほ
ぼ

で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が

、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
な
い

今
後

も
学

生
の

生
活

お
よ
び
学

び
の

ニ
ー
ズ
の

把
握

に
努

め
る
と

と
も
に
、
全

体
的

な
傾

向
に
つ
い
て
は

数
値

化
に
よ
る
把

握
に
も

努
め
た
い
。

社
会

福
祉

専
攻

は
定

年
退

職
予

定
者

の
後

任
人

事
を
進

め
る
。

子
ど
も
福

祉
専

攻
は

免
許

、
資

格
課

程
の

改
訂

(定
)を

踏
ま
え

て
、
教

員
組

織
の

調
整

を
行

う
。

３
．
多

様
な
ニ
ー
ズ
を
持

つ
学
生

の
生

活
及

び
学

習
の

支
援

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

社
会

福
祉

専
攻

は
、
C
A
L
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
科

目
）
の

事
業

化
に
向

け
、
長

久
手

市
職

員
を
講

師
に
迎

え
て
「
ま
ち
づ
く
り
」
の

講
演

会
を
開

催
し
、
市

と
の

関
係

づ
く
り
に
努

め
た
。
（
資

料
７
）
し
か

し
、
学

生
が

実
際

に
地

域
の

活
動

に
参

加
す
る
ま
で
に
至

ら
な
か

っ
た
。

子
ど
も
福

祉
専

攻
は

C
A
L
の

試
行

的
な
実

施
を
終

え
、
ほ

ぼ
準

備
を
整

え
る
こ
と

が
で
き
た
。
(資

料
８
）

計
画

内
容

１
-
２
）
学

部
の

運
営

に
必

要
な
教
員
体
制
を
整
備
す
る
。

社
会

福
祉

専
攻

は
、
新

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

新
設

科
目

を
担

当
す
る
教

員
の

採
用

人
事

を
無

事
に
終

え
る
こ
と
が

で
き
た
。
（
資

料
２
）

ま
た
、
子

ど
も
福

祉
専

攻
は

、
教

職
の

再
課

程
認

定
に
向

け
て
教

員
組

織
の

見
直

し
と
調

整
を
進

め
て
い
る
。

多
様

な
学

生
の

ニ
ー
ズ
に
向

け
て
、
新

設
科

目
の

円
滑

な
実

施
を

図
る
と
と
も
に
、
必

要
な
改

善
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

社
会

福
祉

専
攻

は
、
大

学
近

隣
地

域
の

社
会

資
源

と
の

関
係

の
維

持
と
発

展
に
努

め
る
と
共

に
、
過

疎
な
ど
様

々
な
課

題
を
抱

え
る
地

域
の

ニ
ー
ズ
と
支

援
の

実
際

に
つ
い
て
理

解
を
深

め
る
。
子

ど
も
福

祉
専

攻
は

、
こ
れ

か
ら
の

保
育

の
動

向
を
踏

ま
え
た
公

開
講

座
の

開
催

等
を
通

し
て
、
大

学
周

辺
の

保
育

施
設

等
と
の

関
係

づ
く
り
の

継
続

発
展

に
努

め
る
。

各
専

攻
と
も
に
、
C
A
L
の

円
滑

な
実

施
お
よ
び
必

要
な
改

善
を

行
っ
て
い
く
。

今
後

も
、
成

績
不

振
予

備
問

題
を
抱

え
る
学

生
に
つ
い
て
、
学

科
会

議
で
全

教
員

が
情

報
を
共

有
し
、
組

織
的

な
対

応
の

継
続

と
充

実
を
図

り
た
い
。

３
-
２
）
成

績
不

振
及

び
問

題
を
抱
え
る
学
生
に
対
す
る
組
織
的

対
応

の
枠

組
み

と
方

法
を
決
定

し
、
実
施
に
移
す
。

成
績

不
振

及
び
問

題
を
抱

え
る
学

生
に
つ
い
て
は

、
毎

月
の

学
科

会
議

で
報

告
し
、
ア
ド
バ

イ
ザ

ー
を
中

心
に
教

員
相

互
の

協
力

体
制

に
よ
る
個

別
指

導
を
行

っ
た
。
（
資

料
1
0
の

【
定

例
議

題
】
(2
)）

2
0
1
7
年

度
福

祉
貢

献
学

部

１
-
１
）
新

設
科

目
・
一

部
既

設
科
目
の
授
業
内
容
・
方
法
に
つ

い
て
検

討
し
、
授

業
担

当
者

を
決
定
す
る
。

２
-
１
）
大

学
周

辺
の

地
域

の
社
会
資
源
と
の
関
係
づ
く
り
に
努

め
、
活

動
を
継

続
す
る
。

２
-
２
）
地

域
に
お
け
る
学

生
の
C
A
L
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
科

目
)の

事
業
化
に
向
け
た
準
備
を
継
続
す

る
。

３
-
１
）
学

生
の

生
活

お
よ
び
学
び
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
。

将
来

に
向

け
た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

新
設

科
目

及
び
一

部
既

設
科

目
の

授
業

内
容

・
方

法
に
つ
い

て
は

概
ね

確
定

し
、
授

業
担

当
者

も
内

定
し
た
。
（
資

料
１
）

た
が

、
授

業
担

当
者

の
資

格
審

査
が

終
っ
て
い
な
い
科

目
が

若
干

あ
る
。
(資

料
１
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表

「
担

当
者

」
空

欄
部

分
）

社
会

福
祉

専
攻

で
は

名
古

屋
市

千
種

区
の

地
域

包
括

ケ
ア
部

門
と
の

連
携

活
動

を
実

施
し
た
。
（
資

料
５
）

ま
た
、
わ

が
国

の
地

域
福

祉
、
特

に
過

疎
地

域
の

現
状

と
課

題
に
つ
い
て
理

解
す
る
た
め
、
学

術
講

演
会

を
実

施
し
た
。
(資

料
６
）
　
し
か

し
、
大

学
所

在
地

で
あ

る
長

久
手

市
と
の

連
携

が
思

う
よ
う
に
進

展
し
て
い
な
い
状

況
に
あ
る
。

子
ど
も
福

専
攻

で
は

、
保

育
指

針
、
教

育
要

領
改

定
（
訂

）
の

動
向

を
踏

ま
え
、
地

域
に
向

け
た
公

開
講

座
を
実

施
し
、
多

く
の

保
育

関
係

者
の

参
加

を
得

た
。
(資

料
３
,4
）

１
．
学

生
の

進
路

意
識

の
多

様
化

に
応

じ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等

の
検
討

２
．
地

域
の

社
会

資
源

と
連

携
し
合

う
教

育
活

動
の

実
施

学
生

の
生

活
及

び
学

修
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
は

、
質

問
紙

調
査

を
実

施
し
て
全

体
的

な
傾

向
を
把

握
し
た
。
(資

料
９
)

ま
た
、
個

別
の

学
生

の
課

題
に
つ
い
て
は

学
科

会
議

に
お
い
て
全

教
員

で
情

報
を
共

有
し
た
。
（
資

料
1
0
【
定

例
議

題
】
(2
)）
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
8
年

度
）
＞

進
捗

状
況

B B A A B A

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

ア
ン

ケ
ー

ト
を

基
に

学
科

会
議

で
の

話
し

合
い

を
継

続
し

、
ニ

ー
ズ

把
握

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
す

る
。

来
年

度
定

年
に

伴
う

採
用

を
行

っ
た

ほ
か

、
次

年
度

以
降

の
教

員
体

制
を

考
慮

し
た

配
置

計
画

を
検

討
し

て
い

る
(資

料
3
「
平

成
3
0
年

度
第

８
回

福
祉

貢
献

学
部

教
授

会
議

事
録

　
審

議
事

項
１

」
）
。

次
年

度
以

降
の

教
員

体
制

を
考

慮
し

た
配

置
計

画
を

実
施

す
る

。

社
会

福
祉

専
攻

に
入

学
し

た
障

が
い

学
生

に
対

し
て

教
室

の
手

配
、

受
講

上
の

配
慮

な
ど

、
学

生
の

声
を

聴
き

取
り

、
き

め
細

か
な

対
応

に
努

め
て

い
る

。
ま

た
、

毎
月

の
学

科
会

議
で

「
成

績
不

振
学

生
、

問
題

を
抱

え
る

学
生

の
報

告
」
を

行
い

、
情

報
共

有
と

指
導

の
連

携
を

図
っ

て
い

る
(資

料
1
3
.「

平
成

3
0
年

度
学

科
会

議
議

事
録

4
月

～
1
2
月

　
成

績
不

振
学

生
・
問

題
を

抱
え

る
学

生
の

報
告

に
つ

い
て

　
4
月

　
報

告
事

項
（
３

）
、

5
月

～
1
2
月

　
定

例
議

題
（
2
）
」
，

資
料

1
4
「
平

成
3
0
年

度
第

２
回

学
科

会
議

議
事

録
　

報
告

事
項

（
2
）
」
，

資
料

1
5
「
平

成
3
0
年

度
第

６
回

学
科

会
議

議
事

録
　

報
告

事
項

（
1
）
」
）
。

ゼ
ミ

や
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
、

実
習

指
導

な
ど

を
通

し
て

、
各

教
員

が
把

握
し

て
い

る
学

生
の

学
修

や
進

路
に

対
す

る
ニ

ー
ズ

を
学

科
会

議
な

ど
で

話
し

合
っ

て
い

る
(資

料
9
「
2
0
1
8
年

度
　

福
祉

貢
献

学
部

F
D

研
修

会
報

告
書

」
.資

料
1
1
「
平

成
3
0
年

度
第

４
回

学
科

会
議

議
事

録
　

報
告

事
項

（
1
）
」
）
。

卒
業

時
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

改
定

し
、

実
施

予
定

で
あ

る
(資

料
1
2
「
愛

知
淑

徳
大

学
卒

業
時

ア
ン

ケ
ー

ト
福

祉
貢

献
学

部
」
）
。

さ
ら

に
2
年

次
の

大
学

生
活

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

す
る

予
定

で
あ

る
(資

料
1
0
「
2
0
1
8
年

度
　

福
祉

貢
献

学
部

　
大

学
生

活
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

」
）
。

社
会

福
祉

専
攻

は
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
が

本
年

度
よ

り
開

始
さ

れ
、

長
久

手
市

市
ヶ

洞
小

学
校

区
及

び
西

小
学

校
区

街
づ

く
り

協
議

会
ど

の
活

動
を

展
開

し
て

い
る

(資
料

1
「
2
0
1
8
年

度
福

祉
貢

献
学

部
履

修
要

覧
」
，

資
料

4
「
福

祉
貢

献
学

部
福

祉
貢

献
学

科
・
社

会
福

祉
専

攻
の

学
生

を
対

象
と

し
た

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

演
習

・
実

習
の

前
期

を
終

え
て

」
，

資
料

5
「
福

祉
貢

献
学

部
福

祉
貢

献
学

科
・
社

会
福

祉
専

攻
の

学
生

を
対

象
と

し
た

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

演
習

・
実

習
の

後
期

の
中

間
報

告
」
）
。

子
ど

も
福

祉
専

攻
は

、
４

回
目

の
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
研

修
も

無
事

終
了

し
、

受
け

入
れ

先
と

の
契

約
の

継
続

、
及

び
単

位
化

が
行

わ
れ

た
(資

料
7
「
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
研

修
復

命
書

」
，

資
料

8
「
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
の

契
約

書
」
）
。

社
会

福
祉

専
攻

は
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
が

本
年

度
よ

り
開

始
さ

れ
、

長
久

手
市

市
が

洞
小

学
校

区
及

び
西

小
学

校
区

街
づ

く
り

協
議

会
で

の
活

動
を

展
開

し
て

い
る

(資
料

1
「
2
0
1
8
年

度
福

祉
貢

献
学

部
履

修
要

覧
」
，

資
料

4
「
福

祉
貢

献
学

部
福

祉
貢

献
学

科
・
社

会
福

祉
専

攻
の

学
生

を
対

象
と

し
た

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

演
習

・
実

習
の

前
期

を
終

え
て

」
，

資
料

5
「
福

祉
貢

献
学

部
福

祉
貢

献
学

科
・
社

会
福

祉
専

攻
の

学
生

を
対

象
と

し
た

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

演
習

・
実

習
の

後
期

の
中

間
報

告
」
）
。

子
ど

も
福

祉
専

攻
は

名
東

区
の

子
育

て
支

援
事

業
に

参
加

し
て

い
る

(資
料

.6
「
名

東
区

子
育

て
広

場
復

命
書

」
）
。

名
古

屋
市

、
長

久
手

市
、

日
進

市
な

ど
周

辺
市

町
に

お
け

る
施

策
計

画
の

策
定

に
関

与
す

る
な

ど
関

係
を

深
め

て
い

く
。

３
-
２

）
成

績
不

振
及

び
問

題
を

抱
え

る
学

生
に

対
す

る
組

織
的

対
応

の
枠

組
み

と
方

法
を

決
定

し
、

実
施

に
移

す
。

２
-
２

）
地

域
に

お
け

る
学

生
の

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
事

業
化

に
向

け
た

準
備

を
継

続
す

る
。

３
-
１

）
学

生
の

生
活

お
よ

び
学

び
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

。

１
-
２

)学
部

の
将

来
計

画
を

考
慮

し
て

、
必

要
な

教
員

体
制

を
整

備
す

る
。

計
画

内
容

２
-
１

）
大

学
周

辺
の

地
域

の
社

会
資

源
と

の
関

係
づ

く
り

に
努

め
、

活
動

を
継

続
す

る
。

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

あ
る

新
設

科
目

を
着

実
に

進
行

す
る

。

2
0
1
9
年

度
に

新
た

に
開

設
す

る
科

目
が

あ
り

、
準

備
を

行
っ

て
い

る
。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
が

本
年

度
よ

り
開

始
さ

れ
履

修
者

の
ニ

ー
ズ

や
状

況
に

合
わ

せ
た

改
善

取
り

組
み

が
行

わ
れ

て
い

る
(資

料
1
「
2
0
1
8
年

度
福

祉
貢

献
学

部
履

修
要

覧
」
，

資
料

2
「
平

成
3
0
年

度
第

７
回

福
祉

貢
献

学
部

教
授

会
資

料
（
別

冊
」
）

2
0
1
8
年

度
福

祉
貢

献
学

部

１
-
１

）
新

設
科

目
の

円
滑

な
実

施
を

図
る

と
と

も
に

、
多

様
な

学
生

の
ニ

ー
ズ

に
向

け
て

、
必

要
な

改
善

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

１
．

 学
生

の
進

路
意

識
の

多
様

化
に

応
じ

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
等

の
検

討
２

．
地

域
の

社
会

資
源

と
連

携
し

合
う

教
育

活
動

の
実

施
３

．
多

様
な

ニ
ー

ズ
を

持
つ

学
生

の
生

活
及

び
学

習
の

支
援

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）
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交流文化学部 
（2016 年度～2018 年度） 

 
1．2016年度大学評価結果において検討を求められた事項に対する対応 
 基準 1．理念・目的『交流文化学部では、当該学部生全委員へ学部の目的を周知すること
が徹底できていない状況が存在するので、今後改善を期待したい。』との指摘に関しては、
教務委員長が新入生に向けての教務ガイダンスの中で大学の理念や学部のディプロマ・ポ
リシーを説明し、学部長や専攻主任が 1 年前期必修授業「違いを共に生きる・ライフデザイ
ン」の中で特に学部ディプロマ・ポリシーを反映した内容の講義を実施するようになってい
る。 
 基準 1．理念・目的『学部・研究科の目的の適切性については、各学部・研究科の「自己
点検・評価実施委員会」が責任主体となり、毎年度検証することになっているが、多くの学
部・研究科ではまだ本格的に稼働していない。今後は、関連規定等を整備するとともに、定
期的な検証を着実に行っていくことが求められる。』との指摘に合わせて、『学位授与方針及
び教育課程の編成・実施方針の適切性について「検証プロセスが適切に機能しているかどう
か、改善につながっているかどうかは不明である」(大学評価分科会報告書（案）p. 24) 』
との指摘を受けた。当時の「自己点検・評価委員会」や教務委員会が中心に検証を実施して
いる旨の回答がすでになされている。具体的には、当該年度の７月までに、「FD 及び自己
点検・評価実施委員会」や教務委員会、専攻会議（２０１８年度までは分野会議）が中心に
なり、教育目標や学位授与方針を教務委員会、次年度の学部専門教育カリキュラムの評価及
見直しを実施している。特に「FD及び自己点検・評価実施委員会」は前期終了時に学部ア
ンケートを実施、その結果を学部教員に提示するとともに、後期に実施される学部 FD 研修
会を通して学部教育カリキュラムと教育目標の整合性についての評価、翌年度の教育体制
の検討に役立てている。評価プロセスを定める規定はまだ作成ができていない。 
基準 3．教員・教員組織『専任教員の定期的な業績評価は行われていないため、今後、組

織的かつ定期的に評価することが望まれる。』との指摘については、4 月の教授会にて大学
ホームページにある教員業績を更新するように伝えている。主に教員の昇任人事の確認が
目的である。それ以外の教員業績評価については実施していない。 
基準 4．教育内容・方法・成果（2）教育課程・教育内容『各部局内での検証は「随時検

証を行う」という状態であり、定期化されたものではない。また、各教員に委ねている場合
もあり、システム化されたものとはいえないので、今後は定期的な検証システムを構築し、
機能させることが求められる。』との指摘を受けた。基準 1 の理念・目的に関する 2つ目の
検討事項に関しても回答をしたが、具体的には、当該年度の７月までに、「FD 及び自己点
検・評価実施委員会」や教務委員会、専攻会議（２０１８年度までは分野会議）が中心にな
り、教育目標や学位授与方針を教務委員会、次年度の学部専門教育カリキュラムの評価及び
見直しを実施している。特に「FD及び自己点検・評価実施委員会」は前期終了時に学部ア
ンケートを実施、その結果を学部教員に提示するとともに、後期に実施される学部 FD 研修
会を通して学部教育カリキュラムと教育目標の整合性についての評価、翌年度の教育体制
の検討に役立てている。評価プロセスを定める規定はまだ作成ができていない。 
基準 4．教育内容・方法・成果（3）教育方法『学士課程における教育目標の設定、教育

内容、成績評価基準の適切性について、学部によっては、半期ごとの確実な実施や他の検証
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体制との役割分担等について、なおあいまいな点が残っており、早急に明確化して稼働させ
ていくことが期待される。』との指摘を受けたが、「ＦＤ及び自己点検・評価実施委員会」や
教務委員会そして専攻会議を中心に、教育目標の設定、教育内容、成績評価基準の適切性は
毎年検証されている。この指摘の「半期ごとの確実な実施」という部分については、実施が
できていない。学習成果の測定について、p. 24 『学位授与を踏まえた形で客観的に学習成
果を測定する評価指標は開発・導入されていない』とあるが、「レポート・課題・報告及び
口頭試験・発表、卒業研究論文」については評価項目・評価基準は作成され 2017 年度より
履修要覧にも記載がなされている。ただ、学際的なアプローチを用い「自由な思考、発想と
行動」が許される人物を教育することを目標とするリベラルアーツを念頭にして作成され
たカリキュラムであるため、その目標達成度を測定する客観的指標の作成は容易ではなく、
特に 4 年間の学修成果となると、さらなる検討が必要である。交流文化学部で 2 年生と 4
年生に独自に実施している学部アンケートのうち、「学部アンケート」はディプロマ・ポリ
シーの項目を基盤に作成されており、学生たちがどの程度ディプロマ・ポリシーに掲げてあ
る目標を達成したかを測るための指標として有効だと考える。 
基準 4．教育内容・方法・成果（3）教育方法『シラバスに関しては、成績評価基準を明

確に示さない科目が散見され、2014（平成 26）年度は、成績評価に関する学生からの質問
も少なからず寄せられている。また、シラバスに基づいた授業が行われているかについては、
検証が行われていない。』という指摘に対応するために、教務連絡会の指示のもとシラバス
執筆時にシラバスの内容について注意が促されるとともに、2019 年度に本格的なシラバス
チェックを実施し、学部でも教員相互にすべての科目のシラバスを点検、そして必要な修正
がなされた。シラバスに基づいた授業が行われているかについては、毎学期末に行われる
「授業アンケート」の中の項目として問われている。 
基準 4．教育内容・方法・成果（3）教育方法『学部アンケートで「専攻プログラムの目

指すものがわからない」という意見が多く見られたことから、教育目標の明確化と履修条件
等の見直しが必要と認識している。 さらに、達成すべき基準に達せず、専攻プログラムを
移らざるを得ない学生が出ていることについても対応が必要と自己点検・評価しているの
で、今後の改善を期待したい。』との指摘を受けた。学部教育カリキュラムは、主に学部の
方向性をより明確に打ち出すことを目標として、2016 年度及び 2019 年度に大きく改訂さ
れた。特に 2019 年度には専攻制の採用に踏み切り、従来の多彩な科目から成る学際的なカ
リキュラム、体験科目を活用するアクティブラーニングを重視する教育方針に加え、専攻プ
ログラムの修了要件単位を増やし、学生たちは従来以上に自らの専門を意識させる機会が
提供されるに至った。学生たちの専門を意識させる学修ガイドのために設置した専攻プロ
グラムの数を 12 から 10 に再編成し、さらに専攻プログラムと演習科目を連動させる方向
にカリキュラムを変更した。2019 年度より専攻制度の導入により、「ランゲージ専攻」およ
び「国際交流・観光専攻」の 2専攻制となり、各専攻の特徴をより明確にする指針が打ち出
された。言語科目は「基盤科目」として位置づけられ、どちらの専攻に属する学生もグロー
バル社会の中で外国語を活用してのコミュニケーションができることの重要性が明確にさ
れた。専攻プログラムを専攻ごとにランゲージ専攻４（イングリッシュ・エクスパート、チ
ャイニーズ・エクスパート、コリアン・エクスパート、日本語教育）、国際交流・観光専攻
５（異文化コミュニケーション、国際貢献、観光マネジメント、観光ホスピタリティ、観光
まちづくり）と、トータル 9の専攻プログラムとなった。専攻を超えて専攻プログラムの選
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択はできないという点で、それぞれの専攻の目標を追究するとともに、卒業研究の実施を目
指してのトレーニングの場としての演習科目という構図が作成された。なお、2016 年度の
カリキュラム変更により、それまでいくつかの専攻プログラムに課してあった履修条件が
撤廃されたが、特に現在のランゲージ専攻ではそれまでと同様 TOEIC, HSK, 韓国語能力
試験が学習目標として挙げられ、また日本語教育専攻プログラムの発足とともに日本語教
員の資格を目指すプログラムを充実させ、一方、国際交流・観光専攻の学生に向けた授業と
して世界遺産検定対策の授業を設けるなど、現実的な目標を設定して学生たちに学修を促
している。 
基準 5．学生の受け入れ『学生の受け入れの適切性については、各学部・研究科及び大学

全体として、検証するシステムは構築されていないので、今後整備されたい。』との指摘を
受け、2018 年度にアドミッションポリシーを専攻別に策定し、各専攻で期待している人物
像を明確にした。 
基準 7．教育研究等環境『人間情報学部、心理学部、健康医療科学部、福祉貢献学部、教

育学研究科、心理医療科学研究科ではそれぞれ倫理委員会があり研究倫理遵守のための規
程を整備・実行している。今後、その他の学部・研究科でも、体制作りが望まれる。』との
指摘を受け、本学部では 2018年度に倫理委員会を設置し、規定を整えた。 

 
2．その他の取り組み 
 2019 年度からの新カリキュラムの作成および専攻プログラムの改定にともない、各専攻
の特徴を前面に出すためにも科目群および科目の見直し、各専攻プログラムの修了要件を
変更した。ランゲージ専攻では「クリエイティブ」や「自己表現」を専攻での学習の主要な
テーマと位置づけ、プレゼンテーションやパーフォーマンス、翻訳・通訳などに力を入れ、
国際交流・観光専攻ではコース制を採用し文化と国際交流、観光における人、政策、そして
社会貢献としての国際教育や街づくりを前面に出した。ランゲージ専攻では韓国語検定や
通訳案内士の対策講座、国際交流・観光専攻では世界遺産論に初級を加えるなど、各専攻と
も資格取得の体制を強化した。 
 学部の教育カリキュラムの中には実践的な内容の科目が多数用意されている。そのよう
な科目を担当する教員の採用・昇任を審査するために、2016 年には教員資格審査内規に専
門的職業人の実務経験を評価するための基準を第 5 条として追加をした。また、演習を担
当する非常勤講師に対してより効果的な教育が実施できるように、指導に必要な教材を購
入するための予算を配置した。 
 
3．総括 
 交流文化学部では 2015 年度から 2019 年度まで、以下の３つを 5 か年計画の目標として
掲げ追及してきた。 
1. 学士力向上を目指すきめ細やかな教育活動の実践 
2. 理論と実践の融合を目指した体験学習科目の充実 
3. ＦＤの継続的実施による教育成果の検証 
年度ごとに掲げる年度目標の評価を基にすると、1番目の目標、特に基礎学力をつけさせ

るための取り組みがまだ十分とは言えない。一方、２についてはフィールドスタディ、国内
および海外での研修、ケーススタディなどかなり充実がされていることが評価にも表れて
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いる。3 番目の目標に関して、FD は継続して実施してはいるものの、教育結果の検証方法
についてはさらなる検討が必要だと感じる。 
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。

特
定

の
学

生
の

み
な

ら
ず

、
学

部
学

生
全

体
の

学
力

向
上

に
向

け
た

取
り

組
み

が
必

要
（
2
0
1
8
年

度
計

画
で

継
続

）
。

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
を

改
訂

し
、

2
0
1
8
年

度
履

修
要

覧
に

掲
載

し
た

。
(資

料
番

号
1
・
2
）

2
0
1
8
年

度
計

画
で

継
続
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
8
年

度
）
＞

進
捗

状
況

Ｃ Ｃ A 　 B A B C

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達
成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達
成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

ア
ン

ケ
ー

ト
（
資

料
3
　

交
流

文
化

学
部

授
業

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
）
へ

の
回

答
は

多
く
な

か
っ

た
が

、
授

業
担

当
者

が
実

習
、

体
験

な
ど

を
盛

り
込

ん
だ

授
業

を
展

開
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

た
　

。
こ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

（
資

料
4
 交

流
文

化
学

部
　

講
義

や
演

習
に

お
け

る
学

生
指

導
）
を

も
と

に
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
実

施
を

促
す

ま
で

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。

3
-
2
.学

生
の

自
主

的
学

修
を

促
進

す
る

た
め

の
授

業
工

夫
の

検
討

２
．

理
論

と
実

践
の

融
合

を
目

指
し

た
体

験
学

習
科

目
の

充
実

2
-
1
.講

義
や

演
習

科
目

に
お

け
る

、
体

験
学

習
・
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

実
施

促
進

３
．

Ｆ
Ｄ

の
継

続
的

実
施

に
よ

る
教

育
成

果
の

検
証

3
-
1
.学

部
ア

ン
ケ

ー
ト

の
継

続
的

実
施

2
0
1
8
年

度
交

流
文

化
学

部

１
．

学
士

力
向

上
を

目
指

す
き

め
細

や
か

な
教

育
活

動
の

実
践

1
-
1
.学

修
の

段
階

的
（
例

、
学

年
）
到

達
目

標
の

設
定

1
-
2
.全

学
必

修
科

目
と

の
差

別
化

・
関

連
を

図
り

な
が

ら
2
0
1
9

年
に

向
け

て
基

礎
演

習
の

目
標

を
再

検
討

1
.学

士
力

向
上

を
目

指
す

き
め

細
や

か
な

教
育

活
動

の
実

践
2
.理

論
と

実
践

の
融

合
を

目
指

し
た

体
験

学
習

科
目

の
充

実
3
.Ｆ

Ｄ
の

継
続

的
実

施
に

よ
る

教
育

成
果

の
検

証

2
0
1
9
年

度
も

継
続

す
る

。
(2

0
1
9
年

度
計

画
 N

o
.

4
)

2
0
1
9
年

度
に

改
め

て
検

証
を

試
み

る
。

(2
0
1
9
年

度
計

画
　

N
o
. 
5
)

2
0
1
9
年

度
に

は
専

攻
会

議
や

F
D

研
修

会
に

て
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
共

有
し

、
講

義
や

演
習

科
目

に
て

効
果

的
な

授
業

に
関

し
て

継
続

し
て

検
討

す
る

。
(2

0
1
9
年

度
計

画
　

N
o
. 
6
)

2
0
1
9
年

度
に

は
専

攻
会

議
や

F
D

研
修

会
に

て
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
共

有
し

、
講

義
や

演
習

科
目

に
お

け
る

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
必

要
性

や
可

能
性

な
ど

さ
ら

に
検

討
す

る
。

(2
0
1
9
年

度
計

画
N

o
.6

)

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

2
0
1
9
年

度
か

ら
2
専

攻
制

の
採

用
に

伴
い

、
そ

れ
ぞ

れ
の

専
攻

に
て

継
続

検
討

す
る

。
(2

0
1
9
年

度
計

画
 N

o
.2

)

2
0
1
9
年

度
も

継
続

し
て

検
討

す
る

。
(2

0
1
9
年

度
計

画
 N

o
. 
1
)

実
施

さ
れ

な
か

っ
た

。

計
画

内
容

実
施

さ
れ

な
か

っ
た

。

実
施

さ
れ

な
か

っ
た

。

ラ
ン

ゲ
ー

ジ
専

攻
、

国
際

交
流

・
観

光
専

攻
、

そ
れ

ぞ
れ

の
専

攻
に

て
「
交

流
文

化
概

論
」
を

開
発

し
た

。
(資

料
１

　
交

流
文

化
概

論
（
ラ

ン
ゲ

ー
ジ

専
攻

）
シ

ラ
バ

ス
、

資
料

２
　

交
流

文
化

概
論

（
国

際
交

流
・
観

光
専

攻
）
シ

ラ
バ

ス
）

提
出

さ
れ

た
ア

ン
ケ

ー
ト

（
資

料
3
　

交
流

文
化

学
部

授
業

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
）
は

多
く
な

か
っ

た
が

、
具

体
的

な
課

題
を

与
え

、
提

出
を

さ
せ

る
こ

と
で

、
受

講
生

に
よ

り
多

く
の

学
修

機
会

や
発

見
の

き
っ

か
け

を
与

え
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た
（
資

料
4
 交

流
文

化
学

部
　

講
義

や
演

習
に

お
け

る
学

生
指

導
）
。

結
果

を
教

員
全

体
で

検
討

す
る

ま
で

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。

1
-
3
.2

0
1
9
年

に
向

け
て

従
来

の
総

合
講

座
に

代
わ

る
導

入
授

業
の

開
発

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

3
-
3
.体

験
学

習
の

教
育

成
果

を
検

証
す

る
た

め
に

、
体

験
学

習
参

加
者

の
追

跡
調

査
を

実
施

ア
ン

ケ
ー

ト
は

前
期

終
了

時
に

2
年

と
4
年

に
対

し
て

行
っ

た
（
資

料
5
 学

部
ア

ン
ケ

ー
ト

）
。

そ
の

結
果

の
考

察
(資

料
６

　
2
年

生
と

4
年

生
へ

の
学

部
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
へ

の
考

察
）
を

1
1

月
2
6
日

実
施

の
学

部
F
D

研
修

会
(資

料
７

　
交

流
文

化
学

部
2
0
1
8
年

度
Ｆ

Ｄ
研

修
会

報
告

書
)

の
担

当
者

及
び

学
部

F
D

委
員

で
共

有
し

た
。
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ビジネス学部 
（2016 年度～2018 年度） 

 
1．2016年度大学評価結果において検討を求められた事項に対する対応 
 基準 1．理念・目的『学部・研究科の目的の適切性については、各学部・研究科の「自己
点検・評価実施委員会」が責任主体となり、毎年度検証することになっているが、多くの学
部・研究科ではまだ本格的に稼働していない。今後は、関連規定等を整備するとともに、定
期的な検証を着実に行っていくことが求められる。』との指摘を受けた。この指摘を受け、
2017 年度に「学部の教育理念・目的の再確認」を行い、学部規程（学部の目的を含む）を
見直した。また 2017 年度には学部理念・目的をはじめとし、関連する事項を議論するため
に「FD及び自己点検・評価実施委員会」を設置した。 
基準 3．教員・教員組織『専任教員の定期的な業績評価は行われていないため、今後、組

織的かつ定期的に評価することが望まれる。』との指摘を受けた。この点については、全学
で実施されている業績データベースへの入力を徹底するなどの対応をしているが、学部内
で「組織的かつ定期的に評価する」というレベルには達していない。採用や昇任については、
全学の規程に基づいて審議している。ビジネス学部には実務家出身が在籍しており、今後も
採用することが予想されるが、こうした実務家教員の業績を適切に評価するため、2018 年
度に資格審査内規を改訂した。 
基準 4．教育内容・方法・成果（1）教育目標、学位授与方針、教育課程の編成・実施方

針『学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針の適切性については、2016 （平成 28）年
度から教授会において年２回検証を行うこととなったので、今後、定期的な検証システムを
機能させることが望まれる。』との指摘を受けた。「学位与方針及び教育課程の編成・実施方
針の適切性」については、2016年度・2017 年度に議論し、履修要覧等の記載内容を見直し
た。しかしながら「教授会において年 2回検証を行う」というような定期的な検証システム
がいまだ構築できていない。2020 年度以降は、教授会の議題として定期的に検証していき
たい。 
基準 4．教育内容・方法・成果（2）教育課程・教育内容『各部局内での検証は「随時検

証を行う」という状態であり、定期化されたものではない。また、各教員に委ねている場合
もあり、システム化されたものとはいえないので、今後は定期的な検証システムを構築し、
機能させることが求められる。』との指摘を受けた。教育課程・教育内容の検証のひとつと
して、2019 年度には学部教員間でのシラバスの相互チェックを実施した。教務委員会の主
導により 2020 年度以降も 9 月から 10 月にかけてこれを実施し、シラバスの改善を通じて
教育内容の検証を行っていきたい。 
基準 4．教育内容・方法・成果（3）教育方法『学士課程における教育目標の設定、教育

内容、成績評価基準の適切性について、学部によっては、半期ごとの確実な実施や他の検証
体制との役割分担等について、なおあいまいな点が残っており、早急に明確化して稼働させ
ていくことが期待される。』との指摘を受けた。教育内容の適切性を検証するため、2 年次
と卒業時のアンケートを実施している。アンケート結果を教育内容等の改善にどうつなげ
ていくのかは今後の課題である。成績評価基準については、1 年次の必修科目である「グル
ープワークⅠ・Ⅱ」について学部の FD研修会等で議論し適正化を図っている。 
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基準 4．教育内容・方法・成果（3）教育方法『シラバスの記載内容に関しては、授業計
画や成績評価基準にあいまいな記載が散見される。学部として、教務委員会が授業担当者に、
授業内容・方法とシラバスとの整合性を図るように努める義務があることを告知し、定期的
に意識させるとしているが、検証は行われていない。 2016 （平成 28 ）年度より「ビジネ
ス学部科目検討委員会」を設置し、シラバスに基づいた授業が行われているかどうか定期的
に検証するシステムを構築したいとしている。』との指摘を受けた。シラバスの記載内容に
ついては、年々改善が進んでいるが、既述の通り、2019 年度からは学部教員間でのシラバ
スの相互チェックを実施しており、今後はさらに適切な記載内容になるものと考えられる。
また、「ビジネス学部科目検討委員会」については、2016 年度に議論した結果、新規の委員
会を立ち上げるのではなく、既存の教務委員会がこの役割（「シラバスに基づいた授業が行
われているかどうかの検証など）を担うこととした。 
基準 5．学生の受け入れ『学生の受け入れの適切性については、各学部・研究科及び大学

全体として、検証するシステムは構築されていないので、今後整備されたい。』との指摘を
受けた。この点については、これまで学部としては具体的な対応をしていない。 
 基準 7．教育研究等環境『人間情報学部、心理学部、健康医療科学部、福祉貢献学部、教
育学研究科、心理医療科学研究科ではそれぞれ倫理委員会があり研究倫理遵守のための規
程を整備・実行している。今後、その他の学部・研究科でも、体制作りが望まれる。』との
指摘を受けた。これに対しては、2016年度に規程を作成し、委員会を設置した。 
 
2．その他の取り組み 
 学生の受け入れ関連し、ビジネス学部では、高校からの模擬授業の依頼については、（授
業・校務等に支障のないかぎり）原則として 100％対応する方針で臨んでいる。また 2018
年度には広報委員会を新たに設置し、オープンキャンパスでの企画や広報グッズなどを充
実させ、学部の魅力を高校生らに積極的にアピールする体制をとっている。 
 
3．総括 
 今回検討を求められた点については、これまで適切に対応してきた。一部にまだ不十分な
点が残されているが、学部の FD 及び自己点検・評価実施委員会を中心に議論し、2020 年
度中には対応可能であろうと考えている。 
 ビジネス学部は、2016 年度に大幅なカリキュラム改正を行い、また、2018 年には 2 専攻
制に移行するなど、大きな過渡期を迎えている。現行のカリキュラムのもとで学ぶ学生らを
適切に教育すると同時に、将来を見据えた教育研究体制を整備していきたい。 
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
6
年

度
）
＞

進
捗

状
況

C A B B B A C B

進
捗

状
況

A
：
計
画

が
達
成

で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

将
来

に
向

け
た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

2
0
1
6
年

度
ビ
ジ
ネ
ス
学

部

基
本

：
新
体

制
に
よ
る
具
体
的

成
果

の
確

認

１
．
国

際
化

人
材

の
育

成
に
向

け
た
P
B
L
科

目
の

充
実

運
営

２
．
初

年
次

教
育

に
お
け
る
「
英
語

関
連

教
育

」
の

充
実

運
営

３
．
ビ
ジ
ネ
ス
に
必

要
な
チ
カ
ラ
を
幅

広
く
習

得
で
き
る
学

習
環

境
の

整
備

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

基
本

：
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

充
実

」
と
「
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
へ

の
対

応
」
を
目
指
す
新

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基

づ
く
教

育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
提

供
開

始
と
運
営

の
安

定
化

１
．
学

部
運

営
と
学
部

の
理
念

・
目

的
と
の

整
合

性
に
関

す
る
検

証
シ
ス
テ
ム
の
整

備
（
F
D
委

員
会

と
教

務
委

員
会

の
連

携
）

2
0
1
6
年

度
内

に
は

議
論

を
行

っ
て
い
な
い
。

2
0
1
8
年
度
か
ら
の
新
体
制
を
ふ
ま
え
て
議
論
す
る
。

２
．
若

手
教

員
の

新
規

雇
用

と
再

教
育

お
よ
び
役

割
分

担
の

見
直
し

公
募

に
よ
り
新

任
教

員
2
名

を
採

用
し
た
（
資

料
１
．
2
0
1
6
年

度
教

員
公

募
・
経

営
戦

略
，
資
料
２
．
2
0
1
6
年
度

教
員

公
募

・
ビ
ジ
ネ
ス
統

計
，
資

料
３
．
H
2
8
年

度
第

4
回

教
授

会
議

事
録

―
審

議
事

項
１
）
。
教
務
委
員
会

（
委

員
長

，
委

員
）
を
若

手
教

員
の

み
で
構

成
す
る
な
ど
，
重

要
学

務
を
自

律
的

に
担
当
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
。

若
手
教
員
の
育
成
に
つ
い
て
は
，
引
き
続
き
，
2
0
1
7
年
度
計
画

の
テ
ー
マ
と
す
る
。

３
．
教

員
の

業
績

評
価

の
仕

組
み

構
築

（
F
D
委

員
会

と
教

務
委

員
会

の
連

携
）

ビ
ジ
ネ
ス
研

究
科

で
は

，
全

学
実

施
す
る
「
教

育
研

究
業

績
シ
ス
テ
ム
」
の

内
容

を
F
D
研
修
会
に
お
い
て
確
認

す
る
こ
と
を
決

定
し
て
い
る
。
学

部
も
こ
れ

に
な
ら
う
こ
と
に
し
た
。

本
件
を
，
2
0
1
7
年
度
の
F
D
研
修
会
の
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
と
す

る
。

４
．
教

育
目

標
、
学
位

授
与
方

針
、
教

育
過

程
の

編
成

、
実

施
方

針
の

適
切

性
に
関

す
る
検
証

（
９
月

教
授

会
、
３
月

教
授

会
）

1
1
月

教
授

会
に
お
い
て
議

論
し
，
教

育
目

標
等

の
適

切
性

を
確

認
し
た
(資

料
４
．
H
2
8
年
度
第
7
回
教
授
会
議

事
録

―
審

議
事

項
２
)。
ま
た
，
3
月

教
授

会
に
お
い
て
は

，
2
0
1
8
年

度
か

ら
の

新
体
制

を
ふ
ま
え
て
議
論
し
た

（
資

料
５
．
H
2
8
年

度
第

1
2
回

教
授

会
議

事
録

―
審

議
事

項
９
）
。

2
0
1
8
年
度
か
ら
の
新
体
制
を
ふ
ま
え
て
，
再
検
証
す
る
。

５
．
2
0
1
6
年

度
よ
り
「
ビ
ジ
ネ
ス
学

部
科

目
検

討
委

員
会

」
を
立

ち
上
げ
、
シ
ラ
バ
ス
と
科

目
の
整

合
性

、
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

質
向

上
に
つ
い
て
検

討
す
る

新
た
な
委

員
会

を
立

ち
上

げ
る
の

で
は

な
く
，
教

務
委

員
会

に
お
い
て
検

討
す
る
こ
と
と
し
た
（
資
料
６
．
理
念
・

目
的

等
の

検
証

の
た
め
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
議

事
録

―
項

目
７
）
。

2
0
1
7
年
度
の
教
務
委
員
会
で
本
件
を
検
討
す
る
。

６
．
卒

業
生

の
学

部
教

育
に
対

す
る
評

価
を
測

定
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実

施
（
2
0
1
6
年

度
３
月
よ
り
毎

年
１
回

）

2
0
1
7
年

1
月

の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

に
お
い
て
実

施
済

み
（
資

料
７
．
ビ
ジ
ネ
ス
学

部
4
年

生
向

け
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
）
。

集
計
結
果
を
共
有
し
，
学
部
の
F
D
に
つ
な
げ
る
。
2
0
1
7
年
度
以

降
に
つ
い
て
は
，
全
学
の
方
針
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
。

７
．
グ
ロ
ー
バ

ル
リ
ー
ダ
ー
育

成
に
向

け
て
講

義
内

容
の

修
正

を
図
る

2
0
1
6
年

度
内

に
は

議
論

を
行

っ
て
い
な
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
専
攻
の
関
連
科
目
に
つ
い
て
，
引
き
続

き
検
討
す
る
。

８
．
「
私
の

シ
ゴ
ト
学

」
の

２
年

後
開

講
へ

向
け
て
の

準
備

・
強

化
関

連
科

目
で
あ
る
「
シ
ゴ
ト
学

入
門

」
の

担
当

者
に
よ
っ
て
，
外

部
講

師
の

選
定

等
，
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

2
0
1
8
年
度
の
開
講
に
む
け
，
引
き
続
き
準
備
を
進
め
る
。

96



年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
7
年

度
）
＞

進
捗

状
況

A A A B C B A A A

進
捗

状
況

A
：
計

画
が

達
成

で
き
て
い
る
、
も
し
く
は

ほ
ぼ

で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達
成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
な
い

③
学

部
共

通
の

必
修

科
目

「
私

の
シ
ゴ
ト
学

」

①
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
専

攻
，
ビ
ジ
ネ
ス
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ

ン
グ
専

攻
の

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
係

る
科

目

F
D
研
修
会
に
お
い
て
「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
Ⅰ
・
Ⅱ
」
の
授
業
内
容
等
に
つ
い
て

検
討
し
た
。
他
の
科
目
に
つ
い
て
は
検
討
が
進
ん
で
い
な
い
。

準
備
が
整
い
，
シ
ラ
バ
ス
も
完
成
し
た
（
資
料
５
－
①
－
１
「
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
専
攻
・
シ
ラ
バ
ス
例
」
，
資
料
５
－
①
－
２
「
ビ
ジ
ネ
ス
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ

専
攻
・
シ
ラ
バ
ス
例
」
）
。

準
備
が
整
い
，
シ
ラ
バ
ス
も
完
成
し
た
（
資
料
５
－
③
「
『
私
の
シ
ゴ
ト
学
』
シ
ラ

バ
ス
」
）
。

５
．
現

行
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る
，
以

下
の

新
規

開
講

科
目

の
準

備
を
行

う

②
グ
ロ
ー
バ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
専

攻
の

国
内

・
海

外
研

修
に
係

る
科

目

３
．
ビ
ジ
ネ
ス
に
必

要
な
チ
カ
ラ
を
幅

広
く
習

得
で
き
る
学

習
環

境
の
整
備

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

学
部
規
程
（
資
料
1
-
①
-
1
「
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
規
程
」
第
1
条
）
を
見
直
し
た
。
教
務

委
員
会
に
て
内
容
を
再
確
認
し
た
（
1
-
①
-
２
「
教
務
委
員
会
議
事
録

（
2
0
1
8
年

3
月
）
」
審
議
事
項
４
「
そ
の
他
」
の
4
項
目
目
・
自
己
点
検
に
関
す
る
件

」
）
。

専
攻
制
を
ふ
ま
え
た
体
制
（
専
攻
主
任
の
設
置
）
を
整
え
た
（
資
料
1
-
②

「
ビ
ジ

ネ
ス
学
部
専
攻
主
任
推
薦
規
則
」
）
。

将
来

に
向

け
た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

年
度
内
に
実
施
で
き
な
か
っ
た
。

2
0
1
8
年
度
は
よ
り
具
体
的
な
目
標
設
定
と
す
る
。

履
修
要
覧
（
資
料
1
-
③
-
1
「
2
0
1
8
年
度
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
履
修
要
覧
」
）
を
改

訂
作
業
を
通
じ
て
検
証
し
た
。
教
務
委
員
会
に
て
内
容
を
再
確
認
し
た
（
資
料
1
-

①
-
２
「
教
務
委
員
会
議
事
録
（
2
0
1
8
年
3
月
）
審
議
事
項
４
「
そ
の
他
」
の

4
項
目

目
・
自
己
点
検
に
関
す
る
件
」
）
。

役
割
分
担
の
見
直
し
は
継
続
し
て
行
う
。
新
任
教
員
2
名
を
公
募
に
よ
り
採
用

し
た
。

外
部
業
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
，
準
備
が
進
ん
だ
。
本
件
に
つ
い
て
は
，
特
別

材
料
費
を
活
用
し
た
（
資
料
５
－
②
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
専
攻
・
特
別

材
料

費
申
請
書
」
）
。

教
務
委
員
会
の
業
務
範
囲
の
見
直
し
と
，
若
手
教
員
の
育
成
を

引
き
続
き
行
う
。

特
に
実
務
家
教
員
の
採
用
・
昇
任
時
の
評
価
に
つ
い
て
，
再
検

討
す
る
。

2
0
1
7
年

度
ビ
ジ
ネ
ス
学

部

４
．
シ
ラ
バ

ス
の

内
容

，
授

業
内
容

の
質

向
上

に
つ
い
て
検

討
す
る

２
．
教

員
の

役
割

分
担

を
見

直
す
と
と
も
に
，
学

部
運

営
の

中
核

と
な
る
若

手
人

材
を
採
用

・
育

成
す
る

３
．
教

員
の

「
教

育
研

究
業
績

」
を
評

価
す
る
仕

組
み

を
検

討
す
る

１
．
2
0
1
8
年

か
ら
の

新
体

制
（
入
学

時
か

ら
の

2
専

攻
制

）
に

む
け
，
学

部
の

体
制

を
整

備
す
る

①
学

部
の

教
育

理
念

・
目

的
の

再
確

認

②
学

部
の

運
営

体
制

の
検

討

③
教

育
目

標
，
学

位
授

与
方

針
，
教

育
課

程
の

編
成

，
実

施
方

針
等

の
適

切
性

の
検

証

計
画

内
容

基
本

：
新

体
制

に
よ
る
具

体
的

成
果

の
確

認

１
．
国

際
化

人
材

の
育

成
に
向

け
た
P
B
L
科

目
の

充
実

運
営

２
．
初

年
次

教
育

に
お
け
る
「
英
語

関
連

教
育

」
の

充
実

運
営

97



年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
8
年

度
）
＞

進
捗

状
況

A B A A A A B A A A

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

2
0
1
8
年

度
ビ
ジ
ネ
ス
学
部

②
若
手

教
員

の
育
成
と
専
任
教
員
の
採
用

若
手
教

員
に
教
務
委
員
長
，
学
生
生
活
委
員
長
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
で
校
務
担
当
能
力
を
育
成
し
た
。
助
教

を
予
定
通
り
2
人

採
用
し
た
。
専
任
教
員
の
採
用
人
事
は
，
次
年
度
に
持
ち
越
し
と
な
っ
た
。
（
資
料
１
，
2
0
1
8
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
各

種
委
員
一
覧
，
2

ペ
ー
ジ
目
，
資
料
3
，
2
0
1
8
年
度
第
1
1
回
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
教
授
会
議
事
録
，
審
議
事
項
の
１
）

③
教
員

の
業

績
評
価
の
適
切
性
の
検
証

実
務
家

教
員
の
採
用
・
昇
格
を
検
討
す
る
際
の
基
準
を
見
直
し
、
資
格
審
査
内
規
を
変
更
し
た
。
（
資
料

4
，
2
0
1
8
年
度
第
1
1
回

ビ
ジ
ネ
ス
学
部
教
授
会
，
審
議
事
項
の
2
）

②
コ
ー
ス
の

選
択
方
法
・
ゼ
ミ
選
考
方
法
の
見
直
し

④
ビ
ジ
ネ
ス
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
コ
ー
ス
に
お
け
る
「
B
A
T
IC
」

の
総
括

と
改
善

案
の
提
示

①
各
種

委
員

・
委
員
会
の
業
務
範
囲
の
見
直
し

学
部
内

に
，
応
用
力
認
定
試
験
実
施
委
員
会
，
広
報
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
で
，
教
務
委
員
会
・
入
試

委
員
会
等
の
業
務

範
囲
を
軽
減
し
た
。
（
資
料
1
，
2
0
1
8
年
度
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
各
種
委
員
一
覧
，
2
ペ
ー
ジ
目
，
資
料
2
，
学
部
・
研

究
科
・
F
D
及
び
自

己
点
検

・
評
価
実
施
委
員
会
議
事
録
，
審
議
事
項
1
（
1
-
①
）
）

⑤
グ
ロ
ー
バ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
専
攻
に
お
け
る
学
外
研
修
科
目

の
運
営

対
象
学
生
2
1
人
の
研
修
先
が
決
定
し
，
2
月
に
そ
れ
ぞ
れ
研
修
を
行
っ
た
。
（
資
料
7
，
2
0
1
8
年
度
研
修
先
一

覧
）

③
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
に
お
け
る
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
科

目
群
の
総
括
と
改
善
案
の
提
示

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
も
に
シ
ラ
バ
ス
通
り
に
実
施
し
、
成
果
を
あ
げ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
資
料
2
，
学
部
・
研
究
科
・
F
D
及
び
自
己
点
検
・
評
価
実
施
委
員
会
議
事
録
，
審
議
事
項
1
（
2
-
③
）
）

講
義
と
し
て
の
「
B
A
T
IC
」
は
8
9
人
が
受
講
し
た
が
、
一
方
で
，
検
定
試
験
の
受
験
者
は
2
8
人
に
と
ど
ま
っ
た
。

学
生
に
ゼ
ミ
選
択
へ
の
充
分
な
時
間
的
猶
予
を
与
え
る
目
的
で
，
選
考
時
期
を
後
ろ
倒
し
し
た
。
ま
た
，
m
an
ab
aの

利
用
し
，
作

業
を
効
率
化
し
た
。
（
資
料
6
，
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
ガ
イ
ド
2
0
1
9
，
p1
）

２
．
学
部

や
各

専
攻
・
コ
ー
ス
に
お
け
る
教
育
の
質
向
上

①
「
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
Ⅰ
・
Ⅱ
」
の
さ
ら
な
る
充
実

会
計
・
財
務
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
見
直
し
を
進
め
る
こ
と
を
，
2
0
1
9
年

度
の
年
度
計
画
と
す
る
。

計
画

内
容

１
．
2
専
攻

制
へ

の
移
行
に
伴
う
学
部
運
営
体
制
の
整
備

２
．
学
部

や
各

専
攻
・
コ
ー
ス
に
お
け
る
教
育
の
質
向
上

３
．
学
習

環
境

の
充
実

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

成
果
報
告
会
が
効
果
的
に
運
営
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
（
資
料
5
，
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
Ⅱ
・
成
果
報
告

会
概
要
）

1
．
2
専

攻
制

へ
の
移
行
に
伴
う
学
部
運
営
体
制
の
整
備

将
来

に
向

け
た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

事
前
研
修
を
含
め
，
内
容
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
こ
と
を
，
2
0
1
9
年
度
の
年

度
計
画
と
す
る
。

チ
ャ
ン
レ
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
教
育
の
質
向
上
の
た
め
，
専
任
教
員
が
担
当
す

る
科
目
を
増
や
す
こ
と
を
2
0
1
9
年
度
の
年
度
計
画
と
す
る
。

B
A
T
IC
の
検
定
試
験
受
験
者
・
3
2
0
点
以
上
の
ス
コ
ア
取
得
者
の
増
加
に
つ

い
て
，
2
0
1
9
年
度
の
年
度
計
画
と
す
る
。

本
項
目
に
つ
い
て
は
，
引
き
続
き
，
2
0
1
9
年
度
の
年
度
計
画
と
す
る
。

①
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
，
学
習
支
援
ツ
ー
ル
の
見
直
し
，
充
実

②
資
格

取
得

サ
ポ
ー
ト
制
度
の
再
検
討

３
．
学
習

環
境

の
充
実

B
A
T
IC
を
サ
ポ
ー
ト
対
象
と
す
る
な
ど
，
制
度
の
拡
充
を
図
っ
た
。
（
資
料
1
0
，
資
格
試
験
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
内
）

日
経
テ
レ
コ
ン
の
契
約
を
一
部
定
額
制
と
す
る
な
ど
し
，
学
生
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
た
。
m
an
ab
aの

活
用
を
進
め
た
。
（
資
料

8
，
日
経
テ
レ
コ
ン
の
伺
い
書
，
資
料
9
，
2
0
1
8
年
度
学
部
F
D
研
修
会
）
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グローバル・コミュニケーション学部 
（2016 年度～2018 年度） 

 
1．2016年度大学評価結果において検討を求められた事項に対する対応 
 グローバル・コミュニケーション学部は 2016年度に新設された学部のため、該当する事
項なし。 
 
2．その他の取り組み 
 2016 年度～2019 年度の中期計画は以下の通りであった。 
1. 英語が十分でない学生のための学生支援体制の整備 
2. 英語学習成果の把握と FDへの応用 
3. 初年次教育の充実と学修モチベーションの向上 
 
3．総括 
 2の 1 については、グローバル・ラウンジおよび３号館６階の Study Hall を利用して、自
主学習を勧め、また上級生から下級生に指導できるシステムを確立するなどして、学生支援
体制がほぼ出来上がったと考える。 

2 の 2については、英語検定試験（TOEIC）を通じて学習成果の把握に努めている。その
試験結果をもとに、学科会議で FDとして検討を継続している。しかし、まだ十分とは言え
ないので、学科会議で検討を継続する。 

2 の 3については FEP(First-year English Program)が効果を収めており、１年生次の英語
運用能力は確実に伸びている。しかしながら、２年前期に必修である短期留学（Study Abroad）
後には、学修モチベーションが下がる傾向がある。とくに、４年生になり、卒業に必要な単
位を修得できそうな段階になると、極端に学修モチベーションが下がり、英語力も落ちてく
る現状がある。今後はこのことに関して対応していく必要がある。 
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
6
年

度
）
＞

進
捗

状
況

A

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
な
い

１
）
グ

ロ
ー

バ
ル

・
ラ

ウ
ン

ジ
お

よ
び

3
号

館
6
階

の
S
tu

dy
H

al
lに

お
い

て
、

授
業

時
間

外
で

の
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
を

主
体

と
し

た
英

語
学

習
を

学
生

に
薦

め
て

い
る

。

F
E
P

 「
E
n
gl

is
h
 S

ki
lls

 I
I 
(R

e
ad

in
g)

」
に

お
い

て
、

G
ra

d
e
d
 R

e
ad

e
rs

の
利

用
を

積
極

的
に

薦
め

る
と

と
も

に
、

G
lo

b
al

 L
o
u
n
ge

に
G

ra
d
e
d
 R

e
ad

e
rs

を
配

置
し

、
Q

2
の

1
限

か
ら

5
限

に
本

学
部

の
教

員
が

学
生

の
読

書
時

間
・
本

の
タ

イ
ト

ル
・
読

書
状

況
な

ど
を

把
握

し
た

。
(資

料
1
 W

e
e
kl

y 
E
xt

e
n
si

ve
 R

e
ad

in
g 

T
im

e
C

ar
d
)

G
ra

d
e
d
 R

e
ad

e
rs

の
内

容
・
分

野
を

多
様

化
さ

せ
る

と
と

も
に

、
蔵

書
数

を
増

加
さ

せ
る

。
ま

た
、

上
級

生
を

活
用

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

開
発

す
る

。

2
0
1
6
年

度
グ

ロ
ー

バ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

学
部

１
）
英

語
が

十
分

で
な

い
学

生
の

た
め

の
学

生
支

援
体

制
の

整
備

２
）
英

語
学

習
成

果
の

把
握

と
F
D

へ
の

応
用

３
）
初

年
次

教
育

の
充

実
と

学
修

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

向
上

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）
将

来
に

向
け

た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

２
）
T
O

E
IC

お
よ

び
T
O

E
F
L
な

ど
の

英
語

検
定

試
験

を
受

験
さ

せ
、

そ
の

ス
コ

ア
を

把
握

し
、

教
育

方
法

を
検

討
す

る
。

A

T
O

E
IC

に
つ

い
て

は
2
0
1
6
年

7
月

は
9
0
%
程

度
の

学
生

が
、

2
0
1
7
年

1
月

は
9
4
%
の

学
生

が
受

験
し

た
。

ま
た

、
入

学
当

初
か

ら
7
月

ま
で

4
か

月
の

進
捗

状
況

を
分

析
し

た
と

こ
ろ

、
リ

ス
ニ

ン
グ

に
比

べ
て

、
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
分

野
の

進
捗

が
芳

し
く
な

い
こ

と
が

明
ら

か
に

な
っ

た
。

（
資

料
２

）

1
年

生
の

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

分
野

の
進

捗
が

芳
し

く
な

い
こ

と
が

明
ら

か
に

な
っ

た
の

で
、

今
後

は
、

2
年

次
に

配
当

さ
れ

た
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
養

成
の

科
目

に
つ

な
げ

て
い

く
こ

と
に

す
る

。

３
）
英

国
の

E
U

離
脱

問
題

な
ど

、
世

界
で

話
題

と
な

っ
て

い
る

時
事

問
題

を
英

語
で

学
生

に
紹

介
し

、
ま

た
授

業
に

関
係

す
る

事
項

に
つ

い
て

、
ネ

ッ
ト

上
の

動
画

サ
イ

ト
な

ど
を

紹
介

A
「
N

e
w

 S
tu

d
e
n
t 

S
e
m

in
ar

」
の

授
業

で
は

、
C

am
p
u
sS

q
u
ar

e
を

通
し

て
、

さ
ま

ざ
ま

な
ニ

ュ
ー

ス
の

提
供

に
努

め
た

。
ま

た
、

３
号

館
６

階
の

本
学

部
専

用
掲

示
板

も
積

極
的

に
活

用
し

て
学

生
の

た
め

に
な

る
ニ

ュ
ー

ス
を

紹
介

し
た

。
（
資

料
３

）

2
年

生
以

上
の

学
生

に
対

し
て

時
事

問
題

な
ど

に
関

す
る

情
報

の
提

供
を

検
討

す
る

。
ま

た
、

2
年

次
以

降
に

開
講

さ
れ

る
「
R

e
ad

in
gs

 i
n
 G

lo
b
al

 A
w

ar
e
n
e
ss

」
「
In

tr
o
d
u
c
ti
o
n
 t

o
 S

o
c
ia

l
M

e
d
ia

」
な

ど
の

授
業

も
活

用
す

る
。
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
7
年

度
）
＞

進
捗

状
況

A A A

進
捗

状
況

A
：
計

画
が

達
成

で
き

て
い

る
、

も
し

く
は

ほ
ぼ

で
き

て
い

る
、

　
Ｂ

：
計

画
を

実
行

し
て

い
る

が
、

ま
だ

達
成

で
き

て
い

な
い

、
　

Ｃ
：
計

画
を

実
行

し
て

い
な

い

3
）
S
tu

dy
 A

br
o
ad

（
留

学
）
の

授
業

を
通

じ
て

海
外

の
社

会
事

情
を

理
解

し
、

ま
た

キ
ャ

リ
ア

に
接

続
す

る
た

め
の

授
業

を
受

講
す

る
こ

と
で

、
大

学
生

活
の

学
修

に
対

す
る

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

高
め

る
。

上
級

生
か

ら
下

級
生

の
指

導
は

、
グ

ロ
ー

バ
ル

ラ
ウ

ン
ジ

と
3
号

館
6
階

に
て

第
1
ク

ォ
ー

タ
ー

か
ら

実
施

さ
れ

た
。

＜
根

拠
資

料
１

＞

T
O

E
IC

の
試

験
結

果
を

管
理

し
、

習
熟

度
の

経
過

観
察

を
行

い
、

学
習

ア
ド

バ
イ

ス
や

ク
ラ

ス
分

け
に

使
用

し
て

い
る

。
＜

根
拠

資
料

２
＞

「
C

ar
e
e
rs

 i
n
 t

h
e
 G

lo
ba

l 
A

ge
」
を

後
期

に
開

講
し

、
卒

業
生

を
中

心
に

ゲ
ス

ト
ス

ピ
ー

カ
ー

か
ら

現
実

の
職

場
の

話
が

提
供

さ
れ

た
。

＜
根

拠
資

料
３

＞

計
画

内
容

1
)英

語
学

習
の

支
援

が
必

要
な

学
生

に
対

し
て

、
3
号

館
6
階

お
よ

び
グ

ロ
ー

バ
ル

・
ラ

ウ
ン

ジ
を

利
用

し
て

、
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
さ

れ
た

上
級

生
が

下
級

生
に

指
導

で
き

る
シ

ス
テ

ム
を

確
立

す
る

。

２
）
英

語
検

定
試

験
を

通
じ

て
引

き
続

き
学

生
の

学
習

効
果

の
把

握
に

努
め

、
そ

の
時

系
列

的
把

握
や

プ
ロ

グ
ラ

ム
評

価
に

つ
な

げ
る

。

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

2
0
1
7
年

度
グ

ロ
ー

バ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

学
部

１
）
英

語
が

十
分

で
な

い
学

生
の

た
め

の
学

生
支

援
体

制
の

整
備

２
）
英

語
学

習
成

果
の

把
握

と
F
D

へ
の

応
用

３
）
初

年
次

教
育

の
充

実
と

学
修

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

向
上

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
8
年

度
）
＞

進
捗

状
況

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

２
）
英

語
検

定
試

験
を

通
じ

て
引

き
続

き
学

生
の

学
習

成
果

の
把

握
に

努
め

、
学

生
の

習
熟

度
の

度
合

い
や

学
生

間
の

差
を

確
認

し
、

学
生

指
導

に
関

す
る

F
D

会
を

開
く
。

　
 　

B
学

生
の

英
語

の
学

力
を

高
め

る
た

め
の

指
導

法
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

検
討

し
て

い
く
。

　
　

A
英

語
学

習
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

上
げ

て
い

く
た

め
の

方
策

を
引

き
続

き
検

討
す

る
。

T
O

E
IC

の
点

数
が

低
い

学
生

、
ま

た
F
E
P

で
の

英
語

の
成

績
不

良
者

に
対

し
て

、
個

別
指

導
を

行
っ

て
い

る
。

（
資

料
3
-
1
. 
2
0
1
8
年

度
英

語
学

習
の

個
別

指
導

）
　

（
資

料
3
-
2
. 
【
T
O

E
IC

成
績

不
振

者
指

導
】
C

S
配

信
文

書
）

３
）
初

年
次

の
必

修
科

目
で

あ
る

F
E
P

(F
ir
st

-
ye

ar
 E

n
gl

is
h

P
ro

gr
am

)を
通

じ
て

英
語

に
親

し
み

、
英

語
ス

キ
ル

の
上

達
に

意
欲

を
高

め
る

よ
う

に
指

導
す

る
。

さ
ら

に
、

S
tu

dy
A

br
o
ad

を
通

じ
て

異
文

化
体

験
し

、
視

野
を

広
げ

て
学

修
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

涵
養

す
る

。

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

引
き

続
き

、
学

生
が

理
解

し
や

す
い

よ
う

に
、

説
明

会
開

催
や

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

の
配

布
を

継
続

す
る

。

1
年

生
向

け
の

セ
ミ

ナ
ー

で
あ

る
N

S
S
(N

e
w

 S
tu

de
n
t

S
e
m

in
ar

)に
て

、
留

学
に

つ
い

て
説

明
す

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
学

生
が

理
解

し
や

す
い

よ
う

に
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
を

作
成

し
た

。
（
資

料
1
. 
2
0
1
8
年

度
「
S
tu

dy
A

br
o
ad

」
（
海

外
留

学
）
に

関
す

る
資

料
）

計
画

内
容

１
）
英

語
が

十
分

で
な

い
学

生
の

た
め

の
学

生
支

援
体

制
の

整
備

２
）
英

語
学

習
成

果
の

把
握

と
F
D

へ
の

応
用

３
）
初

年
次

教
育

の
充

実
と

学
修

モ
チ

ベ
ー
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選
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。

　
　

A
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文化創造研究科 
（2016 年度～2018 年度） 

 

1．2016年度大学評価結果において検討を求められた事項に対する対応 

 基準 1．理念・目的『学部・研究科の目的の適切性については、各学部・研究科の「自己点検・評

価実施委員会」が責任主体となり、毎年度検証することになっているが、多くの学部・研究科ではま

だ本格的に稼働していない。今後は、関連規定等を整備するとともに、定期的な検証を着実に行って

いくことが求められる。』との指摘に対しては、理念・目的の定期的検証を行うために、2016（平成

28）年度から研究科の「自己点検・評価委員会規則」（1-69）第 7 条（審議及び執行事項）に 1 号を

加えて、当該委員会の責任において定期的点検を実施することとし、当該委員会による改善策を研究

科委員会において審議の上、研究科長により執行することととした。この規則に法って、自己点検・

評価実施委員会において定期的点検を実施しているが、改善を要する点を見出していない。 

 基準 3．教員・教員組織『専任教員の定期的な業績評価は行われていないため、今後、組織的かつ

定期的に評価することが望まれる。』との指摘に対しては、資格審査の度に業績評価を行っているが、

定期的な業績評価は行っていない。研究科の専任教員は全員学部との兼担であるから、学部で実施さ

れれば十分であると考えている。 

基準 4．教育内容・方法・成果（1）教育目標、学位授与方針、教育課程の編成・実施方針『学位授

与方針及び教育課程の編成・実施方針の適切性について、2016（平成 28）年度から教務委員会にお

いて定期的に検証するとのことであるので、今後の取組みに期待したい。』との指摘に対しては、教育

目標、学位授与方針および教育課程の編成・実施方針の適切性について定期的な検討を行うために、

2016（平成 28）年度から｢文化創造研究科教務委員会規則｣（4(1)-40）の第 7 条（協議事項）に当該

事項に関する 1 号を加えて、教務委員会を中心とする実施体制を構築した。そして、この規則に法っ

て、教務委員会を中心として定期的な検討を行っている。 

 基準 4．教育内容・方法・成果（2）教育課程・教育内容『各部局内での検証は「随時検証を行う」

という状態であり、定期化されたものではない。また、各教員に委ねている場合もあり、システム化

されたものとはいえないので、今後は定期的な検証システムを構築し、機能させることが求められる。』

との指摘に対しては、教育目標、学位授与方針および教育課程の編成・実施方針の適切性について定

期的な検討を行うために、2016（平成 28）年度から｢文化創造研究科教務委員会規則｣（4(1)-40）の

第 7 条（協議事項）に当該事項に関する 8 号を加えて、教務委員会を中心とする実施体制を構築した。

そして、この規則に法って、教務委員会を中心として定期的な検討を行っている。 

 基準 4．教育内容・方法・成果（3）教育方法『シラバスに基づく授業展開の検証は、行っていない。』

との指摘に対しては、現在、適切な検証方法を模索しているところである。 

 基準 5．学生の受け入れ『学生の受け入れの適切性については、各学部・研究科及び大学全体とし

て、検証するシステムは構築されていないので、今後整備されたい。』との指摘に対しては、学生の受

け入れの適切性について毎年度入学試験実施委員会において検証しているが、｢文化創造研究科入学試
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験実施委員会規則｣に規程化するには至っていない。 

 基準 7．教育研究等環境『人間情報学部、心理学部、健康医療科学部、福祉貢献学部、教育学研究

科、心理医療科学研究科ではそれぞれ倫理委員会があり研究倫理遵守のための規程を整備・実行して

いる。今後、その他の学部・研究科でも、体制作りが望まれる。』との指摘に対しては、2018（平成

30）年度に「文化創造研究科倫理委員会規則｣を制定し、倫理委員会を組織した。ただし、研究科の

専任教員は全員学部との兼担であるから、学部で倫理審査を受けるため、本研究科での倫理審査は現

在まで 0 件のままである。 

 

2．その他の取り組み 

 2016 年度自己点検・評価報告書に「将来に向けた発展方策」として以下のような課題を記した。 

 基準 1．理念・目的「理念・目的の定期的検証を行うために、研究科の「自己点検・評価委員会規

則」（1-69）第 7 条（審議及び執行事項）に 1 号を加えて、当該委員会の責任において「定期的点検」

を実施することとし、当該委員会による改善策を研究科委員会において審議の上、研究科長により執

行することとする。」とした。これについては、自己点検・評価実施委員会において定期的点検を実施

しているが、改善を要する点を見出していない。 

 基準 4．教育内容・方法・成果（1）教育目標、学位授与方針、教育課程の編成・実施方針「研究科

の教育目標、学位授与方針および教育課程の編成・実施方針の適切性について定期的な検討を行うた

めに、文化創造研究科教務委員会規則（4(1)-40）の第 7 条（協議事項）に当該事項に関する 1 号を加

えて、2015 年度中に教務委員会を中心とする実施体制を構築し、2016 年度から実施する。」とした。

これについては、教務委員会を中心として定期的な検討を行い、上述の通りディプロマポリシーとカ

リキュラムポリシーを改訂した。 

 基準 4．教育内容・方法・成果（4）成果「学修満足度に関する調査方法について、2016 年度中に

研究科 FD 委員会において検討し、2017 年度から実施することとする。」とした。これについても検

討しているが、具体的な調査方法を決定するに至っていない。 

 基準 5．学生の受け入れについては、入学者数の増加が喫緊の課題であるので、そのために、2016

年度の学生の受け入れに向けて次のような取り組みを行っている。 

①大学ホームページ上への本研究科独自サイトの開設（5-39）。学生・一般向けに研究科の研究・

教育活動を紹介している。冊子資料にはない修了生・在学生の活動を紹介する「修了生の声」「在

学生の声」欄を設けている。 

②大学院進学相談・説明会の開催（毎年度。2015 年は 7 月 14 日（火）12：50～13：20、K1 会議

室）。 

③学園創立 110 周年・大学開設 40 周年記念行事として、文化創造研究科主催連続講演会（5 領域 5

人の教員による講演）を開催して、本研究科への認知度の向上を期した（2015 年 7 月 25 日（土）、

1031 教室）。 

④本研究科独自の案内冊子の作成と配布（2015 年度中）。」 
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 ①については毎年度更新していたが、大学 HP の充実により歴史的使命を終えたと判断し、2018

年 12 月 28 日をもって閉鎖した。（2018 年度最終版年度計画進捗状況報告書） 

 ②は毎年度開催している。（各年度最終版年度計画進捗状況報告書） 

 ③は記載の通り 2015 年度に実施した。 

 ④は毎年度作成・配布している。（各年度最終版年度計画進捗状況報告書） 

 

3．総括 

 多くの課題について改善を実施してきたが、入学者数についてははかばかしい改善は見られない。

これについては更なる方策の検討が必要である。 

 学生の受け入れの適切性を検証するシステムについて規程化する必要がある。 

 また、学修満足度に関する調査方法について、検討を加速し、早急に実施する必要がある。 
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実
践

的
な
研

修
会

の
開

催

内
）

各
学
科
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
大
学
院
進
学
を
進
路
の
一
つ
と
し
て

紹
介
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
が
、
現
段
階
で
効
果
は
不
明

。

（
資
料
４
．
大
学
大
学
院
n
e
t愛

知
淑
徳
大
学
　
反
響
2
0
1
7
）

（
資
料
５
．
「
大
学
院
入
学
試
験
要
項
」
該
当
頁
）

１
．
①
大
学

Ｈ
Ｐ
上
の
独
自
サ
イ
ト
の

充
実

　
　
②
進
学

相
談
・
説
明
会
の
開

催

　
　
③
研
究

科
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
付

　
　
④
学
位

授
与
方
針
及
び
教

育
課

程
の

編
成

・
実

施
方

針

　
　
⑥
課
程

修
了
時
に
お
け
る
学

生
の

学
習

成
果

を
測

定
す

　
　
②
教
育

内
容
・
方
法
に
関
す
る
基

本
的

な
考

え
方

の
明

示

　
　
④
大
学

院
Ｎ
ｅ
ｔ．
（
リ
ク
ル
ー
ト
）
掲

載
に
よ
る
広

報

　
　
⑤
学
部

入
学
段
階
に
お
け
る
大

学
院

広
報

の
拡

大

２
．
①
課
程

修
了
要
件
と
し
て
の

学
習

成
果

の
明

示

毎
年
度
末
の
教
務
委
員
会
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
が

、
未

検
討
を
継
続
し
て
い
る
。

　
　
⑥
学
生

の
受
け
入
れ
方

針
の

、
課

程
に
よ
る
書

き
分

け

　
　
⑤
シ
ラ
バ
ス
に
基
づ
く
授

業
展

開
の

検
証

　
　
　
る
た
め
の
独
自
の
指
標
の

開
発

実
施
方
法
の
検
討
を
継
続
し
て
い
る
。

（
資
料
８
．
第
９
回
文
化
創
造
研
究
科
教
務
委
員
会
議
事

録
「
審
議
事
項
４
」
）

（
資
料
６
．
「
履
修
要
覧
2
0
1
7
大
学
院
」
3
2
～
3
5
頁
）

（
資
料
７
．
「
履
修
要
覧
2
0
1
8
大
学
院
」
該
当
頁
）

告
書
」
）

す
で
に
履
修
要
覧
に
掲
載
し
て
い
る
。

　
　
　
の
適
切
性
に
つ
い
て
の
定

期
的

検
証

の
実

施
だ
内
実
を
伴
わ
な
い
。

来
年
度
か
ら
履
修
要
覧
に
掲
載
す
る
。

　
　
③
博
士

前
期
課
程
の
学
位

論
文

審
査

基
準

の
明

示

検
討
の
機
会
を
得
て
い
な
い
。
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
8
年

度
）
＞

進
捗

状
況

１
．
①
大

学
Ｈ
Ｐ
上
の
独
自
サ
イ
ト
の
充
実

　
　
　
Ａ

毎
年
度
末
に
加
除
修
正
し
て
い
た
が
、
大
学
Ｈ
Ｐ
の

充
実
等
に
よ
り
歴
史
的
使
命
を
終
え
た
。

　
　
②
進

学
相
談
・
説
明
会
の
充
実

　
　
　
Ａ

本
年
度
は
1
1
月
2
8
日
（
水
）
に
開
催
し
、
1
0
人
が
参

加
し
た
。
（
資
料
１
．
進
学
相
談
・
説
明
会
開
催
案
内

）
　
　
③
研

究
科
案
内
パ
ン
フ
の
充
実

　
　
　
Ａ

（
資
料
２
．
研
究
科
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
電
子
デ
ー
タ
）

　
　
④
大

学
院
Ｎ
ｅ
ｔ．
（
リ
ク
ル
ー
ト
）
掲
載
事
項
の
充
実

　
　
　
Ａ

　
　
⑤
学

部
入
学
段
階
に
お
け
る
大
学
院
広
報
の
拡
大

　
　
　
Ａ

２
．
①
課

程
修
了
要
件
と
し
て
の
学
習
成
果
の
明
示

　
　
　
B

教
務
委
員
会
に
お
い
て
検
討
中
。

　
　
②
学

位
授
与
方
針
及
び
教
育
課
程
の
編
成
・
実
施
方

針
　
　
　
Ａ

今
後
も
継
続
的
に
検
証
を
行
う
。

　
　
　
の
適

切
性
に
つ
い
て
の
定
期
的
検
証
の
実
施

　
　
③
シ
ラ
バ
ス
に
基
づ
く
授
業
展
開
の
検
証

　
　
　
B

　
　
④
課

程
修
了
時
に
お
け
る
学
生
の
学
習
成
果
を
測
定
す

　
　
　
B

　
　
　
る
た
め
の
独
自
の
指
標
の
開
発

　
　
⑤
学

生
の
受
け
入
れ
の
適
切
性
に
つ
い
て
の
検
証

　
　
　
Ｃ

３
．
授
業

改
善
に
向
け
た
実
践
的
な
研
修
会
の
開
催

　
　
　
Ａ

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

将
来

に
向

け
た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

2
0
1
8
.1
2
．
2
8
を
も
っ
て
閉
鎖
し
た
。

引
き
続
き
検
討
を
行
う
。

引
き
続
き
検
討
を
行
う
。

引
き
続
き
検
討
を
行
う
。

今
後
も
同
時
期
に
開
催
を
継
続
す
る
。

今
後
も
同
種
の
学
内
広
報
を
継
続
す
る
。

全
学
方
針
と
し
て
指
示
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
〈
完
了
〉

費
用
対
効
果
が
弱
い
の
で
、
2
0
1
9
.2
.2
8
を
も
っ
て
閉
鎖
し
た
。

計
画

内
容

１
．
入
学

者
数
の
拡
大

２
．
教
育

課
程
の
点
検
・
改
善

３
．
Ｆ
Ｄ
の

強
化
・
実
質
化

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

検
討
作
業
に
着
手
で
き
て
い
な
い
。

9
月
1
2
日
(水

)に
開
催
し
た
（
多
目
的
室
2
）
。

（
資
料
３
．
ス
タ
デ
ィ
ア
プ
リ
〈
社
会
人
大
学
・
大
学
院
〉
）
※
サ

イ
ト
閉
鎖
の
た
め
資
料
な
し
。

（
資
料
４
．
平
成
2
9
年
度
第
9
回
文
化
創
造
研
究
科
委

員
会

資
料
抜
粋
）

（
資
料
６
．
Ｆ
Ｄ
研
修
会
報
告
書
）

入
試
実
施
委
員
会
に
お
い
て
今
後
検
討
す
る
。

今
後
も
同
会
を
継
続
的
に
開
催
す
る
。

毎
年
度
末
教
務
委
員
会
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
。

（
資
料
５
．
第
9
回
教
務
委
員
会
議
事
録
｢審

議
事
項

4
｣）

教
務
委
員
会
に
お
い
て
検
討
中
。

教
務
委
員
会
に
お
い
て
検
討
中
。

2
0
1
8
年

度
文
化
創
造
研
究
科

と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

8
月
末
に
、
6
専
修
体
制
に
合
わ
せ
て
改
訂
し
た
。

各
学
科
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
大
学
院
進
学
を
進
路
の
一
つ

1
1
月
末
に
、
関
連
学
部
3
、
4
年
生
に
配
付
し
た
。
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教育学研究科 
（2016 年度～2018 年度） 

 
1．2016年度大学評価結果において検討を求められた事項に対する対応 
 教育学研究科では、2016 年度以前より自己点検・評価実施委員会が組織されていたが、
規程もなく、本格的に稼働しているとは言い難い状況であった。そこで、まず、2016 年度
に「教育学研究科ＦＤ及び自己点検・評価実施委員会規則」を制定し、規程の整備を行った。
2016 年度大学評価結果において検討をもとめられた事項のうち、基準 1．理念・目的『学
部・研究科の目的の適切性については、各学部・研究科の「自己点検・評価実施委員会」が
責任主体となり、毎年度検証することになっているが、多くの学部・研究科ではまだ本格的
に稼働していない。今後は、関連規定等を整備するとともに、定期的な検証を着実に行って
いくことが求められる。』、基準 4．教育内容・方法・成果（1）教育目標、学位授与方針、
教育課程の編成・実施方針『学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針の適切性は、教育
学研究科の「自己点検・評価実施委員会」、教務委員会が行い、改善の必要があれば研究科
委員会に報告し、必要に応じて「カリキュラム検討小委員会」を組織して随時検討すること
になっているが、定期的な検証を行う体制になっていないので、改善を期待したい。』、基準
4．教育内容・方法・成果（2）教育課程・教育内容『各部局内での検証は「随時検証を行う」
という状態であり、定期化されたものではない。また、各教員に委ねている場合もあり、シ
ステム化されたものとはいえないので、今後は定期的な検証システムを構築し、機能させる
ことが求められる。』の定期的な検証については、この「教育学研究科ＦＤ及び自己点検・
評価実施委員会規則」に基づいて、教育学研究科ＦＤ及び自己点検・評価実施委員会が行う
ことを明確にした。 
 また、基準 3．教員・教員組織『教員の年齢構成比率に偏りがあるので、特定の年齢に著
しく偏らないよう改善の努力が望まれる。』および、『専任教員の定期的な業績評価は行われ
ていないため、今後、組織的かつ定期的に評価することが望まれる。』との指摘に関しては、
まず 2017 及び 2018 年度に教育学研究科規程の改正を行い、そのなかで教員編成について
の基本方針を明文化した。そして、組織の年齢構成や教員の業績についての定期的な評価・
検証についても、教育学研究科ＦＤ及び自己点検・評価実施委員会で行うように、2019 年
度に「教育学研究科ＦＤ及び自己点検・評価実施委員会規則」の一部改定を行うことにした。 
 基準 4．教育内容・方法・成果（3）教育方法『5年修了プログラムの大学院学生に対して
は、修士論文構想発表会と 1 回の中間発表会だけで終わってしまうことになるので、この
点については検討が望まれる。』との指摘に対し、5 年修了プログラムの大学院生の修士論
文構想発表会と中間発表会の回数については、５年修了プログラムの学生も他の学生と同
じ回数となるように発表会の日程を 2017 年度に修正した。 
 基準 4．教育内容・方法・成果（3）教育方法『シラバスに基づいた授業の実施について
は、検証していない。』との指摘に対しては、2018年度に翌年度からの 2専修制に向けてカ
リキュラムの全面的改定の際にシラバスもすべて書き直した。その内容と実際の授業との
整合性についての検証は今後ＦＤ及び自己点検・評価実施委員会で行う予定である。 
 基準 5．学生の受け入れ『学生の受け入れの適切性については、各学部・研究科及び大学
全体として、検証するシステムは構築されていないので、今後整備されたい。』との指摘に
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対しては、アドミッション・ポリシーを 2019 年度からの２専修制に対応したものに改定し
た。その検証については、今後、ＦＤ及び自己点検・評価実施委員会で行う予定である。 
 
2．その他の取り組み 
 本研究科における研究面での整備の一環として、2016 年度より本研究科での人間を対象
とした研究実施での倫理的な原則と配慮を図ることを目的として、本研究科に倫理委員会
を設置し、規程の制定を行った。 
 
3．総括 
 本研究科では 2015～2019 年度の中期計画において、1．学部・学科との連携の強化、２．
教育・研究活動の活性化、３．地域との連携の強化という 3 つの項目を取り上げ、実行を進
めてきた。 
 そこで取り組んできたことの内容は様々だが、大まかにまとめれば、①2015 年度の収容
定員充足率が 0.05 という在籍学生数の極めて低い状況をできるだけ改善すること、②教育
課程や教育内容などについて検討するとともに、それを定期的に検証するシステムを構築
すること、の 2 点になる。 
 ①については、まず学部・学科との連携の強化ということから、とくに本研究科で小学校
教員免許状取得を希望する学生が無理なく、確かな専門的知識と優れた実践的能力をもつ
教員となり得るための文学部教育学科と連携した教育課程を検討してきた。また、地域との
連携の強化ということで、毎年、ながくてサイエンスフェスティバルを開催するなど、この
地域社会における本研究科の存在について広く情報を発信することに努めてきた。そのよ
うな取り組みによって、収容定員充足率は 2019 年度 0.25、2015～2019 年度の平均充足率
でも 0.14と改善した。 
 ②については、まず先に述べたように「教育学研究科ＦＤ及び自己点検・評価実施委員会
規程」を制定し、「教育学研究科ＦＤ及び自己点検・評価実施委員会」が定期的な検証を行
うことを明確にした。 
 また、2019年度より本研究科が 2 専修制となったことに伴い、研究科規程やディプロマ・
ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシーを見直し、それに基づいて
教員組織の編成方針や学位論文審査基準などの明文化を行った。 
 このように、本研究科での教育・研究活動の内容の充実化、およびその定期的検証のシス
テムについては、体制的にはほぼ整備されたといえるだろう。今後はとくに定期的検証シス
テムが運用面でも本格的に稼働していくように、各教員が自己点検・評価という意識を深め
ていくことが重要だと思われる。 
 

113



年
度

担
当
部
局

＜
中
期

計
画
（
2
0
1
5
年
度

～
2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年
度

計
画
（
2
0
1
6
年
度

）
＞

進
捗
状
況

Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｃ Ａ Ａ Ａ Ｂ

進
捗
状

況
A
：
計
画
が
達
成

で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達
成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

2
0
1
6
年

度
教

育
学

研
究

科

１
．
学
部
･学

科
と
の
連

携
の

強
化

２
．
教
育
・
研
究
活
動
の
活

性
化

３
．
地
域
と
の
連
携
の
強

化 計
画
内
容

現
状
（
点
検
・
評
価
の
結
果
）

将
来
に
向
け
た
発
展
方
策
（
進
捗
状
況
が
A
の
場
合
は
任
意
）

１
．
学
部
・
学
科
と
の
連
携

の
強

化
①
小
学
校
と
中
・
高
や
特
別
支
援
の
複
数
の
教
員
免
許
状
取
得

を
希
望
す
る
学
生
が
無
理
な
く
、
確
か
な
専
門
的
知
識
と
優
れ
た
実

践
的
能
力
を
も
つ
教
員
と
な
り
得
る
た
め
の
、
学
部
・
学
科
で
の
学

修
と
連
動
し
た
教
育
課
程
・
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

Ｆ
Ｄ
研
修
会
で
「
学
部
と
大
学
院
教
育
の
連
携
に
つ
い
て
（
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
検
討
）
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
討
論
を
行
い
、
教
員
免
許
状
取
得
の
み
な
ら
ず
、
実
践
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
教
育
課
程
の
検
討
を
行
っ
た
(2
0
1
6
.7
.2
7
)(
資
料
1
.平

成
2
8
年
度

教
育
学
研
究
科
F
D
研
修
会
報
告
）
。

複
数
の
教
員
免
許
状
の
取
得
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
し
た
教
育

課
程
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
を
行
う
。

②
学
部
・
大
学
院
5
年
修
了
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
す
こ
と

が
で
き
る
具
体
的
な
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
作
成
す
る
。

Ｆ
Ｄ
研
修
会
で
の
討
論
に
基
づ
き
、
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
大
筋
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。

問
題
点
を
整
理
し
、
学
生
の
所
属
学
部
に
応
じ
た
個
々
の
モ

デ
ル
コ
ー
ス
を
2
0
1
7
年
度
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

２
．
教
育
・
研
究
活
動
の
活

性
化

①
修
士
論
文
作
成
の
た
め
の
構
想
発
表
会
、
中
間
発
表
会
の
回

数
・
内
容
の
見
直
し
を
行
う
。

運
営
委
員
会
で
の
検
討
に
と
ど
ま
り
、
具
体
的
な
見
直
し
に
は
至
っ
て
い
な
い

5
年
修
了
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
検
討
と
連
動
さ

せ
、
具
体
的
な
見
直
し
を
行
う
。

②
教
育
理
念
や
教
育
成
果
を
定
期
的
に
検
証
す
る
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

第
7
回
教
育
学
研
究
科
委
員
会
(2
0
1
6
.1
1
.3
0
)に

お
い
て
自
己
点

検
・
評
価
実
施
委
員

会
規
則
を
制
定
し
、
定
期
検
証
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
っ
た
（
資
料
2
.平

成
2
8
年
度
第
7

回
教
育
学
研
究
科
委
員
会
議
事
録
　
審
議
事
項
1
）
。

学
位
論
文
審
査
基
準
の
明
示
な
ど
、
認
証
評
価
に
お
い
て
指

摘
さ
れ
た
事
項
を
中
心
に
、
自
己
点
検
・
評
価
実
施
委
員
会
で

検
証
し
、
改
善
を
図
る

③
教
員
組
織
の
編
成
方
針
に
つ
い
て
、
教
育
目
的
や
教
育
課
程
と

の
関
連
の
な
か
で
明
文
化
す
る
。

今
年
度
は
計
画
実
施
に
至
っ
て
い
な
い

運
営
委
員
会
に
お
い
て
速
や
か
に
検
討
し
、
明
文
化
を
図
る
。

④
授
業
内
容
の
改
善
に
つ
な
が
る
Ｆ
Ｄ
研
修
会
を
継
続
実
施
す

る
。

「
学
部
と
大
学
院
教
育
の
連
携
に
つ
い
て
（
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
検
討
）
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

Ｆ
Ｄ
研
修
会
を
実
施
し
た
(2
0
1
6
.7
.2
7
)(
資
料
1
.平

成
2
8
年
度
教
育

学
研
究
科
F
D
研
修

会
報
告
）
。

今
後
も
継
続
実
施
す
る

３
．
地
域
と
の
連
携
の
強

化

③
研
究
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
直
し
、
更
新
す
る
。

学
部
･大

学
院
と
の
連
携
の
強
化
の
検
討
が
最
終
段
階
に
近
づ
い
て
き
た
の
で
、
大
幅

な
改
訂
は
そ
れ
を
受
け
て
と
い
う
こ
と
で
、
今
年
度
は
情
報
の
整
備
の
み
に
と
ど
め
た
。

2
0
1
7
年
度
に
大
幅
な
改
訂
を
行
う
。

①
な
が
く
て
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
、
地
域
と
連
携
し
た

活
動
を
継
続
実
施
す
る
。

昨
年
に
引
き
続

き
「
な
が
く
て
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催

し
た
（
2
0
1
6
.8
.2
6
)

（
資
料
3
.な

が
く
て
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
。

今
後
も
地
域
と
連
携
し
た
活
動
を
継
続
実
施
す
る

②
現
職
教
員
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
や
社
会
人
の
生
涯
教
育
の
場
と

し
て
の
受

入
体
制
の
具
体
的
方
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

現
職
教
員
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
一
環
と
し
て
、
長
久
手
市
教
育

委
員
会
と
連
携
し
、
長

久
手
市
現
職
教
育
夏
期
研
修
会
を
開
催
し
た
(2
0
1
6
.8
.2
)（
資
料
4
.長

久
手
市
現
職
教

育
夏
季
研
修
会
へ
の
講
師
派
遣
に
つ
い
て
（
依
頼
）
）
。

今
後
こ
の
よ
う
な
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
現
職
教
員
が
大

学
院
で
研
鑽
を
深
め
る
道
筋
を
広
げ
て
い
く
よ
う
に
努
め
る
。
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
7
年

度
）
＞

進
捗

状
況

Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ

進
捗

状
況

A
：
計

画
が

達
成

で
き

て
い

る
、

も
し

く
は

ほ
ぼ

で
き

て
い

る
、

　
Ｂ

：
計

画
を

実
行

し
て

い
る

が
、

ま
だ

達
成

で
き

て
い

な
い

、
　

Ｃ
：
計

画
を

実
行

し
て

い
な

い

2
0
1
7
年

度
教

育
学

研
究

科

③
学

位
論

文
審

査
基

準
を

見
直

し
、

「
履

修
要

覧
」
に

掲
出

す
る

。

④
教

員
組

織
の

編
成

方
針

に
つ

い
て

、
教

育
目

的
や

教
育

課
程

と
の

関
連

の
な

か
で

明
文

化
す

る
。

②
学

位
授

与
方

針
を

課
程

修
了

に
あ

た
っ

て
修

得
し

て
お

く
べ

き
学

習
成

果
と

い
う

こ
と

か
ら

見
直

し
、

明
文

化
す

る
。

①
修

士
論

文
作

成
の

た
め

の
構

想
発

表
会

、
中

間
発

表
会

の
回

数
・

内
容

の
見

直
し

を
行

う
。

１
．

学
部

･学
科

と
の

連
携

の
強

化
の

た
め

に
以

下
の

こ
と

を
行

う

①
複

数
の

教
員

免
許

状
取

得
を

希
望

す
る

学
生

が
、

無
理

な
く
、

確
か

な
専

門
的

知
識

と
優

れ
た

実
践

的
能

力
を

も
つ

教
員

と
な

り
得

る
た

め
の

、
学

部
・
学

科
で

の
学

修
と

連
動

し
た

複
数

免
許

状
取

得
コ

ー
ス

を
具

体
化

す
る

。

２
．

教
育

・
研

究
活

動
の

活
性

化
の

た
め

に
以

下
の

こ
と

を
行

う

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

Ｆ
Ｄ

研
修

会
(2

0
1
7
.7

.1
9
)で

「
学

部
と

大
学

院
教

育
の

連
携

に
つ

い
て

（
他

学
部

を
中

心
と

し
て

）
」
と

い
う

テ
ー

マ
で

討
論

を
行

い
、

他
学

部
か

ら
本

研
究

科
で

小
学

校
教

員
免

許
状

取
得

を
希

望
す

る
学

生
に

対
し

て
、

文
学

部
教

育
学

科
と

連
携

し
た

教
育

課
程

に
つ

い
て

検
討

し
た

(根
拠

資
料

１
　

平
成

2
9
年

度
教

育
学

研
究

科
F
D

研
修

会
報

告
書

）
。

第
６

回
教

育
学

研
究

科
委

員
会

(2
0
1
7
.1

0
.1

8
)に

お
い

て
、

５
年

修
了

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

の
構

想
発

表
会

・
中

間
発

表
会

の
回

数
と

日
程

が
審

議
・
承

認
さ

れ
た

(根
拠

資
料

２
　

平
成

2
9
年

度
第

６
回

教
育

学
研

究
科

委
員

会
議

事
録

 審
議

事
項

３
）
。

計
画

内
容

大
幅

な
改

訂
は

2
0
1
9
年

度
か

ら
の

新
し

い
体

制
に

む
け

て
行

う
こ

と
と

し
、

今
年

度
は

情
報

の
整

備
の

み
に

と
ど

め
た

。

①
な

が
く
て

サ
イ

エ
ン

ス
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

な
ど

、
地

域
と

連
携

し
た

活
動

を
継

続
実

施
す

る
。

③
研

究
科

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
見

直
し

、
更

新
す

る
。

「
学

部
と

大
学

院
教

育
の

連
携

に
つ

い
て

（
他

学
部

を
中

心
と

し
て

）
」
と

い
う

テ
ー

マ
で

Ｆ
Ｄ

研
修

会
(2

0
1
7
.7

.1
9
)を

実
施

し
た

(根
拠

資
料

１
　

平
成

2
9
年

度
教

育
学

研
究

科
F
D

研
修

会
報

告
書

）
　

。
今

後
も

継
続

実
施

す
る

。

こ
の

よ
う

な
活

動
の

内
容

や
実

施
時

期
な

ど
を

検
討

し
、

現
職

教
員

が
大

学
院

で
研

鑽
を

深
め

る
道

筋
を

広
げ

て
い

く
よ

う
に

努
め

る
。

⑤
授

業
内

容
の

改
善

に
つ

な
が

る
Ｆ

Ｄ
研

修
会

を
継

続
実

施
す

る
。

３
．

地
域

と
の

連
携

の
強

化

②
現

職
教

員
の

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
や

社
会

人
の

生
涯

教
育

の
場

と
し

て
の

受
入

体
制

の
具

体
的

方
策

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
「
2
0
1
7
な

が
く
て

サ
ン

エ
ン

ス
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

」
の

会
場

内
に

相
談

コ
ー

ナ
ー

を
設

け
、

教
員

や
保

護
者

か
ら

の
相

談
を

受
け

た
（
根

拠
資

料
５

　
相

談
コ

ー
ナ

ー
実

施
写

真
）
。

今
年

度
も

「
な

が
く
て

サ
ン

エ
ン

ス
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

」
(2

0
1
7
.8

.2
6
)を

開
催

し
た

(根
拠

資
料

４
　

2
0
1
7
な

が
く
て

サ
イ

エ
ン

ス
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

）
。

2
0
1
8
年

度
に

見
直

し
、

明
文

化
す

る
。

今
後

は
教

員
組

織
の

適
切

性
に

つ
い

て
定

期
的

に
点

検
・
評

価
を

行
う

シ
ス

テ
ム

の
構

築
を

検
討

す
る

。

今
後

も
継

続
実

施
す

る
。

2
0
1
8
年

度
に

大
幅

な
改

訂
を

行
う

。

2
0
1
8
年

度
に

明
文

化
す

る
。将

来
に

向
け

た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

2
0
1
9
年

度
か

ら
の

2
専

修
制

に
む

け
て

、
複

数
の

教
員

免
許

状
取

得
と

い
う

こ
と

を
中

心
と

し
た

教
育

課
程

に
つ

い
て

、
さ

ら
に

検
討

を
行

う
。

回
数

や
内

容
、

日
程

の
適

切
性

に
つ

い
て

の
検

討
を

今
後

も
継

続
し

て
行

う
。

2
0
1
9
年

度
か

ら
の

2
専

修
制

に
対

応
し

た
も

の
と

な
る

よ
う

に
教

務
委

員
会

を
中

心
に

検
討

中
で

あ
る

。

2
0
1
9
年

度
か

ら
の

2
専

修
制

に
対

応
し

た
も

の
と

な
る

よ
う

に
教

務
委

員
会

を
中

心
に

検
討

中
で

あ
る

。

教
育

学
研

究
科

規
程

の
改

正
を

行
い

、
そ

の
第

４
条

に
教

員
編

成
と

し
て

、
教

員
組

織
の

編
成

方
針

に
つ

い
て

明
文

化
し

た
(根

拠
資

料
３

　
教

育
学

研
究

科
規

程
)。

１
．

学
部

･学
科

と
の

連
携

の
強

化
２

．
教

育
・
研

究
活

動
の

活
性

化
３

．
地

域
と

の
連

携
の

強
化
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
8
年

度
）
＞

進
捗

状
況

B A A A B A A B Ｃ

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ

で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

2
0
1
8
年

度
教
育
学
研
究
科

①
2
0
1
9
年
度
か
ら
の
２
専
修
制
に
む
け
て
、
基
礎
学
科
・
専
攻

で
の
学
修
と
連
動
し
、
複
数
の
教
員
免
許
状
取
得
を
希
望
す
る

学
生

が
、
無
理
な
く
、
確
か
な
専
門
的
知
識
と
優
れ
た
実
践
的

能
力

を
も
つ
教
員
と
な
り
得
る
た
め
の
教
育
課
程
に
つ
い
て
検

討
し
、
モ
デ
ル
の
具
体
化
を
図
る
。

④
教

員
組
織
の
適
切
性
に
つ
い
て
定
期
的
に
点
検
・
評
価
を
行

う
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
検
討
す
る
。

運
営
委
員
会
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
が
、
具
体
的
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
ま
で
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。

②
2
0
1
9
年
度
か
ら
の
２
専
修
制
に
対
応
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、

学
位

授
与
方
針
を
課
程
修
了
に
あ
た
っ
て
修
得
し
て
お
く
べ
き

学
習

成
果
と
い
う
こ
と
か
ら
見
直
し
、
明
文
化
す
る
。

昨
年
度
改
訂
し
た
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
、
２
専
修
制
に
対
応
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
に
修
了

要
件
の
明
確
化
を
は
か
り
、
「
履
修
要
覧
」
に
掲
出
し
た
。

ま
た
、
③
の
修
士
論
文
審
査
基
準
と
合
わ
せ
て
、
学
位
授
与
方
針
の
見
直
し
、
明
文
化

を
行
っ
た
（
根

拠
資
料
５
　
履
修
要
覧
2
0
1
9
年
度
版
）
。

『
大
学
評
価
(認

証
評
価
）
結
果
（
委
員
会
案
）
』
で
努
力
課
題
と
し
て
提
示
さ
れ
た
内
容
に
該
当

③
2
0
1
9
年
度
か
ら
の
２
専
修
制
に
む
け
て
、
学
位
論
文
審
査
基

準
を
見
直
し
、
「
履
修
要
覧
」
に
掲
出
す
る
。

修
士
論
文
審
査
基
準
を
明
文
化
し
、
「
履
修
要
覧
」
に
掲
出
し
た
（
根
拠
資
料
５
　
履
修
要

覧
2
0
1
9
年
度

版
）
。

『
大
学
評
価
(認

証
評
価
）
結
果
（
委
員
会
案
）
』
で
努
力
課
題
と
し
て
提
示
さ
れ
た
内
容
に
該
当

１
．
学

部
・
学
科
と
の

連
携
の
強
化
の
た
め
に
以
下
の
こ
と
を
行
う

Ｆ
Ｄ
研
修
会
（
2
0
1
8
.7
.1
8
)で

「
学
部
と
大
学
院
教
育
の
連
携
に
つ
い
て
（
資
格
取
得
を
中

心
に
）
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
討
論
を
行
い
、
他
学
部
か
ら
本
研
究
科
で
小
学
校
教
員
免
許
状
取
得
を
希
望

す
る
学
生
に

対
し
て
、
文
学
部
教
育
学
科
と
連
携
し
た
教
育
課
程
に
つ
い
て
検
討
し
た
（
根
拠
資
料
1
　
平
成

3
0
年
度

教
育
学
研
究
科
Ｆ
Ｄ
研
修
会
報
告
書
）
。

ま
た
、
学
部
生
を
対
象
と
し
た
教
育
学
研
究
科
説
明
会
を
各
キ
ャ
ン
パ
ス
２
回
ず
つ
実
施
し
（
星
が
丘

キ
ャ
ン
パ
ス
2
0
1
8
.7
.2
5
、
1
2
.2
5
、
長
久
手
キ
ャ
ン
パ
ス
2
0
1
8
.7
.2
6
､1
2
.2
6
）
、
大

学
院
を
利
用
し
た
複
数

の
教
員
免
許
状
取
得
に
つ
い
て
参
加
学
生
に
説
明
を
行
っ
た
（
根
拠
資
料
２
－
１
、
２
－

２
　
教
育
学
研

究
科
説
明
会
案
内
文
）
。

「
学
部
と
大
学
院
教
育
の
連
携
に
つ
い
て
（
資
格
取
得
を
中
心
に
）
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
Ｆ
Ｄ
研
修
会

(2
0
1
7
.7
.1
8
)を

実
施
し
た
（
根
拠
資
料
１
　
平
成
3
0
年
度
教
育
学
研
究
科
Ｆ
Ｄ
研
修
会
報

告
書
）
。

今
年
度
も
「
な
が
く
て
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
(2
0
1
9
.1
.2
6
)を

開
催
し
た
（
根
拠
資
料
６
　
第
６
回

な
が

く
て
サ

ン
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
）
。

２
．
教
育
・
研
究
活
動
の
活
性
化
の
た
め
に
以
下
の
こ
と
を
行
う

①
修

士
論
文
作
成
の
た
め
の
構
想
発
表
会
、
中
間
発
表
会
の

回
数

や
内
容
、
日
程
の
適
切
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

来
年
度
か
ら
の
２
専
修
制
に
む
け
て
、
F
D
及
び
自
己
点
検
・
評
価
実
施
委
員
会
(2
0
1
8
.1
0
.9
)、
研
究
科

委
員
会
(2
0
1
8
.1
0
.1
7
)）
、
に
お
い
て
構
想
発
表
会
、
中
間
発
表
会
の
回
数
や
内
容
、
日
程
に
つ
い
て

検
討
し
、
基
本
的
に
こ
れ
ま
で
通
り
の
や
り
方
で
行
う
こ
と
を
確
認
し
た
（
根
拠
資
料
３
　
2
0
1
8
年

度
第
１

回
教
育
学
研
究
科
Ｆ
Ｄ
及
び
自
己
点
検
・
評
価
実
施
委
員
会
議
事
録
承
認
事
項
１
）
、
（
根
拠

資
料
４

2
0
1
8
年
度
第
７
回
教
育
学
研
究
科
委
員
会
議
事
録
審
議
事
項
５
）

『
点
検
・
評
価
報
告
書
』
の
「
改
善
す
べ
き
事
項
」
と
し
た
内
容
に
該
当

⑤
授

業
内
容
の
改
善
に
つ
な
が
る
Ｆ
Ｄ
研
修
会
を
継
続
実
施
す

る
。

３
．
地
域
と
の
連
携
の
強
化
の
た
め
に
以
下
の
こ
と
を
行
う

計
画

内
容

１
．
学
部
・
学
科
と
の
連
携
の
強
化

２
．
教
育
・
研
究
活
動
の
活
性
化

３
．
地
域
と
の
連
携
の
強
化

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）
将

来
に
向

け
た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

今
後
も
小
学
校
教
員
免
許
だ
け
で
な
く
、
中
学
校
・
高
等
学
校
や

特
別
支
援
学
校
の
教
員
免
許
状
の
取
得
を
希
望
す
る
学
生
や
、

子
ど
も
の
発
達
・
教
育
に
つ
い
て
の
確
か
な
専
門
的
知
識
と
実

践
能
力
の
修
得
を
目
指
す
学
生
に
対
す
る
２
専
修
制
を
活
か
し

た
基
礎
学
科
・
専
攻
で
の
学
修
と
連
動
し
た
教
育
課
程
の
検
討

を
進
め
る
。

今
後
も
継
続
実
施
す
る
。

2
0
1
9
年
度
に
具
体
化
す
る
。

今
後
も
継
続
実
施
す
る
。

②
現

職
教
員
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
や
社
会
人
の
生
涯
教
育
の
場

と
し
て
の
受
入
体
制
の
具
体
的
方
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

今
年
度
も
「
な
が
く
て
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
会
場
内
に
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
教
員
や
保
護

者
か
ら
の
相
談
を
受
け
た
（
根
拠
資
料
７
　
相
談
コ
ー
ナ
ー
実
施
写
真
）
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
長
期
履
修
学
生

制
度
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
現
職
教
員
が
大
学
院
で
研
鑽
を

深
め
る
機
会
を
広
げ
る
よ
う
に
努
め
る
。

予
定
し
て
い
た
業
者
の
解
散
な
ど
に
よ
っ
て
、
今
年
度
は
更
新
で
き
な
か
っ
た
。

新
た
な
業
者
に
依
頼
し
て
2
0
1
9
年
度
に
更
新
す
る
。

①
な
が
く
て
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
、
地
域
と
連
携
し

た
活

動
を
継
続
実
施
す
る
。

③
研

究
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
直
し
、
更
新
す
る
。
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心理医療科学研究科 
（2016 年度～2018 年度） 

 
1．2016年度大学評価結果において検討を求められた事項に対する対応 
 基準 1．理念・目的『学部・研究科の目的の適切性については、各学部・研究科の「自己
点検・評価実施委員会」が責任主体となり、毎年度検証することになっているが、多くの学
部・研究科ではまだ本格的に稼働していない。今後は、関連規定等を整備するとともに、定
期的な検証を着実に行っていくことが求められる。』との指摘に対しては、研究科 FD 及び
自己点検・評価実施委員会が検証を行い、運営委員会を経て研究科委員会に提案する仕組み
が作られている。今後は、現在進めている教育内容、成績評価基準、定員充足の努力などの
検討を進める中で、現行の研究科規程の見直しが必要となった時点で、検討を進めることに
なると考えている。 
 基準 3．教員・教員組織『専任教員の定期的な業績評価は行われていないため、今後、組
織的かつ定期的に評価することが望まれる。』との指摘について、業績評価は、個々の教員
が昇任・昇格のための資格審査の折に行われるのが現状であり、現時点ではそのための研究
科内の規程がないため、規程類の見直しと整備という視点から提案していくことを検討し
たい。 
 基準 4．教育内容・方法・成果（1）教育目標、学位授与方針、教育課程の編成・実施方
針『学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針の適切性については、今後「自己点検・評
価実施委員会」のもと検証を行う予定であるので、今後の取組みに期待したい。』との指摘
については、2019年度 12 月研究科委員会にて、検討スケジュールを決定している。 
 基準 4．教育内容・方法・成果（2）教育課程・教育内容『各部局内での検証は「随時検
証を行う」という状態であり、定期化されたものではない。また、各教員に委ねている場合
もあり、システム化されたものとはいえないので、今後は定期的な検証システムを構築し、
機能させることが求められる。』との指摘について、現状は、検証システムを構築する以前
の課題に取り組んでいるものと認識しており、今後の課題の一つとしていく考えである。 
 基準 4．教育内容・方法・成果（3）教育方法『シラバスに基づいた授業が行われている
かの検証は、研究科として組織的には行っておらず、各授業担当者に一任 しているのが現
状である。』との指摘については、具体的な作業課題に落とし込んだ場合、シラバスチェッ
クになるため、専門性の高い大学院授業では、すぐに取り組むには困難度が高い。誰がどの
ような基準で評価するのかを明示できないと、混乱を招くだけに終わって実が得られない。
検証するための適切なモデルの提案を目指しつつ、研究科内で課題を共有したいと考えて
いる。 
 基準 5．学生の受け入れ『学生の受け入れの適切性については、各学部・研究科及び大学
全体として、検証するシステムは構築されていないので、今後整備されたい。』との指摘に
対しては、まず定員充足率を上げるための方策が機能したかどうか、という点が当面の検討
課題である。それについて有効な手立ての模索が必要な段階であると考えられるが、人口減
少のなかでは研究科レヴェルの課題を超えているという雰囲気が強いものと思われる。 
 
2．その他の取り組み 
 以下に専修ごとに見直しと実施を検討する事項を挙げる。 
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（1）修士論文の中間報告会で指摘された内容を、学生にレポートにまとめる課題を課して、
これをシラバス等に明記する。 
（2）後期課程の研究指導において、従たる指導教員への研究進捗状況の報告を定期的に行
うことを求めるよう、シラバスに明記する。 
（3）社会人入学の学生については、主として臨床データの扱い方について入学前指導のあ
り方を検討する。 
（4）社会福祉学専修においては、引き続き認定社会福祉士制度に係るカリキュラム等の整
備を行う。 
（5）大学院における人事計画案を策定する。 
 
3．総括 
 本研究科は、6専修がそれぞれ実践的な専門家の養成を目指すものであり、修士前期課程
において実践家としての知識、理解と実践家としての能力を身につけ、後期課程では研究者
としての能力と、後進を指導する力を体得するための学修を目的としている。 
 それに沿って、指摘された項目について検討し、前期課程と後期課程の内容やシステムを
明確化し、成績評価や修士論文、博士論文の審査などについての手続きと基準を定める方向
で整備を進めつつある段階である。 
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年
度

担
当
部

局

＜
中
期
計
画
（
2
0
1
5
年
度
～
2
0
1
9
年
度
）
＞

＜
年
度
計
画
（
2
0
1
6
年
度
）
＞

進
捗
状
況

A

員
会
第
2
回
第
3
回
議
事
録
抜
粋
）

A

点
検
・
評
価
実
施
委
員
会
規
則
抜
粋
）
（
資
料
4
：
2
8
年

度
第
8
回

研
究
科
委
員
会
議
事
録
抜
粋
よ
り
審
議
事
項
4
．
）

な
お
、
こ
の
時
、
入
試
内
容
と
実
施
方
法
の
検
証
に
つ
い
て
は
、

研
究
科
入
試
実
施
委
員
会
に
て
行
う
よ
う
入
試
実
施
委
員
会

規
則
の
改
正
を
行
っ
た
。
（
資
料
5
：
改
正
入
試
実
施
委
員
会

規
則
抜
粋
）
(前

出
資
料
4
．
よ
り
審
議
事
項
5
．
）

A

2
8
年
度
第
2
回
研
究
科
委
員
会
議
事
録
抜
粋
）

ま
た
、
口
頭
試
問
の
副
査
に
は
、
で
き
る
だ
け
他
領
域

の
教
員

を
充
て
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。
（
資
料
7
：
修
士
学
位
審
査
委
員

会
構
成
）

A

修
会
報
告
書
）

A

床
心
理
学
研
究
法
特
論
」
の
シ
ラ
バ
ス
に
記
載
済
み
）

A

（
資
料
9
：
学
会
等
参
加
費
補
助
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
）

さ
ら
に
、
関
連
授
業
内
で
補
助
申
請
の
手
引
き
を
配
布
し
て
説
明

し
た
。
（
資
料
1
0
：
大
学
院
生
に
対
す
る
研
究
教
育
支
援

に
係
る

予
算
）

A

進
捗
状
況

A
：
計
画
が
達
成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達
成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計
画

を
実

行
し
て
い
な
い

３
．
大
学
院
生
の
研
究
活
動
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
整
備
・
充

実

2
0
1
6
年
度

心
理
医
療
科
学
研
究
科

１
．
教
育
・
研
究
領
域
の
多
様
性
確
保
を
前
提
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の
見
直
し

２
．
領
域
を
超
え
た
共
同
研
究
の
た
め
の
基
盤
作
り

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）
将
来
に
向
け
た
発
展
方
策
（
進
捗
状
況
が
A
の
場
合
は
任
意
）

1 １
）
研
究
科
の
求
め
る
教
員
像
と
教
員
組
織
の
編
成
方
針
を
明

文
研
究
科
規
程
を
改
正
し
、
2
0
1
7
年
4
月
よ
り
施
行
す
る
。
（
資
料
1
：

す
べ
て
の
項
目
に
つ
き
、
い
っ
た
ん
白
紙

化
す
る
。

改
正
研
究
科
委
員
会
規
程
抜
粋
）
（
資
料
2
：
2
8
年
度
研

究
科
委

に
戻
し
、
別
の
視
点
か
ら
計
画
を
検
討
す
る
。

２
）
研
究
科
の
教
育
理
念
・
教
育
目
標
等
を
検
証
す
る
仕
組
み
に

研
究
科
自
己
点
検
・
評
価
実
施
委
員
会
規
則
を
改
正
し
て
、
こ
の

つ
い
て
検
討
す
る
。

委
員
会
の
職
務
内
容
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
（
資
料
3
：
改

正
自
己

2 １
）
修
士
論
文
・
博
士
論
文
の
中
間
報
告
会
や
修
士
論
文
口
頭
試
問

院
生
の
研
究
報
告
会
は
す
べ
て
、
研
究
科
全
体
に
公
開

す
る

に
、
領
域
を
超
え
て
教
員
が
参
加
す
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
。

こ
と
と
し
研
究
科
委
員
会
に
て
開
催
案
内
を
行
っ
た
。
（
資
料
6
：

２
）
F
D
研
修
会
を
教
員
相
互
の
意
見
交
流
の
場
と
し
て
位
置
づ
け
て

教
員
相
互
の
研
究
内
容
の
紹
介
を
主
題
と
し
て
研
修
会

を
実
施

す
る
。

企
画
・
実
施
し
、
意
見
交
流
を
行
っ
た
。
（
資
料
8
：
研
究

科
F
D
研

3 １
）
倫
理
規
程
を
院
生
に
周
知
す
る
方
法
論
の
検
討
を
行
い
、
可

能
研
究
科
倫
理
委
員
会
規
程
を
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ス
ク
エ
ア
に
ア
ッ
プ

な
領
域
か
ら
実
施
し
て
い
く
。

ロ
ー
ド
す
る
と
と
も
に
、
授
業
の
一
部
を
、
研
究
と
臨
床
倫
理

の
説
明
に
充
て
る
こ
と
を
試
行
的
に
開
始
し
た
。
（
参
照
資

料
：
「
臨

２
）
院
生
の
学
会
参
加
費
用
補
助
制
度
を
周
知
し
、
院
生
の
意
見

を
研
究
科
と
し
て
の
申
し
合
わ
せ
を
作
り
、
学
生
に
は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス

参
考

に
し
て
研
究
支
援
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

に
て
資
料
配
布
し
、
で
キ
ャ
ン
パ
ス
ス
ク
エ
ア
か
ら
も
配

信
し
た
。

３
）
修
士
論
文
。
博
士
論
文
の
指
導
に
他
領
域
の
教
員
が
関
与
し

後
期
課
程
学
生
の
中
間
報
告
会
を
、
研
究
科
委
員
会
に
て
ア
ナ
ウ

や
す
い
仕
組
み
に
つ
い
て
、
検
討
を
継
続
す
る
。

ン
ス
し
、
研
究
科
全
体
に
公
開
す
る
形
で
行
っ
た
。
（
資

料
1
1
：
2
8

年
度
第
8
回
研
究
科
委
員
会
議
事
録
抜
粋
）
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
7
年

度
）
＞

心
理

医
療

科
学

研
究

科
　
1
/
2

進
捗

状
況

B 　

2
0
1
8
年

度
新

入
生

の
た
め
の

履
修

要
覧

に
、
公

認
心

理
師

受
験

資
格

取
得

の
条

件
を
使

記
載

し
た
。
（
資

料
3
．
大

学
院

履
修

要
覧

改
定

原
稿

公
認

心
理

師
分

）
上

記
の

資
料

１
、
2
、
3
の

文
書

を
整

備
し
て
、
厚

生
労

働
省

と
文

部
科

学
省

に
対

し
履

修
科

目
の

確
認

調
書

を
提

出
し
た
。

　
　
　

B

抜
粋

、
報

告
事

項
４
）

各
領

域
か

ら
の

意
見

を
集

約
し
て
、
Ｆ
Ｄ
及

び
自

己
点

検
・
評

価
実

施
委

員
会

に
て
検

討
し
、
関

連
文

書
を
作

成
し
た
。

Ｆ
Ｄ
及

び
自

己
点

検
・
評

実
施

委
員

会
に
お
い
て
研

究
科

規
程

改
定

案
を
検

討
の

う
え
、
研

究
科

委
員

会
に
提

案
し

承
認

を
得

た
。
（
資

料
８
．
平

成
２
９
年

度
第

１
０
回

研
究

科

規
程

改
定

新
旧

一
覧

表
２
－

１
９
年

度
実

施
＞

）
（
資

料
1
0
．
平

成
2
9
年

度
第

2
回

研
究

科
Ｆ
Ｄ
及

び
自

己
点

検
・
評

価
実

施
委

員
会

議
事

録
、
審

議
事

項
１
）

進
捗

状
況

A
：
計
画
が
達
成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は

ほ
ぼ

で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が

、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

2
0
1
7
年

度
心

理
医

療
科

学
研

究
科

１
．
教
育

・
研

究
内
容
の
多
様
性

確
保

を
前

提
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等

の
見

直
し

２
．
領
域

を
超

え
た
共
同
研
究

の
た
め
の

基
盤

作
り

３
．
大
学

院
生

の
研
究
活
動
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
体

勢
の

整
備

・
充

実

１
）
心
理

学
領

域
と
臨
床
心
理
学

領
域

は
、
公

認
心

理
師

研
究

科
委

員
会

で
、
臨

床
心

理
学

領
域

に
お
け
る
公

認
関

係
省

庁
よ
り
の

回
答

を
待

っ
て
、
2
0
1
8
年

度
入

学

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）
将

来
に
向

け
た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

1 資
格

取
得

の
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
再

編
を
実

施
す
る
。

心
理

師
受

験
資

格
取

得
に
対

応
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

定
者

よ
り
心

理
学

部
と
同

時
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

運
用

を
案

が
提

案
さ
れ

、
承

認
さ
れ

た
。
（
資

料
１
．
平

成
2
9
年

度

し
た
。
（
資

料
5
.平

成
2
9
年

度
第

5
回

研
究

科
委

員
会

議
事

録

（
資

料
6
.平

成
2
9
年

度
第

1
回

研
究

科
F
D
及

び
自

己
点

検
・

に
よ
る
研

究
科

再
編

案
を
説

明
し
て
、
領

域
ご
と
に
、
関

連
見

直
し
を
行

い
、
2
0
1
9
年

度
よ
り
運

用
を
開

始
す
る
。

文
書

で
あ
る
３
ポ
リ
シ
ー
と
専

修
の

概
要

案
の

検
討

を
要

請
　開

始
す
る
。

ま
た
、
修

了
生

の
受

験
資

格
を
担

保
す
る
た
め
の

案
内

を
大

学
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
し
、
読

み
替

え
科

目
の

履
修

証
明

書
の

発
行

＜
公

認
心

理
師

科
目

履
修

証
明

書
申

請
用

＞
）

第
6
回

究
科

委
員

会
議

事
録

抜
粋

・
審

議
事

項
5
．
）
（
資

料
2
．
研

究
科

規
程

改
定

箇
所

一
覧

2
0
1
8
年

度
分

）

手
続

き
を
公

表
し
た
。
（
資

料
４
．
修

了
生

用
Ｈ
Ｐ
案

内
原

稿
　

２
）
１
）
を
前

提
と
し
て
コ
ー
ス
編

成
の

見
直

し
を
行

う
。

第
５
回

研
究

科
委

員
会

に
お
い
て
、
大

学
運

営
委

員
会

2
0
1
8
年

度
中

に
関

連
す
る
規

定
や

申
し
合

わ
せ

の

評
価

実
施

委
員

会
議

事
録

、
審

議
事

項
１
）
（
資

料
７
．
研

究
科

３
ポ
リ
シ
ー
と
専

修
の

概
要

最
終

案
）

委
員

会
議

事
録

抜
粋

、
審

議
事

項
１
）
（
資

料
9
．
研

究
科
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

2
0
1
7
年

度
心

理
医

療
科

学
研

究
科

１
．
教
育

・
研

究
内
容
の
多
様
性

確
保

を
前

提
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等

の
見

直
し

２
．
領
域

を
超

え
た
共
同
研
究

の
た
め
の

基
盤

作
り

３
．
大
学

院
生

の
研
究
活
動
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
体

勢
の

整
備

・
充

実

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
7
年

度
）
＞

心
理

医
療

科
学

研
究

科
　
2
/
2

進
捗

状
況

B C

検
討

を
開

始
す
る
。

B B A B
院

生
室

３
の

印
刷

機
を
コ
ピ
ー
コ
ー
ナ
ー
に
移

動
し
、

C

進
捗

状
況

A
：
計
画
が
達
成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は

ほ
ぼ

で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が

、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

３
）
社
会

福
祉

領
域
に
お
い
て
は

、
認

定
社

会
福

祉
士

に
必

要
と
さ
れ

る
教

育
環

境
に
つ
い
て
の

情
報

収
集

を
担

当
教

員
の

確
保

を
含

め
て
実

施
の

た
め
の

条
件

を
必
要

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
認
定
環

境
整

備
を
進

め
る
。

行
い
、
領

域
内

で
、
実

施
の

可
否

を
含

め
て
検

討
を

検
討

し
、
実

施
環

境
の

整
備

を
進

め
る
。

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）
将

来
に
向

け
た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

進
め
て
い
る
。

４
）
前
期

課
程

・
後
期
課
程
別
に
、
年

度
ご
と
の

教
育

目
標

を
　
　

研
究

科
全

体
で
課

題
を
共

有
す
る
に
留

ま
り
、
具

体
的

2
0
1
9
年

度
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

確
定

を
待

っ
て
、
2
0
1
8
年

明
文

化
し
、
達

成
度
評
価
の
方

法
を
検

討
す
る
。

な
作

業
に
入

れ
て
い
な
い
。

度
の

う
ち
に
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
の

原
案

を
、
F
D
及

び
自

己
点

検
・
評

価
実

施
委

員
会

に
て
策

定
し
、
領

域
ご
と
の

５
）
後
期

課
程

の
コ
ー
ス
ワ
ー
ク
授

業
の

学
生

へ
の

周
知

コ
ー
ス
ワ
ー
ク
授

業
科

目
を
新

設
し
、
シ
ラ
バ

ス
に
掲

リ
サ

ー
チ
ワ
ー
ク
と
コ
ー
ス
ワ
ー
ク
の

実
施

内
容

区
分

お
よ
び
授
業

内
容
・
実
施
方
法
等

の
見

直
し
を
行

う
。

載
し
た
。

と
実

施
方

法
に
つ
い
て
、
領

域
ご
と
に
検

討
を
進

め
る
。

１
）
院
生

室
の

有
効
利
用
の
方
法

を
検

討
す
る
。

当
面

は
、
院

生
の

希
望

に
よ
り
対

応
策

を
検

討
す
る
。

使
用

の
便

宜
と
院

生
室

の
有

効
活

用
を
図

っ
た
。

６
）
修
正

し
た
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
の

公
開

と
内

容
の

デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
と
合

わ
研

究
科

F
D
及

び
自

己
点

検
・
評

価
実

施
委

員
会

に
て

見
直

し
を
図

る
。

せ
て
文

案
を
策

定
し
た
。
2
0
1
8
年

度
よ
り
入

試
要

項
に

関
連

文
書

の
検

討
を
行

い
、
履

修
要

覧
、
入

試
要

項

２
）
院
生

の
共

有
ラ
ウ
ン
ジ
の
環
境

整
備

を
継

続
す
る
。

心
理

臨
床

相
談

室
と
も
連

携
し
て
教

材
の

補
充

や
、

心
理

臨
床

相
談

室
助

教
と
連

携
の

う
え
、
順

次
、
可

能
退

職
教

員
の

残
し
た
書

籍
・
教

材
類

を
配

備
し
た
。

掲
載

す
る
。
（
資

料
７
．
前

出
）
　

に
反

映
さ
せ

る
。

な
書

籍
や

教
材

類
の

整
備

を
進

め
る
。

2 １
）
F
D
研

修
会

を
、
教
員
相
互
の
研

究
内

容
紹

介
と
意

見
2
0
1
7
年

1
0
月

2
4
日

に
実

施
し
た
。
（
資

料
１
１
．
２
０
１
７
年

度
当

面
の

あ
い
だ
、
基

本
方

針
を
維

持
し
て
継

続
す
る
。

交
流

の
場

と
し
て
継
続
実
施
す
る
。

研
究

科
Ｆ
Ｄ
研

修
会

報
告

書
）

3
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
8
年

度
）
＞

進
捗

状
況

Ｂ Ｂ A

2
0
1
8
年

度
心

理
医

療
科

学
研

究
科

1 　
流

の
場

を
設

定
し

、
教

育
内

容
の

充
実

と
質

点
検

を
進

め
る

。

1
) 

臨
床

心
理

学
領

域
で

は
、

公
認

心
理

師
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

中
心

計
画

内
容

1
. 
教

育
・
研

究
内

容
の

多
様

性
確

保
を

前
提

と
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
等

の
見

直
し

2
. 
領

域
を

超
え

た
共

同
研

究
の

た
め

の
基

盤
作

り

3
. 
大

学
院

生
の

研
究

活
動

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
体

勢
の

整
備

・
充

実

　
に

、
授

業
内

容
と

授
業

方
法

等
に

つ
い

て
情

報
共

有
と

意
見

交

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

3
)　

2
0
1
9
年

度
再

編
に

向
け

、
関

連
す

る
諸

規
程

と
申

し
合

わ
せ

の
見

直
し

を
行

う
。

　
グ

ラ
ム

実
施

の
可

否
を

含
め

て
再

点
検

を
行

う
。

2
) 

社
会

福
祉

学
領

域
で

は
、

認
定

社
会

福
祉

士
に

必
要

な
プ

ロ
さ

ら
に

数
年

を
か

け
て

制
度

の
実

現
を

目
指

す
。

⑧
研

究
科

研
究

科
長

候
補

者
推

薦
規

則
（
同

上
　

審
議

事
項

1
2
）

①
研

究
科

博
士

学
位

審
査

規
則

（
資

料
4
　

第
3
回

研
究

科
委

員
会

議
事

録
　

審
議

事
項

2
）

1
)新

設
科

目
で

あ
る

心
理

実
践

実
習

の
実

習
手

引
き

類
を

整
備

し
、

関
連

し
た

実
習

の
内

容
、

実
施

手
順

、
実

施
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
記

録
用

紙
の

書
式

な
ど

を
下

記
よ

り
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

実
習

分
野

別
の

学
外

で
の

現
場

実
習

及
び

大
学

内
心

理
臨

床
相

談
室

に
お

け
る

学
内

実
習

に
関

す
る

書
類

を
整

備
し

、
学

生
に

は
授

業
お

よ
び

Ｃ
Ｓ

の
授

業
連

絡
で

周
知

し
て

い
る

。
　

(資
料

1
　

　
心

理
実

践
実

習
の

手
引

き
／

心
理

実
践

実
習

記
録

書
式

／
記

録
マ

ニ
ュ

ア
ル

ほ
か

）

⑥
研

究
科

教
務

委
員

会
規

則
（
同

上
　

審
議

事
項

1
0
）

⑦
研

究
科

教
員

資
格

審
査

委
員

会
規

則
（
同

上
　

審
議

事
項

1
1
）

3
）
‐
1
．

研
究

科
委

員
会

の
議

を
経

て
以

下
の

規
程

改
定

を
行

っ
た

。
い

ず
れ

も
2
0
1
9
年

4
月

よ
り

、
大

学
の

w
e
b
サ

イ
ト

に
あ

る
規

程
集

に
登

録
さ

れ
る

。
（
資

料
3
　

愛
知

淑
徳

学
園

規
程

集
）

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

実
習

関
連

授
業

を
含

め
た

2
0
1
8
年

度
実

施
の

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

成
果

に
つ

い
て

検
証

す
る

た
め

、
今

後
、

数
年

を
か

け
て

公
認

心
理

師
、

臨
床

心
理

士
両

資
格

試
験

の
合

格
率

の
推

移
を

見
守

る
。

認
定

社
会

福
祉

士
制

度
及

び
そ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
検

討
、

大
学

院
担

当
教

員
の

人
材

確
保

に
努

力
し

た
が

、
実

現
ま

で
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

し
か

し
、

本
資

格
制

度
の

実
現

に
向

け
て

、
履

修
実

績
を

作
る

た
め

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

、
認

定
科

目
候

補
の

一
部

と
し

て
、

2
0
1
8
年

度
よ

り
「
社

会
福

祉
法

特
論

」
（
科

目
番

号
3
3
2
1
1
9
）
、

2
0
1
9
年

度
よ

り
「
ス

ー
パ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
（
演

習
）
」
（
科

目
番

号
3
3
2
1
2
2
）
を

追
加

し
た

。
（
資

料
2
　

：
心

理
医

療
科

学
研

究
科

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

表
　

ｐ
9
7
）

②
研

究
科

倫
理

委
員

会
規

程
（
資

料
5
　

第
5
回

研
究

科
委

員
会

議
事

録
　

審
議

事
項

3
）

③
研

究
科

運
営

委
員

会
規

則
（
資

料
6
　

第
8
回

研
究

科
委

員
会

議
事

録
　

審
議

事
項

7
）

④
研

究
科

入
学

試
験

実
施

委
員

会
規

則
（
同

上
　

審
議

事
項

8
）

⑤
研

究
科

F
D

及
び

自
己

点
検

・
評

価
実

施
委

員
会

規
則

（
同

上
　

審
議

事
項

9
）
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A C C Ａ

3

Ｂ A A A A

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ

で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

継
続

し
て

取
り

組
む

た
め

の
枠

組
み

を
見

直
す

。

継
続

し
て

取
り

組
む

た
め

の
枠

組
み

を
見

直
す

。

③
研

究
科

1
0
月

入
学

研
究

生
の

承
認

手
続

き
に

関
す

る
申

し
合

わ
せ

（
資

料
8
　

第
7
回

研
究

科
委

員
会

議
事

録
　

審
議

事
項

3
）

３
）
‐
2
．

研
究

科
委

員
会

の
議

を
経

て
以

下
の

申
し

合
わ

せ
の

改
定

を
行

っ
た

。
い

ず
れ

も
2
0
1
9

年
度

ま
で

に
は

、
C

S
に

ア
ッ

プ
ロ

ー
ド

し
て

、
教

職
員

が
閲

覧
あ

る
い

は
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
で

き
る

よ
う

に
す

る
予

定
で

あ
る

。
(資

料
7
　

申
し

合
わ

せ
関

係
＜

心
理

医
療

科
学

研
究

科
＞

)

②
研

究
科

長
候

補
者

推
薦

規
則

に
係

る
申

し
合

わ
せ

（
資

料
4
　

第
3
回

研
究

科
委

員
会

議
事

録
審

議
事

項
4
）

④
大

学
院

の
従

た
る

指
導

教
員

決
定

の
手

順
に

関
す

る
申

し
合

わ
せ

（
同

上
　

審
議

事
項

4
）

⑤
研

究
科

大
学

院
生

の
学

会
参

加
費

補
助

に
関

す
る

申
し

合
わ

せ
（
同

上
　

審
議

事
項

5
）

③
研

究
科

に
お

け
る

奨
励

給
付

奨
学

金
対

象
者

選
考

に
係

る
申

し
合

わ
せ

（
資

料
1
2
　

第
9
回

研
究

科
委

員
会

議
事

録
　

審
議

事
項

1
）

⑥
研

究
科

博
士

論
文

中
間

報
告

会
の

実
施

に
関

す
る

申
し

合
わ

せ
（
同

上
　

審
議

事
項

6
）

①
研

究
科

各
種

委
員

の
選

任
手

順
に

関
す

る
申

し
合

わ
せ

（
資

料
6
　

第
8
回

研
究

科
委

員
会

議
事

録
　

審
議

事
項

6
）

可
能

な
範

囲
で

継
続

的
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

2
）
新

入
生

ガ
イ

ダ
ン

ス
に

お
い

て
資

料
配

布
し

て
説

明
し

た
。

（
資

料
1
0
　

ガ
イ

ダ
ン

ス
配

布
資

料
＜

倫
理

審
査

＞
）

必
要

に
応

じ
て

可
能

な
支

援
事

業
が

あ
れ

ば
実

施
し

て
い

く
。

今
後

も
毎

年
度

の
新

入
生

ガ
イ

ダ
ン

ス
時

に
資

料
配

布
し

て
倫

理
審

査
の

ポ
イ

ン
ト

を
説

明
し

、
学

生
へ

の
周

知
を

図
る

。

こ
の

手
引

き
は

、
Ｃ

Ｓ
に

ア
ッ

プ
ロ

ー
ド

し
て

、
教

職
員

と
学

生
が

閲
覧

・
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

（
資

料
1
1
　

研
究

科
博

士
学

位
審

査
手

引
き

）

①
院

生
室

に
研

究
用

図
書

を
購

入
し

、
配

架
し

た
。

（
資

料
8
　

審
議

事
項

7
）

②
研

究
科

委
員

会
の

議
を

経
て

、
博

士
学

位
審

査
に

関
連

す
る

複
数

の
申

し
合

わ
せ

を
整

理
・

統
合

し
て

、
「
研

究
科

博
士

学
位

審
査

の
手

引
き

」
と

し
て

一
本

化
し

た
。

（
資

料
4
　

第
3
回

研
究

科
委

員
会

議
事

録
　

審
議

事
項

3
）

3
）
そ

の
他

、
当

初
予

定
に

な
か

っ
た

が
以

下
の

学
生

支
援

策
を

実
施

し
た

。

1
）
関

連
す

る
教

材
・
教

具
類

を
補

充
し

た
。

(根
拠

資
料

な
し

）

1
）
1
1
月

2
3
日

（
火

）
に

実
施

し
た

。
（
資

料
9
　

研
究

科
Ｆ

Ｄ
研

修
会

報
告

書
）

進
展

し
て

い
な

い
。

進
展

し
て

い
な

い
。

4
)　

2
0
1
9
年

度
再

編
に

向
け

、
6
専

修
の

前
期

課
程

に
つ

い
て

、
　

年
度

ご
と

の
教

育
目

標
と

到
達

度
評

価
の

方
法

を
検

討
す

る
。

1
) 

院
生

室
前

の
共

有
ラ

ウ
ン

ジ
の

環
境

整
備

を
継

続
す

る
。

2
) 

倫
理

審
査

申
請

書
類

の
記

載
要

領
を

文
書

化
し

て
、

申
請

者

　
に

周
知

徹
底

を
図

る
。

5
) 

後
期

課
程

の
研

究
指

導
に

お
け

る
、

従
た

る
指

導
教

員
の

位
　

置
付

け
及

び
報

告
書

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
る

。

2 1
) 

F
D

研
修

会
に

お
い

て
、

分
野

を
超

え
た

研
究

内
容

の
紹

介
と

　
意

見
交

流
を

行
う

。
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グローバルカルチャー・コミュニケーション研究科 
（2016 年度～2018 年度） 

 
1．2016年度大学評価結果において検討を求められた事項に対する対応 
 基準 1．理念・目的『学部・研究科の目的の適切性については、各学部・研究科の「自己
点検・評価実施委員会」が責任主体となり、毎年度検証することになっているが、多くの学
部・研究科ではまだ本格的に稼働していない。今後は、関連規定等を整備するとともに、定
期的な検証を着実に行っていくことが求められる。』との指摘に対しては、次のように対応
している。博士前期課程おいては、「グローバル市民社会意識と異文化理解」という教育理
念のもと、学生は「言語文化コース」「交流文化コース」のいずれかを選択して、専門科目
と同様にコース科目を履修することで、研究科の理念・目的を意識することができるように
なっている。「言語文化コース」には、「コミュニケーションスタディーズ」「ランゲージス
タディーズ」「カルチャースタディーズ」、そして、「交流文化コース」には、「グローバルス
タディーズ」「エリアスタディーズ」「ツーリズムスタディーズ」と各コースには３つのスタ
ディーズが設けられ、理論的、実践的立場から専門に関する知見を深める科目が用意されて
いる。また、博士後期課程は、「グローバル社会の発展に理論面・実践面から貢献する」と
いう理念のもと、研究指導担当者によって研究指導が行われている。科目と研究科の目的の
適切性については、運営委員会、各コースで検討すべきであると結論付けた。今後は、「FD
及び自己点検・評価実施委員会」と「運営委員会」が連携して、毎年度検証できるように改
善を行っていく。 
基準 3．教員・教員組織『専任教員の定期的な業績評価は行われていないため、今後、組

織的かつ定期的に評価することが望まれる。』との指摘に対しては、毎年度「FD 及び自己
点検・評価実施委員会」で、専任教員の研究内容を発表している。本研究科は、専門分野が
多岐にわたっており、他の教員の研究内容について理解を深めることが目的となって実施
されている。今後は、専門分野ごとに、教員の定期的な業績評価を実施し、学生の指導に貢
献できる人材育成を目指していきたい。 
基準 4．教育内容・方法・成果（1）教育目標、学位授与方針、教育課程の編成・実施方

針『学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針の適切性については、毎年度末に「自己点
検・評価実施委員会」にて検証が行われ、改善が必要な場合は、研究科委員会に提起するこ
とになっているとしているが、「現在のディプロマ・ポリシーは、教育理念を繰り返したも
のであり、具体的なポリシーという形に表現されていない」状況にある。検証時期の変更を
検討しているとのことなので、今後の対応を期待したい。』との指摘を受けた。教育理念を
繰り返したものと指摘を受けたディプロマ・ポリシーは、2016 年度に変更し、さらに検討
を繰り返し、具体的なポリシーを示すために、2019 年度入学者に向けて再度変更した。ま
た、博士前期課程においては、コースに関連する理論や研究テーマを学ぶための「演習」「特
講」が用意されており、さらに、データ分析と発表のための「基礎科目」「関連科目」があ
る。これらの授業を履修することにより、２年次には、リサーチの技術を習得して修士論文
執筆へと学修をすすめることができる。そして、GCC 研究科開設以来、修士論文執筆に向
けて、年に 2回の発表会を実施し、予稿集の作成から発表、さらには専任教員全出席のもと
質疑応答がなされ、学生の教育課程の充実をはかっている。さらに、発表会を充実したもの
にするために、チェック用紙を作成し事前に学生の理解度を測るための資料として 2020 年
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度から活用するように検討がなされている。博士後期課程においては、毎年度「研究成果報
告書」の提出を義務付けているが、研究科委員会においてさらなる検討が必要であると考え
られる。 
基準 4．教育内容・方法・成果（2）教育課程・教育内容『各部局内での検証は「随時検

証を行う」という状態であり、定期化されたものではない。また、各教員に委ねている場合
もあり、システム化されたものとはいえないので、今後は定期的な検証システムを構築し、
機能させることが求められる。』との指摘を受けた。教育内容・方法については、各コース
による検討が必要となっているが、成果については、「修士論文 計画・構想・中間発表会」
の実施により、その結果を全教員が共有している。「成果」を検証し、教育内容・方法の改
善となる検証システムの構築は今後の課題である。また、入学後に提出される研究指導計画
表は、見直しがされておらず、2020 年度を目処に変更を検討している。研究指導計画表は
研究科委員会で報告され、年度末の報告書とともに、全教員が学生の研究内容を把握できる
ようになってはいるが、さらなる充実のための再考が求められる。博士後期課程についても
同様に、入学後に研究計画書が提出された後、研究科委員会において報告され、その成果も、
年度末の研究成果として担当教員から報告されている。博士前期・後期課程ともに、研究指
導の年間スケジュールが履修要覧に明示されている。 
基準 4．教育内容・方法・成果（3）教育方法『シラバスに基づいた授業の実施の検証に

ついては、講義の内容を専門分野としていない学生が履修している場合もあり、教員がシラ
バスに基づいた授業が行えていない場合もある。今後、改善に向けた検討が求められる。』
との指摘に対しては、専門分野に適合した「シラバス」が作成されているが、学生の在籍数
が少ないこともあり、履修者の多くが学部生である授業も少なくない。その場合、学生の理
解度を見ながら授業をすすめることで、シラバスに基づいた授業の実施が必ずしもできて
いるとは言えない。シラバスに基づいた授業の実施は、まずは、大学院生の確保、そして、
入学する学生の学力を維持するための改善が必要であると考えられる。広報委員会や運営
委員会が連携して、質を維持できる学生の募集に向けて改善・検討する必要があると考える。 
 基準 4．教育内容・方法・成果（3）教育方法『年に１度のＦＤ研修会においても、授業
の実践報告、研究分野と授業の関連性の議論、教育成果に関する意見交換を行っているとあ
り、これらの活動を着実に改善につなげることが求められる。』との指摘に関して、年に１
度開催の FD 研修会において、在籍する専任教員の専門分野の研究内容が報告されてきた
が、2019 年度をもって全教員の報告が完了することで、各教員の専門分野が周知される。
2020 年度以降は、研究分野と授業の関連性、それにともなうカリキュラムの編成・さらに
研究科規定の見直し等の検討に入る予定である。 
基準 5．学生の受け入れ『学生の受け入れの適切性については、各学部・研究科及び大学

全体として、検証するシステムは構築されていないので、今後整備されたい。』との指摘に
対しては、学内の学部との連携・情報交換により、学内推薦のシステムは構築され、適切な
形で学生を受け入れることができているが、その他の学生の受け入れ体制については積極
的な対策を講じていない。広報委員会が年に 2 回の広報活動を行っているが、その成果を
検証する必要がある。また、研究科全体としてのシステムの構築を提案していきたい。 
基準 7．教育研究等環境『人間情報学部、心理学部、健康医療科学部、福祉貢献学部、教

育学研究科、心理医療科学研究科ではそれぞれ倫理委員会があり研究倫理遵守のための規
程を整備・実行している。今後、その他の学部・研究科でも、体制作りが望まれる。』との
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指摘に対しては、「愛知淑徳大学グローバルカルチャー・コミュニケーション研究科倫理委
員会規程」を定め、2018 年 7月 1 日に施行した。規定に従って、倫理委員会は研究倫理遵
守のために活動を開始している。 
 
2．その他の取り組み 

2019 年度以降入学の学生対象に、博士前期課程は、カリキュラム・ポリシーを改善し、
「関連科目」「研修科目」「専門科目」「演習科目」「課題実践」の説明を履修要覧に明記した。
また、博士後期課程も 2018年度以前のものに修正を加えた。広報活動の一環として、2016
年度に GCC 研究科のパンフレットを作成したが、改訂版を出すことが今後の課題である。
また、志願者・入学者の数が減少していることは、GCC 研究科の存続にも大きく関わる問
題であり、多様化する志願者の学力と適性を評価するための 入学者選抜試験の内容につい
て入試委員会を中心として検討を行っている。同時に、カリキュラムの見直しを始め、退職
に伴う教員補充についても検討を開始した。教育理念・目的にあった教育内容、人材を確保
するための検討を今後も継続している。 
 
3．総括 
 博士前期課程が「言語文化コース」「交流文化コース」と分かれていることで、それぞれ
のコースの方針は明らかになっているが、GCC の教育理論との関連を学生に周知徹底する
ことがさらに求められていると考える。そのための教育内容、方法をさらに検討する必要が
ある。GCC 研究科は、文学部、交流文化学部、グローバル・コミュニケーション学部の学
生を集約できる研究科として設立されたが、その方向性をさらに明確に提示する必要があ
ると考える。また、多様な専門分野を学修できるという魅力がある一方で、必ずしも専門分
野を多角的に深く学修できる環境とは言えない。研究科のあり方そのものを根本的に考え
直す必要もあると思われる。 
 博士後期課程においては、在学生が不在であることが大きな問題点である。「時代の要請
に応える特に高度な技術と見識を有する専門職業人を養成する」「自立して活動できる研究
後継者を養成する」という目的に適合する研究指導内容が提供できるのかを、再度検討し、
研究指導者の確保をする必要がある。 
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担
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＜
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画
（
2
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度
～
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1
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度
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＞

＜
年
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計
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（
2
0
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6
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度
）
＞

進
捗

状
況

B B B

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達
成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
な
い

2
0
1
6
年

度
グ

ロ
ー

バ
ル

カ
ル

チ
ャ

ー
・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

研
究

科

１
．

 幅
広

い
内

容
を

扱
う

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
お

い
て

共
通

教
育

を
よ

り
充

実
さ

せ
る

一
方

、
多

彩
な

授
業

の
開

講
方

法
な

ど
を

再
度

検
討

す
る

。
２

．
 理

論
と

実
践

の
融

合
を

目
指

す
本

研
究

科
教

育
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

中
で

、
そ

れ
ぞ

れ
を

さ
ら

に
強

化
そ

し
て

融
合

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
一

層
魅

力
の

あ
る

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

構
築

を
目

指
す

。
３

．
 広

報
活

動
に

力
を

い
れ

る
こ

と
に

よ
り

、
よ

り
多

く
の

学
生

の
受

け
入

れ
を

目
指

す
。

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）
将

来
に

向
け

た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

１
．

研
究

や
実

践
に

つ
い

て
の

基
礎

的
知

識
や

態
度

を
養

う
た

め
に

コ
ー

ス
を

超
え

た
基

礎
教

育
の

充
実

を
検

討
す

る
。

博
士

前
期

課
程

新
入

生
に

対
し

て
、

年
度

当
初

に
自

ら
の

研
究

分
野

に
関

す
る

基
礎

的
な

文
献

を
最

低
2
0
冊

を
選

定
さ

せ
る

な
ど

、
基

礎
的

な
知

識
を

つ
け

る
た

め
の

指
導

は
な

さ
れ

た
。

ま
た

、
研

究
科

組
織

の
再

編
計

画
と
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に
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カ

リ
キ

ュ
ラ
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再
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に
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礎
科

目
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充
実
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図
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話
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合
わ

れ
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。
博

士
後

期
課

程
に

関
し

て
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コ
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設
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に

よ
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究
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す
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態
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台
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重
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し
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指
導

体
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の
明

確
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れ

た
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自
己

点
検

評
価

報
告

・
評

価
結

果
で

の
指

摘
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受
け

研
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デ
ィ

プ
ロ

マ
ポ
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（
資
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．
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事
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議

事
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７
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課
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識
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究
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向
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せ
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、
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学
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す
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2
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。
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す
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。
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、
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、
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す
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。
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専
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深
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研
修
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携
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検
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献
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点

検
・
評

価
の

結
果

）

Ｂ

２
．

博
士

前
期

課
程

で
は

コ
ー

ス
及

び
ス

タ
デ

ィ
ー

ズ
の

基
礎

的
知

識
を

さ
ら

に
強

化
す

る
た

め
開

講
科

目
の

検
討

を
す

る
。

博
士

前
期

課
程

、
後

期
課

程
の

両
課

程
に

お
い

て
、

学
修

プ
ロ

セ
ス

や
学

位
論

文
執

筆
に

関
す

る
形

式
・
内

容
な

ど
に

つ
い

て
学

生
た

ち
に

明
確

に
提

示
す

る
方

法
を

検
討

す
る

。

研
究

科
内

に
広

報
委

員
会

を
設

置
し

、
研

究
科

説
明

会
を

年
度

当
初

に
企

画
し

、
学

内
・
学

外
に

て
実

施
し

た
。

学
内

で
の

説
明

会
は

長
久

手
、

星
が

丘
の

両
キ

ャ
ン

パ
ス

に
て

前
期

、
後

期
と

も
実

施
し

（
資

料
１

　
第

１
回

G
C

C
研

究
科

委
員

会
議

題
　

報
告

事
項

４
(５

)及
び

資
料

3
）
、

学
外

で
は

近
隣

の
大

学
と

合
同

で
1
0
月

に
説

明
会

を
行

っ
た

（
資

料
２

　
第

３
回

G
C

C
研

究
科

議
事

録
審

議
事

項
1
(3

)・
合

同
ガ

イ
ダ

ン
ス

広
告

）
。

本
研

究
科

で
の

学
修

・
研

究
に

興
味

を
持

っ
て

い
る

人
々

に
対

し
て

研
究

科
の

現
状

と
今

後
に

つ
い

て
伝

え
、

出
願

に
向

け
て

の
促

進
の

機
会

に
な

っ
た

。
 一

方
、

新
た

な
研

究
科

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
作

製
は

着
手

す
る

の
が

遅
れ

、
い

ま
だ

構
想

段
階

で
あ

る
。

2
0
1
7
年

度
は

入
学

生
は

な
く
、

基
礎

的
知

識
の

強
化

に
関

す
る

実
践

は
実

行
は

で
き

な
か

っ
た

が
、

研
究

科
改

組
計

画
に

従
っ

て
、

大
学

院
に

お
け

る
研

究
活

動
の

基
礎

構
築

を
担

う
「
基

礎
科

目
」
の

位
置

づ
け

を
見

直
し

た
。

ま
た

、
修

論
指

導
に

あ
た

る
「
課

題
実

践
」
を

1
年

次
か

ら
履

修
さ

せ
（
資

料
3
　

第
４

回
G

C
C

研
究

科
議

題
　

審
議

事
項

１
（
１

）
、

資
料

２
１

）
、

こ
れ

ま
で

十
分

で
な

か
っ

た
研

究
計

画
立

案
、

実
行

と
い

う
プ

ロ
セ

ス
を

強
化

し
、

特
定

の
分

野
に

お
け

る
基

本
的

理
論

や
研

究
法

を
早

い
段

階
に

学
ぶ

体
制

を
取

り
つ

つ
あ

る
。

博
士

後
期

課
程

は
学

修
プ

ロ
セ

ス
を

履
修

要
覧

に
提

示
し

た
（
資

料
４

　
G

C
C

研
究

科
履

修
要

覧
p
.1

2
3
-
p
.1

2
4
）
。

2
0
1
7
年

度
グ

ロ
ー

バ
ル

カ
ル

チ
ャ

ー
・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

研
究

科

１
．

 幅
広

い
内

容
を

扱
う

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
お

い
て

共
通

教
育

を
よ

り
充

実
さ

せ
る

一
方

、
多

彩
な

授
業

の
開

講
方

法
な

ど
を

再
度

検
討

す
る

。

２
．

 理
論

と
実

践
の

融
合

を
目

指
す

本
研

究
科

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
中

で
、

そ
れ

ぞ
れ

を
さ

ら
に

強
化

そ
し

て
融

合
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

一
層

魅
力

の
あ

る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
構

築
を

目
指

す
。

３
．

 広
報

活
動

に
力

を
い

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

よ
り

多
く
の

学
生

の
受

け
入

れ
を

目
指

す
。
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
8
年

度
）
＞

進
捗

状
況

B B B

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）
将

来
に

向
け

た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

１
．

研
究

や
実

践
に

対
す

る
基

本
姿

勢
や

態
度

を
養

成
す

る
た

め
に

、
基

礎
科

目
の

内
容

を
検

討
す

る
一

方
、

研
究

指
導

の
体

制
の

早
期

構
築

な
ど

を
検

討
す

る
。

現
在

研
究

科
委

員
会

運
営

委
員

会
で

検
討

中
で

あ
る

。
さ

ら
に

継
続

検
討

す
る

。

計
画

内
容

学
外

広
報

を
積

極
的

に
進

め
る

。

同
上

2
0
1
8
年

度
グ

ロ
ー

バ
ル

カ
ル

チ
ャ

ー
・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

研
究

科

３
．

様
々

な
機

会
・
媒

体
を

活
用

し
、

特
に

学
内

学
部

生
に

向
け

て
の

広
報

活
動

を
さ

ら
に

活
発

化
す

る
。

年
2
回

両
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

説
明

会
を

行
っ

た
り

、
研

究
科

委
員

会
等

を
通

し
て

呼
び

か
け

、
本

年
度

は
5
名

の
志

願
者

が
得

ら
れ

た
。

２
．

現
在

の
研

修
科

目
を

再
考

し
専

門
領

域
に

直
結

し
た

研
修

科
目

を
検

討
す

る
。

「
外

国
語

教
育

実
践

演
習

（
短

期
）
」
及

び
「
地

域
文

化
交

流
研

修
（
短

期
）
」
に

関
し

て
、

シ
ラ

バ
ス

内
容

及
び

担
当

者
の

追
加

変
更

を
実

施
し

た
。

(資
料

１
.外

国
語

教
育

実
践

演
習

（
短

期
）
シ

ラ
バ

ス
変

更
 担

当
者

追
加

、
資

料
2
.地

域
文

化
交

流
研

修
（
短

期
）
担

当
者

変
更

・
追

加
）

１
．

 幅
広

い
内

容
を

扱
う

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
お

い
て

共
通

教
育

を
よ

り
充

実
さ

せ
る

一
方

、
多

彩
な

授
業

の
開

講
方

法
な

ど
を

再
度

検
討

す
る

。

２
．

 理
論

と
実

践
の

融
合

を
目

指
す

本
研

究
科

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
中

で
、

そ
れ

ぞ
れ

を
さ

ら
に

強
化

そ
し

て
融

合
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

一
層

魅
力

の
あ

る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
構

築
を

目
指

す
。

３
．

 広
報

活
動

に
力

を
い

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

よ
り

多
く
の

学
生

の
受

け
入

れ
を

目
指

す
。
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15.ビジネス研究科
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ビジネス研究科 
（2016 年度～2018 年度） 

 
1．2016年度大学評価結果において検討を求められた事項に対する対応 
 基準 1．理念・目的『学部・研究科の目的の適切性については、各学部・研究科の「自己
点検・評価実施委員会」が責任主体となり、毎年度検証することになっているが、多くの学
部・研究科ではまだ本格的に稼働していない。今後は、関連規定等を整備するとともに、定
期的な検証を着実に行っていくことが求められる。』との指摘をうけた。この指摘を受け、
2017 年度に「研究科の教育理念・目的の再確認」を行い、研究科規程（研究科の目的を含
む）を見直した。また 2017 年度には研究科理念・目的をはじめとし、関連する事項を議論
するために「FD及び自己点検・評価実施委員会」を設置した。 
 基準 3．教員・教員組織『教員の年齢構成比率に偏りがあるので、特定の年齢に著しく偏
らないよう改善の努力が望まれる。』との指摘を受けた。専任教員の採用時に年齢構成にも
配慮してきた。2016 年度から 2019 年度にかけて、若手教員を 3 人採用したことで年齢構
成のバランスがより適正なものになったと考えている。 
 基準 3．教員・教員組織『専任教員の定期的な業績評価は行われていないため、今後、組
織的かつ定期的に評価することが望まれる。』との指摘を受けた。この点については、全学
で実施されている業績データベースへの入力を徹底するなどの対応をしているが、研究科
内で「組織的かつ定期的に評価する」というレベルには達していない。採用や昇任について
は、全学の規程に基づいて審議している。 
 基準 4．教育内容・方法・成果（1）教育目標、学位授与方針、教育課程の編成・実施方
針『学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針の適切性については、今後「自己点検・評
価実施委員会」のもと検証を行う予定であるので、今後の取組みに期待したい。』との指摘
を受けた。「学位与方針及び教育課程の編成・実施方針の適切性」については、2016 年度・
2017 年度に議論し、履修要覧等の記載内容を見直した。しかしながら「半年に 1 度研究科
委員会において検証を行う」というような定期的な検証システムはいまだ構築できていな
い。2020年度以降は、研究科委員会の議題として定期的に検証していきたい。 
 基準 4．教育内容・方法・成果（2）教育課程・教育内容『各部局内での検証は「随時検
証を行う」という状態であり、定期化されたものではない。また、各教員に委ねている場合
もあり、システム化されたものとはいえないので、今後は定期的な検証システムを構築し、
機能させることが求められる。』との指摘を受けた。教育課程・教育内容の検証のひとつと
して、2019 年度には研究科の FD 研修会において成績分布やシラバスの記載内容の適切性
などを議論した。「定期的な検証システム」については、2020 年度の検討課題としたい。 
 基準 4．教育内容・方法・成果（2）教育課程・教育内容『マーケティング、ファイナン
スといった経営学の科目が、「ストラテジックマネジメント」の中の選択科目という位置づ
けであり、1科目ずつしかないため、「多種多様な分野にわたる広い見識と、論理的に考え、
構築した仮説を実証する能力を身につけることができ、問題を適切に解決する」能力やスキ
ルを育成できる適切なカリキュラムとなっているか、今後検討されたい。』との指摘を受け
た。この指摘については、2018 年度のカリキュラム改正の議論の中でも考慮されており、
適切に対応した。 
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 基準 4．教育内容・方法・成果（2）教育課程・教育内容『中期計画のなかで「専門分野
における『英語関連教育』の充実運営の推進」と「新学部体制スタートと合わせたグローバ
ルリーダー育成に向けた講義内容の修正」を掲げ、カリキュラム改訂を目指しているので、
今後の充実が望まれる。』との指摘をうけた。この指摘に対しては、2018 年度のカリキュラ
ム改正において、「グローバルビジネススキル」科目群や「プラクティカルビジネススキル」
科目群を設置することで対応した。 
 基準 4．教育内容・方法・成果（3）教育方法『シラバスの記載内容に関しては、1年間の
授業計画や成績評価基準にあいまいな記載が散見される。「成績評価基準は授業内で提示・
説明することになっている」とのことではあるが、シラバスの書式を変更しシラバス内での
説明ができるよう 2016(平成 28)年度から予定されている改善整備を確実に進めることが
望まれる。』との指摘を受けた。シラバスの記載内容については、年々改善が進んでおり、
授業計画や成績評価基準は明示されている。 
 基準 4．教育内容・方法・成果（3）教育方法『シラバスに基づいた授業の実施について
は、検証が行われていない。』との指摘を受けた。これについては、現時点で対応できてい
ない。今後の検討課題としたい。 
 基準 4．教育内容・方法・成果（3）教育方法『学力が二極化した学生のリメディアル教
育や社会人学生への対応等については、いっそうの取組みが求められる。』との指摘を受け
た。まず、学力の二極化については、現時点では大学院生が少ないためビジネス研究科では
問題になっていない。社会人学生に対しては、昼夜開講制とすることで対応している。 
 基準 5．学生の受け入れ『学生の受け入れの適切性については、各学部・研究科及び大学
全体として、検証するシステムは構築されていないので、今後整備されたい。』との指摘を
受けた。この点については、これまで研究科としては具体的な対応をしていない。 
 基準 7．教育研究等環境『人間情報学部、心理学部、健康医療科学部、福祉貢献学部、教
育学研究科、心理医療科学研究科ではそれぞれ倫理委員会があり研究倫理遵守のための規
程を整備・実行している。今後、その他の学部・研究科でも、体制作りが望まれる。』との
指摘を受けた。これに対しては、2016年度に規程を作成し、委員会を設置した。 
 
2．その他の取り組み 
 学生の受け入れに関連し、ビジネス研究科では、ビジネス学部と連携して、学部生向けの
進学説明会を 2018 年度から年 2 回開催している。また研究科独自のパンフレットを作成
し、すべてのビジネス学部生に配布している。一方、大学としては大学院生の奨学金制度を
充実させており、学部生の大学院進学への関心が高まっていると感じる。2020 年度にも複
数のビジネス学部生が進学する予定となっている。 
 
3．総括 
 今回検討を求められた点については、これまで適切に対応してきた。一部にまだ不十分な
点が残されているが、研究科の FD 及び自己点検・評価実施委員会を中心に議論し、2020
年度中には対応可能であろうと考えている。 
 ビジネス研究科の直近の課題は学生数を確保である。教育研究活動の充実を図るととも
に、学部生への広報活動も積極的に行っていきたい。 
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
6
年

度
）
＞

進
捗

状
況

B B B A C B B A A A B

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

2
0
1
6
年

度
ビ

ジ
ネ

ス
研

究
科

基
本

：
２

０
１

６
年

度
よ

り
開

始
さ

れ
る

新
学

部
体

制
に

合
わ

せ
た

上
部

組
織

と
し

て
研

究
科

体
制

整
備

１
．

研
究

科
の

知
名

度
向

上
に

向
け

た
広

報
活

動
の

強
化

と
そ

れ
を

支
え

る
講

義
内

容
の

更
な

る
高

度
化

推
進

２
．

専
門

分
野

に
於

け
る

「
英

語
関

連
教

育
」
の

充
実

運
営

の
推

進
３

．
ビ

ジ
ネ

ス
に

必
要

な
チ

カ
ラ

を
幅

広
く
習

得
で

き
る

学
習

環
境

の
整

備

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

基
本

：
企

業
等

の
実

社
会

で
活

躍
し

う
る

問
題

解
決

能
力

を
備

え
た

ビ
ジ

ネ
ス

パ
ー

ソ
ン

、
高

度
に

専
門

的
な

職
業

人
と

し
て

の
資

格
取

得
者

、
あ

る
い

は
ビ

ジ
ネ

ス
に

関
す

る
独

立
し

た
研

究
者

等
を

養
成

す
る

た
め

の
教

育
研

究
を

行
う

基
盤

を
構

築
す

る
。

１
．

研
究

科
の

目
的

の
適

切
性

、
な

ら
び

に
教

育
課

程
や

教
育

内
容

等
が

研
究

科
の

理
念

・
目

的
に

整
合

性
を

有
す

る
か

否
か

を
定

期
的

に
検

証
す

る
仕

組
み

と
し

て
、

自
己

点
検

・
評

価
実

施
委

員
会

と
教

務
委

員
会

合
同

の
検

討
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
を

 2
0
1
6
 年

度
よ

り
年

 1
 回

実
施

す
る

。

自
己

点
検

・
評

価
実

施
委

員
会

と
教

務
委

員
会

合
同

の
検

討
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
を

2
0
1
7
年

3
月

に
開

催
す

る
旨

，
決

定
し

た
（
資

料
１

．
H

2
8
年

度
第

２
回

自
己

点
検

・
評

価
実

施
委

員
会

議
事

録
-
2
（
1
）
）
。

2
0
1
8
年

度
の

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

編
成

に
あ

わ
せ

て
，

検
証

す
る

こ
と

と
す

る
。

２
．

教
員

の
編

成
方

針
の

明
文

化
を

行
う

。
.

B
評

価
の

項
目

で
あ

る
が

，
左

記
の

通
り

，
学

部
で

議
論

を
継

続
す

る
の

で
，

研
究

科
の

2
0
1
7
年

度
計

画
に

は
含

め
な

い
。

３
．

教
員

の
業

績
評

価
の

仕
組

み
構

築
を

F
D

委
員

会
と

教
務

委
員

会
の

連
携

に
よ

り
行

う
。

全
教

員
が

毎
年

報
告

し
て

い
る

「
教

育
研

究
業

績
シ

ス
テ

ム
」
の

内
容

を
，

究
科

の
F
D

研
修

会
の

際
に

，
毎

年
確

認
す

る
こ

と
を

承
認

し
た

（
資

料
１

-
2
（
3
）
）
。

た
だ

し
2
0
1
6
年

度
の

F
D

研
修

会
は

別
の

テ
ー

マ
で

実
施

し
た

。
2
0
1
7
年

度
か

ら
は

，
F
D

研
修

会
の

中
で

，
確

認
す

る
こ

と
と

す
る

。

４
．

教
育

目
標

、
学

位
授

与
方

針
、

教
育

課
程

の
編

成
、

実
施

方
針

の
適

切
性

に
関

す
る

検
証

を
３

月
の

研
究

科
委

員
会

に
お

い
て

行
う

。
3
月

の
研

究
科

委
員

会
で

行
っ

た
（
資

料
２

．
H

2
8
年

度
第

1
1
回

研
究

科
委

員
会

議
事

録
-
審

議
事

項
3
）
。

2
0
1
8
年

度
の

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

編
成

に
あ

わ
せ

て
，

検
証

す
る

こ
と

と
す

る
。

５
．

博
士

後
期

課
程

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
に

お
い

て
、

各
コ

ー
ス

の
構

成
内

容
、

区
分

・
構

成
の

意
図

に
つ

い
て

、
明

文
化

を
行

う
2
0
1
8
年

度
に

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

再
編

が
予

定
さ

れ
て

い
る

た
め

，
今

年
度

中
は

議
論

を
保

留
し

た
。

2
0
1
8
年

度
の

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

編
成

に
あ

わ
せ

て
，

明
文

化
す

る
こ

と
と

す
る

。

６
．

卒
業

生
の

学
部

教
育

に
対

す
る

評
価

を
測

定
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
（
2
0
1
6
年

度
３

月
よ

り
毎

年
１

回
）
。

3
 年

以
上

か
け

た
修

了
を

目
指

し
た

す
場

合
の

履
修

モ
デ

ル
を

 2
0
1
6
 年

度
に

検
討

、
決

定
し

、
社

会
人

学
生

に
対

し
最

初
か

ら
 3

 年
以

上
の

時
間

を
か

け
て

修
了

で
き

る
よ

う
な

計
画

的
履

修
指

導
を

提
案

す
る

。

卒
業

生
に

対
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

は
学

部
で

実
施

済
。

2
0
1
8
年

度
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

再
編

に
合

わ
せ

て
，

3
年

な
い

し
4
年

間
で

修
了

す
る

履
修

モ
デ

ル
等

を
検

討
す

る
こ

と
が

承
認

さ
れ

た
（
資

料
1
-
2
（
6
）
）
。

2
0
1
8
年

度
の

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

編
成

に
あ

わ
せ

て
，

検
討

す
る

こ
と

と
す

る
。

７
．

2
0
1
6
年

度
よ

り
「
ビ

ジ
ネ

ス
研

究
科

科
目

検
討

委
員

会
」
を

立
ち

上
げ

、
シ

ラ
バ

ス
と

科
目

の
整

合
性

、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
質

向
上

に
つ

い
て

検
討

す
る

新
委

員
会

を
立

ち
上

げ
る

の
で

は
な

く
，

教
務

委
員

会
に

お
い

て
検

討
す

る
こ

と
が

承
認

さ
れ

た
（
資

料
１

-
2
（
7
）
）
。

こ
れ

は
ビ

ジ
ネ

ス
学

部
と

同
様

の
措

置
で

あ
る

。
2
0
1
7
年

度
は

，
教

務
委

員
を

増
員

し
て

本
件

に
対

処
す

る
。

８
．

修
士

論
文

、
構

想
報

告
、

中
間

報
告

に
お

け
る

議
事

録
報

告
書

を
学

生
に

作
成

さ
せ

る
。

記
載

の
通

り
実

施
す

る
こ

と
を

承
認

し
た

（
資

料
１

-
2
（
8
）
）
。

ま
た

，
1
1
月

に
は

，
後

期
課

程
の

学
生

2
人

が
博

士
論

文
の

中
間

報
告

会
の

議
事

録
を

作
成

し
た

（
資

料
３

．
H

2
8
年

度
第

7
回

研
究

科
委

員
会

議
事

録
－

報
告

事
項

8
）
。

１
１

．
グ

ロ
ー

バ
ル

リ
ー

ダ
ー

育
成

に
向

け
た

講
義

内
容

の
修

正
と

し
て

、
英

語
で

の
授

業
他

対
応

可
能

な
教

員
の

英
語

で
の

授
業

の
さ

ら
な

る
推

進
2
0
1
8
年

度
の

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
編

成
に

お
い

て
，

バ
イ

リ
ン

ガ
ル

科
目

を
複

数
設

置
す

る
こ

と
を

承
認

し
た

（
資

料
１

-
2

（
1
1
）
）
。

2
0
1
8
年

度
の

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

編
成

に
あ

わ
せ

て
，

検
討

す
る

こ
と

と
す

る
。

９
．

研
究

科
主

催
の

講
演

会
を

開
く
と

い
っ

た
新

た
な

情
報

発
信

を
行

う
。

ま
た

、
学

部
４

年
生

に
対

し
研

究
科

開
放

科
目

の
受

講
を

促
す

こ
と

や
昼

夜
開

講
制

の
充

実
等

を
図

る
。

2
0
1
6
年

1
2
月

に
，

ビ
ジ

ネ
ス

学
部

と
合

同
で

，
講

演
会

「
世

界
を

俯
瞰

す
る

（
講

師
・
永

久
寿

夫
氏

・
P

H
P

総
研

）
」
を

開
催

し
た

（
資

料
４

．
ビ

ジ
ネ

ス
学

部
・
研

究
科

講
演

会
）
。

今
年

度
は

の
べ

4
3
人

の
4
年

生
が

，
研

究
科

開
放

科
目

を
受

講
し

た
。

ま
た

，
学

部
の

新
4
年

生
に

対
し

て
は

，
3
月

2
2
日

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

時
に

，
研

究
科

開
放

科
目

に
つ

い
て

説
明

す
る

予
定

で
あ

る
（
資

料
５

．
研

究
科

開
放

科
目

の
受

講
に

つ
い

て
）
。

2
0
1
6
年

度
よ

り
，

昼
夜

開
講

制
を

意
識

し
て

，
教

員
の

時
間

割
編

成
を

行
っ

て
い

る
。

１
０

．
講

義
内

容
の

高
度

化
が

ビ
ジ

ネ
ス

研
究

科
の

知
名

度
向

上
に

資
す

る
も

の
か

の
再

検
討

を
行

う
。

検
討

し
た

結
果

，
講

義
内

容
の

高
度

化
が

必
ず

し
も

知
名

度
向

上
に

資
す

る
も

の
と

は
な

ら
な

い
と

の
結

論
に

い
た

っ
た

（
資

料
１

-
2
（
1
0
）
）
。
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
7
年

度
）
＞

進
捗

状
況

A A A A A A A C C A

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ

で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

③
教

育
目

標
，
学
位
授
与
方
針

，
教

育
課

程
の

編
成

，
実

施
方
針

等
の

適
切
性
の
検
証

３
．
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な
チ
カ
ラ
を
幅

広
く
習

得
で
き
る
学

習
環

境
の

整
備

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

研
究

科
規

程
（
資

料
1
-
①

-
１
「
ビ
ジ
ネ
ス
研

究
科

規
程

」
第

1
条

）
を
見

直
し
た
。
教

務
委

員
会

に
て

内
容

を
再

確
認

し
た
（
資

料
1
-
①

-
２
「
教

務
委

員
会

議
事

録
（
2
0
1
8
年

3
月

）
」
）
。

現
状

の
体

制
を
維

持
す
る
こ
と
を
確

認
し
た
（
資

料
1
-
②

F
D
及

び
自

己
点

検
評

価
委

員
会

議
事

録
(2
0
1
8
年

1
月

）
。

2
0
1
7
年

度
ビ
ジ
ネ
ス
研

究
科

②
社

会
人

学
生
に
つ
い
て
は
，
3
年

以
上

を
か

け
た
履

修
モ

デ
ル
の

提
示

２
．
2
0
1
8
年
度

の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

詳
細

を
検

討
す
る

①
学

部
卒

業
生
か
ら
社
会
人
ま
で
，
幅

広
い
層

が
履

修
で
き

る
魅
力

的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成

計
画

内
容

基
本

：
２
０
１
６
年
度
よ
り
開
始
さ
れ

る
新

学
部

体
制

に
合

わ
せ

た
上

部
組
織

と
し
て
研

究
科

体
制

整
備

１
．
研
究

科
の

知
名
度
向
上
に
向

け
た
広

報
活

動
の

強
化

と
そ
れ

を
支

え
る
講

義
内

容
の

更
な
る
高

度
化

推
進

２
．
専
門

分
野

に
於
け
る
「
英
語

関
連

教
育

」
の

充
実

運
営

の
推

進

1
．
2
0
1
8
年

度
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
移

行
に
あ
わ

せ
て
，
研

究
科
の

体
制

を
整
備
す
る

①
研

究
科

の
教
育
理
念
・
目
的
の

再
確

認

②
研

究
科

の
運
営
体
制
の
検
討

④
博

士
後

期
課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
の

明
文

化
履

修
要

覧
に
掲

載
し
た
（
資

料
1
-
③

-
1
「
2
0
1
8
年

度
ビ
ジ
ネ
ス
研

究
科

履
修

要
覧

（
1
）
」
C
P
の

博
士

後
期

課
程

の
項

）
。

５
．
博
士

後
期

課
程
の
学
位
論

文
の

審
査

基
準

を
明

文
化

す
る

履
修

要
覧

に
掲

載
し
た
（
資

料
５
「
2
0
1
8
年

度
ビ
ジ
ネ
ス
研

究
科

履
修

要
覧

（
2
）
」
５
（
4
）
博

士
論

文
の

審
査

の
項

）
。

年
度

内
に
実

施
で
き
な
か

っ
た
。

③
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
向

け
た
講

義
形

式
・
内

容
の
検

討

３
．
教
員

の
「
教
育
研
究
業
績
」
を
評

価
す
る
仕

組
み

を
検

討
す
る

４
．
シ
ラ
バ

ス
の
内
容
，
授
業
内
容

の
質

向
上

に
つ
い
て
検

討
す
る

年
度

内
に
実

施
で
き
な
か

っ
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
学

部
・
研

究
科

の
教

員
構

成
は

原
則

同
じ
で
あ
る
た

め
，
2
0
1
8
年

度
以

降
は

学
部

で
の

検
討

事
項

と
す
る
。

2
0
1
8
年

度
は

よ
り
具

体
的

な
目

標
設

定
と
す
る
（
2
0
1
8
年

度
・
年

度
計

画
の

１
-
①

と
１
-
②

）
。

2
0
1
8
年

度
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
，
専

門
的

職
業

人
コ
ー
ス
，
研

究
者

養
成

コ
ー
ス
を
設

置
し
た

（
資

料
２
-
①

「
2
0
1
8
年

度
ビ
ジ
ネ
ス
研

究
科

前
期

課
程

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表

」
）
。

2
0
1
8
年

度
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
，
グ
ロ
ー
バ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル

分
野

を
設

置
し
た
（
資

料
２
-

①
「
2
0
1
8
年

度
ビ
ジ
ネ
ス
研

究
科

前
期

課
程

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表

」
）
。

履
修

要
覧

（
資

料
1
-
③

-
1
「
2
0
1
8
年

度
ビ
ジ
ネ
ス
研

究
科

履
修

要
覧

（
1
）
」
）
の

改
訂

作
業

を
通

じ
て

検
証

し
た
。
教

務
委

員
会

に
て
内

容
を
再

確
認

し
た
（
資

料
1
-
②

「
教

務
委

員
会

議
事

録
（
2
0
1
8
年

3
月

）
」
）
。

社
会

人
学

生
の

ニ
ー
ズ
が

「
3
年

以
上

か
け
て
の

修
了

」
に
は

な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。
そ
の

上
で
，

社
会

人
学

生
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
の

コ
ー
ス
と
し
て
，
2
0
1
8
年

度
か

ら
「
専

門
的

職
業

人
コ
ー
ス
」

を
設

置
し
た
（
資

料
２
-
①

「
2
0
1
8
年

度
ビ
ジ
ネ
ス
研

究
科

前
期

課
程

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表

」
）
。

将
来

に
向

け
た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
8
年

度
）
＞

進
捗

状
況

A C B A A C

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

2
0
1
8
年

度
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科

２
．
教
育
・
研
究
の
質
の
向
上

②
実
践
科
目
群
の
内
容
検
討

今
年

度
は

受
講

生
不

在
で
あ
っ
た
。

将
来

に
向

け
た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

院
生

用
P
C
の

入
れ

替
え
，
S
P
S
S
の

更
新

な
ど
を
実

施
し
た
。
（
資

料
2
，
P
C
の

伺
い
書

，
資

料
3
，
S
P
S
S

の
伺

い
書

）

１
．
2
0
1
9
年
度
の
2
専
修
制
に
向
け
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
点

①
基
礎
科
目
（
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
デ
ィ
ベ
ー
シ
ッ
ク
）
の
内
容

検
討

2
0
1
8
年

1
1
月

の
研

究
科

F
D
研

修
会

の
テ
ー
マ
と
し

て
議

論
し
た
。
た
だ
し
，
受

講
生

は
学

部
4
年

生
で

あ
っ
た
。
（
資

料
1
，
2
0
1
8
年

度
研

究
科

F
D
研

修
会

）

院
生
の
受
講
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
，
引
き
続

き
，
2
0
1
9
年
度
の
年
度
計
画
と
す
る
。

院
生
の
受
講
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
，
引
き
続

き
，
2
0
1
9
年
度
の
年
度
計
画
と
す
る
。

①
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
へ
の
対
応
（
各
開
講
科
目
に
お

い
て
英
語
の
利
用
率
を
高
め
る
等
）

②
院
生
に
対
す
る
支
援
の
充
実
（
院
生
研
究
室
の
機
器
整

備
等
）

計
画

内
容

１
．
2
専
修
制
に
向
け
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
点
検
・
整
備

２
．
教
育
・
研
究
の
質
向
上

３
．
広
報
活
動
の
充
実
と
学
生
の
確
保

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

原
価

計
算

特
講

Ⅰ
・
Ⅱ

等
，
専

門
科

目
の

一
部

で
，

英
文

テ
キ
ス
ト
に
よ
る
講

義
を
実

施
し
て
い
る
。
(資

料
5
，
原

価
計

算
特

講
Ⅰ

の
シ
ラ
バ

ス
，
資

料
6
，
原

価
計

算
特

講
Ⅱ

の
シ
ラ
バ

ス
）

①
学
部
生
へ
の
広
報
活
動
の
強
化

②
資
格
試
験
へ
の
対
応
の
検
討

３
．
広
報
活
動
の
充
実
と
学
生
の
確
保

対
象
科
目
の
拡
充
を
図
り
，
引
き
続
き
，
2
0
1
9
年
度

の
年
度
計
画
と
す
る
。

関
係

教
員

を
中

心
に
今

後
，
議

論
し
て
い
き
た
い
。

引
き
続
き
、
2
0
1
9
年
度
の
年
度
計
画
と
す
る
。

研
究

科
独

自
の

パ
ン
フ
を
7
月

に
作

成
，
全

学
部

生
に
配

布
し
た
。
7
月

と
1
2
月

に
学

部
生

向
け
の

説
明

会
を
実

施
し
た
。
（
資

料
4
，
ビ
ジ
ネ
ス
研

究
科

パ
ン

フ
レ
ッ
ト
）

パ
ン
フ
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
や
説
明
会
の
開
催
内
容
の

充
実
な
ど
を
は
か
り
，
引
き
続
き
，
2
0
1
9
年
度
の
年

度
計
画
と
す
る
。
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16.学生部（学生生活関連） 
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学生部（学生生活関連） 
（2016 年度～2018 年度） 

 
1．2016年度大学評価結果において検討を求められた事項に対する対応 
 基準 6．学生支援『大学の理念に基づき、「愛知淑徳大学という学生と教職員から成る共
同体において、学生に付与されている権利と義務、自由と責任」を「キャンパス・ライフの
指針」として示し、新入生に配付する冊子『GUIDEPOSTGUIDEPOST』に掲載している。
今後は、この指針に基づきどのような学生支援を行うのかを定めた学生支援の方針を定め
ることが望まれる。』との指摘を受け、「学生支援の方針」を定め、2017 年度より
『GUIDEPOST』に掲載した。［修学支援の方針］［生活支援の方針］［進路支援の方針］に
ついてそれぞれ具体的に定め支援内容を記載している。 
［修学支援の方針］アドバイザー制度、障がい学生の支援、奨学金制度について 
［生活支援の方針］学生相談室、保健管理室、ジェンダー・女性学研究所、愛知淑徳大学

クリニック、コミュニティ・コラボレーションセンター、ハラスメント防止委員会での支援
について 
［進路支援の方針］キャリアセンターでの支援について 

 
2．その他の取り組み 
＜奨学金＞ 
本学独自の奨学金は年 2 回の募集に対し、後期の申請者が採用人数を下回ることが続い

たため、制度の周知に努め、2018 年度からは前・後期とも定員を満たし、支援を充実させ
ることができた。 
かねてよりの検討事項であった成績優秀者への奨学金は、大学院は 2019 年度から実施、

学部も 2020 年度から実施予定である。 
＜障がい学生支援＞ 
障がいのある入学生が増加していることから、視覚障がい学生の支援として構内の点字

ブロックや階段の手摺り等を整備している。聴覚障がい学生の支援としてパソコンテイク
支援を行う学生の増員や技術向上のために支援学生養成講座を 2019年度から開始し、2020
年度は更に充実させる予定である。肢体不自由学生の支援として必要箇所にスロープを設
置する改修工事を行った。その他、健常学生の支援意識を向上させるため『障がいのある学
生のサポートガイド』を作成し、新入生全員に配付した。 
＜課外活動への支援＞ 
学生のクラブ活動での活躍をホームページ等で広く学内外に紹介するとともに、活動内

容に興味を持ってもらえるよう 2018 年度からクラブ・同好会の紹介冊子を全面カラー印刷
とし、写真も多く掲載する仕様に変更した。 
 クラブ活動に限らず個人での活動も学生表彰の対象となることを学生に周知するため、
教育支援システム CampusSquare の掲示板に表彰制度の詳細と自薦を受け付けている旨を
掲載した結果、自己推薦の学生が表彰された。 
 
3．総括 
 本学独自の奨学金は、必要としている学生が十分活用できるように制度の見直しや周知
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方法を工夫し、支援を充実させることができた。学部生を対象に 2020 年度からの高等教育
修学支援制度の開始に伴い、経済支援に代わる成績優秀者への奨学金を新設するが、今後も
学納金の分納・延納の申請および未納者の家計状況に応じて適切なアドバイスをするとと
もに、奨学金制度の見直しを検討していく。 
障がい学生の支援については、学生が相談しやすい体制を整え、相談内容は障がい学生支援
委員会、障がい学生支援担当者、所属学部・学科等で共有、連携し、支援に取り組んでいる。
健常学生の理解、協力も不可欠であることから『障がいのある学生のサポートガイド』を作
成し、意識向上に努めている。 
 課外活動支援として、表彰制度の周知、表彰学生の広報、クラブ・同好会の紹介冊子の仕
様変更などを行ったが、今後も学生生活を充実させる要素の一つとして、より良い支援のあ
り方を検討していく。 
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
6
年

度
）
＞

進
捗

状
況

C A B B C

進
捗

状
況

A
：
計
画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

2
0
1
6
年

度
学

生
部

（
学

生
生

活
関

連
）

1
.

奨
学

金
制

度
の

整
備

・
充

実
こ

れ
ま

で
の

奨
学

金
制

度
を

学
生

・
教

員
に

周
知

し
、

さ
ら

に
そ

の
内

容
を

拡
充

す
る

2
.

ワ
ー

ク
ス

タ
デ

ィ
制

度
（
L
A

等
）
制

度
の

導
入

入
学

後
の

生
活

支
援

並
び

に
個

々
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
目

的
と

し
た

ワ
ー

ク
ス

タ
デ

ィ
（
仮

称
：
例

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

サ
ポ

ー
ト

、
資

格
取

得
サ

ポ
ー

ト
、

P
C

サ
ポ

ー
ト

、
障

が
い

支
援

サ
ポ

ー
ト

）
制

度
を

確
立

す
る

3
.

愛
校

心
の

育
成

活
躍

す
る

学
生

の
露

出
度

を
高

め
（
積

極
的

広
報

並
び

に
表

彰
制

度
の

改
正

も
含

む
）
、

全
学

的
な

体
制

で
正

課
外

活
動

や
そ

の
応

援
活

動
を

支
援

す
る

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

1
.

現
状

の
本

学
奨

学
金

に
つ

い
て

、
学

納
金

滞
納

者
へ

の
督

促
が

行
わ

れ
る

時
期

に
広

報
活

動
を

強
化

す
る

。
2
0
1
5
年

度
は

最
終

的
に

定
員

に
満

た
な

か
っ

た
奨

学
金

も
あ

っ
た

た
め

、
ま

ず
は

そ
の

問
題

点
を

精
査

し
て

定
員

を
満

た
し

た
の

ち
に

、
採

用
枠

の
増

加
を

目
指

す
。

本
学

奨
学

金
の

中
に

は
、

2
0
1
6
年

度
も

定
員

に
満

た
な

い
も

の
が

あ
っ

た
。

応
募

条
件

が
厳

し
い

の
で

は
な

い
か

と
の

声
も

聞
か

れ
る

が
、

応
募

条
件

を
見

直
す

の
で

は
な

く
、

当
面

、
よ

り
効

果
的

な
広

報
の

方
法

を
検

討
す

る
。

学
納

金
の

延
納

・
分

納
を

申
請

す
る

学
生

も
多

い
こ

と
か

ら
、

延
納

・
分

納
の

受
付

窓
口

で
あ

る
経

理
事

務
室

お
よ

び
管

理
事

務
室

カ
ウ

ン
タ

ー
に

奨
学

金
の

案
内

を
掲

出
ま

た
は

配
付

す
る

。

2
-
a.

　
視

覚
障

が
い

（
全

盲
）
の

学
生

が
入

学
す

る
た

め
、

学
科

と
も

連
携

し
て

サ
ポ

ー
ト

の
組

織
化

を
図

る
。

長
久

手
キ

ャ
ン

パ
ス

で
の

全
盲

学
生

の
受

け
入

れ
は

初
め

て
で

あ
っ

た
が

、
試

行
錯

誤
を

重
ね

な
が

ら
、

学
科

や
本

人
と

緊
密

な
連

携
を

取
り

こ
の

学
生

の
学

生
生

活
を

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
る

。
（
根

拠
資

料
1
,2

,3
,4

）

学
内

工
事

（
健

康
栄

養
学

科
の

専
用

棟
新

築
工

事
）
の

都
合

で
実

施
で

き
な

か
っ

た
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
の

敷
設

工
事

を
行

い
、

全
盲

学
生

の
学

内
移

動
を

支
援

す
る

。

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

2
-
b.

 L
A

等
の

ワ
ー

ク
ス

タ
デ

ィ
制

度
の

本
学

へ
の

導
入

を
検

討
す

る
に

あ
た

り
、

他
大

学
の

現
状

や
問

題
点

な
ど

の
情

報
を

収
集

す
る

と
と

も
に

、
本

学
の

各
部

署
が

す
で

に
採

用
・
活

用
し

て
い

る
学

生
ス

タ
ッ

フ
を

本
学

の
ワ

ー
ク

ス
タ

デ
ィ

制
度

と
し

て
一

本
化

す
る

こ
と

が
可

能
か

ど
う

か
を

検
討

す
る

。

2
0
1
6
年

9
月

に
本

学
が

開
催

校
と

な
り

開
催

さ
れ

た
「
東

海
・
北

陸
・
近

畿
地

区
学

生
指

導
研

究
会

　
第

3
9
回

東
海

地
区

部
課

長
研

究
会

」
に

お
い

て
他

大
学

の
ワ

ー
ク

ス
タ

デ
ィ

制
度

に
関

す
る

情
報

を
収

集
し

た
が

、
本

学
の

制
度

の
一

本
化

に
は

着
手

で
き

て
い

な
い

。

ワ
ー

ク
ス

タ
デ

ィ
制

度
を

導
入

し
、

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

他
大

学
の

例
を

参
考

に
し

て
、

さ
ら

に
検

討
を

進
め

る
。

3
.

ク
ラ

ブ
活

動
や

個
人

で
活

躍
し

た
学

生
の

表
彰

制
度

は
あ

る
が

、
具

体
的

な
内

容
を

学
内

に
広

く
紹

介
す

る
機

会
が

な
い

た
め

、
ど

の
よ

う
な

功
績

で
あ

っ
た

か
を

本
人

に
取

材
し

て
H

P
等

に
掲

載
す

る
。

ま
た

、
成

績
優

秀
者

に
対

す
る

表
彰

制
度

を
検

討
す

る
。

ク
ラ

ブ
活

動
に

限
ら

ず
個

人
で

の
活

動
も

表
彰

の
対

象
と

な
る

こ
と

を
学

生
に

周
知

す
る

た
め

、
教

育
支

援
シ

ス
テ

ム
C

am
pu

sS
qu

ar
e
の

掲
示

板
に

表
彰

制
度

の
詳

細
と

自
薦

を
受

け
付

け
て

い
る

旨
を

掲
載

し
た

。
そ

の
結

果
、

学
生

か
ら

自
己

申
請

が
あ

っ
た

。
成

績
優

秀
者

の
表

彰
に

つ
い

て
は

、
当

面
現

在
の

表
彰

制
度

を
継

続
す

る
。

以
前

は
学

長
表

彰
・
学

生
部

長
表

彰
の

表
彰

式
（
３

月
）
の

終
了

後
に

学
生

を
取

材
し

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
紹

介
し

て
い

た
が

、
そ

の
企

画
を

復
活

さ
せ

、
学

生
の

活
躍

の
状

況
を

広
報

す
る

こ
と

に
す

る
。

ま
た

、
ク

ラ
ブ

活
動

の
試

合
や

発
表

会
に

関
す

る
広

報
の

在
り

方
に

つ
い

て
も

検
討

を
行

う
。

4
.

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

制
に

関
す

る
教

員
の

理
解

・
認

識
を

深
め

る
た

め
、

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

業
務

に
関

す
る

ガ
イ

ダ
ン

ス
等

の
実

施
を

検
討

す
る

。
学

部
・
研

究
科

の
F
D

委
員

会
で

ガ
イ

ダ
ン

ス
の

実
施

を
検

討
し

て
い

る
が

、
今

年
度

は
実

施
で

き
て

い
な

い
。

今
後

も
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
制

度
の

認
識

を
深

め
る

た
め

  
  

の
方

法
を

検
討

す
る

。
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
7
年

度
）
＞

進
捗

状
況

Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｃ

進
捗

状
況

A
：
計

画
が

達
成

で
き

て
い

る
、

も
し

く
は

ほ
ぼ

で
き

て
い

る
、

　
Ｂ

：
計

画
を

実
行

し
て

い
る

が
、

ま
だ

達
成

で
き

て
い

な
い

、
　

Ｃ
：
計

画
を

実
行

し
て

い
な

い

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
記

事
を

5
月

3
1
日

発
行

の
「
学

園

3
.

本
学

で
は

ク
ラ

ブ
活

動
で

顕
著

な
成

績
な

ど
を

残
し

た
2
0
1
6
年

度
の

学
生

表
彰

式
（
2
0
1
7
年

3
月

1
4
日

）
学

生
や

、
個

人
で

活
躍

し
た

学
生

に
対

し
て

表
彰

を
行

っ
て

の
様

子
を

企
画

室
に

取
材

し
て

も
ら

い
、

受
賞

学
生

き
て

い
な

い
。

員
会

の
設

置
を

提
案

し
た

い
。

い
る

が
、

表
彰

の
対

象
と

な
っ

た
具

体
的

な
内

容
を

、
表

彰

で
き

る
か

を
引

き
続

き
検

討
す

る
。

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
学

内
の

さ
ま

ざ
ま

な
部

署
が

関
わ

る
作

業
と

な
る

た
ま

た
、

ワ
ー

ク
ス

タ
デ

ィ
制

度
に

つ
い

て
は

検
討

で

員
で

使
用

で
き

な
い

な
ど

の
不

都
合

が
あ

る
。

ス
で

周
知

し
、

理
解

を
深

め
る

よ
う

指
導

す
る

。
ス

タ
ッ

フ
に

つ
い

て
、

ワ
ー

ク
ス

タ
デ

ィ
制

度
と

し
て

規
程

化
周

り
の

学
生

の
理

解
を

深
め

る
教

育
方

法
を

再
検

ま
た

、
ワ

ー
ク

ス
タ

デ
ィ

制
度

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
タ

ー
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
等

）
が

採
用

し
て

い
る

学
生

（
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
学

生
が

教
室

移
動

の
際

に
、

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

が
満

完
了

し
た

が
、

全
盲

の
学

生
の

他
に

も
、

肢
体

不
す

く
解

説
し

た
サ

ポ
ー

ト
ガ

イ
ド

を
作

成
し

、
2
0
1
8
年

検
討

す
る

。
で

き
な

か
っ

た
（
資

料
5
 議

題
1
、

資
料

6
 議

題
1
）

も
本

学
の

奨
学

金
制

度
と

募
集

期
間

な
ど

の
周

知
を

図
り

、
学

生
と

の
面

談
時

に
役

立
て

て
い

た
だ

く

い
て

行
う

と
と

も
に

、
そ

の
他

の
障

が
い

の
あ

る
学

生
に

対
す

こ
と

に
す

る
。

ま
た

、
現

在
、

成
績

が
優

秀
な

大
学

院
生

に
対

す

る
よ

り
良

い
サ

ポ
ー

ト
方

法
を

検
討

す
る

。
ま

た
、

各
部

署
自

由
の

た
め

車
椅

子
や

補
助

具
を

利
用

し
て

い
る

度
よ

り
新

入
生

へ
の

配
付

資
料

の
中

に
含

め
、

全

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

た
も

の
も

あ
っ

た
た

め
、

ま
ず

は
ど

の
よ

う
な

問
題

が
あ

る
か

前
期

の
奨

学
金

申
請

に
つ

い
て

は
定

員
を

満
た

し
不

採
用

と
な

っ
た

場
合

で
も

、
再

度
後

期
に

応
募

を
精

査
し

て
定

員
を

満
た

し
た

の
ち

に
、

採
用

枠
の

増
加

を
（
資

料
4
 議

題
1
）
、

後
期

は
定

員
を

満
た

す
こ

と
が

で
き

る
こ

と
を

周
知

す
る

。
さ

ら
に

、
今

後
は

教
員

に

本
学

奨
学

金
に

関
す

る
広

報
活

動
を

強
化

す
る

。
本

学
奨

学
事

務
室

お
よ

び
管

理
事

務
室

カ
ウ

ン
タ

ー
に

奨
学

す
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
今

後
は

予
め

年
間

た
め

、
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
業

務
に

関
す

る
ガ

イ
ダ

ン
ス

等
の

実
で

き
て

い
な

い
。

い
た

め
今

後
は

そ
の

点
も

併
せ

て
紹

介
す

る
。

発
表

会
に

関
す

る
広

報
の

在
り

方
に

つ
い

て
も

検
討

を
行

う
。

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

2
0
1
7
年

度
後

期
の

奨
学

金
募

集
で

は
定

員
を

満
た

る
奨

学
金

を
含

む
、

新
た

な
奨

学
金

制
度

を
検

討
中

で
あ

る
。

新
入

生
に

配
付

す
る

。
さ

ら
に

学
生

生
活

ガ
イ

ダ
ン

め
、

関
係

部
署

の
代

表
者

か
ら

構
成

さ
れ

る
小

委

金
の

中
に

は
、

2
0
1
6
年

度
も

最
終

的
に

定
員

に
満

た
な

か
っ

金
の

案
内

を
掲

示
し

た
。

の
募

集
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

学
生

に
提

示
し

、
前

期
に

学
納

金
の

延
納

・
分

納
の

受
付

窓
口

で
あ

る
経

理

2
.

視
覚

障
が

い
（
全

盲
）
の

学
生

へ
の

サ
ポ

ー
ト

を
引

き
続

長
久

手
キ

ャ
ン

パ
ス

の
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
の

敷
設

は
障

が
い

学
生

へ
の

サ
ポ

ー
ト

の
方

法
を

わ
か

り
や

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

業
務

に
関

す
る

規
程

の
改

正
と

ガ
イ

「
G

U
ID

E
P

O
S
T
」
お

よ
び

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
す

る
。

＜
中

期
計

画
に

は
触

れ
ら

れ
て

い
な

い
が

、
前

回
新

規
追

加
し

た
も

の
＞

「
G

U
ID

E
P

O
S
T
2
0
1
7
」
お

よ
び

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

業
務

に
関

す
る

ガ
イ

ダ
ン

ス
は

実
施

学
生

支
援

に
関

す
る

指
針

を
明

文
化

し
、

掲
載

し
た

。
（
資

料
2
、

資
料

3
）

ド
ラ

イ
ン

の
整

備
か

ら
取

り
掛

か
る

。

2
0
1
7
年

度
学

生
部

（
学

生
生

活
関

連
）

文
化

し
て

こ
な

か
っ

た
が

、
新

た
に

こ
れ

を
明

文
化

し
、

施
を

引
き

続
き

検
討

す
る

。

4
.

本
学

で
は

、
こ

れ
ま

で
学

生
支

援
に

関
す

る
指

針
を

明

1
.

学
納

金
の

延
納

・
分

納
を

希
望

し
て

い
る

学
生

に
対

し
て

式
終

了
後

に
本

人
に

取
材

し
て

H
P

等
に

掲
載

し
、

学
内

に
広

く
紹

介
す

る
こ

と
と

す
る

。
ま

た
、

ク
ラ

ブ
活

動
の

試
合

や

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

制
に

関
す

る
教

員
の

理
解

・
認

識
を

深
め

る

計
画

内
容

1
.

奨
学

金
制

度
の

整
備

・
充

実
こ

れ
ま

で
の

奨
学

金
制

度
を

学
生

・
教

員
に

周
知

し
、

さ
ら

に
そ

の
内

容
を

拡
充

す
る

2
.

ワ
ー

ク
ス

タ
デ

ィ
制

度
（
L
A

等
）
制

度
の

導
入

入
学

後
の

生
活

支
援

並
び

に
個

々
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
目

的
と

し
た

ワ
ー

ク
ス

タ
デ

ィ
（
仮

称
：
例

　
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
サ

ポ
ー

ト
、

資
格

取
得

サ
ポ

ー
ト

、
P

C
サ

ポ
ー

ト
、

障
が

い
支

援
サ

ポ
ー

ト
）
制

度
を

確
立

す
る

3
.

愛
校

心
の

育
成

活
躍

す
る

学
生

の
露

出
度

を
高

め
（
積

極
的

広
報

並
び

に
表

彰
制

度
の

改
正

も
含

む
）
、

全
学

的
な

体
制

で
正

課
外

活
動

や
そ

の
応

援
活

動
を

支
援

す
る

広
報

」
に

特
集

記
事

と
し

て
掲

載
し

た
。

（
資

料
1
）

一
部

の
学

生
は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
も

紹
介

さ
れ

て
い

る
が

、
学

生
表

彰
受

賞
者

と
し

て
の

扱
い

で
は

な
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
8
年

度
）
＞

進
捗

状
況

A B B A

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ

で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

3
.愛

校
心

の
育

成
活

躍
す

る
学

生
の

露
出

度
を

高
め

（
積

極
的

広
報

並
び

に
表

彰
制

度
の

改
正

も
含

む
）
、

全
学

的
な

体
制

で
正

課
外

活
動

３
.　

ク
ラ

ブ
活

動
で

顕
著

な
成

績
な

ど
を

残
し

た
学

生
や

、
個

人
で

活
躍

し
た

学
生

に
対

し
て

行
っ

て
い

る
表

彰
式

を
取

材
し

、
表

彰
の

対
象

と
な

っ
た

具
体

的
な

内
容

を
H

P
（
2
0
1
7
年

度
は

広
報

誌
の

み
）
に

も
掲

載
す

る
。

ま
た

、
ク

ラ
ブ

活
動

の
試

合
や

発
表

会
に

関
す

る
広

報
の

在
り

方
に

つ
い

て
も

引
き

続
き

検
討

を
行

う
。

　
新

た
な

取
り

組
み

と
し

て
は

学
生

向
け

の
ク

ラ
ブ

紹
介

冊
子

「
B

e
 A

c
ti
ve

!」
を

写
真

を
多

く
す

る
な

ど
よ

り
親

し
み

や
す

い
仕

様
に

変
更

し
、

学
生

の
ク

ラ
ブ

活
動

へ
の

加
入

や
応

援
意

欲
に

繋
げ

る
。

　
2
0
1
8
年

3
月

開
催

の
学

生
表

彰
式

を
企

画
室

が
取

材
し

、
本

学
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

て
紹

介
し

た
が

、
ト

ッ
プ

ペ
ー

ジ
で

の
紹

介
に

は
至

ら
な

か
っ

た
た

め
、

よ
り

多
く
の

人
の

目
に

触
れ

る
よ

う
な

掲
載

を
依

頼
し

た
。

　
ク

ラ
ブ

紹
介

冊
子

『
B

e
 A

c
ti
ve

!』
を

2
0
1
8
年

度
版

よ
り

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
、

全
ペ

ー
ジ

カ
ラ

ー
印

刷
で

掲
載

写
真

も
多

く
す

る
こ

と
で

よ
り

親
し

み
や

す
い

も
の

に
し

た
。

（
資

料
6

「
B

e
 A

c
ti
ve

!2
0
1
8
」
）

2
0
1
8
年

度
学

生
部

（
学

生
生

活
関

連
）

１
.　

2
0
1
7
年

度
に

学
納

金
の

分
納

・
延

納
を

希
望

す
る

学
生

に
対

し
、

奨
学

金
制

度
に

つ
い

て
、

よ
り

周
知

す
る

よ
う

努
め

た
が

、
最

終
的

に
一

部
の

奨
学

金
は

後
期

の
定

員
を

満
た

す
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
今

後
は

予
め

年
間

の
募

集
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

学
生

に
提

示
し

、
前

期
に

不
採

用
と

な
っ

た
場

合
で

も
、

再
度

後
期

に
応

募
が

で
き

る
こ

と
を

周
知

す
る

。
さ

ら
に

、
今

後
は

教
員

に
も

本
学

の
奨

学
金

制
度

と
募

集
期

間
な

ど
の

周
知

を
図

り
、

学
生

と
の

面
談

時
に

役
立

て
て

い
た

だ
く
こ

と
に

す
る

。
　

ま
た

、
現

在
、

成
績

が
優

秀
な

大
学

院
生

に
対

す
る

奨
学

金
を

含
む

、
新

た
な

奨
学

金
制

度
を

検
討

中
で

あ
る

。

1
.奨

学
金

制
度

の
整

備
・
充

実

こ
れ

ま
で

の
奨

学
金

制
度

を
学

生
・
教

員
に

周
知

し
、

さ
ら

に
そ

の
内

容
を

拡
充

す
る

2
.ワ

ー
ク

ス
タ

デ
ィ

制
度

（
L
A

等
）
の

導
入

入
学

後
の

生
活

支
援

並
び

に
個

々
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
目

的
と

し
た

ワ
ー

ク
ス

タ
デ

ィ
（
仮

称
：
例

　
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
サ

ポ
ー

ト
、

資
格

取
得

サ
ポ

ー
ト

、
P

C
サ

ポ
ー

ト
、

障
が

い
支

援
サ

ポ
ー

ト
）
制

度
を

確
立

す
る

＜
中

期
計

画
に

は
触

れ
ら

れ
て

い
な

い
が

、
前

回
新

規
追

加
し

た
も

の
＞

４
.　

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

制
に

関
す

る
教

員
の

理
解

・
認

識
を

深
め

る
た

め
、

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

業
務

に
関

す
る

規
程

の
改

正
と

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
整

備
か

ら
取

り
掛

か
る

。

　
各

学
部

・
学

科
・
専

攻
に

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
配

置
に

つ
い

て
再

確
認

し
、

2
0
1
9
年

4
月

1
日

改
正

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
と

し
て

整
備

し
た

。
（
資

料
7
　

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

、
資

料
8
　

［
別

紙
］
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

そ
の

応
援

活
動

を
支

援
す

る
。

２
.　

聴
覚

障
が

い
学

生
が

新
た

に
入

学
予

定
で

あ
る

た
め

、
現

在
行

っ
て

い
る

パ
ソ

コ
ン

テ
イ

ク
を

始
め

、
支

援
方

法
を

充
実

し
て

い
く
。

肢
体

不
自

由
の

学
生

の
た

め
、

構
内

を
再

確
認

し
、

適
宜

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
を

進
め

る
。

ソ
フ

ト
面

で
の

サ
ポ

ー
ト

の
充

実
を

図
る

た
め

、
障

が
い

学
生

へ
の

サ
ポ

ー
ト

ガ
イ

ド
を

作
成

し
、

2
0
1
8
年

度
よ

り
新

入
生

へ
の

配
付

資
料

の
中

に
含

め
、

全
新

入
生

に
配

付
す

る
。

　
発

達
障

が
い

お
よ

び
そ

の
傾

向
の

あ
る

学
生

に
対

し
て

は
、

学
部

と
連

携
し

、
サ

ポ
ー

ト
方

法
を

検
討

し
て

い
く
。

な
お

、
2
0
1
7
年

度
に

本
学

の
学

生
相

談
室

・
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー
・

名
古

屋
市

発
達

障
が

い
者

支
援

セ
ン

タ
ー

「
り

ん
く
す

名
古

屋
」
と

連
携

し
て

「
職

業
教

室
」

を
試

験
的

に
開

催
し

た
が

、
お

お
む

ね
好

評
で

あ
っ

た
た

め
、

今
後

も
継

続
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

　
ま

た
、

ワ
ー

ク
ス

タ
デ

ィ
制

度
の

整
備

に
つ

い
て

は
、

学
内

の
さ

ま
ざ

ま
な

部
署

が
関

わ
る

作
業

と
な

る
た

め
、

関
係

部
署

の
代

表
者

か
ら

構
成

さ
れ

る
小

委
員

会
の

設
置

を
提

案
し

た
い

。

　
新

た
に

3
名

の
聴

覚
障

が
い

学
生

が
入

学
し

た
が

、
そ

の
う

ち
2
名

は
F
M

補
聴

器
を

使
用

す
る

こ
と

に
よ

り
受

講
が

可
能

で
、

パ
ソ

コ
ン

テ
イ

ク
が

必
要

な
学

生
は

1
名

で
あ

っ
た

た
め

、
希

望
す

る
授

業
に

支
援

学
生

を
配

置
で

き
た

。
し

か
し

、
支

援
学

生
も

特
段

増
加

し
て

い
な

い
状

況
の

中
で

、
授

業
に

視
聴

覚
映

像
を

使
用

す
る

教
員

か
ら

の
文

字
起

こ
し

作
業

の
要

望
が

あ
り

、
負

担
に

な
っ

て
い

る
。

  
　

学
内

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

は
障

が
い

学
生

支
援

委
員

会
で

検
討

し
、

施
設

の
使

用
頻

度
、

緊
急

性
の

高
い

も
の

か
ら

順
次

改
修

を
行

っ
て

い
る

。
『
障

が
い

の
あ

る
学

生
の

サ
ポ

ー
ト

ガ
イ

ド
』
は

持
ち

歩
き

が
可

能
な

サ
イ

ズ
で

新
入

生
全

員
の

配
付

資
料

に
加

え
た

。
（
資

料
3
　

「
障

が
い

の
あ

る
学

生
の

サ
ポ

ー
ト

ガ
イ

ド
」
）

　
今

年
度

も
発

達
障

が
い

お
よ

び
そ

の
傾

向
に

あ
る

学
生

に
対

し
、

9
月

中
旬

に
「
職

業
教

室
」
を

開
催

し
た

。
（
資

料
4
　

職
業

教
室

～
基

礎
編

～
の

ご
案

内
、

資
料

5
　

愛
知

淑
徳

大
学

　
職

業
教

室
　

タ
イ

ム
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
）

　
ワ

ー
ク

ス
タ

デ
ィ

制
度

に
つ

い
て

は
、

関
係

部
署

の
学

生
ス

タ
ッ

フ
雇

用
状

況
の

聞
き

取
り

や
他

大
学

の
事

例
を

収
集

し
、

実
現

の
可

能
性

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
き

た
い

。

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

　
今

年
度

よ
り

奨
学

金
募

集
の

年
間

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
「
G

U
ID

E
P

O
S
T
」
に

掲
載

し
、

予
め

前
期

・
後

期
と

も
募

集
が

あ
る

こ
と

を
周

知
し

た
と

こ
ろ

、
例

年
定

員
割

れ
に

な
っ

て
い

た
後

期
の

募
集

分
に

つ
い

て
も

定
員

を
満

た
す

こ
と

が
で

き
た

。
（
資

料
1

「
G

U
ID

E
P

O
S
T
2
0
1
8
」
）

　
来

年
度

よ
り

大
学

院
の

成
績

優
秀

者
に

対
す

る
奨

学
金

を
は

じ
め

、
奨

学
金

制
度

を
改

定
す

る
た

め
、

学
資

援
助

委
員

会
の

席
で

学
部

長
、

研
究

科
長

に
説

明
の

上
で

、
学

生
へ

の
周

知
を

依
頼

し
た

。
（
資

料
2
　

第
3
回

学
資

援
助

委
員

会
　

議
事

録
　

議
題

4
）

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

　
次

年
度

よ
り

奨
学

金
制

度
が

改
正

さ
れ

る
た

め
「
G

U
ID

E
P

O
S
T
」
に

給
付

対
象

者
や

申
請

時
期

な
ど

を
よ

り
分

か
り

や
す

く
記

載
す

る
。

　
パ

ソ
コ

ン
テ

イ
ク

支
援

を
行

う
学

生
の

不
足

が
懸

念
さ

れ
る

た
め

、
次

年
度

よ
り

支
援

学
生

の
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

始
す

る
予

定
で

あ
る

。
　

文
字

起
こ

し
支

援
に

つ
い

て
も

、
で

き
る

限
り

教
員

が
字

幕
付

き
の

教
材

を
使

用
す

る
こ

と
や

や
む

を
得

ず
文

字
起

こ
し

を
依

頼
す

る
場

合
は

申
請

期
限

の
厳

守
や

謝
礼

を
支

払
う

こ
と

を
ル

ー
ル

化
し

、
支

援
学

生
の

負
担

を
軽

減
す

る
方

法
を

取
り

入
れ

る
。

な
お

、
視

聴
覚

映
像

を
活

用
す

る
授

業
は

シ
ラ

バ
ス

に
明

記
し

、
視

聴
覚

障
が

い
学

生
が

履
修

前
に

情
報

を
得

ら
れ

る
よ

う
に

し
て

い
く
。

　
ワ

ー
ク

ス
タ

デ
ィ

制
度

は
ま

ず
各

部
署

の
現

状
を

ヒ
ア

リ
ン

グ
し

、
学

生
の

経
済

的
支

援
と

し
て

制
度

化
へ

の
現

実
性

を
探

っ
て

い
く
。

　
学

生
の

活
躍

を
学

内
外

か
ら

注
目

さ
れ

や
す

い
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

ト
ッ

プ
ペ

ー
ジ

で
紹

介
す

る
こ

と
で

、
よ

り
励

み
に

な
る

よ
う

に
工

夫
す

る
。

　
ク

ラ
ブ

活
動

の
支

援
と

し
て

は
、

学
外

か
ら

講
師

・
コ

ー
チ

を
招

聘
す

る
際

に
学

生
の

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
、

謝
礼

の
増

額
を

検
討

し
て

い
く
。

　
留

学
生

別
科

生
、

特
別

科
目

等
履

修
生

な
ど

留
学

生
の

受
け

入
れ

人
数

が
増

加
し

て
い

る
た

め
、

別
科

お
よ

び
学

部
に

個
別

の
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
を

配
置

す
る

か
検

討
す

る
。
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17.学生部（教務事務室・教学事務室）
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学生部 教務事務室・教学事務室 
（2016 年度～2018 年度） 

 
1．2016年度大学評価結果において検討を求められた事項に対する対応 
 基準 4．教育内容・方法・成果（1）教育目標、学位授与方針、教育課程の編成・実施方
針『「全学共通履修科目」については、当該科目の全体をカバーした教育課程の編成・実施
方針が明示されていないので、『履修要覧』等に明示することが望まれる。』との指摘を受け、
2016年 12 月に学長諮問委員会「全学共通履修科目検討委員会」が設置された。委員長には
学生部長が委嘱され、全学共通履修科目の各開講主体長が委員となり、2017 年 1 月 31 日
に第 1 回全学共通履修科目検討委員会を開催。教育目的・方針の明文化を目指し、全学共通
履修科目の全ての開講科目について、教育理念との整合性を念頭に、科目の見直し及び不要
な科目の洗い出しが指示された。以下、委員会開催日である。 
 2017 年 9月 16日（第 2 回全学共通履修科目検討委員会）開催。 

2017年 11 月 8 日（第 3回全学共通履修科目検討委員会）開催。  
2018年 3 月 25 日（第 4回全学共通履修科目検討委員会）開催。 
2018年 3 月 30 日（第 5回全学共通履修科目検討委員会）開催。 
この間、委員長より各開講主体の進捗状況報告の依頼がされ、10 月中旬に委員長の意見

も添え、高橋副学長に報告がなされた。2017 年 11 月に高橋副学長より、諮問の趣旨を反映
された副学長原案が提示され、原案に対する意見を求め、その結果を集約し、委員会として
の最終案がまとめられた。当該最終案は、2019 年 2 月 26 日の大学協議会において委員長
より報告がされ、全学共通履修科目の改革について、2024 年度完全実施されることが確認
された。 以上のことから、2024 年度以降に全学共通履修科目のカリキュラム変更となる
予定であるため、具体的な取組については 2024年度の課題とする。 
 基準 4．教育内容・方法・成果（3）教育方法『シラバスに、授業形態が明記されていな
いものも存在する。』との指摘を受け、シラバスへの授業形態の明記については、2019 年度
シラバス（web シラバス）より、授業形態（講義、演習、実験・実習の別）の項目を付記し
た。 
 基準 4．教育内容・方法・成果（3）教育方法『成績評価基準については、2015（平成 27）
年度に改訂された「成績評価の適正・厳格化と本学における新ガイドライン」において、全
学的に共通した考え方を明記し、成績分布に関する一定の目安も示している。このガイドラ
インは 2016（平成 28）年度から完全履行され、基本的にはすべての科目について成績評価
項目とその基準がシラバスに記載されるとのことであるので、今後はその効果の検証が課
題となっている。』との指摘を受け、2016 年度より「成績評価の適正・厳格化と本学におけ
る新ガイドライン」を策定、2017 年度より全学部の「履修要覧」の成績評価の頁に同ガイ
ドライン及び科目ごとに評価項目及び評価基準を記載した。また、授業担当者には、各期（前
期・後期）の開講時に同ガイドラインを配付し、ガイドラインの順守の徹底を図っている。 
 
2．その他の取り組み 
 シラバス執筆内容の第三者チェックについて、2018 年度に実施時期の検討を経て、2019
年度に当該年度のすべての執筆内容チェックを開講主体に依頼した。記載内容に問題があ
る科目については、その結果を2020年度シラバス執筆依頼の際に執筆者に修正を依頼した。 
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 成績通知書配付の廃止について、2017 年度から前・後期の配付状況を調査。配布率 20%
を目途に在学生への成績通知書の廃止を実施することとした。 
 
3．総括 
 シラバス執筆要領の改訂並びに第三者チェックを実施し、学生が履修する際の指針とす
るべく、継続してシラバスのさらなる充実に努めたい。 
 「成績評価の適正・厳格化と本学における新ガイドライン」の策定により、GPA の学部・
学科間の差異が是正されている。引き続き、教員に対して当該ガイドラインの順守の徹底を
継続して実施していきたい。 
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
6
年

度
）
＞

進
捗

状
況

Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

進
捗

状
況

A
：
計
画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達
成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
な
い

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

2
0
1
6
年

度
学

生
部

　
教

務
事

務
室

・
教

学
事

務
室

１
．

シ
ラ

バ
ス

内
容

の
充

実
　

　
教

員
へ

の
シ

ラ
バ

ス
執

筆
内

容
（
ル

ー
ル

も
含

む
）
の

周
知

を
は

か
る

２
．

履
修

指
導

の
充

実
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
，

教
務

委
員

等
と

連
携

し
な

が
ら

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ッ

プ
を

使
っ

た
履

修
指

導
や

，
履

修
単

位
が

少
な

い
学

生
へ

の
履

修
指

導
を

行
う

３
．

成
績

配
付

，
履

修
要

覧
等

の
配

布
の

W
E
B

化
　

教
務

業
務

の
効

率
化

，
紙

の
資

源
節

約
か

ら
，

学
生

個
々

へ
の

配
付

を
や

め
る

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

１ ・ シ ラ バ ス 内 容 の 充 実

(1
)

シ
ラ

バ
ス

執
筆

要
領

の
内

容
を

さ
ら

に
充

実
さ

せ
る

同
一

科
目

を
複

数
の

教
員

が
担

当
す

る
場

合
、

そ
の

科
目

の
執

筆
責

任
者

が
他

の
担

当
教

員
に

学
外

教
育

活
動

の
実

施
有

無
を

確
認

し
、

学
外

教
育

活
動

を
実

施
す

る
場

合
は

、
そ

の
旨

を
シ

ラ
バ

ス
に

記
載

す
る

よ
う

シ
ラ

バ
ス

執
筆

要
領

に
明

記
し

た
。

（
資

料
１

、
２

、
３

、
４

）

引
き

続
き

、
シ

ラ
バ

ス
執

筆
内

容
を

組
織

的
に

行
う

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

そ
の

際
に

考
慮

す
べ

き
問

題
は

、
以

下
の

２
点

で
あ

る
。

①
シ

ラ
バ

ス
執

筆
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

前
倒

し
が

可
能

か
ど

う
か

の
検

討
②

学
部

・
セ

ン
タ

ー
等

が
シ

ラ
バ

ス
の

記
載

内
容

を
、

授
業

担
当

教
員

以
外

で
検

討
・
修

正
す

る
機

会
を

設
定

す
る

場
合

、
シ

ラ
バ

ス
執

筆
シ

ス
テ

ム
を

改
修

す
る

の
か

、
あ

る
い

は
別

の
方

法
を

と
る

の
か

に
つ

い
て

の
検

討
特

に
、

①
に

つ
い

て
は

シ
ラ

バ
ス

の
執

筆
締

切
を

1
ヶ

月
前

倒
し

し
て

現
行

の
1
月

5
日

（
2
0
1
7
年

度
）
か

ら
1
2
月

上
旬

へ
と

変
更

し
た

場
合

、
現

在
で

も
授

業
担

当
者

未
定

の
科

目
が

頻
出

し
て

い
る

た
め

、
学

部
・
セ

ン
タ

ー
等

が
授

業
担

当
者

決
定

を
早

く
行

っ
て

も
ら

わ
な

い
と

、
職

員
が

後
追

い
で

執
筆

依
頼

を
行

う
こ

と
に

な
り

職
員

の
負

担
増

と
な

る
。

(2
)

組
織

的
な

シ
ラ

バ
ス

点
検

の
取

り
組

み
を

検
討

す
る

組
織

的
な

シ
ラ

バ
ス

点
検

に
つ

い
て

検
討

は
行

っ
て

い
る

も
の

の
、

具
体

的
な

シ
ス

テ
ム

構
築

に
は

至
っ

て
い

な
い

。

２
．

履
修

指
導

の
充

実
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

の
記

載
方

式
を

全
学

的
に

統
一

す
る

方
向

で
検

討
す

る
。

ビ
ジ

ネ
ス

学
部

の
み

2
0
1
7
年

度
版

も
他

学
部

と
異

な
っ

た
ス

タ
イ

ル
と

な
っ

て
い

る
。

2
0
1
8
年

度
版

に
つ

い
て

は
、

全
学

部
統

一
し

た
記

載
方

法
と

す
る

こ
と

を
目

指
す

。

３
．

成
績

配
付

，
履

修
要

覧
等

の
配

布
の

W
E
B

化
シ

ラ
バ

ス
や

成
績

通
知

書
は

、
現

在
、

w
e
b及

び
紙

の
両

方
の

媒
体

で
情

報
提

供
を

行
っ

て
い

る
が

、
今

後
、

紙
媒

体
の

廃
止

を
検

討
す

る
。

（
な

ぜ
W

E
B

と
w

e
bが

混
在

し
て

い
る

の
で

し
ょ

う
ね

？
）

2
0
1
7
年

度
履

修
要

覧
か

ら
「
成

績
通

知
書

」
に

つ
い

て
は

、
C

am
pu

sS
qu

ar
e
で

も
確

認
で

き
る

こ
と

を
明

記
す

る
。

学
生

は
、

w
e
b及

び
紙

媒
体

い
ず

れ
の

方
法

で
も

確
認

が
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

（
成

績
通

知
書

は
従

来
通

り
全

学
生

分
を

準
備

す
る

。
）

成
績

通
知

書
を

取
り

に
来

る
学

生
が

一
定

数
を

下
回

っ
た

段
階

で
、

そ
の

配
布

を
取

り
や

め
る

。
シ

ラ
バ

ス
、

時
間

割
に

つ
い

て
は

、
w

e
b版

の
活

用
を

積
極

的
に

周
知

し
、

学
生

の
冊

子
の

利
用

状
況

を
見

て
、

利
用

者
が

少
な

く
な

っ
た

段
階

で
配

布
を

取
り

や
め

る
。

履
修

要
覧

の
配

付
に

つ
い

て
は

、
そ

の
必

要
性

を
鑑

み
て

、
当

面
継

続
す

る
。
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年
度

担
当
部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
7
年

度
）
＞

進
捗

状
況

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

執
筆
要

領
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ

る
。

シ
ラ
バ
ス
の
表
記
や
記
載
内
容
に
ば
ら
つ
き
が
あ

り
、
統
一
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。

＜
根
拠
資
料
1
-
1
～
4
＞

①
成
績
通
知
書
を
受
け
取
る
学
生
の
割
合
を
、
2
0
1
6

年
度
後
期
と
2
0
1
7
年
度
前
期
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

2
0
1
6
年

度
後

期
は

6
0
%
、
2
0
1
7
年

度
前

期
は

5
0
%
の

学
生
が
受
け
取
っ
て
い
た
。
受
け
取
っ
た
学
生
の
割

合
は
1
0
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

＜
根
拠
資
料
3
＞

①
成
績

は
C
am

pu
sS

qu
ar
e
の

「
試

験
・
成

績
」
の

「
履

修
成
績

照
会

」
及

び
「
履

修
」
の

「
自

己
判

定
」
で
も
確

認
で
き
る
こ
と
を
履

修
要

覧
に
も
掲

載
済

み
だ
が

、
学
生
に
さ
ら
に
周

知
す
る
。

②
履
修
要
覧
の
配
布
・
残
部
状
況
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
印
刷
部
数
の
削
減
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。

執
筆
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

か
ら
考

え
る
と
、
次

年
度

用
の

執
筆
内

容
チ
ェ
ッ
ク
は

不
可

能
で
あ
る
た
め
、
新

年
度
ス
タ
ー
ト
以

降
の

5
～

6
月

頃
に
、
す
で
に
発

行
さ

れ
た
シ
ラ
バ

ス
の

内
容

点
検

を
各

開
講

主
体

に
依

頼
し
、
次

年
度

の
シ
ラ
バ

ス
作

成
に
活

か
す
こ
と
と
す

る
。

②
引
き
続

き
、
履

修
要

覧
の

残
部

状
況

を
確

認
し
、

可
能
な
範

囲
で
の

印
刷

部
数

削
減

を
目

指
す
。

③
シ
ラ
バ

ス
は

冊
子

で
あ
る
必

要
性

は
低

く
、
w
e
b閲

覧
の
み

と
し
て
も
問

題
は

な
い
か

と
考

え
る
。
2
0
1
9

年
度
を
目

途
に
廃

止
を
目

指
す
。

B

シ
ラ
バ
ス
作
成
時
に
お
け
る
記
載
内
容
の
第
三
者
に

よ
る
事
前
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
は
執
筆
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
点
か
ら
難
し
い
。

A
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
の
記

載
方

法
を
全

学
的

に
統

一
す
る

方
向
で
検
討

す
る
。

③
シ
ラ
バ
ス
の
配
布
・
残
部
状
況
を
確
認
し
た
。

2
0
1
8
年
度
よ
り
、
全
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
の

体
裁
が
統
一
さ
れ
た
。
＜
根
拠
資
料
2
-
1
,2
＞

　
成
績
通
知
書
及
び
履
修
要

覧
等

の
紙

媒
体

に
よ
る
配

付
方
法
の
廃
止
に
つ
い
て
検
討

を
す
る
。

2
.履

修
指
導

の
充
実

B

3
.成

績
配
付

、
履
修
要
覧
等
の

配
布

の
w
e
b化

C

将
来

に
向

け
た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

計
画

内
容

　
②

組
織
的
な
シ
ラ
バ
ス
点

検
の

取
り
組

み
を
検

討
す
る
。

　
①

シ
ラ
バ

ス
執
筆
内
容
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ

る
。

2
0
1
7
年

度
学
生
部
　
教

務
事

務
室

・
教

学
事

務
室

1
.シ

ラ
バ
ス
内
容
の
充
実

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

3
.　
成
績
配
付
、
履
修
要
覧

等
の

配
布

の
w
e
b化

　
　
教
務
業

務
の
効
率
化
、
紙

の
資

源
節

約
か

ら
、
学

生
個

々
へ
の
配
布
を
や
め
る

1
.　
シ
ラ
バ
ス
内
容
の
充
実

　
　
教
員
へ

の
シ
ラ
バ
ス
執

筆
内

容
（
ル

ー
ル

も
含

む
）
の

周
知

を
は
か
る

2
.　
履
修
指
導
の
充
実

　
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
教
務
委
員

等
と
連

携
し
な
が

ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
を
使
っ
た
履
修
指
導
や
、
履
修
単
位
が
少
な
い

　
　
学
生
へ

の
履
修
指
導
を
行

う
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
8
年

度
）
＞

進
捗

状
況

A B B A B

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ

で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

す
べ

て
の

学
部

に
対

し
て

、
成

績
不

振
学

生
に

対
す

る
個

別
指

導
の

情
報

を
「
学

生
カ

ル
テ

」
に

記
録

す
る

よ
う

義
務

付
け

る
と

と
も

に
、

当
該

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

以
外

の
し

か
る

べ
き

立
場

の
教

員
（
学

部
長

、
学

科
・
専

攻
主

任
、

教
務

・
学

生
生

活
委

員
、

学
生

部
長

な
ど

）
が

、
必

要
に

応
じ

て
そ

の
記

録
を

閲
覧

で
き

る
ル

ー
ル

の
構

築
を

検
討

す
る

。

1
.-

(1
)

障
が

い
学

生
支

援
委

員
会

よ
り

、
障

が
い

学
生

が
履

修
選

択
す

る
際

に
参

考
と

な
る

よ
う

、
シ

ラ
バ

ス
に

「
視

聴
覚

教
材

」
に

関
す

る
記

載
を

す
る

よ
う

要
望

が
出

さ
れ

、
全

教
員

に
向

け
て

記
載

依
頼

を
行

っ
た

。
ま

た
、

高
等

教
育

の
無

償
化

に
伴

っ
て

「
実

務
家

教
員

」
を

明
記

し
、

担
当

授
業

科
目

と
の

関
連

を
記

載
・

公
表

す
る

こ
と

が
必

須
と

な
っ

た
。

こ
れ

ら
を

受
け

て
、

シ
ラ

バ
ス

執
筆

要
領

の
さ

ら
な

る
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
将

来
的

に
シ

ラ
バ

ス
執

筆
シ

ス
テ

ム
の

改
修

を
検

討
す

る
。

1
.-

(2
)

2
0
1
9
年

度
よ

り
、

次
年

度
シ

ラ
バ

ス
作

成
に

向
け

て
第

三
者

チ
ェ

ッ
ク

を
5
月

以
降

に
実

施
し

、
記

載
内

容
の

一
層

の
充

実
を

目
指

す
。

3
.-

①
成

績
通

知
書

配
付

率
を

引
き

続
き

注
視

し
、

配
付

率
2
0
%
台

と
な

っ
た

の
を

目
途

に
在

学
生

へ
の

配
付

を
止

め
、

w
e
b
の

み
に

よ
る

確
認

と
す

る
。

3
.-

②
毎

年
、

履
修

要
覧

・
時

間
割

表
の

作
成

に
あ

た
っ

て
は

当
該

年
度

版
の

残
部

状
況

を
精

査
し

、
次

年
度

印
刷

部
数

を
決

定
し

て
い

る
。

引
き

続
き

、
同

様
の

方
法

で
実

施
す

る
。

3
.-

③
シ

ラ
バ

ス
に

つ
い

て
は

、
学

部
別

シ
ラ

バ
ス

の
受

取
率

が
依

然
高

い
状

況
で

あ
る

が
、

将
来

的
に

学
生

へ
の

冊
子

配
付

を
廃

止
し

、
w

e
b
閲

覧
の

み
と

す
る

こ
と

を
検

討
す

る
。

冊
子

廃
止

に
よ

り
学

生
へ

の
履

修
指

導
に

支
障

を
き

た
さ

な
い

か
ど

う
か

を
教

務
連

絡
会

を
通

し
て

各
学

部
で

検
討

す
る

よ
う

依
頼

す
る

。

1
.シ

ラ
バ

ス
内

容
の

充
実

　
教

員
へ

の
シ

ラ
バ

ス
執

筆
内

容
(ル

ー
ル

も
含

む
)の

周
知

を
図

る
2
.履

修
指

導
の

充
実

　
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
、

教
務

委
員

等
と

連
携

し
な

が
ら

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ッ

プ
を

使
っ

た
履

修
指

導
や

履
修

単
位

数
少

な
い

学
生

へ
の

履
修

指
導

を
行

う
3
.成

績
配

布
、

履
修

要
覧

等
の

配
付

を
中

止
し

、
w

e
b化

す
る

　
教

務
業

務
の

効
率

化
、

紙
の

資
源

節
約

か
ら

、
学

生
個

々
へ

の
配

付
を

や
め

る

2
.履

修
指

導
の

充
実

　
成

績
不

振
学

生
へ

の
指

導
記

録
の

作
成

を
呼

び
か

け
る

。

B

2
0
1
7
年

度
の

経
常

費
補

助
金

・
一

般
補

助
の

「
留

年
者

・
長

期
履

修
学

生
に

係
る

調
査

」
に

お
い

て
、

全
学

部
を

対
象

に
、

成
績

不
振

学
生

に
対

す
る

個
別

指
導

の
状

況
に

つ
い

て
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
ほ

ぼ
全

て
の

学
部

に
お

い
て

、
C

S
の

「
学

生
カ

ル
テ

」
、

ま
た

は
、

学
部

独
自

の
様

式
に

指
導

記
録

を
残

し
て

い
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

（
一

部
の

学
部

で
は

、
「
学

生
カ

ル
テ

」
へ

の
入

力
は

あ
く
ま

で
も

「
お

願
い

」
で

あ
り

、
必

須
と

は
な

っ
て

い
な

い
。

)

3
.成

績
配

付
、

履
修

要
覧

、
シ

ラ
バ

ス
等

の
配

布
中

止
、

  
 w

e
b利

用
　

　
①

成
績

が
C

am
pu

sS
qu

ar
e
で

確
認

で
き

る
こ

と
を

学
生

に
  
  
  
 積

極
的

に
周

知
し

、
成

績
通

知
書

の
受

け
取

り
状

況
を

  
  
  
 引

き
続

き
確

認
す

る
。

　
　

②
履

修
要

覧
及

び
時

間
割

表
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
、

  
  
  
 印

刷
部

数
と

残
部

の
状

況
を

確
認

し
、

印
刷

部
数

の
  
  
  
 削

減
を

目
指

す
。

　
　

③
シ

ラ
バ

ス
配

布
に

つ
い

て
2
0
1
9
年

度
を

目
途

に
冊

子
の

  
  
  
配

布
を

廃
止

し
、

w
e
b閲

覧
の

み
と

す
る

。

①
 成

績
通

知
書

配
付

率
の

推
移

　
　

　
　

2
0
1
7
年

度
前

期
（
9
月

配
付

）
 5

4
.2

％
、

後
期

（
3
月

配
付

）
 5

5
.9

％
　

　
　

　
2
0
1
8
年

度
前

期
（
9
月

配
付

）
 4

2
.2

％
　

　
ガ

イ
ダ

ン
ス

の
実

施
と

成
績

通
知

書
の

配
付

日
が

同
日

と
な

っ
て

い
る

後
期

は
　

 前
期

に
比

べ
て

成
績

通
知

書
配

付
率

が
高

い
も

の
の

、
配

布
率

は
年

々
減

少
し

て
　

 い
る

。
（
資

料
6
. 
成

績
通

知
書

配
布

率
の

推
移

）
②

 履
修

要
覧

・
時

間
割

表
　

  
履

修
要

覧
・
時

間
割

表
は

、
学

部
に

よ
っ

て
利

用
率

（
残

部
数

）
に

差
が

あ
る

  
  
 た

め
、

利
用

率
を

引
き

続
き

確
認

し
、

学
部

ご
と

に
印

刷
部

数
を

調
整

す
る

。
　

　
　

（
資

料
7
. 
2
0
1
9
年

度
印

刷
部

数
一

覧
）

③
 シ

ラ
バ

ス
の

受
取

状
況

  
  
学

部
別

シ
ラ

バ
ス

受
取

率
…

…
9
0
％

台
　

　
全

学
共

通
科

目
シ

ラ
バ

ス
受

取
率

…
…

8
0
％

台
　

　
全

学
共

通
科

目
シ

ラ
バ

ス
に

つ
い

て
の

み
印

刷
部

数
を

削
減

す
る

。
　

　
　

（
資

料
7
. 
2
0
1
9
年

度
印

刷
部

数
一

覧
）

2
0
1
8
年

度
教

務
事

務
室

・
教

学
事

務
室

1
.シ

ラ
バ

ス
内

容
の

充
実

　
(1

) 
シ

ラ
バ

ス
執

筆
内

容
を

さ
ら

に
充

実
さ

せ
る

。
　

　
　

・
執

筆
要

領
の

充
実

を
は

か
り

、
シ

ラ
バ

ス
の

表
記

や
記

載
  
  
  
  
内

容
の

統
一

を
目

指
す

。

　 　
(2

) 
組

織
的

な
シ

ラ
バ

ス
点

検
の

取
り

組
み

を
検

討
す

る
。

　
　

　
・
担

当
教

員
以

外
の

第
三

者
に

よ
る

記
載

内
容

の
チ

ェ
ッ

ク
  
  
  
  
  
  
(第

三
者

チ
ェ

ッ
ク

の
時

期
の

検
討

。
5
～

6
月

頃
)

1
.-

(1
)

2
0
1
9
年

度
用

シ
ラ

バ
ス

執
筆

要
領

に
つ

い
て

、
シ

ラ
バ

ス
担

当
者

に
よ

る
加

筆
・
修

正
箇

所
の

点
検

を
実

施
。

障
が

い
学

生
支

援
委

員
会

よ
り

聴
覚

障
が

い
や

視
覚

障
が

い
を

持
つ

学
生

に
考

慮
し

て
、

視
聴

覚
教

材
を

授
業

で
使

用
す

る
場

合
は

シ
ラ

バ
ス

に
明

記
す

る
よ

う
要

望
が

あ
っ

た
。

ま
た

、
高

等
教

育
の

無
償

化
に

伴
う

新
奨

学
金

制
度

導
入

に
あ

た
り

、
実

務
家

教
員

の
実

務
経

験
と

担
当

科
目

の
関

連
に

つ
い

て
明

記
す

る
こ

と
と

し
た

。
（
資

料
1
.（

常
勤

教
員

用
）
2
0
1
9
年

度
授

業
概

要
執

筆
の

お
願

い
、

資
料

2
.（

新
任

教
員

用
）
2
0
1
9
年

度
授

業
概

要
執

筆
の

お
願

い
、

資
料

3
.（

非
常

勤
用

）
2
0
1
9
年

度
授

業
概

要
執

筆
の

お
願

い
、

資
料

4
. 
 授

業
概

要
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

、
資

料
5
. 
2
0
1
9
年

度
シ

ラ
バ

ス
執

筆
に

関
し

て
記

載
内

容
追

加
の

お
願

い
)

1
.-

(2
)

2
0
1
8
年

度
は

第
三

者
チ

ェ
ッ

ク
の

時
期

を
検

討
し

、
次

年
度

の
実

施
時

期
を

計
画

し
た

。

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）
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キャリアセンター 
（2016 年度～2018 年度） 

 
1．2016年度大学評価結果において検討を求められた事項に対する対応 
 検討を求められた事項は特になかった。 
 
2．その他の取り組み 
 ここ 3 年間については、トヨタ自動車等大手企業からの学校推薦求人における成果は、
対象となる東海エリアの大学内ではトップを死守、かつ就職内定率も他大学と比べて遜色
のない実績を上げてきた。 
近年、大学生を取り巻く就職環境は売り手市場を背景に追い風が続くなか、企業サイドは

これまで守ってきた「就職活動に関する倫理憲章」に抗う形で短期型インターンシップを独
自に導入し、3 年生の夏辺りから学生と接触する動きを加速させたため、結果として学生の
就職活動を早期化させてしまった。キャリアセンターもこうした流れに迅速に対応すべく、
3 年生前期から大学として就職活動のスケジュールや方向性を示すためのガイダンス、企業
や専門家を外部講師として招き情報提供を行いながら、それぞれの就活テーマや研究した
い業界に合わせて各種セミナーを多数企画し学内外問わず実施することで、就職活動への
モチベーションを上げ理解を深めさせてきたところである。 
さらに年度後半からは、キャリアセンターを有効に利用し、充実した就職活動の末、業界

ごとに優良かつ大手の企業から内定を獲得した 4 年生を「学生スタッフ」として複数選抜
し、育成することで後輩に向けたオリジナルのセミナーを学生スタッフたちで積極的かつ
精力的に企画・運営し、就活におけるノウハウを 3 年生に還元すべく企画数や稼働率を上
げるまでに成長の跡が見られる。 
さらにこれらを間近で見た後輩学生が次年度の学生スタッフを希望してキャリアセンタ

ーの有効活用を積極的に実践するなど後に続く明るい傾向が出てきたことは喜ばしい。こ
れは今日の大学にあまり見られない重要な就職支援活動ととらえている。 
 
3．総括 
 売り手市場を背景に企業の採用手法も多様化し、短期インターンシップの導入等学生と
の早期接触を通じて優秀な学生を見極めたり、マッチングを行おうとしたりする企業の動
きに合わせ就職活動も早期化の様相を呈し、本学においても 3 年生夏からのインターンシ
ップへの参加の有無が起点となって二極化傾向が強くなっている。 
さらにこれを機に一定のモチベーションが生じた学生の間で、キャリアセンターを積極

的に活用しようとする者、逆に大学に頼らず独自で就活を進めていく者、相変わらず 3 年
生の終わりまで就活意識や活動が停滞している者に分かれていく傾向が見られた。場合に
よっては、同学年であっても就職活動に対する意識や行動パターンに最大 1 年近くのアド
バンテージが生じる事態も想定され対策を検討中である。ただし、現状では、一つの年度に
おいて支援対象が二学年同時進行であることが最大の課題となっており、4年生の採用活動
がピークを迎える時期に 3 年生の就活準備も山場を迎える現状に対応できるスタッフの数
的限界を感じている。 
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計
画
（
2
0
1
5
年
度
～
2
0
1
9
年
度
）
＞

＜
年

度
計
画
（
2
0
1
6
年
度
）
＞

進
捗
状
況

B B A B A B

進
捗

状
況

A
：
計
画
が
達
成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

2
0
1
6
年

度
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

１
．
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
改
善
と
充
実

２
．
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
改
善
と
充
実

計
画

内
容

現
状
（
点
検
・
評
価
の
結
果
）

将
来

に
向

け
た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

１
．
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
改
善
と
充
実

①
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
進
路
希
望
登

録
を
徹
底

す
る
。

A
S
キ
ャ
リ
ア
ナ
ビ
へ

の
登

録
推

進
に
関

し
て
、
従

来
同

様
、
3
年

生
9
月

に
実

施
し
て
い
る
進

路
支

援
ガ
イ

ダ
ン
ス
で
行

う
こ
と
に
加

え
、
今

年
度

は
1
年

生
の

入
学

時
（
数

学
試

験
実

施
時

）
に
登

録
徹

底
の

説
明

を
行
っ
た
。

引
き
続

き
、
A
S
キ
ャ
リ
ア
ナ
ビ
を
通

し
た
進

路
希

望
登

録
の

徹
底

を
図

る
施

策
を
検

討
し
て
い
く
。

②
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
進
路
状
況
の

経
過
か

ら
確
定
ま
で
を
ス
ム
ー
ズ
に
把
握
す
る
。

2
0
1
5
年

度
と
同

様
、
キ
ャ
リ
ア
運

営
委

員
会

を
通

し
て
ゼ
ミ
担

当
教

員
に
対

し
て
4
年

生
の

進
路

の
確

認
の

依
頼

を
実

施
し
た
。
今

期
は

こ
れ

に
加

え
て
、
大

学
協

議
会

に
お
い
て
各

学
部

長
に
対

し
て
も
進

路
状

況
確

認
の

依
頼

を
行

っ
た
。

上
記

と
同

様
、
A
S
キ
ャ
リ
ア
ナ
ビ
を
通

し
た
進

路
状

況
を
適

時
に
把

握
す
る
こ
と
を
徹

底
し
て
い
く
。

２
．
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
改
善
と
充
実

①
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
推
進
す
る
た
め
、
3
セ
ン
タ
ー

（
国
際

交
流

セ
ン
タ
ー
、
C
C
C
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
）
が
合
同

で
F
D
研
修
会
を
実
施
す
る
。

2
0
1
7
年

2
月

2
1
日

に
３
セ
ン
タ
ー
合

同
の

F
D
研

修
会

を
開

催
す
る
。
（
資

料
１
）

④
F
D
会
議
の
対
象
を
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
以
外
の
科

目
に
も
拡

充
す
る
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
概

論
の

F
D
に
キ
ャ
リ
ア
の

形
成

を
加

え
た
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
開

設
科

目
に
つ
い
て
の

F
D
委

員
会

に
つ
い
て
、
今

後
の

方
針

を
引

き
続

き
検

討
す

る
。

②
教

育
目
標
及
び
教
育
課
程
の
編
成
・
実
施
方
針
を
明

示
す
る
た
め
の
検
討
を
行
う
。

学
生

の
進

路
支

援
に
関

す
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
と
キ
ャ

リ
ア
支

援
に
関

し
て
、
そ
の

方
針

を
明

文
化

し
、
2
0
1
7

年
度

の
「
G
U
ID
E
P
O
S
T
」
に
記

載
す
る
予

定
。
原

稿
は

執
筆

済
み

。

教
育

課
程

編
成

・
実

施
方

針
に
つ
い
て
は

、
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
作

成
す
る
必

要
が

あ
る
の

か
に
つ
い

て
、
今

後
、
そ
の

必
要

性
を
含

め
て
全

学
共

通
履

修
科

目
検

討
の

進
捗

状
況

に
合

わ
せ

て
検

討
し
て
い
く

こ
と
と
す
る
。

③
学

生
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
「
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」
の
受

入
先
の
新
規
開
拓
を
行
う
。

今
年

度
、
タ
イ
（
バ

ン
コ
ク
）
の

海
外

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
新

規
開

拓
し
、
夏

に
実

施
し
た
。
（
資

料
２
）

海
外

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研

修
を
実

施
し
3
年

を
経

過
し
た
が

、
実

施
を
経

験
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
安

全
面

、
衛

生
面

な
ど
の

問
題

が
明

ら
か

と
な
っ
て
き
た
。
こ
れ

ら
の

点
は

簡
単

に
は

解
決

で
き
な
い
問

題
も
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
そ
も
そ
も
解

決
で
き
る
問

題
な
の

か
も

含
め
て
、
海

外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研

修
の

実
施

・
継

続
に
つ
い
て
再

検
討

を
す
る
必

要
性

を
感

じ
て
い

る
。
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
7
年

度
）
＞

進
捗

状
況

B B B B A

進
捗

状
況

A
：
計

画
が

達
成

で
き

て
い

る
、

も
し

く
は

ほ
ぼ

で
き

て
い

る
、

　
Ｂ

：
計

画
を

実
行

し
て

い
る

が
、

ま
だ

達
成

で
き

て
い

な
い

、
　

Ｃ
：
計

画
を

実
行

し
て

い
な

い

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

運
営

委
員

会
を

通
じ

て
、

各
委

員
に

よ
る

学
部

へ
の

働
き

か
け

や
セ

ン
タ

ー
長

に
よ

る
「
教

員
向

け
就

職
セ

ミ
ナ

ー
」
の

実
施

も
意

識
改

革
の

一
助

と
な

り
う

る
と

考
え

る
。

全
学

共
通

科
目

履
修

科
目

検
討

委
員

会
の

進
捗

状
況

に
合

わ
せ

て
検

討
し

て
い

く
。

４
年

生
の

進
路

状
況

の
把

握
に

つ
い

て
は

、
運

営
委

員
会

の
了

承
を

得
て

、
昨

年
度

よ
り

２
か

月
調

査
月

を
前

倒
し

し
て

、
早

期
の

情
報

収
集

に
努

め
た

(資
料

２
．

「
平

成
2
9
年

度
第

5
回

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

運
営

委
員

会
議

事
録

」
議

題
７

）
。

A
S
キ

ャ
リ

ア
ナ

ビ
へ

の
進

路
決

定
登

録
に

つ
い

て
は

、
３

年
生

9
月

に
実

施
し

た
ガ

イ
ダ

ン
ス

や
個

人
面

談
の

場
、

さ
ら

に
３

年
生

の
う

ち
に

配
布

す
る

C
A

R
E
E
R

 G
U

ID
E
に

も
必

要
性

を
掲

載
し

、
必

ず
行

う
よ

う
働

き
か

け
を

行
っ

て
い

る
が

、
現

状
改

善
さ

れ
て

い
る

と
は

い
え

ず
、

上
記

に
あ

る
ゼ

ミ
単

位
に

よ
る

集
約

を
お

願
い

し
た

教
員

か
ら

の
報

告
に

一
部

依
存

せ
ざ

る
を

得
な

い
。

4
年

生
の

進
路

状
況

の
把

握
に

つ
い

て
は

、
大

学
協

議
会

や
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー
運

営
委

員
会

に
お

い
て

、
学

生
に

対
す

る
A

S
キ

ャ
リ

ア
ナ

ビ
へ

の
登

録
徹

底
と

ゼ
ミ

単
位

で
の

情
報

収
集

を
依

頼
す

る
。

実
施

済
み

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

開
設

科
目

の
早

い
学

年
で

の
受

講
に

つ
い

て
、

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

運
営

委
員

経
由

、
各

学
部

に
伝

達
し

て
頂

く
な

ど
の

施
策

を
実

施
す

る
。

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

運
営

委
員

会
(第

４
回

)で
議

論
は

し
て

い
る

も
の

の
(資

料
３

．
「
平

成
2
9
年

度
第

4
回

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

運
営

委
員

会
議

事
録

」
議

題
5
）
、

教
務

と
協

議
も

必
要

で
あ

り
、

時
間

割
編

成
、

シ
ラ

バ
ス

等
も

併
せ

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

た
め

、
ま

だ
実

現
は

で
き

て
い

な
い

。

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

内
の

教
員

間
で

は
、

検
討

を
始

め
て

い
る

が
、

今
後

も
全

学
検

討
委

員
会

の
進

捗
状

況
に

合
わ

せ
て

検
討

し
て

い
く
。

F
D

会
議

に
お

い
て

は
、

定
期

的
に

開
催

し
、

検
討

を
続

け
て

い
る

(資
料

4
．

「
平

成
2
9
年

度
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
F
D

会
議

議
事

録
」
）
。

②
教

育
目

標
及

び
教

育
課

程
の

編
成

・
実

施
方

法
を

明
示

す
る

た
め

の
検

討
を

行
う

点
に

つ
い

て
は

、
セ

ン
タ

ー

　
開

設
科

目
の

早
い

学
年

で
の

受
講

に
つ

い
て

、
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー
運

営
委

員
経

由
、

各
学

部
に

伝
達

し
て

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

左
記

に
加

え
て

、
キ

ャ
リ

ア
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
が

各
学

部
の

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
に

出
張

し
て

行
う

「
就

職
ガ

イ
ダ

ン
ス

」
は

、
学

生
は

も
ち

ろ
ん

担
当

教
員

と
の

情
報

や
意

識
の

共
有

を
は

か
る

重
要

か
つ

効
果

的
な

啓
蒙

策
で

あ
る

と
考

え
る

。

A

①
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
概

論
や

キ
ャ

リ
ア

の
形

成
と

い
う

キ
ャ

リ
ア

教
育

を
、

早
い

学
年

で
受

講
す

る
こ

と
に

よ
り

、

　
早

い
段

階
で

の
キ

ャ
リ

ア
支

援
に

繋
げ

て
い

く
方

策
を

検
討

す
る

。
具

体
的

に
は

、
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー

２
．

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
改

善
と

充
実

　
4
年

時
に

は
、

引
き

続
き

A
S
キ

ャ
リ

ア
ナ

ビ
を

通
し

て
進

路
状

況
を

適
時

に
把

握
す

る
こ

と
を

徹
底

し
て

い
く
。

②
進

路
希

望
登

録
の

徹
底

策
と

し
て

、
　

1
年

生
の

入
学

時
の

数
学

試
験

の
際

に
時

間
を

設
け

、
(a

)「
進

路
希

望
調

査
票

」
を

記
入

さ
せ

、
さ

ら
に

(b
)W

e
b登

録
を

そ
の

場
で

行
わ

せ
る

こ
と

と
す

る
。

　
頂

く
な

ど
の

施
策

を
実

施
す

る
。

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

　
に

お
い

て
作

成
す

る
必

要
が

あ
る

か
否

か
に

つ
い

て
、

今
後

、
そ

の
必

要
性

を
含

め
て

全
学

共
通

履
修

科
目

　
検

討
の

進
捗

状
況

に
合

わ
せ

て
検

討
し

て
い

く
。

③
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー
開

設
科

目
に

つ
い

て
の

F
D

会
議

に
つ

い
て

、
今

後
の

方
針

を
引

き
続

き
検

討
す

る
。

2
0
1
7
年

度
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー

１
．

キ
ャ

リ
ア

支
援

の
改

善
と

充
実

①
3
年

生
の

早
期

の
段

階
で

の
就

職
活

動
へ

の
取

り
組

み
支

援
(具

体
的

に
は

、
３

年
生

９
月

か
ら

実
施

し
て

い
る

進
路

支
援

ガ
イ

ダ
ン

ス
の

出
席

率

１
．

キ
ャ

リ
ア

支
援

の
改

善
と

充
実

２
．

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
改

善
と

充
実

３
年

生
の

９
月

よ
り

実
施

す
る

就
職

支
援

ガ
イ

ダ
ン

ス
に

加
え

、
前

期
の

５
月

、
７

月
に

就
職

セ
ミ

ナ
ー

を
複

数
回

実
施

し
た

が
、

目
標

と
す

る
出

席
者

に
は

届
か

ず
、

売
り

手
市

場
で

あ
る

が
故

の
全

国
的

な
傾

向
と

は
い

え
、

前
年

と
比

べ
平

均
４

０
％

ほ
ど

減
っ

て
い

る
。

こ
れ

を
補

完
す

べ
く
、

ガ
イ

ダ
ン

ス
の

模
様

を
収

め
た

D
V

D
の

視
聴

会
、

あ
る

い
は

貸
出

視
聴

(セ
ン

タ
ー

内
)等

行
い

、
少

し
で

も
漏

れ
を

な
く
す

対
応

を
行

っ
た

。
ま

た
、

キ
ャ

リ
ア

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

に
よ

る
「
履

歴
書

」
「
志

望
動

機
、

E
S
ポ

イ
ン

ト
」
に

つ
い

て
は

、
ガ

イ
ダ

ン
ス

か
ら

独
立

さ
せ

て
セ

ミ
ナ

ー
と

し
て

回
数

を
増

や
す

こ
と

で
、

学
生

の
就

活
の

早
期

化
に

対
す

る
意

識
啓

蒙
の

強
化

を
は

か
っ

て
い

る
(資

料
１

．
「
平

成
2
9
年

度
第

2
回

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

運
営

委
員

会
議

事
録

」
議

題
Ⅱ

）
。

計
画

内
容

ア
ッ

プ
を

目
標

と
し

、
早

期
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

準
備

へ
導

く
）

153



年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
8
年

度
）
＞

進
捗

状
況

B B

進
捗

状
況

A
：
計
画
が
達
成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計
画

を
実
行
し
て
い
な
い

3
0
年

度
前

期
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

概
論

・
研

修
に

関
わ

る
F
D

会
議

を
9
月

1
2
日

に

実
施

後
期

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
概

論
・
研

修
に

関
わ

る
F
D

会
議

は
、

3
月

1
8
日

に
実

施
予

定

③
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー
開

設
科

目
に

つ
い

て
、

F
D

会
議

に
お

い
て

今
後

の
方

針
を

引
き

続
き

検
討

す
る

。

(根
拠

資
料

1
1
．

「
平

成
3
0
年

度
後

期
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー
開

設
科

目
 F

D
会

議
議

事
録

」
議

題
番

号
　

　
)。

(根
拠

資
料

9
．

「
平

成
3
0
年

度
前

期
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー
開

設
科

目
 F

D
会

議
議

事
録

」
）
。

②
進

路
希

望
登

録
の

徹
底

策
と

し
て

、
１

年
生

入
学

時
に

実
施

す
る

基
礎

学
力

チ
ェ

ッ
ク

テ
ス

ト
「
数

学
」
の

試
験

終
了

時
に

時
間

を
設

け
、

 (
a)

「
進

路
希

望
調

査
票

」
を

記
入

さ
せ

　
さ

ら
に

、
(b

)W
e
b登

録
も

併
せ

て
行

わ
せ

る
こ

と
と

す
る

。

①
　

3
年

生
の

早
期

段
階

か
ら

の
就

職
活

動
へ

の
取

り
組

み
支

援
（
具

体
的

に
は

、
3
年

生
４

月
後

半
か

ら
実

施
予

定
の

就
職

支
援

ガ
イ

ダ
ン

ス
を

通
し

て
早

期
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

準
備

へ
導

く
た

め
、

企
画

・
運

営
、

及
び

告
知

を
し

て
い

く
）
。

A

実
施

済
み

(根
拠

資
料

1
0
-
1
．

進
路

希
望

登
録

、
1
0
-
2
．

進
路

希
望

登
録

票
見

本
)

①
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
概

論
や

キ
ャ

リ
ア

の
形

成
と

い
う

キ
ャ

リ
ア

教
育

を
、

早
い

学
年

で
受

講
す

る
こ

と
に

よ
り

、
早

い
段

階
で

の
キ

ャ
リ

ア
支

援
に

繋
げ

て
い

く
方

策
を

検
討

す
る

。
具

体
的

に
は

、
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー
開

設
科

目
の

早
い

学
年

　
開

設
科

目
の

早
い

学
年

で
の

受
講

に
つ

い
て

、
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー
運

営
委

員
経

由
、

各
学

部
に

伝
達

し
て

頂
く
な

ど
の

施
策

を
実

施
す

る
。

４
年

生
の

進
路

状
況

の
把

握
に

つ
い

て
は

、
運

営
委

員
会

の
了

承
を

得
て

、
昨

年
度

よ
り

２
か

月
調

査
月

を
前

倒
し

し
て

、
早

期
の

情
報

収
集

に
努

め
た

。
A

S
キ

ャ
リ

ア
ナ

ビ
へ

の
進

路
決

定
登

録
に

つ
い

て
は

、
３

年
生

9
月

に
実

施
し

た
ガ

イ
ダ

ン
ス

や
個

人
面

談
の

場
、

さ
ら

に
３

年
生

の
う

ち
に

配
布

す
る

C
A

R
E
E
R

 G
U

ID
E
に

も
必

要
性

を
掲

載
し

、
必

ず
行

う
よ

う
働

き
か

け
を

行
っ

て
い

る
が

、
現

状
改

善
さ

れ
て

い
る

と
は

い
え

ず
、

上
記

に
あ

る
ゼ

ミ
単

位
に

よ
る

集
約

を
M

A
X
3
回

お
願

い
す

る
な

ど
、

各
指

導
教

員
か

ら
の

報
告

に
依

存
す

る
と

こ
ろ

は
大

き
い

 (
根

拠
資

料
5
．

ゼ
ミ

担
当

教
員

　
進

路
調

査
依

頼
状

況
、

根
拠

資
料

6
-
1
．

2
0
1
9
卒

生
の

進
路

調
査

状
況

に
つ

い
て

、
6
‐
2
．

学
部

・
学

科
別

就
職

状
況

、
根

拠
資

料
7
．

県
内

大
学

の
就

職
内

定
率

に
つ

い
て

)。

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

運
営

委
員

会
経

由
(根

拠
資

料
8
．

「
第

4
回

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

運
営

委
員

会
議

事
録

」
議

題
番

号
5
)、

各
学

部
に

伝
達

し
た

。
計

画
は

実
施

し
て

い
る

が
、

改
善

の
兆

し
が

見
ら

れ
る

た
め

、
継

続
し

た
取

り
組

み
が

必
要

で
あ

る
。

②
教

育
目

標
及

び
教

育
課

程
の

編
成

・
実

施
方

法
を

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

作
成

す
る

必
要

が
あ

る
か

否
か

に
つ

い
て

、
今

後
、

全
学

共
通

履
修

科
目

検
討

の
進

捗
状

況
に

合
わ

せ
て

検
討

し
て

い
く
。

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

内
の

教
員

間
で

は
検

討
を

開
始

し
て

い
る

。
し

か
し

、

全
学

共
通

履
修

科
目

検
討

委
員

会
で

の
検

討
の

進
捗

状
況

に
合

わ
せ

て
検

討

を
行

う
。

２
．

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
改

善
と

充
実

③
4
年

時
に

は
、

引
き

続
き

A
S
キ

ャ
リ

ア
ナ

ビ
を

通
し

て
進

路
状

況
を

適
時

に
把

握
す

る
こ

と
を

徹
底

し
て

い
く
。

2
0
1
8
年

度
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

1
.キ

ャ
リ

ア
支

援
の

改
善

と
充

実
２

.キ
ャ

リ
ア

教
育

の
改

善
と

充
実

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）
計

画
内

容

１
．

キ
ャ

リ
ア

支
援

の
改

善
と

充
実

全
学

共
通

履
修

科
目

検
討

委
員

会
で

検
討

状
況

に
沿

っ
て

検
討

を
行

う
。

今
後

も
継

続
し

て
実

施
し

て
い

く
。

年
間

通
じ

て
数

多
く
実

施
す

る
ガ

イ
ダ

ン
ス

や
セ

ミ
ナ

ー
の

明
確

な
区

分
や

学
生

目
線

に
立

っ
て

よ
り

重
要

度
や

使
い

分
け

を
考

慮
し

、
企

画
も

の
を

整
理

し
て

い
く
。

ま
た

、
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー
へ

の
敷

居
の

高
さ

を
感

じ
て

い
る

学
生

に
対

し
て

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

を
早

期
か

ら
有

効
利

用
す

る
こ

と
を

意
識

さ
せ

る
工

夫
が

必
要

。

B A

　
本

年
度

、
初

め
て

2
年

生
に

は
春

休
み

に
ガ

イ
ダ

ン
ス

の
開

催
案

内
を

D
M

で
郵

送
し

、
早

期
か

ら
の

意
識

付
け

を
行

っ
て

3
年

生
の

前
期

か
ら

9
テ

ー
マ

、
両

キ
ャ

ン
パ

ス
合

わ
せ

て
計

4
5
回

、
後

期
は

、
就

職
活

動
本

番
に

向
け

て
メ

イ
ン

と
な

る
就

職
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
1
2
テ

ー
マ

計
6
0
回

行
い

(根
拠

資
料

1
．

3
年

生
の

キ
ャ

リ
ア

支
援

に
つ

い
て

)、
そ

の
他

学
生

の
就

活
の

進
捗

状
況

に
合

わ
せ

て
、

学
内

イ
ベ

ン
ト

や
各

種
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

し
た

(根
拠

資
料

2
．

合
同

企
業

説
明

会
、

根
拠

資
料

3
．

O
G

・
O

B
交

流
会

、
根

拠
資

料
4
．

イ
ベ

ン
ト

・
セ

ミ
ナ

ー
)。

ガ
イ

ダ
ン

ス
等

の
欠

席
者

に
は

、
当

時
の

模
様

を
収

録
し

た
Ｄ

Ｖ
Ｄ

を
視

聴
(セ

ン
タ

ー
内

)で
き

る
よ

う
な

対
策

も
試

み
た

が
、

リ
ク

エ
ス

ト
数

が
伸

び
な

い
状

況
に

あ
る

。
　

　
　

　
　

　
　

ま
だ

ま
だ

就
活

基
礎

力
の

必
要

性
を

感
じ

て
い

な
い

、
あ

る
い

は
気

付
い

て
い

な
い

学
生

に
対

し
て

懸
念

さ
れ

る
準

備
不

足
を

払
拭

し
な

が
ら

、
早

期
化

が
進

む
就

活
対

策
の

強
化

と
学

生
へ

の
意

識
付

け
<
は

引
き

続
き

重
要

課
題

と
考

え
る

。

今
後

も
、

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

運
営

委
員

会
の

協
力

を
仰

ぐ
こ

と
を

継
続

す
る

。

B

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

運
営

委
員

会
を

通
じ

て
、

各
委

員
か

ら
学

部
へ

の
働

き
か

け
を

引
き

続
き

お
願

い
し

て
い

く
。
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入試基本方針検討委員会 
（2016 年度～2018 年度） 

 
1．2016年度大学評価結果において検討を求められた事項に対する対応 
 基準 5．学生の受け入れ『定員管理については、学部では、指定校制推薦入試による入学
者が入学定員の 2 倍以上に達し、しかもそれが恒常化している学科・専攻が、13 学科・専
攻のうち、10 学科・専攻と非常に多い。また、福祉貢献学部では、2011(平成 23)年度から
2015(平成 27)年度までの過去 5 年間の入学定員に対する入学者数比率の平均は概ね適切で
あるが、各年度でみると高い数値となっている年度が複数あり、継続的に適切な定員管理を
行う体制の確立とその運用の努力が求められる。』との指摘については、長期的な視点で改
善していく必要がある。しかしながら、大学入試全体の動向や、他大学の定員管理の状況の
影響を考えると、容易なことではないと予想される。指定校推薦入試は高等学校との信頼関
係も基底にはあるので、新しい大学入試制度の変更をひとつのきっかけとして見直すこと
になると考えている。 
 基準 5．学生の受け入れ『学生の受け入れの適切性については、各学部・研究科及び大学
全体として、検証するシステムは構築されていないので、今後整備されたい。』との指摘に
ついては、現時点では、構築されているとは言えない。しかしながら、それに代わるものと
して、全学的には、アドミッションセンターにおいて、前年度の入試の総括と今後の傾向、
対策について、外部の教育産業との連携で検討を定期的に行っている。また、各学部・研究
科においては、入学時の学生の特徴を入試形態別に検討するなど、ＦＤと連動した検討を行
っていることが、代替システムとして機能していると考えられる。 
 
2．その他の取り組み 
 2021 年度入学者選抜試験において出願時期、実施時期、合格発表日等のスケジュールを
含め、入試制度が変更されることになる。それに向けての対応を開始した。学生の受け入れ
方針に基づいて入試形態を整備、再構成するとともに、その運営体制についての検討が必要
となる。特に、前年の 12月までに行われる前半入試についての検討を早期に開始すること
で、大きな変更が生じた場合の「２年前に公示」という高等学校への対応をスムーズに行え
るよう準備を開始する。 
 
3．総括 
 「学生の受け入れ」に関する事項は、本学独自で対応可能なものと他大学や高等学校を含
む環境との相互関係の中で対応せざるを得ないものとに分かれる。また、短期的に対応可能
なものと中長期的に対応せざるを得ないものとにも分かれる。アドミッション・ポリシーの
策定は本学独自に検討の後対応可能であるが、定員管理に関する問題は、独自での方針の策
定は可能であっても、実効性や効果については、社会環境との関係もあり長期的な視野に立
つ必要がある。直接的な方策だけではなく、教育環境全体を視野に入れた取り組みも必要と
なろう。ただし、さまざまな検証のシステム等については、本学独自で進めていくことも重
要となる。 
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年
度

担
当

部
局

＜
中
期

計
画

（
2
0
1
5
年
度

～
2
0
1
9
年
度
）
＞

＜
年
度

計
画

（
2
0
1
6
年
度

）
＞

進
捗
状
況

Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達
成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達
成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実
行
し
て
い
な
い

将
来
に
向
け
た
発
展
方
策
（
進
捗
状
況
が
A
の
場
合
は
任
意
）

2
0
1
6
年
度

入
試
基
本
方
針
検
討
委
員
会

１
．
推

薦
入

試
と
一

般
入

試
の
合
格
者
比
率
の
是
正

２
．
定

員
管

理
の

徹
底

３
．
情

報
公

開
の

推
進

４
．
初

年
次

教
育

部
門
と
の
連
携

５
．
広

報
活

動
の

充
実
（
大
学
の
特
徴
、
学
部
教
育
の
特
色
、
社
会
活
動
・
学
生
生
活
の
紹
介
な
ど
）

計
画
内
容

現
状
（
点
検
・
評
価
の
結
果
）

１
．
各
入

試
方

式
の

定
員

の
見
直
し
を
通
し
て
、
合
格
者
を
決

定
し
、
定

員
管

理
を
行
う
。

　
　
特

に
、
新

学
部

、
新
学

科
に
お
け
る
入
試
結
果
の
分
析
と

全
学
的

な
今

後
の

方
針
の
検
討
を
行
う
。

2
0
1
6
年
度
は
想
定
外
の
入
学
者
増
、
定
員
超
過
率
の
上
限
の
変

更
な
ど
が
あ
り
、
よ
り
一
層
の

定
員
管
理
の
強
化
が
望
ま
れ
る
。

前
半
の
推
薦
入
試
と
後
半
の
一
般
入
試
そ
れ
ぞ
れ

に
お
い
て
、
よ
り
厳
密
な
合
格
者
想
定
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。

２
．
学

生
の

受
け
入

れ
方
針
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
入
学
者
選

抜
の

結
果

等
の

情
報

公
開
の
推
進
。

　
　
新
学

部
、
新

学
科

の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
、
入
試
結
果

等
の

情
報

公
開

を
行

う
。

学
部
、
学
科
に
つ
い
て
は
、
計
画
内
容
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
入
試

案
内
を
通
し
て
実
施
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
研
究
科
に
お
け
る
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
の
改
善
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
前
期
課
程
と
後
期
課
程
を
分
け
て
示
す
こ
と
が
努
力
課
題
と
し
て
呈
示
さ
れ
た
。

学
部
、
学
科
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
情
報
公
開
を

行
う
。
ま
た
、
各
研
究
科
へ
検
討
の
依
頼
は
既
に

行
っ
て
お
り
、
来
年
度
に
は
改
善
の
予
定
で
あ
る
。

３
．
社

会
一

般
に
対

す
る
大
学
全
体
の
広
報
活
動
の
促
進
。

　
　
企
画

室
と
の

連
携

を
通
し
て
、
多
面
的
な
広
報
活
動
を
行

う
。

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
h
tt
p
:/
/
w
w
w
.a
as
a.
ac
.jp
/
）
、
大
学
案
内
等
で
広

報
す
る
こ
と
に
加
え
、
各

種
新
聞
、
受
験
雑
誌
へ
の
記
事
の
掲
載
を
行
っ
て
い
る
。

将
来
的
に
は
、
広
報
に
関
連
す
る
委
員
会
を
設
置

し
、
よ
り
系
統
的
な
広
報
活
動
を
推
進
す
る
予
定
で

あ
る
。

４
．
受

験
を
視

野
に
入

れ
た
入
試
広
報
活
動
の
促
進
。

　
　
新
学

部
、
新

学
科

に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
含
め
、
適
切

な
学

生
募

集
に
繋

が
る
広

報
を
行
う
。

受
験
生
応
援
サ
イ
ト
（
h
tt
p
:/
/
w
w
w
.a
as
a.
ac
.jp
/
w
e
lc
o
m
e
/
in
d
e
x.
h
tm

l）
で
広
報
を
行
う
と
同
時

に
、
志
願
者
速
報
な
ど
公
開
し
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
学
生

募
集
の
現
状
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

５
．
入

試
・
広

報
と
関

わ
る
組
織
、
規
程
等
の
整
備
と
役
割
の

明
確

化
。

　
　
入
試

シ
ス
テ
ム
、
大
学

院
入
試
等
と
関
わ
る
業
務
の
整
備

と
そ
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
行
う
。

学
部
入
試
基
本
方
針
検
討
委
員
会
の
名
称
を
入
試
基
本
方
針
検

討
委
員
会
に
改
め
、
大
学
院

を
含
め
た
入
試
全
体
の
方
針
を
検
討
す
る
委
員
会
と
し
て
位
置
づ
け
た
（
規
程
あ
り
）
。
ま
た
、
入

試
シ
ス
テ
ム
運
営
委
員
会
を
設
置
し
た
（
開
示
不
可
、
名
簿
は
大
学
要

覧
に
あ
り
）
。
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年
度

担
当
部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
7
年

度
）
＞

進
捗

状
況

B B Ａ Ａ Ａ

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

将
来

に
向

け
た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

新
入

試
制

度
へ

む
け
て
の

改
革

に
際

し
て
、
引

き
続

き
検

討
す
る
こ
と
が

必
要

と
な
ろ
う
。

前
半

の
推

薦
入

試
と
後

半
の

一
般

入
試

そ
れ

ぞ
れ

に
お
い
て
、
よ
り
厳

密
な
合

格
者

想
定

を
実

施
す
る

予
定

で
あ
る
。

学
科

・
専

攻
、
研

究
科

の
体

制
の

変
更

に
対

応
し
た

形
で
、
継

続
し
て
実

施
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

2
0
1
7
年
度
の
各
入
試
方
式
の
定
員
の
見
直
し
を
行
っ

た
。
各
学
科
・
専
攻
の
特
徴
を
勘
案
し
つ
つ
も
、
全
体
的

な
方
針
の
範
囲
内
で
の
調
整
と
な
っ
た
。

＊
『
入
試

案
内

2
0
1
8
』
0
5
頁
参

照

2
0
1
6
年
度
は
想
定
外
の
入
学
者
増
、
定
員
超
過
率
の

上
限
の
変
更
な
ど
が
あ
り
、
よ
り
一
層
の
定
員
管
理
の

強
化
が
望
ま
れ
る
。

＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
入
試
結
果
参
照

学
部
、
学
科
に
つ
い
て
は
、
計
画
内
容
が
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
入
試
案
内
を
通
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
研
究
科
に
お
け
る
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
の
改

善
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
前
期
課
程
と
後
期
課
程
を
分

け
て
示
す
こ
と
が
努
力
課
題
と
し
て
呈
示
さ
れ
た
。

受
験
生
応
援
サ
イ
ト

（
h
tt
p:
/
/
w
w
w
.a
as
a.
ac
.jp
/
w
e
lc
o
m
e
/
in
de
x.
h
tm

l）
で

広
報
を
行
う
と
同
時
に
、
志
願
者
速
報
な
ど
公
開
し
て
お

り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
学
生
募
集
の
現
状
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
．
受
験
を
視
野
に
入
れ
た
入

試
広

報
活

動
の

促
進

と
高

大
連
携
の
検
討
。

　
　
新
学
部
、
新
学
科
に
つ
い
て
の

情
報

提
供

を
含

め
、
適

切
な
学
生
募

集
に
繋
が
る
広
報

を
行

う
。

５
．
入
試
広

報
と
関
わ
る
組

織
、
規

程
等

の
整

備
と
役

割
の

明
確
化
。

　
　
大
学
広

報
と
入
試
広
報
の

連
携

を
検

討
す
る
。

学
部
入
試
基
本
方
針
検
討
委
員
会
の
名
称
を
入
試
基

本
方
針
検
討
委
員
会
に
改
め
、
大
学
院
を
含
め
た
入
試

全
体
の
方
針
を
検
討
す
る
委
員
会
と
し
て
位
置
づ
け
た

（
資
料
１
．
入
試
基
本
方
針
検
討
委
員
会
に
関
す
る
規

程
）
。
ま
た
、
入
試
広
報
委
員
会
を
設
置
し
、
大
学
広

報
・
入
試
広
報
の
全
般
を
、
基
本
方
針
検
討
委
員
会
と

は
分
離
し
て
行
う
（
2
0
1
7
大
学
要
覧
1
9
頁
参
照
）
。

2
0
1
7
年

度
入
試
基
本

方
針

検
討

委
員

会

１
．
定
員
超

過
率
の
上
限
を
勘

案
し
、
各

入
試

方
式

の
定

員
の

見
直
し
を
行
う
。

　
　
特
に
、
学

部
学
科
の
特

色
に
配

慮
し
た
検

討
を
行

う
。

２
．
各
入
試

方
式
ご
と
に
、
合
格

者
想

定
を
厳

密
に
行

い
、

定
員
管
理
に
努
め
る
。

　
　
特
に
、
新

学
部
、
新
学
科

に
お
け
る
入

試
結

果
の

分
析

と
今
後
の
方
針
の
検
討
を
行

う
。

３
．
学
部
、
研
究
科
の
学
生
の

受
け
入

れ
方

針
（
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
）
の
再
検
討
と
情

報
公

開
の

推
進

。
　
　
特
に
、
学

部
入
試
の
結

果
等

の
情

報
公

開
を
継

続
し
て

行
っ
て
い
く
。

１
．
推
薦
入

試
と
一
般
入
試
の

合
格

者
比

率
の

是
正

２
．
定
員
管

理
の
徹
底

３
．
情
報
公

開
の
推
進

４
．
初
年
次

教
育
部
門
と
の
連

携
５
．
広
報
活

動
の
充
実
（
大
学
の

特
徴

、
学

部
教

育
の

特
色

、
社
会
活
動
・
学
生
生
活
の
紹
介
な
ど
）
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
8
年

度
）
＞

進
捗

状
況

B B A B B

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

他
大

学
、

高
等

学
校

と
の

情
報

交
換

を
行

い
な

が
ら

、
本

学
の

特
色

を
考

慮
に

入
れ

て
検

討
を

開
始

し
た

。

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

2
0
2
0
年

度
入

試
に

お
け

る
改

革
を

念
頭

に
置

き
、

新
た

に
各

学
科

専
攻

の
特

色
と

各
入

試
方

式
の

特
色

と
を

反
映

さ
せ

る
方

向
で

の
見

直
し

を
開

始
し

た
。

資
料

１
：
『
入

試
案

内
2
0
1
9
』
0
5
頁

４
．

共
通

テ
ス

ト
の

実
施

・
利

用
を

想
定

し
た

入
試

改
革

に
向

け
て

の
準

備
。

　
　

現
在

の
入

試
方

式
の

再
点

検
と

、
今

後
の

方
針

の
策

定
。

2
0
1
8
年

度
の

状
況

だ
け

を
考

え
れ

ば
、

計
画

が
達

成
で

き
て

い
る

と
も

考
え

ら
れ

る
が

、
よ

り
効

果
的

な
広

報
活

動
を

検
討

し
て

い
る

。
資

料
４

：
受

験
生

応
援

サ
イ

ト
 →

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.a
as

a.
ac

.jp
/
w

e
lc

o
m

e
/
in

d
e
x.

h
tm

l
資

料
５

：
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

 →
h
tt

p
:/

/
w

w
w

.a
as

a.
ac

.jp
/
w

e
lc

o
m

e
/
e
ve

n
t/

o
p
e
n
/
in

d
e
x.

h
tm

l

大
学

院
の

新
し

い
展

開
に

関
す

る
対

応
を

行
っ

た
。

（
入

試
広

報
委

員
会

）
現

時
点

で
は

、
各

研
究

科
毎

に
広

報
活

動
や

説
明

会
を

行
っ

て
い

る
が

、
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

等
の

企
画

と
し

て
、

全
体

的
な

広
報

活
動

や
説

明
会

の
実

施
も

検
討

す
る

。

５
．

学
部

、
専

攻
の

特
徴

を
前

面
に

出
し

た
広

報
企

画
の

推
進

（
入

試
広

報
委

員
会

と
の

連
携

）
。

　
　

現
在

の
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

等
の

企
画

の
効

率
化

と
改

善
。

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

委
員

会
に

お
い

て
は

、
全

入
試

終
了

後
に

、
歩

留
ま

り
の

見
直

し
、

定
員

充
足

に
向

け
て

、
時

系
列

的
変

化
を

検
討

す
る

。

公
募

制
入

試
、

一
般

入
試

(A
・
B

方
式

)、
一

般
入

試
(C

方
式

)の
直

前
の

委
員

会
に

お
い

て
、

詳
細

な
検

討
を

重
ね

る
。

入
試

基
本

方
針

検
討

委
員

会
で

随
時

検
討

し
て

い
る

が
、

資
料

と
し

て
は

開
示

で
き

な
い

。
受

験
生

に
向

け
て

は
、

概
要

を
順

次
公

開
し

て
い

く
。

2
0
1
8
年

度
入

試
基

本
方

針
検

討
委

員
会

１
．

定
員

超
過

率
の

上
限

を
勘

案
し

、
各

入
試

方
式

の
定

員
の

見
直

し
を

行
う

。
　

　
特

に
、

学
部

学
科

の
特

色
に

配
慮

し
た

検
討

を
行

う
。

２
．

各
入

試
方

式
ご

と
に

、
合

格
者

想
定

を
厳

密
に

行
い

、
定

員
管

理
に

努
め

る
。

　
　

特
に

、
新

学
部

、
新

学
科

に
お

け
る

入
試

結
果

の
分

析
と

今
後

の
方

針
の

検
討

を
行

う
。

３
．

学
部

、
研

究
科

の
学

生
の

受
け

入
れ

方
針

（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ポ
リ

シ
ー

）
の

再
検

討
と

情
報

公
開

の
推

進
。

　
　

特
に

、
学

部
入

試
の

結
果

等
の

情
報

公
開

を
継

続
し

て
行

っ
て

い
く
。

計
画

内
容

１
．

推
薦

入
試

と
一

般
入

試
の

合
格

者
比

率
の

是
正

２
．

定
員

管
理

の
徹

底
３

．
情

報
公

開
の

推
進

４
．

共
通

テ
ス

ト
の

実
施

・
利

用
を

前
提

と
し

た
、

入
試

改
革

の
方

向
性

の
検

討
５

．
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

等
の

広
報

企
画

の
充

実
・
改

善

2
0
1
8
年

度
入

試
の

結
果

を
見

直
し

つ
つ

、
2
0
1
9
年

度
入

試
に

向
け

て
の

新
た

な
経

営
方

針
に

対
応

し
た

検
討

を
進

め
て

い
る

。
資

料
２

：
『
入

試
案

内
2
0
1
9
』
2
7
～

3
1
頁

学
部

、
学

科
に

つ
い

て
は

、
計

画
内

容
が

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
入

試
案

内
を

通
し

て
実

施
さ

れ
て

い
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

研
究

科
に

お
け

る
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ポ
リ

シ
ー

の
改

善
が

求
め

ら
れ

て
お

り
、

前
期

課
程

と
後

期
課

程
を

分
け

て
示

す
こ

と
が

努
力

課
題

と
し

て
呈

示
さ

れ
た

。
資

料
２

：
『
入

試
案

内
2
0
1
9
』
2
7
～

3
1
頁

資
料

３
：
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ポ
リ

シ
ー

 →
h
tt

p
:/

/
w

w
w

.a
as

a.
ac

.jp
/
e
xa

m
in

at
io

n
/
p
o
lic

y/
in

d
e
x.

h
tm

l

159



 

 

 

 

 

 

 

 

 

20.図書館 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

160



図書館 
（2016 年度～2018 年度） 

 
1．2016年度大学評価結果において検討を求められた事項に対する対応 
 基準 7．教育研究等環境『学生 1人あたりの蔵書数が同規模大学と比較して少なく、閲覧
座席数の収容定員に占める割合も低いと自己点検・評価しているので、引き続き充実に努め
られたい。』との指摘に対して、2016 年度～2018 年度は学外の保管場所を利用し活用しな
がら、年間約 1 万冊の増冊に努めている。閲覧室座席の収容定員に占める割合が低いとい
う指摘に対しては現状では対処できていない。 
 
2．その他の取り組み 
 1の指摘に関して、2018 年度に 2019 年度の図書館システムの更新に向けて予算要求を行
なった。また 2016年度からディスカバリー・サービスとの連携強化を図っている。 
 
3．総括 
 図書館業務は 2017 年度より業務委託となり、専任職員は 2017 年度 5名、2018年度 3名
のみである。星が丘キャンパスに専任職員が配置されていないという問題は残ったままだ
が、スタッフを派遣する業務委託会社とは 2018年度に至るまで良好な関係が構築されてい
る。図書館のスペース上の制約から現状では座席数の大幅に増やすことは難しい。蔵書は毎
年質的量的な向上に努めている。 
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
6
年

度
）
＞

進
捗

状
況

B B A

進
捗

状
況

A
：
計
画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達
成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

2
0
1
6
年

度
図

書
館

１
．

図
書

館
の

閲
覧

室
、

情
報

検
索

設
備

等
の

利
用

環
境

の
改

善
２

．
図

書
、

学
術

雑
誌

、
電

子
情

報
等

の
整

備

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

１
．

長
久

手
本

館
の

学
生

用
閲

覧
室

座
席

の
増

設
を

行
う

4
9
1
席

を
5
3
0
席

に
増

加
さ

せ
た

。
ス

ペ
ー

ス
に

限
界

が
見

え
て

き
た

。

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

２
．

図
書

、
学

術
雑

誌
、

電
子

情
報

等
の

蔵
書

数
タ

イ
ト

ル
の

増
2
0
1
6
年

度
は

1
万

冊
以

上
の

図
書

を
受

け
入

れ
た

。
学

生
一

人
当

た
り

の
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
は

同
規

模
私

立
大

学
の

半
分

　
加

を
は

か
る

程
度

で
あ

り
、

学
外

の
保

管
場

所
を

活
用

し
つ

つ
引

き
続

き
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
全

体
を

増
加

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。

３
．

学
生

、
教

員
に

対
す

る
図

書
館

、
学

術
情

報
サ

ー
ビ

ス
の

強
当

館
目

録
の

9
0
％

以
上

を
、

デ
ィ

ス
カ

バ
リ

ー
サ

ー
ビ

ス
の

た
め

W
o
rl
dC

at
へ

登
録

し
た

。
2
0
1
7
年

4
月

に
暫

定
公

開
す

る
が

、
エ

ラ
ー

デ
ー

タ
の

解
消

　
化

と
し

て
、

デ
ィ

ス
カ

バ
リ

ー
・
サ

ー
ビ

ス
、

W
o
rl
dC

at
 l
o
c
al

と
と

も
に

、
当

館
デ

ー
タ

の
日

常
的

な
登

録
・
更

新
作

業
を

適
切

 の
運

用
開

始
に

向
け

て
検

証
作

業
を

行
う

に
運

用
す

る
た

め
の

検
証

作
業

が
必

要
で

あ
る

。
（
資

料
１

.

バ
ッ

チ
ロ

ー
ド

・
エ

ラ
ー

へ
の

対
応

　
参

考
資

料
）
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
7
年

度
）
＞

進
捗

状
況

C B B B

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

嘱
託

職
員

で
は

な
い

大
学

職
員

の
配

置
を

要
望

し
た

。

学
術

情
報

へ
の

ア
ク

セ
ス

を
、

よ
り

効
率

的
に

す
る

た
め

、
情

報
の

検
索

と
発

見
に

か
か

わ
る

サ
ー

ビ
ス

品
質

の
高

度
化

に
む

け
て

、
引

き
続

き
、

デ
ィ

ス
カ

バ
リ

ー
サ

ー
ビ

ス
に

必
要

な
作

業
を

実
施

し
、

関
連

情
報

の
収

集
を

進
め

る
。

３
．

学
生

教
員

に
対

す
る

図
書

館
、

学
術

情
報

サ
ー

ビ
ス

の
強

化
と

し
て

デ
ィ

ス
カ

バ
リ

ー
・
サ

ー
ビ

ス
、

W
o
rl
dC

at
D

is
c
o
ve

ry
 S

e
rv

ic
e
sを

暫
定

公
開

す
る

と
と

も
に

、
当

館
デ

ー
タ

の
日

常
的

な
登

録
・
更

新
作

業
を

適
切

に
運

用
す

る
た

め
の

デ
ー

タ
修

正
お

よ
び

検
証

作
業

を
行

う
。

引
き

続
き

、
よ

り
よ

い
図

書
館

・
学

術
情

報
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

た
め

の
、

過
渡

期
に

あ
る

本
学

コ
ア

ス
タ

ッ
フ

（
部

門
職

）
と

業
務

委
託

会
社

に
よ

る
共

同
運

用
の

あ
り

か
た

を
検

討
す

る
。

４
．

星
が

丘
キ

ャ
ン

パ
ス

の
図

書
館

に
、

嘱
託

職
員

で
は

な
い

専
任

職
員

の
配

置

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

図
書

館
利

用
環

境
の

整
備

に
向

け
て

、
別

の
方

策
が

必
要

で
あ

る
。

学
生

一
人

当
た

り
の

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

は
同

規
模

私
立

大
学

の
半

分
程

度
で

あ
り

、
学

外
の

保
管

場
所

を
活

用
し

つ
つ

、
引

き
続

き
、

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

全
体

を
質

的
お

よ
び

量
的

に
向

上
さ

せ
る

た
め

の
整

備
を

進
め

る
。

１
．

長
久

手
本

館
に

隣
接

し
た

教
室

等
の

図
書

館
へ

の
転

換
が

望
ま

れ
る

。

２
．

図
書

、
学

術
雑

誌
、

電
子

情
報

な
ど

の
蔵

書
数

タ
イ

ト
ル

数
の

増
加

を
図

る
。

デ
ィ

ス
カ

バ
リ

ー
・
サ

ー
ビ

ス
を

暫
定

公
開

し
て

利
用

に
供

し
た

。
当

館
デ

ー
タ

の
日

常
的

な
登

録
・
更

新
作

業
を

適
切

に
運

用
す

る
た

め
の

、
デ

ー
タ

修
正

お
よ

び
検

証
作

業
が

、
順

調
に

進
行

し
て

い
る

。

2
0
1
7
年

度
は

、
（
1
万

冊
）
の

図
書

を
受

け
入

れ
た

（
資

料
1
）
。

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

で
、

M
e
di

c
al

F
in

de
rの

L
プ

ラ
ン

等
を

導
入

し
た

（
資

料
2
）
。

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

長
久

手
本

館
に

隣
接

し
た

教
室

等
は

、
図

書
館

へ
の

転
換

が
困

難
で

あ
る

。

2
0
1
7
年

度
図

書
館

計
画

内
容

１
．

図
書

館
の

閲
覧

室
、

情
報

検
索

設
備

の
利

用
環

境
の

改
善

２
．

図
書

、
学

術
雑

誌
、

電
子

情
報

等
の

整
備

３
．

星
ヶ

丘
キ

ャ
ン

パ
ス

の
図

書
館

に
、

嘱
託

職
員

で
は

な
い

専
任

職
員

の
配

置
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
8
年

度
）
＞

進
捗

状
況

B B B B

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

2
0
1
8
年

度
図

書
館

１
．

長
久

手
本

館
に

お
け

る
利

用
環

境
の

整
備

に
関

し
て

、
取

り
得

る
方

策
に

何
が

あ
る

か
、

検
討

を
す

す
め

る
。

【
中

期
計

画
1
】

４
．

星
が

丘
キ

ャ
ン

パ
ス

の
図

書
館

に
、

嘱
託

職
員

で
は

な
い

専
任

職
員

の
配

置
【
中

期
計

画
3
】

８
③

退
職

す
る

部
門

ス
タ

ッ
フ

の
欠

員
補

充
を

要
望

し
た

。
（
資

料
7
：
定

年
退

職
に

伴
う

後
任

採
用

の
要

望
メ

モ
）

２
．

図
書

、
学

術
雑

誌
、

電
子

情
報

な
ど

の
蔵

書
数

タ
イ

ト
ル

数
の

増
加

を
図

る
。

【
中

期
計

画
2
】

８
③

2
0
1
8
年

度
は

1
万

冊
程

度
の

図
書

を
受

け
入

れ
予

定
で

あ
る

。
（
資

料
3
：

図
書

受
入

冊
数

）
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
で

「
S
c
ie

n
c
e
D

ir
e
c
t」

を
P

ay
 p

e
r 

vi
e
w

方
式

で
導

入
し

、
運

用
を

試
行

し
た

。
（
資

料
4
：
2
0
1
8
第

1
回

図
書

館
運

営
委

員
会

資
料

）

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

１
．

図
書

館
の

閲
覧

室
、

情
報

検
索

設
備

の
利

用
環

境
の

改
善

２
．

図
書

、
学

術
雑

誌
、

電
子

情
報

等
の

整
備

３
．

星
が

丘
キ

ャ
ン

パ
ス

の
図

書
館

に
、

嘱
託

職
員

で
は

な
い

専
任

職
員

の
配

置

鈴
木

研
究

室
の

研
究

成
果

（
論

文
等

）
を

は
じ

め
、

長
久

手
本

館
の

利
用

環
境

整
備

の
た

め
に

取
り

得
る

方
策

を
検

討
す

る
た

め
、

さ
ら

に
調

査
を

す
す

め
る

。

引
き

続
き

、
よ

り
よ

い
図

書
館

・
学

術
情

報
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

た
め

の
、

過
渡

期
に

あ
る

本
学

コ
ア

ス
タ

ッ
フ

（
部

門
職

）
と

業
務

委
託

会
社

に
よ

る
共

同
運

用
の

あ
り

か
た

を
検

討
す

る
。

計
画

内
容

８
③

名
古

屋
市

立
大

学
大

学
院

芸
術

工
学

研
究

科
鈴

木
研

究
室

に
よ

る
調

査
に

協
力

し
た

。
調

査
の

単
純

集
計

結
果

（
2
0
1
9
.3

現
在

未
入

手
）
は

、
長

久
手

本
館

の
状

況
把

握
の

有
益

な
情

報
と

な
る

。
（
資

料
1
：
図

書
館

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
、

資
料

2
：
名

市
大

院
・
調

査
計

画
案

）

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

学
生

一
人

当
た

り
の

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

は
同

規
模

私
立

大
学

の
半

分
程

度
で

あ
り

、
学

外
の

保
管

場
所

を
活

用
し

つ
つ

、
引

き
続

き
、

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

全
体

を
質

的
お

よ
び

量
的

に
向

上
さ

せ
る

た
め

の
整

備
を

進
め

る
。

３
．

学
術

情
報

へ
の

ア
ク

セ
ス

を
、

よ
り

効
率

的
に

す
る

た
め

に
導

入
し

た
デ

ィ
ス

カ
バ

リ
ー

サ
ー

ビ
ス

（
W

o
rl
d
C

at
 D

is
c
o
ve

ry
S
e
rv

ic
e
s）

に
つ

い
て

、
当

館
デ

ー
タ

の
登

録
・
更

新
等

の
運

用
を

改
善

・
検

証
す

る
と

と
も

に
、

次
期

図
書

館
シ

ス
テ

ム
の

更
新

に
向

け
た

調
査

を
進

め
る

。
【
中

期
計

画
2
】

８
③

図
書

館
シ

ス
テ

ム
更

新
の

予
算

要
求

を
行

っ
た

。
（
資

料
5
：
新

規
事

業
計

画
書

(情
報

、
施

設
・
設

備
)【

図
書

館
】
）
デ

ィ
ス

カ
バ

リ
ー

・
サ

ー
ビ

ス
の

た
め

の
登

録
・
更

新
作

業
に

つ
い

て
改

善
を

進
め

た
。

（
資

料
6
：
W

o
rl
d
C

at
 D

is
c
o
ve

ry
S
e
rv

ic
e
s打

合
せ

議
事

録
）

図
書

館
シ

ス
テ

ム
の

更
新

に
つ

い
て

、
W

in
d
o
w

s7
の

置
き

換
え

、
デ

ィ
ス

カ
バ

リ
ー

サ
ー

ビ
ス

と
の

連
携

強
化

の
方

向
で

、
関

連
業

務
を

ス
タ

ー
ト

さ
せ

る
。
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情報教育センター 
（2016 年度～2018 年度） 

 
1．2016年度大学評価結果において検討を求められた事項に対する対応 
 検討を求められた事項は特になかった。 
 
2．その他の取り組み 
 情報教育センターでは、学習環境整備として 2016 年度と 2018 年度にそれぞれ PC 等の
更新を行い、施設リプレイスの第 1 期を完了した（基準８②）。2020 年度に第 2期のリプレ
イスを実施して現状に最適な学習環境設備の提供を整える予定である。 
 また、毎年度実施しているコンピュータリテラシー調査に基づいた関連科目「コンピュー
タリテラシーⅠ・Ⅱ」のシラバス改訂を行い、2018 年度から実施している（基準４③、⑦）。
しかしながら、PCの操作に関する学習機会については、一学期終了時での調査では明確な
効果が表れなかった。学生の PCへの親近性向上についてさらに検討が必要であり、調査内
容の精査および初年次導入科目のシラバス検討を継続しているところである（基準２⑤、４
③）。 
 授業の円滑な運営については、初年次導入科目での授業補助を担う上級生 Student 
Assistant（SA）を育成し、授業運営のみならず SA自身のスキル維持・向上と、コンピュー
タ教育支援を通したコミュニケーション能力やキャリア意識向上を図っている。2017 年度
より授業補助を助手中心から SA中心に切り替え、さらに半期業務を終了した SAには修了
証を発行するなどしたが，限られた勤務時間内で適切な SA 育成トレーニングを実施するに
はさらに検討が必要である（基準４③）。 
 
3．総括 
 情報環境は目まぐるしく変化するものの、上述の通り当センターでは、必要最低限の情報
教育環境に適切な施設・設備の整備に努め、安全および学習を促進する環境を整えている。
しかし、個々の学生の学習内容理解に対しての支援について、現在 SAを活用した体制を導
入しているものの、SA育成についての効果的な方法を見出しえていない。継続的に検討し、
改善に努めていく。 
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
6
年

度
）
＞

進
捗

状
況

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達
成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
な
い

2
0
1
6
年

度
情

報
教

育
セ

ン
タ

ー

１
．

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
や

S
N

S
の

利
用

な
ど

時
代

の
変

化
に

対
応

す
る

た
め

、
こ

れ
ま

で
の

技
能

中
心

教
育

を
改

め
、

2
0
1
5
年

度
か

ら
初

年
時

導
入

教
育

と
資

格
取

得
支

援
に

特
化

し
た

教
育

を
展

開
す

る
。

特
に

、
入

学
者

全
員

に
対

す
る

初
年

時
導

入
科

目
で

は
、

学
修

ス
キ

ル
養

成
だ

け
で

な
く
、

学
生

生
活

で
身

を
守

る
た

め
の

情
報

倫
理

・
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ー

教
育

に
力

を
入

れ
る

。

２
．

2
0
1
3
年

末
よ

り
利

用
実

態
の

調
査

分
析

を
行

い
、

利
用

者
へ

の
サ

ー
ビ

ス
を

維
持

し
な

が
ら

、
よ

り
効

率
的

に
運

用
す

る
運

営
す

る
。

2
0
1
5
年

度
は

、
旧

式
P

C
の

起
動

時
間

短
縮

の
た

め
の

緊
急

対
応

と
、

施
設

の
ス

リ
ム

化
（
実

習
室

を
約

７
割

に
削

減
）
を

行
う

。
特

に
、

実
習

室
の

混
雑

状
況

の
情

報
提

供
（
2
0
1
4
年

度
開

始
）
な

ど
の

利
用

者
へ

の
案

内
を

さ
ら

に
充

実
さ

せ
、

利
用

者
の

便
宜

と
施

設
稼

働
率

の
両

方
を

向
上

さ
せ

る
。

ま
た

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

な
ど

も
含

め
た

学
生

の
情

報
利

用
の

実
態

調
査

に
基

づ
き

実
習

室
環

境
の

検
討

を
行

い
、

2
0
1
7
年

度
に

実
習

室
リ

プ
レ

イ
ス

を
行

い
P

C
の

更
新

を
行

い
た

い
。

３
．

初
年

時
導

入
科

目
の

授
業

補
助

を
上

級
生

の
S
tu

de
n
t 

A
ss

is
ta

n
t 

(S
A

)を
主

力
と

し
て

運
営

し
て

行
く
計

画
で

あ
る

。
初

年
時

導
入

科
目

で
は

大
学

の
学

修
・
生

活
へ

の
導

入
が

主
眼

で
あ

り
、

上
級

生
は

十
分

な
技

能
を

習
得

し
て

い
る

。
ま

た
、

S
A

は
上

級
生

自
身

に
と

っ
て

も
学

修
上

有
益

で
あ

る
。

そ
こ

で
、

初
年

時
導

入
科

目
で

は
、

授
業

補
助

を
、

実
習

助
手

中
心

か
ら

S
A

中
心

に
変

え
て

い
く
予

定
で

あ
る

。

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
な

ど
も

含
め

た
学

生
の

情
報

利
用

の
実

態
調

査
に

基
づ

き
実

習
室

環
境

の
検

討
を

行
い

、
2
0
1
7
年

度
の

実
習

室
リ

プ
レ

イ
ス

計
画

を
策

定
す

る
。

A

リ
プ

レ
イ

ス
計

画
を

策
定

し
，

そ
の

見
積

を
業

者
に

と
り

，
９

月
末

に
学

長
に

提
出

し
た

。
（
資

料
１

、
２

）

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
7
年

度
）
＞

進
捗

状
況

A B B

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

2
0
1
7
年

度
情

報
教

育
セ

ン
タ

ー

１
．

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
や

S
N

S
の

利
用

な
ど

時
代

の
変

化
に

対
応

す
る

た
め

、
こ

れ
ま

で
の

技
能

中
心

教
育

を
改

め
、

2
0
1
5
年

度
か

ら
初

年
次

導
入

教
育

と
資

格
取

得
支

援
に

特
化

し
た

教
育

を
展

開
す

る
。

特
に

、
入

学
者

全
員

に
対

す
る

初
年

次
導

入
科

目
で

は
、

学
修

ス
キ

ル
養

成
だ

け
で

な
く
、

学
生

生
活

で
身

を
守

る
た

め
の

情
報

倫
理

・
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ー

教
育

に
力

を
入

れ
る

。

２
．

2
0
1
3
年

末
よ

り
利

用
実

態
の

調
査

分
析

を
行

い
、

利
用

者
へ

の
サ

ー
ビ

ス
を

維
持

し
な

が
ら

、
よ

り
効

率
的

に
運

営
す

る
。

2
0
1
5
年

度
は

、
旧

式
P

C
の

起
動

時
間

短
縮

の
た

め
の

緊
急

対
応

と
、

施
設

の
ス

リ
ム

化
（
実

習
室

を
約

７
割

に
削

減
）
を

行
う

。
特

に
、

実
習

室
の

混
雑

状
況

の
情

報
提

供
（
2
0
1
4
年

度
開

始
）
な

ど
の

利
用

者
へ

の
案

内
を

さ
ら

に
充

実
さ

せ
、

利
用

者
の

便
宜

と
施

設
稼

働
率

の
両

方
を

向
上

さ
せ

る
。

ま
た

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

な
ど

も
含

め
た

学
生

の
情

報
利

用
の

実
態

調
査

に
基

づ
き

実
習

室
環

境
の

検
討

を
行

い
、

2
0
1
7
年

度
に

実
習

室
リ

プ
レ

イ
ス

を
行

い
P

C
の

更
新

を
行

い
た

い
。

３
．

初
年

次
導

入
科

目
の

授
業

補
助

を
上

級
生

の
S
tu

de
n
t 

A
ss

is
ta

n
t 

(S
A

)を
主

力
と

し
て

運
営

し
て

行
く
計

画
で

あ
る

。
初

年
次

導
入

科
目

で
は

大
学

の
学

修
・
生

活
へ

の
導

入
が

主
眼

で
あ

り
、

上
級

生
は

十
分

な
技

能
を

習
得

し
て

い
る

。
ま

た
、

S
A

は
上

級
生

自
身

に
と

っ
て

も
学

修
上

有
益

で
あ

る
。

そ
こ

で
、

初
年

次
導

入
科

目
で

は
、

授
業

補
助

を
、

実
習

助
手

中
心

か
ら

S
A

中
心

に
変

え
て

い
く
予

定
で

あ
る

。

2
0
1
9
年

度
は

シ
ラ

バ
ス

へ
の

修
正

が
可

能
な

た
め

、
2
0
1
7
年

度
、

2
0
1
8
年

度
の

状
況

を
考

慮
し

て
、

2
0
1
9

年
度

シ
ラ

バ
ス

を
修

正
す

る
。

S
A

の
状

況
を

把
握

し
た

上
で

、
S
A

の
応

募
方

法
、

選
考

方
法

、
業

務
内

容
、

指
導

、
評

価
等

を
引

き
続

き
検

討
し

、
適

切
な

S
A

育
成

方
策

を
確

立
す

る
。

リ
プ

レ
イ

ス
計

画
を

た
て

、
計

画
通

り
順

調
に

進
行

し
て

い
る

。
3
月

1
6
日

に
は

完
了

予
定

で
あ

る
（
資

料
１

（
p9

）
、

資
料

２
(p

1
1
3
)、

資
料

３
）
。

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

１
．

2
0
1
7
年

度
末

に
リ

プ
レ

イ
ス

を
実

施
し

、
2
0
1
8
年

度
の

授
業

運
営

の
準

備
を

行
う

。

２
．

入
学

時
の

キ
ー

ボ
ー

ド
入

力
の

技
能

、
P

C
へ

の
親

近
性

等
を

調
査

し
、

初
年

次
科

目
で

あ
る

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
リ

テ
ラ

シ
ー

の
シ

ラ
バ

ス
を

再
考

す
る

。

３
．

初
年

次
導

入
科

目
の

授
業

補
助

を
担

う
S
A

の
育

成
方

策
を

検
討

す
る

。
半

期
の

業
務

を
終

え
た

S
A

に
対

し
て

修
了

証
を

授
与

し
、

S
A

学
生

の
動

機
づ

け
を

高
め

る
制

度
を

開
始

し
た

。
S
A

の
技

能
の

向
上

を
調

べ
る

た
め

、
評

価
テ

ス
ト

を
実

施
し

た
。

期
待

さ
れ

る
向

上
は

見
ら

れ
ず

、
育

成
方

策
を

引
き

続
き

検
討

す
る

必
要

性
を

把
握

し
た

。

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
リ

テ
ラ

シ
ー

Ⅰ
（
1
年

）
で

、
第

1
講

と
1
4
講

で
の

タ
イ

ピ
ン

グ
入

力
数

を
比

較
し

、
学

生
の

状
況

を
把

握
し

た
（
資

料
４

）
。

第
1
4
講

で
目

標
値

（
3

分
間

で
2
0
0
文

字
以

上
）
に

達
し

て
い

な
い

学
生

が
7
5
％

に
の

ぼ
る

こ
と

を
示

し
た

。
こ

の
よ

う
な

現
状

を
鑑

み
、

授
業

計
画

を
再

考
し

た
。

ま
た

、
情

報
倫

理
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ー
の

内
容

に
つ

い
て

充
実

し
た

テ
キ

ス
ト

へ
と

変
更

し
た

。
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
8
年

度
）
＞

進
捗

状
況

B A A B

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ

で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

2
0
1
8
年

度
情

報
教

育
セ

ン
タ

ー

【
初

年
次

導
入

科
目

の
授

業
計

画
再

考
】
									

【
ソ

シ
オ

メ
デ

ィ
ア

ラ
ボ

の
リ

プ
レ

イ
ス

】
									

２
．

2
0
1
7
年

度
、

2
0
1
8
年

度
の

学
習

成
果

の
測

定
に

基
づ

き
、

2
0
1
9
年

度
の

「
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
リ

テ
ラ

シ
ー

Ⅰ
・
Ⅱ

」
の

シ
ラ

バ
ス

を
再

考
す

る
。

									
									

「
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
リ

テ
ラ

シ
ー

Ⅰ
」
は

2
0
1
7
年

度
に

シ
ラ

バ
ス

検
討

を
行

い
、

2
0
1
8
年

度
改

訂
の

シ
ラ

バ
ス

に
基

づ
く
授

業
を

実
施

し
た

。
「
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
リ

テ
ラ

シ
ー

Ⅱ
」
に

つ
い

て
は

、
2
0
1
8
年

度
前

期
中

に
内

容
を

検
討

し
、

授
業

で
取

り
上

げ
る

関
数

に
つ

い
て

は
、

学
部

か
ら

の
意

見
も

反
映

し
た

。
（
資

料
3
．

「
2
0
1
9
年

度
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
リ

テ
ラ

シ
ー

Ⅰ
・
Ⅱ

シ
ラ

バ
ス

」
、

資
料

7
．

「
2
0
1
8
年

度
第

2
回

情
報

教
育

セ
ン

タ
ー

自
己

点
検

・
評

価
実

施
委

員
会

議
事

録
」
審

議
事

項
（
1
）
）

初
年

次
導

入
科

目
の

授
業

補
助

を
上

級
生

の
S
tu

d
e
n
t 

A
ss

is
ta

n
t 

(S
A

)を
主

力
と

し
て

運
営

し
て

行
く
計

画
で

あ
る

。
初

年
次

導
入

科
目

で
は

大
学

の
学

修
・
生

活
へ

の
導

入
が

主
眼

で
あ

り
、

上
級

生
は

十
分

な
技

能
を

習
得

し
て

い
る

。
ま

た
、

S
A

は
上

級
生

自
身

に
と

っ
て

も
学

修
上

有
益

で
あ

る
。

そ
こ

で
、

初
年

次
導

入
科

目
で

は
、

授
業

補
助

を
、

実
習

助
手

中
心

か
ら

S
A

中
心

に
変

え
て

い
く
予

定
で

あ
る

。

計
画

内
容

１
．

【
初

年
次

導
入

科
目

の
授

業
計

画
再

考
】

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
や

S
N

S
の

利
用

な
ど

時
代

の
変

化
に

対
応

す
る

た
め

、
こ

れ
ま

で
の

技
能

中
心

教
育

を
改

め
、

2
0
1
5
年

度
か

ら
初

年
次

導
入

教
育

と
資

格
取

得
支

援
に

特
化

し
た

教
育

を
展

開
す

る
。

特
に

、
入

学
者

全
員

に
対

す
る

初
年

次
導

入
科

目
で

は
、

学
修

ス
キ

ル
養

成
だ

け
で

な
く
、

学
生

生
活

で
身

を
守

る
た

め
の

情
報

倫
理

・
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ー

教
育

に
力

を
入

れ
る

。

２
．

【
ソ

シ
オ

メ
デ

ィ
ア

ラ
ボ

の
リ

プ
レ

イ
ス

】

O
S
の

サ
ポ

ー
ト

終
了

に
伴

う
P

C
関

連
の

リ
プ

レ
イ

ス
、

並
び

に
老

朽
化

し
た

サ
ー

バ
ー

機
器

を
リ

プ
レ

イ
ス

し
、

円
滑

な
授

業
運

営
を

維
持

す
る

。
ス

タ
ジ

オ
の

機
器

類
の

リ
プ

レ
イ

ス
(2

0
2
0
年

度
を

予
定

）
を

再
考

し
、

授
業

運
営

の
準

備
を

行
う

。

３
．

【
授

業
補

助
体

制
の

見
直

し
】
							

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

１
．

入
学

時
並

び
に

前
期

終
了

時
の

、
キ

ー
ボ

ー
ド

入
力

の
技

能
、

P
C

へ
の

親
近

性
等

を
調

査
し

、
初

年
次

導
入

科
目

の
適

切
性

を
評

価
す

る
。

	

リ
プ

レ
イ

ス
計

画
を

立
て

、
計

画
通

り
順

調
に

進
行

し
て

い
る

。
			3
月

2
2
日

に
完

了
予

定
で

あ
る

。
（
資

料
4
．

「
長

久
手

キ
ャ

ン
パ

ス
ソ

シ
オ

メ
デ

ィ
ア

ラ
ボ

リ
プ

レ
イ

ス
　

仕
様

書
」
、

資
料

5
．

「
ソ

シ
オ

メ
デ

ィ
ア

ラ
ボ

リ
プ

レ
イ

ス
　

ご
提

案
資

料
」
、

資
料

7
．

「
2
0
1
8
年

度
第

2
回

情
報

教
育

セ
ン

タ
ー

自
己

点
検

・
評

価
実

施
委

員
会

議
事

録
」
審

議
事

項
（
1
）
）

2
0
1
7
年

度
ま

で
は

長
年

の
実

績
に

よ
り

、
授

業
内

容
が

あ
る

程
度

絞
り

込
ま

れ
て

い
た

が
、

2
0
1
8
年

度
は

教
科

書
が

変
わ

っ
た

こ
と

で
、

内
容

が
拡

散
し

て
し

ま
い

、
個

々
の

操
作

を
復

習
す

る
機

会
が

少
な

か
っ

た
。

「
P

C
へ

の
親

近
性

」
を

高
め

る
た

め
に

は
、

操
作

の
習

熟
に

力
を

入
れ

る
こ

と
は

大
切

で
あ

り
、

個
々

の
操

作
の

理
解

度
と

習
熟

を
重

視
す

る
よ

う
内

容
を

見
直

す
な

ど
、

さ
ら

に
検

討
す

る
。

３
．

P
C

関
連

、
サ

ー
バ

ー
関

連
の

リ
プ

レ
イ

ス
を

2
0
1
8
年

度
中

に
実

施
し

、
2
0
1
9
年

度
の

授
業

に
備

え
る

。
									

【
授

業
補

助
体

制
の

見
直

し
】
									

４
．

初
年

次
導

入
科

目
の

授
業

補
助

を
担

う
S
A

の
育

成
方

策
を

検
討

す
る

。
									

S
A

の
自

立
に

向
け

て
、

2
0
1
7
年

度
に

半
期

の
業

務
を

終
わ

っ
た

S
A

に
対

し
て

修
了

証
を

授
与

す
る

こ
と

を
開

始
し

た
。

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
目

的
と

し
た

S
A

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
増

や
す

な
ど

の
工

夫
を

し
、

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

結
果

か
ら

サ
ポ

ー
ト

ス
キ

ル
や

自
身

の
ス

キ
ル

向
上

に
お

い
て

成
果

が
見

ら
れ

た
が

、
学

生
か

ら
の

授
業

支
援

時
に

感
じ

る
ニ

ー
ズ

を
勤

務
時

間
数

の
枠

の
中

で
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
み

で
十

分
に

解
消

で
き

て
お

ら
ず

、
今

後
も

検
討

が
必

要
で

あ
る

。
(資

料
6
．

「
2
0
1
8
年

度
前

期
S
tu

d
e
n
t 

A
ss

is
ta

n
tア

ン
ケ

ー
ト

　
実

施
結

果
」
、

資
料

7
．

「
2
0
1
8
年

度
第

2
回

情
報

教
育

セ
ン

タ
ー

自
己

点
検

・
評

価
実

施
委

員
会

議
事

録
」
審

議
事

項
（
1
）
）
			

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

S
A

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

に
よ

り
、

状
況

を
よ

り
精

確
に

把
握

す
る

こ
と

を
目

指
し

、
S
A

の
選

考
方

法
、

業
務

内
容

、
指

導
方

法
等

に
つ

い
て

、
継

続
的

に
検

討
を

行
う

。

2
0
1
7
年

度
に

引
き

続
き

、
「
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
リ

テ
ラ

シ
ー

Ⅰ
」
第

1
講

と
第

1
4
講

で
タ

イ
ピ

ン
グ

入
力

数
を

比
較

し
、

学
生

の
状

況
を

把
握

し
た

。
そ

の
結

果
、

入
力

技
能

の
平

均
値

が
学

期
終

了
時

に
お

い
て

も
依

然
と

し
て

中
級

の
下

位
レ

ベ
ル

程
度

で
あ

る
こ

と
、

平
均

値
は

前
年

度
よ

り
低

下
が

見
ら

れ
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

（
資

料
1
．

「
2
0
1
8
年

度
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
リ

テ
ラ

シ
ー

Ⅰ
タ

ッ
チ

タ
イ

ピ
ン

グ
成

績
」
、

資
料

7
．

「
2
0
1
8
年

度
第

1
回

情
報

教
育

セ
ン

タ
ー

自
己

点
検

・
評

価
実

施
委

員
会

議
事

録
」
）

ま
た

、
第

2
講

で
実

施
し

た
「
情

報
利

用
に

関
す

る
実

態
調

査
」
の

結
果

か
ら

、
P

C
へ

の
親

近
性

低
下

が
見

ら
れ

た
。

（
資

料
2
．

「
情

報
利

用
に

関
す

る
実

態
調

査
の

結
果

」
、

資
料

7
．

「
2
0
1
8
年

度
第

1
回

情
報

教
育

セ
ン

タ
ー

自
己

点
検

・
評

価
実

施
委

員
会

議
事

録
」
）

継
続

し
て

調
査

す
る

こ
と

に
よ

り
学

生
の

傾
向

を
可

視
化

し
、

初
年

次
導

入
科

目
の

シ
ラ

バ
ス

検
討

の
材

料
と

し
て

い
く
。
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22.国際交流センター
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国際交流センター 
（2016 年度～2018 年度） 

 
1．2016年度大学評価結果において検討を求められた事項に対する対応 
 検討を求められた事項は特になかった。 
 
2．その他の取り組み 
 この 3 か年において国際交流センターは、上位委員会である星が丘キャンパス・グロー
バル化推進委員会の答申(2018 年設置、同年答申。以降「推進委員会答申」)の提出により、
取組みの転換期となった。中期計画ごとに記述する。 
１．新規交流協定校の獲得 
海外教育フェア（NAFSA, APAIE, EAIE）に活発に参加し、協定校数が増加した（2016年

30 校から 2018 年 54校）。2018 年度に出された推進委員会答申により、学部生と外国人留
学生の交流を活性化させる方向に優先順位が変わり、協定校数は 2018 年度の水準を保ちつ
つ、学部学生に向けた取り組みを充実させることになった。 
２．留学生別科日本語夏季オープンスクールプログラムの実施 

2017年には参加者が少なく開催を見送ったが、2018 年度には開催することができた。た
だし、留学生別科の星が丘キャンパスへの移転や学年歴の変更など、推進委員会答申に沿っ
た取り組みを進めるため、2019 年度に向けた準備までは行えなかった。また、留学生別科
の学期の変更により、学部生と留学生が同時期にキャンパスに在籍し、学部生と共に授業を
履修できるようになったものの、留学生会館や教室の不足により、夏季オープンプログラム
の開催が難しくなった。 
３．交換留学制度(派遣・受入)の充実（奨学金、語学スキルアップ支援等の検討） 
協定校数の増加とともに、留学生の受入数は、27人（2016 年）から 36 人（2018 年）へ

と年を追うごとに増加している。しかし、本学からの派遣数は、20 人（2016 年）から 25人
（2018 年）と、受け入れ過多の状態が続いている。奨学金は、派遣・受入ともに設置・拡
充される方向である(2018 年度時点)。留学相談は、継続的に実施され、留学体験報告会が
開催され、モチベーションを高める取り組みは行われた。 
４．短期研修の充実 
 短期研修である「英語海外セミナーⅠ」～「同Ⅲ」は 3つ（夏：アメリカ合衆国、カナダ、
冬：オーストラリア）開講されており、プログラムの価格や方面の重なりなどにより夏のセ
ミナー参加者の確保が難しく、2018 年度は年に 2つの開講にとどまった。「米国NPO イン
ターンシップ研修」の担当者の変更、退職などもあった。中国語・韓国語圏での研修は安定
している。短期研修の適切な数と安定した運営形態の模索が、2018 年度以降、進められて
いる。 
 
3．総括 
 中期計画が設定されたときのセンターで設定した課題の多くは達成されているが、年度
ごとの取り組みが進むにつれ、さらなる課題が顕在化している。例えば、本学からの派遣を
増やす取り組みとして、奨学金の設置により金銭的な支援、留学体験報告会の開催などでモ
チベーションの増加にはつながったものの、実質的な語学力の増強や交換留学試験の応募
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者を増やす取り組みは依然として課題が残る。また、推進委員会答申など大学側からの方向
性の転換や要望などがあり、計画の策定と遂行にも大きく影響を受ける。外的な変更に柔軟
に対応しつつも、センター内の課題に継続的に取り組む必要がある。 
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
6
年

度
）
＞

進
捗

状
況

A B

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達
成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実
行
し
て
い
な
い

中
期

計
画

に
基

づ
き

、
中

期
計

画
1
-
3
を

同
時

に
推

進
す

る
。

優
先

順
位

は
1
>
2
>
3
>
4
と

な
る

た
め

、
2
0
1
6
年

度
は

1
,2

に
対

し
て

重
点

的
に

取
り

組
む

。

具
体

的
計

画
2
0
1
5
年

1
月

に
発

足
し

た
N

A
F
S
A

準
備

委
員

会
を

核
と

し
て

、
中

期
計

画
1
)の

実
現

を
図

る
（
N

A
F
S
A

と
は

ア
メ

リ
カ

を
拠

点
と

し
、

国
際

教
育

交
流

を
推

進
す

る
目

的
で

1
9
4
8
年

に
設

立
さ

れ
た

非
営

利
団

体
で

あ
り

、
世

界
各

国
の

大
学

国
際

教
育

交
流

関
係

者
が

集
う

組
織

で
あ

る
。

）

1
-
3
月

 N
A

F
S
A

準
備

委
員

会
（
獲

得
目

標
、

目
標

地
域

、
戦

略
検

討
）

3
月

A
P

A
IE

(ア
ジ

ア
太

平
洋

地
域

の
国

際
教

育
交

流
団

体
年

次
大

会
)参

加
、

日
本

語
夏

季
オ

ー
プ

ン
ス

ク
ー

ル
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
広

報
活

動 4
月

 N
A

F
S
A

準
備

委
員

会
(A

P
A

IE
状

況
分

析
、

戦
略

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
）

5
月

 N
A

F
S
A

年
次

大
会

ブ
ー

ス
出

展
6
-
7
月

　
N

A
F
S
A

年
次

大
会

後
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

形
成

、
次

年
度

へ
の

対
策

、
日

本
語

夏
季

オ
ー

プ
ン

ス
ク

ー
ル

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

9
-
1
2
月

 新
規

交
流

協
定

候
補

大
学

へ
の

訪
問

, 
協

定
書

草
案

作
成

1
0
月

 2
0
1
6
年

度
N

A
F
S
A

年
次

大
会

戦
略

構
想

立
案

中
期

計
画

1
の

実
現

は
、

N
A

F
S
A

や
A

P
A

IE
等

で
本

学
ブ

ー
ス

を
出

展
し

、
そ

の
後

も
、

継
続

し
て

候
補

大
学

と
交

渉
や

現
地

訪
問

を
行

っ
た

結
果

、
1
0

大
学

以
上

の
新

規
交

流
協

定
校

を
獲

得
で

き
た

た
め

、
計

画
を

達
成

で
き

た
（
資

料
1
.　

2
8
年

度
新

規
協

定
校

一
覧

）
。

中
期

計
画

2
の

日
本

語
夏

季
オ

ー
プ

ン
ス

ク
ー

ル
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
関

し
て

は
、

N
A

F
S
A

や
A

P
A

IE
等

で
の

広
報

活
動

を
行

い
、

協
定

校
や

、
日

本
語

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

持
つ

海
外

の
大

学
へ

の
パ

ン
フ

送
付

、
交

換
留

学
の

枠
組

み
へ

の
取

り
込

み
な

ど
を

行
っ

た
。

実
施

を
2
0
1
7
年

度
か

ら
と

し
た

た
め

、
2
0
1
6
年

度
は

広
報

活
動

に
専

念
し

た
。

し
か

し
、

2
0
1
7
年

度
の

実
施

も
応

募
者

が
最

小
催

行
人

数
に

到
達

し
な

か
っ

た
た

め
、

2
0
1
8
年

度
に

向
け

て
、

再
度

広
報

活
動

の
検

討
・
見

直
し

を
行

っ
た

。

広
報

活
動

を
予

定
通

り
行

っ
た

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

十
分

な
応

募
者

を
獲

得
で

き
な

か
っ

た
の

は
、

候
補

の
協

定
大

学
と

の
具

体
的

な
担

当
者

と
の

情
報

交
換

不
足

や
、

想
定

す
る

最
小

催
行

人
数

が
多

い
た

め
と

思
わ

れ
る

。
本

学
の

留
学

生
別

科
の

日
本

語
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
学

生
を

送
っ

て
い

る
協

定
大

学
に

向
け

て
、

学
生

を
参

加
さ

せ
や

す
い

方
法

を
検

討
し

て
、

ま
ず

は
協

定
大

学
の

学
生

で
最

小
催

行
人

数
を

確
保

す
る

よ
う

に
、

次
年

度
へ

向
け

て
広

報
活

動
を

行
う

予
定

で
あ

る
。

2
0
1
6
年

度
国

際
交

流
セ

ン
タ

ー

本
学

理
念

「
違

い
を

共
に

生
き

る
」
実

現
の

た
め

の
具

体
的

テ
ー

マ
の

１
つ

で
あ

る
「
地

域
に

根
ざ

し
、

世
界

に
開

く
」
と

い
う

点
を

推
進

す
る

。

１
．

 新
規

交
流

協
定

校
の

獲
得

２
．

 留
学

生
別

科
日

本
語

夏
季

オ
ー

プ
ン

ス
ク

ー
ル

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

３
．

 交
換

留
学

制
度

（
派

遣
・
受

入
）
の

充
実

（
奨

学
金

、
語

学
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
支

援
等

の
検

討
）

４
．

 短
期

研
修

の
充

実

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）
将

来
に

向
け

た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
7
年

度
）
＞

進
捗

状
況

1
A

2
A

3
A

4
A

5
C

6
B

7
B

8
B

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達
成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
な
い

本
学

理
念

「
違

い
を

共
に

生
き

る
」
実

現
の

た
め

の
具

体
的

テ
ー

マ
の

１
つ

で
あ

る
「
地

域
に

根
ざ

し
、

世
界

に
開

く
」
と

い
う

点
を

推
進

す
る

。

１
．

 新
規

交
流

協
定

校
の

獲
得

２
．

 留
学

生
別

科
日

本
語

夏
季

オ
ー

プ
ン

ス
ク

ー
ル

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

３
．

 交
換

留
学

制
度

（
派

遣
・
受

入
）
の

充
実

（
奨

学
金

、
語

学
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
支

援
等

の
検

討
）

４
．

 短
期

研
修

の
充

実

ほ
と

ん
ど

新
規

協
定

大
学

訪
問

や
協

定
書

作
成

は
終

え
て

い
る

が
、

新
規

協
定

大
学

訪
問

に
関

し
て

は
、

2
0
1
9
年

度
以

降
派

遣
予

定
の

大
学

に
関

し
て

は
、

ま
だ

訪
問

で
き

て
い

な
い

大
学

が
あ

る
た

め
、

次
年

度
以

降
訪

問
予

定
で

あ
る

。

2
0
1
8
年

度
の

N
A

F
S
A

戦
略

構
想

は
、

2
0
1
8
年

3
月

の
A

P
A

IE
ブ

ー
ス

出
展

後
に

行
う

予
定

で
あ

る
。

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

1
-
3
月

 N
A

F
S
A

準
備

委
員

会
（
獲

得
目

標
、

目
標

地
域

、
戦

略
検

討
）

2
0
1
7
年

5
月

の
N

A
F
S
A

ブ
ー

ス
出

展
に

向
け

て
準

備
を

行
っ

た
（
資

料
1
．

「
2
0
1
7
年

度
　

N
A

F
S
A

準
備

委
員

会
　

議
事

録
」

審
議

事
項

1
）
。

こ
れ

に
関

し
て

、
点

検
評

価
を

実
施

し
た

。
（
資

料
2
．

「
2
0
1
7
年

度
第

5
回

国
際

交
流

委
員

会
議

事
録

」
審

議
事

項
2
）

4
月

 N
A

F
S
A

準
備

委
員

会
(A

P
A

IE
状

況
分

析
、

戦
略

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
）

教
育

目
標

お
よ

び
教

育
課

程
の

編
成

・
実

施
方

針
の

適
切

性
に

つ
い

て
の

検
証

と
し

て
、

短
期

研
修

の
研

修
先

に
つ

い
て

は
、

交
換

留
学

協
定

大
学

で
の

短
期

研
修

充
実

に
つ

い
て

、
綿

密
な

打
ち

合
わ

せ
や

先
方

と
の

構
想

の
検

討
を

継
続

し
て

行
う

こ
と

で
、

計
画

を
達

成
に

導
く
予

定
で

あ
る

。

運
営

委
員

会
ま

た
は

、
中

期
計

画
の

内
容

を
確

認
す

る
上

位
委

員
会

で
あ

る
、

グ
ロ

ー
バ

ル
戦

略
検

討
委

員
会

に
お

い
て

、
教

育
目

標
お

よ
び

教
育

課
程

の
編

成
・
実

施
方

針
の

適
切

性
に

つ
い

て
定

期
的

に
検

証
す

る
シ

ス
テ

ム
の

検
討

を
始

め
る

。

2
0
1
7
年

3
月

に
台

湾
で

の
A

P
A

IE
で

ブ
ー

ス
出

展
を

行
い

、
ベ

ル
ギ

ー
な

ど
の

新
規

協
定

大
学

と
交

渉
し

た
（
資

料
3

「
A

P
A

IE
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
」
）
。

こ
れ

に
関

し
て

、
点

検
評

価
を

実
施

し
た

。
（
資

料
1
．

「
2
0
1
7
年

度
　

第
5
回

国
際

交
流

委
員

会
議

事
録

」
審

議
事

項
2
）

日
本

語
夏

季
オ

ー
プ

ン
ス

ク
ー

ル
は

、
希

望
者

不
足

で
開

催
で

き
な

か
っ

た
。

こ
れ

に
関

し
て

、
点

検
評

価
を

実
施

し
た

。
（
資

料
1
．

「
2
0
1
7
年

度
　

第
5
回

国
際

交
流

委
員

会
議

事
録

」
審

議
事

項
2
）

N
A

F
S
A

の
結

果
を

受
け

て
、

E
A

IE
で

の
交

渉
大

学
を

検
討

し
、

ブ
ー

ス
出

展
を

行
っ

た
（
資

料
6
 「

E
A

IE
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
」
）
。

訪
問

や
協

定
書

は
現

在
進

行
中

の
大

学
も

あ
る

。
計

画
6
に

関
し

て
、

点
検

評
価

を
行

っ
た

。
（
資

料
7
．

「
2
0
1
7
年

度
　

臨
時

国
際

交
流

委
員

会
議

事
録

」
審

議
事

項
1
）

2
0
1
8
年

度
N

A
F
S
A

の
戦

略
構

想
は

、
ま

だ
達

成
で

き
て

い
な

い
。

上
位

委
員

会
が

解
散

の
た

め
、

国
際

交
流

委
員

会
で

、
教

育
目

標
や

教
育

課
程

の
定

期
的

な
検

証
の

検
討

を
行

う
予

定
で

あ
る

が
、

ま
だ

達
成

で
き

て
い

な
い

。
年

度
計

画
6
-
8
に

関
し

て
点

検
評

価
を

行
っ

た
。

（
資

料
7
．

「
2
0
1
7
年

度
　

臨
時

国
際

交
流

委
員

会
議

事
録

」
審

議
事

項
1
）

A
P

A
IE

の
結

果
を

受
け

て
、

N
A

F
S
A

で
の

交
渉

大
学

を
検

討
し

た
（
資

料
4
 「

N
A

F
S
A

準
備

委
員

会
 当

初
予

定
」
）
。

こ
れ

に
関

し
て

、
点

検
評

価
を

実
施

し
た

。
（
資

料
1
．

「
2
0
1
7
年

度
 第

5
回

国
際

交
流

委
員

会
議

事
録

」
審

議
事

項
2
）

2
0
1
7
年

5
月

に
ア

メ
リ

カ
　

ロ
サ

ン
ゼ

ル
ス

で
の

N
A

F
S
A

で
ブ

ー
ス

出
展

を
行

い
、

ア
ー

カ
ン

ソ
ー

な
ど

の
新

規
協

定
大

学
と

交
渉

し
た

（
資

料
5
 「

N
A

F
S
A

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

」
）
。

こ
れ

に
関

し
て

、
点

検
評

価
を

実
施

し
た

。
（
資

料
1
．

「
2
0
1
7
年

度
　

第
5

回
国

際
交

流
委

員
会

議
事

録
」
審

議
事

項
2
）

9
-
1
2
月

 E
A

IE
年

次
大

会
ブ

ー
ス

出
展

、
新

規
交

流
協

定
候

補
大

学
へ

の
訪

問
, 
協

定
書

草
案

作
成

1
0
月

 2
0
1
8
年

度
N

A
F
S
A

年
次

大
会

戦
略

構
想

立
案

5
月

 N
A

F
S
A

年
次

大
会

ブ
ー

ス
出

展

6
-
7
月

　
N

A
F
S
A

年
次

大
会

後
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

形
成

、
次

年
度

へ
の

対
策

、
日

本
語

夏
季

オ
ー

プ
ン

ス
ク

ー
ル

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

2
0
1
7
年

度

N
A

F
S
A

後
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

で
、

協
定

大
学

か
ら

、
2
0
1
8
年

度
の

参
加

打
診

が
あ

り
、

次
年

度
の

開
催

の
目

処
が

立
っ

た
。

2
0
1
8
年

度
の

夏
季

交
換

留
学

に
向

け
て

、
新

規
協

定
大

学
へ

の
派

遣
、

受
け

入
れ

の
準

備
態

勢
を

整
え

て
い

る
。

英
語

圏
に

関
し

て
は

、
T
O

E
F
L
だ

け
で

は
な

く
、

IE
L
T
S
で

の
受

験
を

学
生

に
促

し
、

同
時

に
、

T
O

E
IC

の
ス

コ
ア

で
も

受
け

入
れ

可
能

な
大

学
を

協
定

校
に

増
や

す
努

力
を

続
け

て
い

る
。

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

中
期

計
画

に
基

づ
き

、
中

期
計

画
1
-
4
を

同
時

に
推

進
す

る
。

優
先

順
位

は
1
>
2
>
3
>
4
と

な
る

た
め

、
2
0
1
7
年

度
は

1
,2

に
加

え
て

3
,4

に
対

し
て

も
取

り
組

み
を

具
体

的
に

行
う

。

具
体

的
計

画
2
0
1
5
年

1
月

に
発

足
し

た
N

A
F
S
A

準
備

委
員

会
を

核
と

し
て

、
中

期
計

画
1
)

の
実

現
を

図
る

（
N

A
F
S
A

と
は

ア
メ

リ
カ

を
拠

点
と

し
、

国
際

教
育

交
流

を
推

進
す

る
目

的
で

1
9
4
8
年

に
設

立
さ

れ
た

非
営

利
団

体
で

あ
り

、
世

界
各

国
の

大
学

国
際

教
育

交
流

関
係

者
が

集
う

組
織

で
あ

る
。

）

3
月

A
P

A
IE

(ア
ジ

ア
太

平
洋

地
域

の
国

際
教

育
交

流
団

体
年

次
大

会
)参

加
、

日
本

語
夏

季
オ

ー
プ

ン
ス

ク
ー

ル
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
広

報
活

動

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
8
年

度
）
＞

進
捗

状
況

A A A A

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

2
0
1
8
年

度
国

際
交

流
セ

ン
タ

ー

中
期

計
画

に
基

づ
き

、
中

期
計

画
1
-
4
を

同
時

に
推

進
す

る
。

2
0
1
8
年

度
は

中
期

計
画

の
達

成
に

向
け

て
中

期
計

画
1
-
4
に

対
し

て
具

体
的

取
り

組
み

を
2
0
1
5
年

度
か

ら
の

構
想

に
従

っ
て

、
継

続
し

て
行

う
。

中
期

計
画

3
：
　

下
記

2
点

の
検

討
を

行
っ

た
。

3
-
1
）
奨

学
金

（
派

遣
・
受

入
）
の

充
実

3
-
2
）
語

学
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
支

援
の

た
め

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

検
討

3
-
1
）
に

つ
い

て
は

、
申

請
が

認
め

ら
れ

、
「
特

別
給

付
奨

学
金

４
　

交
換

留
学

生
支

援
」
（
渡

航
支

援
と

留
学

支
援

）
が

設
置

さ
れ

た
（
資

料
７

「
第

3
回

学
資

援
助

委
員

会
議

事
録

」
審

議
事

項
３

、
資

料
８

「
愛

知
淑

徳
大

学
学

資
援

助
に

係
る

特
別

給
付

奨
学

金
４

（
留

学
生

支
援

）
施

行
細

則
制

定
」
）
。

「
受

入
」
に

つ
い

て
は

、
留

学
生

別
科

生
の

み
対

象
と

し
て

い
た

枠
を

拡
大

し
、

本
学

に
在

籍
す

る
す

べ
て

の
外

国
人

留
学

生
を

対
象

と
す

る
こ

と
が

検
討

さ
れ

、
1
1
月

の
学

資
援

助
委

員
会

で
審

議
さ

れ
承

認
さ

れ
た

（
資

料
９

：
同

窓
会

奨
学

金
等

給
付

規
定

）
。

3
-
2
）
に

つ
い

て
は

、
新

規
科

目
の

増
設

に
は

制
約

が
多

い
こ

と
が

分
り

、
学

内
で

開
講

さ
れ

て
い

る
語

学
試

験
の

科
目

を
周

知
す

る
方

向
で

対
応

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。

中
期

計
画

１
：
具

体
的

計
画

は
次

の
8
つ

で
あ

る
。

1
-
1
）
1
-
3
月

　
2
0
1
8
年

度
N

A
F
S
A

（
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

を
拠

点
と

す
る

国
際

教
育

交
流

団
体

年
次

大
会

）
出

展
準

備
（
獲

得
目

標
、

目
的

地
域

、
戦

略
検

討
）

1
-
2
）
3
月

　
A

P
A

IE
（
ア

ジ
ア

太
平

洋
地

域
の

国
際

教
育

交
流

団
体

年
次

大
会

）
出

展
準

備
、

日
本

語
夏

季
オ

ー
プ

ン
ス

ク
ー

ル
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
広

報
活

動
の

準
備

1
-
3
）
4
月

　
N

A
F
S
A

（
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

を
拠

点
と

す
る

国
際

教
育

交
流

団
体

年
次

大
会

）
出

展
準

備
（
A

P
IE

現
状

分
析

、
戦

略
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

）
1
-
4
）
5
月

　
N

A
F
S
A

年
次

大
会

ブ
ー

ス
出

展
1
-
5
）
6
-
7
月

　
N

A
F
S
A

大
会

後
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

形
成

、
次

年
度

へ
の

対
策

1
-
6
）
9
-
1
2
月

　
E
A

IE
年

次
大

会
ブ

ー
ス

出
展

、
新

規
交

流
協

定
候

補
大

学
へ

の
訪

問
、

協
定

書
草

案
作

成
1
-
7
）
1
0
月

　
2
0
1
9
年

度
N

A
F
S
A

年
次

大
会

戦
略

構
想

立
案

1
-
8
）
9
月

-
1
2
月

　
運

営
委

員
会

ま
た

は
、

中
期

計
画

の
内

容
を

確
認

す
る

上
位

委
員

会
で

あ
る

、
グ

ロ
ー

バ
ル

戦
略

検
討

委
員

会
に

お
い

て
、

教
育

目
標

及
び

教
育

課
程

の
編

成
・
実

施
方

針
の

適
切

性
に

つ
い

て
定

期
的

に
検

証
す

る
シ

ス
テ

ム
の

検
討

を
始

め
る

。

1
-
1
）
～

1
-
5
）
の

A
P

A
IE

と
N

A
F
S
A

に
関

す
る

計
画

は
、

実
行

さ
れ

、
達

成
で

き
た

。
1
-
6
)～

1
-

8
)は

参
加

を
取

り
や

め
る

こ
と

に
な

っ
た

。
詳

細
は

次
の

通
り

で
あ

る
。

1
-
1
）
、

1
-
3
）
に

つ
い

て
、

星
が

丘
グ

ロ
ー

バ
ル

化
推

進
委

員
会

の
中

間
答

申
で

の
方

向
性

を
踏

ま
え

、
N

A
F
S
A

で
の

方
針

を
検

討
し

た
（
資

料
１

「
N

A
F
S
A

準
備

委
員

会
  
議

事
録

」
）
。

1
-
2
）
に

つ
い

て
、

2
0
1
8
年

3
月

マ
レ

ー
シ

ア
、

ク
ア

ラ
ル

ン
プ

ー
ル

で
の

A
P

A
IE

ブ
ー

ス
出

展
を

行
い

、
新

規
の

大
学

と
交

渉
し

た
（
資

料
２

「
A

P
A

IE
打

合
せ

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

」
）
。

1
-
4
）
に

つ
い

て
、

2
0
1
8
年

5
月

に
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

、
フ

ィ
ラ

デ
ル

フ
ィ

ア
に

て
N

A
F
S
A

ブ
ー

ス
出

展
を

行
い

、
既

存
の

協
定

校
と

の
打

ち
合

わ
せ

と
新

規
校

と
の

交
渉

を
行

っ
た

（
資

料
３

「
N

A
F
S
A

打
合

せ
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
」
）
。

1
-
5
）
～

1
-
8
)に

つ
い

て
、

7
月

に
、

上
位

委
員

会
で

あ
る

星
ヶ

丘
キ

ャ
ン

パ
ス

・
グ

ロ
ー

バ
ル

化
推

進
委

員
会

(2
0
1
8
年

度
設

置
）
の

最
終

答
申

が
出

さ
れ

、
次

年
度

の
N

A
F
S
A

も
含

め
、

秋
の

E
A

IE
、

春
の

A
P

A
IE

へ
の

参
加

を
見

送
り

、
留

学
生

別
科

の
キ

ャ
ン

パ
ス

移
転

に
関

連
す

る
準

備
と

大
学

内
関

連
部

門
と

の
調

整
に

注
力

す
る

こ
と

に
な

っ
た

（
資

料
４

「
星

ヶ
丘

キ
ャ

ン
パ

ス
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
関

す
る

最
終

答
申

」
第

3
部

）
。

近
年

の
協

定
校

数
の

増
加

に
伴

い
、

派
遣

・
受

入
の

対
応

が
増

加
し

て
い

る
。

そ
の

上
、

答
申

に
沿

っ
た

業
務

に
対

応
し

て
い

く
に

は
、

中
期

計
画

の
修

正
と

と
も

に
業

務
の

効
率

化
と

見
直

し
が

必
要

で
あ

る
。

次
年

度
以

降
に

1
つ

ず
つ

対
応

を
し

て
い

く
。

中
期

計
画

2
：
具

体
的

な
計

画
は

次
の

2
つ

で
あ

る
。

2
-
1
）
5
月

　
交

換
留

学
協

定
大

学
サ

マ
ー

セ
ミ

ナ
ー

の
本

学
で

の
実

施
2
-
2
）
6
・
7
月

　
日

本
語

夏
季

オ
ー

プ
ン

ス
ク

ー
ル

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

１
）
２

）
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

本
学

で
開

催
さ

れ
た

（
資

料
５

「
サ

マ
ー

セ
ミ

ナ
ー

　
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
」
、

資
料

６
「
サ

マ
ー

プ
ロ

グ
ラ

ム
　

カ
タ

ロ
グ

」

計
画

内
容

本
学

理
念

「
違

い
を

共
に

生
き

る
」
実

現
の

た
め

の
具

体
的

テ
ー

マ
の

1
つ

で
あ

る
「
地

域
に

根
差

し
、

世
界

に
開

く
」
と

い
う

点
を

推
進

す
る

。
１

．
新

規
交

流
協

定
校

の
獲

得
2
．

留
学

生
別

科
日

本
語

夏
季

オ
ー

プ
ン

ス
ク

ー
ル

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

3
．

交
換

留
学

制
度

（
派

遣
・
受

入
）
の

充
実

（
奨

学
金

、
語

学
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
支

援
等

の
検

討
）

4
．

短
期

研
修

の
充

実

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）
将

来
に

向
け

た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

中
期

計
画

4
：
　

短
期

研
修

の
充

実
充

実
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
な

る
よ

う
、

留
学

体
験

報
告

会
等

を
実

施
し

た
（
資

料
1
0
：
留

学
報

告
会

ポ
ス

タ
ー

）
。
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23.コミュニティ・コラボレーションセンター
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コミュニティ・コラボレーションセンター
（2016 年度～2018 年度） 

1．2016年度大学評価結果において検討を求められた事項に対する対応 
検討を求められた事項は特になかった。 

2．その他の取り組み 
コミュニティ・コラボレーションセンター（CCC）では，2016 年度から 2018 年度は 2015

年度以前とかわらず多くの学生がセンターに登録し，そのうち多数の学生がボランティア
活動を行った。また，【教育の質の向上】（基準 4④，基準 9②）および【地域貢献・社会貢
献への意欲の向上】（基準 9②）を目指して以下の点に取り組んだ。 
【教育の質の向上】（基準 4④，基準 9②）に関して，地域貢献・社会貢献に取り組む際に

必要となる基礎学習科目として 2016 年度 4 月より「CCC スタートアップ講座」という科
目を開講した。さらに，地域貢献活動に必要となるスキルや知識をレベルアップするために
2016年度 4月より「企画立案の基礎」という科目を，2017 年度 4月より「ファシリテータ
ー養成講座」という科目を開講した。また，“ 公共性の高い問題 ” に取り組んでいく PBL
科目「キズナプロジェクト」を 2017 年度 4 月より開講し，実際に地域の団体・企業との連
携により地域活性化プロジェクトを進めた。 
【地域貢献・社会貢献への意欲の向上】（基準 9②）に関して，2009 年度に学生の自主的

活動を助成するために創設した「チャレンジファンド」によって，2016 年度から 2018 年度
も多くの学生が活発に活動した。2017 年度には，活動をはじめたばかりの学生団体を育成
する目的でスタートアップ部門の拡充を行った。また，2015 年度に創設した「コラボメッ
セ」を年 1 回定期的に開催することで，地域貢献・社会貢献活動における “ ハブ ” 機能を
担っている。学外の団体と学生の活動の連携のきっかけを作り，新たな連携プロジェクトの
企画づくりなど関係性の向上をはかっている。
これらの教育科目，「チャレンジファンド」および「コラボメッセ」は，ボランティア活

動の質の向上にもつながった。 

3．総括 
コミュニティ・コラボレーションセンター（CCC）では，多くの学生がセンターに登録

し，さらに，そのうち多数の学生が継続的に活動を行った。 
2016年度から 2018 年度は，教育の質の向上を目指し，「CCCスタートアップ講座」「フ

ァシリテーター養成講座」「キズナプロジェクト」という科目を新たに開設した。また，地
域貢献・社会貢献への意欲の向上を目指し，学生の自主的活動を助成する「チャレンジファ
ンド」を拡充し，地域貢献・社会貢献活動における “ ハブ ” 機能を担う「コラボメッセ」
を継続して実施している。これらの教育科目，「チャレンジファンド」および「コラボメッ
セ」は，ボランティア活動の質の向上にもつながった。
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
6
年

度
）
＞

進
捗

状
況

B C B A A B B C B A

進
捗

状
況

A
：
計
画
が
達
成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達
成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
な
い

1
-
1
. 
学

外
の

協
力

団
体

を
選

別
し

、
よ

り
深

い
関

係
を

結
ぶ

べ
き

団
体

に
対

し
て

は
関

係
性

の
向

上
を

は
か

る
。

コ
ラ

ボ
メ

ッ
セ

な
ど

を
通

じ
て

、
よ

り
深

い
関

係
を

結
ぶ

べ
き

団
体

と
の

関
係

性
向

上
を

は
か

っ
て

い
る

。
明

確
な

基
準

に
基

づ
く
、

協
力

団
体

の
選

別
は

完
了

し
て

い
な

い
。

次
年

度
の

課
題

で
あ

る
。

2
0
1
6
年

度

C
C

C

１
．

社
会

連
携

の
体

系
化

２
．

海
外

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
推

進
３

．
C

C
C

を
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
に

展
開

す
る

地
域

（
社

会
）
貢

献
活

動
の

活
性

化

４
．

C
C

C
を

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

に
展

開
す

る
、

社
会

連
携

の
目

的
や

理
念

を
明

文
化

、
そ

れ
に

従
い

、
教

育
目

標
お

よ
び

教
育

過
程

の
編

成
・
実

施
方

針
の

適
切

性
を

評
価

で
き

る
仕

組
み

を
構

築
す

る
。

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）
将

来
に

向
け

た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

2
-
1
. 
海

外
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
推

進
の

実
行

可
能

性
に

関
す

る
精

査
本

年
度

に
つ

い
て

は
着

手
し

て
い

な
い

。
海

外
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
よ

り
も

リ
ス

ク
の

低
い

、
国

内
で

世
界

の
問

題
を

感
じ

る
こ

と
の

で
き

る
「
国

際
系

」
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

充
実

を
次

年
度

以
降

は
か

っ
て

い
く
。

3
-
1
. 
学

部
・
学

科
・
専

攻
と

の
地

域
貢

献
、

社
会

貢
献

活
動

に
お

け
る

連
携

機
能

の
強

化
外

部
か

ら
社

会
貢

献
に

関
す

る
連

携
依

頼
が

あ
っ

た
場

合
は

、
レ

タ
ー

ケ
ー

ス
が

置
か

れ
た

部
屋

に
設

置
し

た
専

用
フ

ァ
イ

ル
を

通
じ

て
、

速
や

か
に

各
学

部
教

員
に

連
絡

す
る

ル
ー

ト
を

構
築

し
た

。

新
た

に
構

築
し

た
情

報
提

供
ル

ー
ト

の
注

目
率

、
認

知
率

、
利

用
率

を
高

め
る

こ
と

、
ま

た
提

携
に

お
い

て
必

要
と

な
る

覚
え

書
き

、
協

定
書

の
締

結
ノ

ウ
ハ

ウ
の

提
供

と
い

っ
た

新
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

可
能

性
も

検
討

し
て

い
き

た

3
-
2
. 
学

生
団

体
の

活
動

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
を

図
る

た
め

の
制

度
整

備
教

員
、

ス
タ

ッ
フ

に
よ

る
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
制

を
整

備
（
資

料
１

）
。

学
内

の
助

成
金

制
度

「
チ

ャ
レ

ン
ジ

フ
ァ

ン
ド

」
の

利
用

率
を

高
め

る
た

め
の

制
度

変
更

も
実

施
（
資

料
２

）
。

制
度

の
実

効
性

を
高

め
る

た
め

の
議

論
を

ス
タ

ッ
フ

内
で

継
続

的
に

進
め

て
い

き
た

い
。

3
-
3
. 
地

域
貢

献
、

社
会

貢
献

に
取

り
組

む
際

の
基

礎
知

識
を

教
え

る
「
C

C
C

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
講

座
」
の

開
講

、
運

営
の

安
定

化

C
C

C
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

講
座

（
資

料
３

）
を

2
0
1
6
年

度
４

月
か

ら
開

講
、

履
修

者
は

定
員

を
超

過
、

増
コ

マ
対

応
を

行
っ

た
。

授
業

内
容

も
固

ま
り

、
安

定
的

な
運

営
が

で
き

て
い

る
。

本
科

目
は

、
2
0
1
5
年

度
の

点
検

報
告

書
に

お
い

て
あ

げ
た

「
地

域
貢

献
、

社
会

貢
献

に
取

り
組

む
際

に
必

要
と

な
る

基
礎

学
習

科
目

の
追

加
が

必
要

で
あ

る
」

と
い

う
問

題
に

対
応

す
る

た
め

に
設

け
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

授
業

評
価

を
踏

ま
え

、
授

業
内

容
の

さ
ら

な
る

改
善

を
目

指
し

て
い

く
。

3
-
4
. 
地

域
貢

献
活

動
に

必
要

と
な

る
ス

キ
ル

や
知

識
を

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

す
る

た
め

の
「
企

画
立

案
の

基
礎

」
「
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
養

成
講

座
」
な

ど
の

科
目

を
開

講
、

運
営

の
安

定
化

「
企

画
立

案
の

基
礎

」
（
資

料
４

）
に

つ
い

て
は

2
0
1
6
年

度
４

月
か

ら
開

講
、

履
修

者
数

も
多

く
、

学
生

の
評

価
も

高
い

。
「
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
養

成
講

座
」
（
資

料
５

）
に

つ
い

て
は

、
2
0
1
7
年

度
ス

タ
ー

ト
の

科
目

で
あ

る
た

め
、

ま
だ

開
講

し
て

い
な

い
。

教
員

の
確

保
な

ど
は

完
了

し
て

い
る

。
こ

の
２

つ
の

科
目

は
、

2
0
1
5
年

度
の

点
検

報
告

書
に

あ
げ

ら
れ

た
「

企
画

立
案

、
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
ス

キ
ル

を
習

得
す

る
た

め
の

専
門

科
目

の
設

置
が

必
須

で
あ

る
」

と
し

た
問

題
に

対
応

す
る

た
め

に
設

置
さ

れ
た

も
の

で
あ

る
。

後
期

星
が

丘
開

講
の

「
企

画
立

案
の

基
礎

」
に

つ
い

て
、

ビ
ジ

ネ
ス

学
部

ビ
ジ

ネ
ス

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
専

攻
か

ら
の

受
け

入
れ

人
数

が
一

時
的

に
増

加
し

て
い

る
こ

と
に

、
対

応
が

追
い

つ
い

て
い

な
い

現
状

が
あ

る
。

ま
た

テ
キ

ス
ト

内
容

の
見

直
し

も
行

い
、

授
業

内
容

の
さ

ら
な

る
改

善
を

目
指

し
て

い
く

3
-
5
. 
学

生
と

助
教

、
セ

ン
タ

ー
長

、
ス

タ
ッ

フ
の

絆
で

、
地

域
が

抱
え

る
「
公

共
性

の
高

い
問

題
」
に

取
り

組
ん

で
い

く
P

B
L

科
目

「
C

C
C

キ
ズ

ナ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
の

開
講

準
備

P
B

L
の

連
携

先
も

覚
王

山
商

店
街

（
千

種
区

）
に

決
定

、
後

期
も

ブ
ラ

ザ
ー

工
業

株
式

会
社

に
入

っ
て

い
た

だ
く
こ

と
が

決
定

し
て

お
り

、
内

容
設

計
は

順
調

に
進

ん
で

い
る

。
（
資

料
６

）
本

科
目

は
、

2
0
1
5
年

度
の

点
検

報
告

書
に

あ
げ

ら
れ

た
次

の
問

題
、

す
な

わ
ち

旧
科

目
「

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

サ
ー

ビ
ス

ラ
ー

ニ
ン

グ
」

の
名

称
が

わ
か

り
に

く
い

、
科

目
名

が
担

当
教

員
の

取
り

組
ん

で
い

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
内

容
に

強
く

規
制

さ
れ

る
と

い
う

問
題

を
回

避
す

る
た

め
に

設
け

ら
れ

た
科

目
で

あ
る

。
C
C
C
の

教
員

、
ス

タ
ッ

フ
と

学
生

の
絆

で
社

会
問

題
に

取
り

組
む

科
目

で
あ

る
こ

と
を

科
目

名
に

明
記

し
、

単
一

科
目

内
で

ま
ち

づ
く

り
、

植
林

な
ど

複
数

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

動
か

す
形

式
を

と
る

こ
と

で
科

目
名

が
頻

繁
に

変
更

さ
れ

る
事

態
が

発
生

し
な

い
よ

う
に

配
慮

し
た

。

「
公

共
性

の
高

い
問

題
」
に

対
応

し
、

学
生

の
社

会
人

基
礎

力
を

高
め

る
こ

と
を

目
指

し
、

内
容

の
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
を

続
け

て
い

き
た

い
。

4
-
1
. 
C

C
C

を
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
と

す
る

社
会

連
携

の
目

的
・

理
念

の
明

文
化

2
0
1
7
年

３
月

の
運

営
委

員
会

を
皮

切
り

に
、

議
論

を
深

め
て

い
き

た
い

。
2
0
1
7
年

度
中

に
は

明
文

化
を

完
了

す
る

。

4
-
2
. 
C

C
C

開
設

科
目

の
教

育
目

標
お

よ
び

教
育

課
程

の
編

成
、

実
施

方
針

の
適

切
性

に
つ

い
て

運
営

委
員

会
で

定
期

的
に

検
証

2
0
1
6
年

9
月

の
運

営
委

員
会

（
資

料
７

）
で

、
2
0
1
7
年

度
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
つ

い
て

審
議

を
行

う
際

、
運

営
委

員
と

議
論

を
重

ね
て

き
た

。

運
営

委
員

か
ら

出
た

意
見

と
現

状
と

の
折

り
合

い
を

ど
う

つ
け

る
か

に
つ

い
て

は
、

ま
だ

結
論

を
み

て
い

な
い

。
今

後
毎

年
９

月
の

運
営

委
員

会
に

て
定

期
的

に
検

証
を

行
っ

て
い

く
。

4
-
3
. 
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー
、

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

と
の

合
同

で
F
D

研
修

会
を

実
施

2
0
1
7
年

２
月

に
実

施
し

た
。

（
資

料
８

）
今

年
度

は
C

C
C

が
幹

事
を

つ
と

め
た

。
次

年
度

以
降

も
幹

事
を

輪
番

制
に

す
る

こ
と

で
、

研
修

会
の

継
続

的
実

施
に

つ
と

め
て

い
き

た
い

。
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
7
年

度
）
＞

進
捗

状
況

B B B A B B B A B B

進
捗

状
況

A
：
計

画
が

達
成

で
き

て
い

る
、

も
し

く
は

ほ
ぼ

で
き

て
い

る
、

　
Ｂ

：
計

画
を

実
行

し
て

い
る

が
、

ま
だ

達
成

で
き

て
い

な
い

、
　

Ｃ
：
計

画
を

実
行

し
て

い
な

い

昨
年

度
に

構
築

し
た

情
報

提
供

ル
ー

ト
を

確
保

し
つ

つ
、

直
接

C
C

C
を

訪
れ

る
教

員
と

の
情

報
交

換
を

積
極

的
に

行
っ

た
。

そ
の

結
果

、
教

員
と

地
域

団
体

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
に

加
え

、
C

C
C

と
学

部
の

教
員

と
の

密
な

連
携

に
よ

っ
て

、
長

期
的

な
地

域
貢

献
活

動
を

新
た

に
発

足
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

（
関

連
資

料
：
3
-
1
-
1
　

学
部

と
の

連
携

状
況

.p
df

、
学

部
教

員
と

の
連

携
に

よ
っ

て
進

め
た

地
域

貢
献

活
動

に
係

る
協

定
書

類
　

3
-
1
-
2
〜

3
-

1
-
8
を

参
照

）

地
域

貢
献

活
動

の
活

性
化

促
進

に
向

け
て

、
活

動
を

は
じ

め
た

ば
か

り
の

学
生

団
体

を
育

成
す

る
目

的
で

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
部

門
（
助

成
額

上
限

５
万

）
の

拡
充

を
行

い
、

実
際

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

フ
ァ

ン
ド

参
加

団
体

数
の

増
加

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

（
関

連
資

料
：
3
-
2
-
1
C

F
2
0
1
7
募

集
要

項
.p

df
、

3
-
2
-
2
チ

ャ
レ

ン
ジ

フ
ァ

ン
ド

2
0
1
7
採

択
団

体
.p

df
）

国
内

で
世

界
の

問
題

を
感

じ
る

こ
と

の
で

き
る

「
国

際
系

」
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

充
実

を
は

か
り

、
今

年
度

、
W

A
F
C

A
や

名
古

屋
港

湾
事

務
所

と
の

連
携

に
よ

り
新

た
な

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
組

む
こ

と
が

で
き

た
。

（
関

連
資

料
：
2
-
1
-
1
愛

知
淑

徳
大

学
香

港
学

生
交

流
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
2
-
1
-
2

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

紹
介

シ
ー

ト
。

2
-
1
-
3
名

古
屋

港
湾

事
務

所
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
シ

ー
ト

）

１
．

社
会

連
携

の
体

系
化

２
．

海
外

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
推

進
３

．
C

C
C

を
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
に

展
開

す
る

地
域

（
社

会
）
貢

献
活

動
の

活
性

化
４

．
C

C
C

を
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
に

展
開

す
る

、
社

会
連

携
の

目
的

や
理

念
を

明
文

化
、

そ
れ

に
従

い
、

教
育

目
標

お
よ

び
教

育
課

程
の

編
成

・
実

施
方

針
の

適
切

性
を

評
価

で
き

る
仕

組
み

を
構

築
す

る

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

学
外

の
協

力
団

体
（
2
3
団

体
）
を

お
呼

び
し

て
、

学
生

（
2
5
の

学
生

団
体

）
と

の
活

動
面

で
の

連
携

に
つ

な
げ

る
「
コ

ラ
ボ

メ
ッ

セ
」
を

1
0
月

1
5
日

に
開

催
。

新
た

な
連

携
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

企
画

づ
く
り

な
ど

関
係

性
の

向
上

を
は

か
る

こ
と

が
で

き
た

。
（
関

連
資

料
：
1
-
1
-
1
コ

ラ
ボ

メ
ッ

セ
パ

ン
フ

.p
df

、
1
-

1
-
8
コ

ラ
ボ

メ
ッ

セ
後

の
事

業
展

開
）
※

団
体

と
の

協
定

書
類

は
資

料
1
-
1
-
2
〜

1
-
1
-
6
参

照
。

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

今
後

も
定

期
的

に
年

一
回

ペ
ー

ス
で

学
外

の
協

力
団

体
と

の
連

携
を

深
め

る
機

会
を

設
け

る
よ

う
努

め
て

い
き

た
い

。

新
た

な
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
安

定
化

を
は

か
る

と
共

に
、

協
力

団
体

と
の

連
携

強
化

に
努

め
て

い
き

た
い

。

昨
年

度
に

引
き

続
き

、
連

携
に

お
い

て
必

要
と

な
る

新
た

な
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

可
能

性
の

提
供

を
検

討
す

る
。

定
期

的
に

輪
番

で
行

っ
て

い
く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
セ

ン
タ

ー
間

の
連

携
を

深
め

て
い

き
た

い
。

社
会

連
携

の
目

的
、

理
念

に
つ

い
て

体
系

化
、

大
学

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公

開
し

て
い

る
。

（
関

連
資

料
：
4
-
1
-
1
社

会
連

携
ポ

リ
シ

ー
.p

df
）

C
C

C
開

設
科

目
の

教
育

目
標

お
よ

び
教

育
課

程
の

編
成

、
実

施
方

針
の

適
切

性
に

つ
い

て
１

０
月

の
運

営
委

員
会

に
て

検
証

し
た

。
運

営
委

員
の

承
認

を
受

け
、

現
行

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
継

続
が

決
定

さ
れ

た
。

（
関

連
資

料
：
4
-
2
-
1
　

平
成

2
9
年

度
第

５
回

C
C

C
運

営
委

員
会

議
事

メ
モ

.p
df

中
の

審
議

事
項

１
）

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

Ｆ
Ｄ

研
修

会
を

２
月

２
０

日
に

実
施

。
今

年
度

は
国

際
交

流
セ

ン
タ

ー
の

担
当

で
、

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

教
育

実
践

を
ベ

ー
ス

に
知

識
を

深
め

た
。

（
関

連
資

料
：
4
-
3
-
1
　

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

F
D

研
修

会
ご

案
内

_2
0
1
8
.p

df
）

今
後

授
業

の
運

営
を

全
て

内
部

化
す

る
（
外

部
へ

の
委

託
な

ど
を

最
低

限
に

す
る

）
こ

と
を

目
指

し
、

人
員

の
拡

充
（
常

勤
講

師
追

加
）
な

ど
を

行
っ

て
い

く
予

定
で

あ
る

。

初
年

度
の

実
施

で
あ

る
た

め
、

ま
だ

授
業

の
進

め
方

な
ど

が
完

全
に

固
ま

っ
て

お
ら

ず
、

ま
た

担
当

者
も

今
後

変
わ

る
予

定
が

あ
る

た
め

、
運

営
体

制
の

整
備

を
し

っ
か

り
と

行
っ

て
い

く
予

定
で

あ
る

。

C
C

C
の

魅
力

を
関

心
の

低
い

層
に

伝
え

る
た

め
の

さ
ら

な
る

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
手

段
に

つ
い

て
、

セ
ン

タ
ー

内
で

検
討

を
続

け
て

い
き

た
い

。

毎
年

９
月

の
運

営
委

員
会

に
お

い
て

、
そ

の
妥

当
性

に
つ

い
て

検
証

、
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
を

行
う

。

今
後

も
こ

の
試

み
を

継
続

し
て

い
き

た
い

。

「
企

画
立

案
の

基
礎

」
「
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
養

成
講

座
」
な

ど
の

新
カ

リ
科

目
は

全
て

今
年

度
順

調
に

開
講

す
る

こ
と

が
で

き
た

（
関

連
資

料
：
3
-
3
-

1
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
養

成
講

座
シ

ラ
バ

ス
.p

df
、

3
-
3
-
2
企

画
立

案
の

基
礎

シ
ラ

バ
ス

.p
df

、
3
-
3
-
3
 2

0
1
7
年

度
後

期
C

C
C

開
設

科
目

履
修

状
況

.p
df

）
。

覚
王

山
商

店
街

、
ブ

ラ
ザ

ー
工

業
と

の
連

携
に

よ
り

、
無

事
「
C

C
C

キ
ズ

ナ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
を

開
講

、
受

講
者

を
巻

き
込

ん
だ

地
域

活
性

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

進
め

て
い

る
。

（
関

連
資

料
：
3
-
4
-
1
キ

ズ
ナ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

A
シ

ラ
バ

ス
.p

df
、

3
-
4
-
2
キ

ズ
ナ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

B
シ

ラ
バ

ス
.p

df
）

「
C

C
C

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
講

座
」
な

ど
、

ビ
ギ

ナ
ー

向
け

講
座

の
拡

充
、

入
学

式
で

の
C

C
C

の
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
機

会
な

ど
を

活
か

し
、

順
調

に
利

用
者

を
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

（
関

連
資

料
：
3
-
5
-
1
 C

C
C

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
シ

ラ
バ

ス
.p

df
）

2
0
1
7
年

度
C

C
C

3
-
4
. 
学

生
と

助
教

、
セ

ン
タ

ー
長

、
ス

タ
ッ

フ
の

絆
で

、
地

域
が

抱
え

る
「
公

共
性

の
高

い
問

題
」
に

取
り

組
ん

で
い

く
P

B
L
科

目
「
C

C
C

キ
ズ

ナ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

の
開

講
準

備

3
-
5
. 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

対
す

る
関

心
の

低
い

層
に

対
す

る
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
拡

充

4
-
1
. 
C

C
C

を
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
と

す
る

社
会

連
携

の
目

的
・
理

念
の

明
文

化

4
-
2
. 
C

C
C

開
設

科
目

の
教

育
目

標
お

よ
び

教
育

課
程

の
編

成
、

実
施

方
針

の
適

切
性

に
つ

い
て

９
月

の
運

営
委

員
会

で
定

期
的

に
検

証

4
-
3
. 
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー
、

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

と
の

合
同

F
D

研
修

会
を

継
続

実
施

す
る

。

1
-
1
. 
学

外
の

協
力

団
体

を
選

別
し

、
よ

り
深

い
関

係
を

結
ぶ

べ
き

団
体

に
つ

い
て

は
関

係
性

の
向

上
を

は
か

る
。

2
-
1
. 
国

際
系

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
充

実
を

は
か

る
。

3
-
1
. 
学

部
・
学

科
・
専

攻
と

の
地

域
貢

献
、

社
会

貢
献

活
動

に
お

け
る

連
携

機
能

の
強

化

3
-
2
. 
地

域
貢

献
活

動
の

活
性

化
を

促
す

こ
と

を
目

的
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
フ

ァ
ン

ド
の

制
度

改
善

を
実

施
す

る
。

3
-
3
. 
地

域
貢

献
活

動
に

必
要

と
な

る
ス

キ
ル

や
知

識
を

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

す
る

た
め

の
「
企

画
立

案
の

基
礎

」
「
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
養

成
講

座
」
な

ど
の

科
目

を
開

講
、

運
営

の
安

定
化

を
図

る
。
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
8
年

度
）
＞

進
捗

状
況

B B B

2
0
1
8
年

度
C

C
C

1
-
1
. 
Ｃ

Ｃ
Ｃ

の
掲

げ
る

社
会

連
携

の
目

的
や

理
念

に
即

し
、

学
外

の
協

力
団

体
を

選
別

し
、

よ
り

深
い

関
係

を
結

ぶ
べ

き
団

体
に

つ
い

て
は

関
係

性
の

向
上

を
は

か
る

。

４
．

C
C

C
を

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

に
展

開
す

る
、

社
会

連
携

の
目

的
や

理
念

を
明

文
化

、
そ

れ
に

従
い

、
教

育
目

標
お

よ
び

教
育

課
程

の
編

成
・
実

施
方

針
の

適
切

性
を

評
価

で
き

る
仕

組
み

を
構

築
す

る

2
-
1
. 
国

際
系

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
充

実
を

は
か

る
。

1
3
件

の
国

際
系

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
実

施
、

支
援

し
た

。
（
参

考
資

料
：
資

料
5
〜

1
7
　

国
際

系
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

イ
ベ

ン
ト

チ
ラ

シ
一

式
）
）
来

年
9
月

に
予

定
さ

れ
て

い
る

、
留

学
生

別
科

の
星

が
丘

移
転

に
合

わ
せ

、
「
キ

ズ
ナ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

B
」
を

星
が

丘
で

開
講

す
る

よ
う

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

変
更

を
実

施
（
資

料
2
3
　

2
0
1
9
年

度
C

C
C

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

）
。

こ
れ

を
留

学
生

を
巻

き
込

ん
だ

国
際

的
な

地
域

連
携

活
動

を
展

開
し

て
い

く
た

め
の

足
が

か
り

と
し

た
い

と
考

え
て

い
る

。

計
画

内
容

１
．

社
会

連
携

の
体

系
化

							
２

．
海

外
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

推
進

							
３

．
C

C
C

を
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
に

展
開

す
る

地
域

（
社

会
）
貢

献
活

動
の

活
性

化

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

引
き

続
き

2
0
1
9
年

度
の

年
度

計
画

と
し

て
継

続
す

る
。

引
き

続
き

2
0
1
9
年

度
の

年
度

計
画

と
し

て
継

続
す

る
。

引
き

続
き

2
0
1
9
年

度
の

年
度

計
画

と
し

て
継

続
す

る
。

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

3
-
1
. 
Ｃ

Ｃ
Ｃ

の
掲

げ
る

社
会

連
携

の
目

的
や

理
念

に
即

し
、

学
部

・
学

科
・
専

攻
と

の
地

域
貢

献
、

社
会

貢
献

活
動

に
お

け
る

連
携

機
能

の
強

化
を

は
か

る
。

交
流

文
化

学
部

2
件

、
健

康
医

療
科

学
部

2
件

、
ビ

ジ
ネ

ス
学

部
2
件

の
連

携
活

動
に

つ
い

て
支

援
を

行
っ

た
（
関

連
資

料
：
資

料
２

　
協

定
書

一
式

、
資

料
１

８
と

１
９

　
子

供
大

学
に

っ
し

ん
（
１

）
（
２

）
）
。

各
学

部
の

地
域

貢
献

、
社

会
貢

献
活

動
の

実
情

を
調

べ
た

の
が

3
年

以
上

前
に

な
る

た
め

、
今

後
再

調
査

、
お

よ
び

そ
れ

を
ベ

ー
ス

に
し

た
学

部
支

援
の

た
め

の
青

写
真

を
構

築
す

る
こ

と
を

新
年

度
に

向
け

て
検

討
す

る
。

H
P

で
明

示
し

た
社

会
連

携
ポ

リ
シ

ー
（
資

料
１

 C
C

C
社

会
連

携
ポ

リ
シ

ー
）
の

下
、

学
外

の
協

力
団

体
と

の
関

係
の

維
持

強
化

に
努

め
て

い
る

（
関

連
資

料
：
資

料
２

　
協

力
団

体
と

の
協

定
書

一
式

）
。

１
つ

の
方

策
と

し
て

コ
ラ

ボ
メ

ッ
セ

を
1
2
月

に
開

催
し

た
（
資

料
3
　

コ
ラ

ボ
メ

ッ
セ

ち
ら

し
）
。

今
後

も
継

続
的

に
こ

の
よ

う
な

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
し

て
い

く
。
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A A B A A A

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

3
-
4
. 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

対
す

る
関

心
の

低
い

層
に

対
す

る
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
拡

充
チ

ャ
レ

ン
ジ

フ
ァ

ン
ド

の
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

部
門

の
条

件
を

よ
り

ソ
フ

ト
に

し
た

こ
と

も
あ

り
、

ビ
ギ

ナ
ー

層
を

多
く
活

動
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
た

と
考

え
て

い
る

（
資

料
2
2
　

チ
ャ

レ
ン

ジ
フ

ァ
ン

ド
2
0
1
8
関

連
資

料
）
。

C
C

C
で

活
動

す
る

学
生

ス
タ

ッ
フ

も
、

C
C

C
の

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
を

真
剣

に
考

え
、

実
際

に
宣

伝
活

動
を

積
極

的
に

行
っ

て
お

り
、

今
後

は
そ

れ
を

足
が

か
り

に
認

知
度

の
向

上
に

努
め

た
い

と
。

3
-
2
. 
地

域
貢

献
活

動
に

必
要

と
な

る
ス

キ
ル

や
知

識
を

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

す
る

た
め

の
「
企

画
立

案
の

基
礎

」
「
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
養

成
講

座
」
な

ど
の

科
目

を
開

講
、

運
営

の
安

定
化

を
図

る
。

「
企

画
立

案
の

基
礎

」
に

つ
い

て
は

、
教

科
書

の
改

訂
も

完
了

、
運

営
の

安
定

化
も

完
了

。
「
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
養

成
講

座
」
に

つ
い

て
も

運
営

の
安

定
化

を
完

了
し

た
。

（
資

料
４

　
両

科
目

の
シ

ラ
バ

ス
参

照
）

3
-
3
. 
学

生
と

助
教

、
セ

ン
タ

ー
長

、
ス

タ
ッ

フ
の

絆
で

、
地

域
が

抱
え

る
「
公

共
性

の
高

い
問

題
」
に

取
り

組
ん

で
い

く
P

B
L

科
目

「
C

C
C

キ
ズ

ナ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
の

運
営

体
制

の
さ

ら
な

る
整

備
を

図
る

。

科
目

設
置

時
に

想
定

し
て

い
た

当
初

に
設

定
し

て
い

た
内

容
に

つ
い

て
は

、
新

し
い

常
勤

講
師

を
迎

え
た

こ
と

も
あ

り
、

ほ
ぼ

完
成

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

た
（
資

料
４

　
「
C

C
C

キ
ズ

ナ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
Ａ

、
Ｂ

」
の

シ
ラ

バ
ス

）
。

実
際

に
こ

の
授

業
を

ベ
ー

ス
に

新
し

い
社

会
連

携
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

ス
タ

ー
ト

す
る

（
資

料
２

０
　

キ
ズ

ナ
ブ

レ
ン

ド
）
な

ど
、

成
果

も
あ

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。

引
き

続
き

2
0
1
9
年

度
の

年
度

計
画

と
し

て
継

続
す

る
。

引
き

続
き

2
0
1
9
年

度
の

年
度

計
画

と
し

て
継

続
す

る
。

今
後

は
留

学
生

を
巻

き
込

む
グ

ロ
ー

バ
ル

対
応

を
ど

う
進

め
て

い
く

か
と

い
う

新
た

な
課

題
に

取
り

組
ん

で
い

き
た

い
。

4
-
1
. 
C

C
C

開
設

科
目

の
教

育
目

標
お

よ
び

教
育

課
程

の
編

成
、

実
施

方
針

の
適

切
性

に
つ

い
て

９
月

の
運

営
委

員
会

で
定

期
的

に
検

証

4
-
2
. 
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー
、

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

と
の

合
同

F
D

研
修

会
を

継
続

実
施

す
る

4
-
3
.C

C
C

の
掲

げ
る

社
会

連
携

の
目

的
や

理
念

に
つ

い
て

、
９

月
の

運
営

委
員

会
で

定
期

的
に

検
証

2
0
1
8
年

度
に

つ
い

て
は

、
1
0
月

の
運

営
委

員
会

で
検

証
を

行
っ

た
。

（
資

料
２

１
　

運
営

委
員

会
議

事
録

　
審

議
事

項
４

「
社

会
連

携
ポ

リ
シ

ー
の

検
証

に
つ

い
て

」
）

2
0
1
8
年

度
に

つ
い

て
は

、
1
0
月

の
運

営
委

員
会

で
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

案
を

提
示

、
検

証
を

行
っ

た
。

（
資

料
２

１
　

運
営

委
員

会
議

事
録

　
審

議
事

項
３

「
2
0
1
9
年

度
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
変

更
案

に
つ

い
て

」
）

引
き

続
き

2
0
1
9
年

度
の

年
度

計
画

と
し

て
継

続
す

る
。

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

の
主

催
で

３
月

に
実

施
し

た
。

（
資

料
2
4
　

2
0
1
9
年

３
月

実
施

　
３

セ
ン

タ
ー

合
同

Ｆ
Ｄ

研
修

会
案

内
、

資
料

2
5
　

2
0
1
9
年

３
月

実
施

　
３

セ
ン

タ
ー

合
同

Ｆ
Ｄ

研
修

会
議

事
録

）

引
き

続
き

2
0
1
9
年

度
の

年
度

計
画

と
し

て
継

続
す

る
。
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24.教職・司書・学芸員教育センター
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教職・司書・学芸員教育センター 
（2016 年度～2018 年度） 

1．2016年度大学評価結果において検討を求められた事項に対する対応 
検討を求められた事項は特になかった。 

2．その他の取り組み 
 教職・司書・学芸員教育センターでは、1.実践力のある教員を養成するシステムの構築 2.
自己更新力のある教員を養成するシステムの構築 3.本学出身者を中心とする現職教員を支
援する体制の整備 4.司書・学芸員教育における学生の修学支援の充実を目指し、取り組ん
できた。 

1．実践力のある教員を養成するシステムの構築(基準４④基準７②③基準８⑥基準９③）
に関しては、地域教育委員会との提携に基づく「教職インターンシップ」の実施、名古屋市
教育委員会との提携事業「名古屋土曜学習プログラム」企画運営への学生参加、教志会の有
効活用、「愛知淑徳大学教員養成指標」策定、４年間を見据えた学習計画の立案等を企画し、
指導を実践した結果、成果を挙げている。 

2．自己更新力のある教員を養成するシステムの構築(基準２④基準 9②）に関しては、地
域教育委員会・愛知県総合教育センターとの提携に基づく教員養成講座の実施、『教志会研
究年報』を活用した現職教員の実践報告・教育活動紹介の実施、国語・英語の授業方法を追
究するために学生と現職教員がともに学ぶ研究会の立ち上げ等、自己更新力を備えた教員
の養成に向けた試みを実践している。 

3．本学出身者を中心とする現職教員を支援する体制の整備(基準 9②③）に関しては、教
員免許更新講習（小学校・特支）の内容を充実させるとともに、「教志会」を活用した採用
後 3～5年目の教員を対象にした情報交換会を例年実施している。 

4．司書・学芸員教育における学生の修学支援の充実(基準７②③基準８④⑥基準９②)に
関しては、司書・学芸員志望学生に向けた相談窓口開設と相談業務の実施、現職司書・学芸
員や専門家による講演会の開催等、教育的な効果を挙げるべく、実効性のある取り組みをお
こなってきた。 

3．総括 
 教職・司書・学芸員教育センターでは、教職・司書・学芸員を志す学生の資格取得への意
思や目標実現への熱意に応えるべく、「教志会（教育に志す者の会）」の設立をはじめ、地域
教育委員会との連携、教職インターンシップの実施、教員養成講座・教員採用試験対策講座
の実施、司書・学芸員志望学生への相談業務、合格体験発表会などを継続的におこない、一
定の成果が得られている。今後も、取り組みの成果について継続的に検証し、改善に努める
所存である。 
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
6
年

度
）
＞

進
捗

状
況

B B B B
効

果
・
成

果
に

つ
い

て
検

証
を

お
こ

な
う

。

B A A A A A B B A B

進
捗

状
況

A
：
計
画
が
達
成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

①
名

古
屋

市
教

育
委

員
会

と
の

提
携

事
業

「
土

曜
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
企

画
運

営
へ

の
学

生
参

加
の

成
果

に
つ

い
て

検
証

名
古

屋
市

立
小

学
校

2
校

に
そ

れ
ぞ

れ
7
日

間
、

延
べ

1
4
日

間
、

登
録

者
数

6
5
名

、
合

計
2
3
0
名

（
延

べ
人

数
）
の

学
生

を
派

遣
　

成
果

：
も

の
づ

く
り

、
ス

ポ
ー

ツ
、

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

体
験

学
習

を
小

学
生

の
児

童
と

と
も

に
、

楽
し

く
学

ぶ
こ

と
が

で
き

た
参

加
学

生
の

成
果

お
よ

び
派

遣
シ

ス
テ

ム
の

適
否

に
つ

い
て

検
証

す
る

。

2
0
1
6
年

度
教

職
・
司

書
・
学

芸
員

教
育

セ
ン

タ
ー

１
．

実
践

力
あ

る
教

員
を

養
成

す
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築

２
．

自
己

更
新

力
の

あ
る

教
員

を
養

成
す

る
シ

ス
テ

ム
の

構
築

３
．

本
学

出
身

者
を

中
心

と
す

る
現

職
教

員
を

支
援

す
る

体
制

の
整

備

４
．

司
書

・
学

芸
員

教
育

に
お

け
る

学
生

の
修

学
支

援
の

充
実

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）
将

来
に

向
け

た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

１
．

実
践

力
あ

る
教

員
を

養
成

す
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築

⑥
教

職
・
司

書
・
学

芸
員

教
育

セ
ン

タ
ー

の
教

育
理

念
・
目

標
、

人
材

育
成

像
、

お
よ

び
教

員
編

成
方

針
の

可
視

化
「
教

職
・
司

書
・
学

芸
員

教
育

セ
ン

タ
ー

規
程

」
見

直
し

（
資

料
1
-
1
、

1
-
2
）

条
文

化
に

よ
る

教
育

理
念

・
目

標
、

人
材

育
成

像
、

教
員

編
成

方
針

の
視

覚
化

実
現

②
地

域
教

育
委

員
会

と
の

提
携

に
基

づ
く
「
教

職
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
」
開

講
、

成
果

の
検

証
長

久
手

市
・
日

進
市

等
教

育
委

員
会

に
平

成
2
8
年

度
「
教

職
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
」
受

け
入

れ
要

請
、

応
諾

　
参

加
学

生
延

べ
1
5
名

「
教

職
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
」
実

施
の

成
果

に
つ

い
て

検
証

し
、

課
題

に
つ

い
て

の
検

討
を

お
こ

な
う

。

③
「
教

志
会

（
教

育
に

志
す

者
の

会
）
」
の

有
効

活
用

、
若

手
教

員
悩

み
相

談
コ

ー
ナ

ー
開

設
平

成
2
8
年

8
月

6
日

（
土

）
第

２
回

教
志

会
総

会
開

催
、

冨
安

玲
子

名
誉

教
授

講
演

「
聴

き
上

手
は

子
ど

も
の

心
を

育
て

る
」
　

参
加

者
1
5
0
名

（
卒

業
生

3
9
名

、
学

生
8
2
名

、
教

員
2
5
名

、
来

賓
1
名

、
そ

の
他

3
名

）
若

手
教

員
悩

み
相

談
コ

ー
ナ

ー
　

相
談

者
0
名

情
報

交
換

会
の

内
容

再
検

討
と

「
教

志
会

」
企

画
運

営
の

さ
ら

な
る

充
実

を
図

る
。

④
３

・
４

年
生

を
対

象
と

し
た

論
作

文
・
面

接
指

導
の

窓
口

開
設

、
既

卒
者

向
け

教
員

採
用

試
験

対
策

講
座

開
講

平
成

2
8
年

4
月

2
0
日

（
水

）
～

平
成

2
8
年

7
月

2
7
日

（
水

）
教

職
課

程
教

員
に

よ
る

4
年

生
向

け
「
面

接
指

導
」
実

施
　

利
用

者
1
4
6
名

平
成

2
8
年

1
0
月

1
7
日

（
月

）
～

平
成

2
9
年

1
月

2
3
日

（
月

）
教

職
課

程
教

員
に

よ
る

3
年

生
向

け
「
論

作
文

個
別

指
導

」
実

施
　

利
用

者
2
4
名

平
成

2
8
年

１
１

月
2
6
日

（
土

）
採

用
後

2
～

3
年

の
教

員
に

よ
る

模
擬

授
業

及
び

情
報

交
換

会
「
教

え
て

！
”
先

生
”
の

授
業

！
」
実

施
（
3
,4

年
生

が
中

心
と

な
り

参
加

）
参

加
者

5
2
名

（
小

学
校

8
名

、
国

語
1
6
名

、
英

語
1
1
名

、
体

育
1
7
名

）
平

成
2
8
年

1
2
月

1
6
日

（
金

）
教

員
採

用
試

験
「
合

格
体

験
発

表
会

」
実

施
（
採

用
後

2
～

3
年

の
教

員
も

参
加

）
参

加
者

約
8
0
名

⑤
4
年

間
を

見
通

し
た

教
員

採
用

試
験

合
格

の
た

め
の

学
習

計
画

（
指

導
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
）
策

定
お

よ
び

実
践

学
習

計
画

（
指

導
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
）
を

『
教

職
課

程
便

覧
』
巻

末
に

掲
載

、
成

果
に

つ
い

て
は

4
年

後
ま

で
に

検
証

学
習

計
画

に
基

づ
く
指

導
の

実
践

、
成

果
の

検
証

①
教

員
免

許
更

新
講

習
（
小

学
校

・
特

支
）
の

実
施

、
「
1
0
年

経
験

者
研

修
（
高

等
学

校
国

語
）
」
の

本
学

で
の

実
施

平
成

2
8
年

8
月

2
2
日

（
月

）
～

2
6
日

（
金

）
「
教

員
免

許
更

新
講

習
（
小

・
特

支
）
」
実

施
、

必
修

1
3
名

、
選

択
必

修
1
3
名

、
選

択
1
4
名

（
実

人
数

1
8
名

）
、

平
成

2
8
年

8
月

8
日

（
月

）
「
1
0
年

経
験

者
研

修
（
高

校
国

語
）
」
を

本
学

で
実

施
し

、
講

師
2

名
を

本
学

教
員

が
担

当
、

教
員

志
望

の
学

生
も

参
観

　
参

加
者

5
2
名

（
う

ち
1
0
年

教
員

2
3
名

、
教

員
志

望
学

生
2
9
名

）
（
資

料
3
-
1
、

3
-
2
、

3
-
3
、

3
-
4
、

3
-
5
）

開
講

講
座

の
質

的
充

実
を

図
る

。

２
．

自
己

更
新

力
の

あ
る

教
員

を
養

成
す

る
シ

ス
テ

ム
の

構
築

①
現

職
教

員
の

協
力

に
基

づ
く
教

職
研

究
会

の
実

施
平

成
2
8
年

4
月

1
1
日

（
月

）
本

学
非

常
勤

講
師

前
田

勝
洋

氏
に

よ
る

講
演

会
お

よ
び

教
職

相
談

会
開

催
　

参
加

者
2
0
名

（
資

料
2
-
1
）

教
職

志
望

学
生

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

テ
ー

マ
・

内
容

の
追

究
を

図
る

。

②
愛

知
県

総
合

教
育

セ
ン

タ
ー

と
の

提
携

に
基

づ
く
教

員
養

成
講

座
の

実
施

と
そ

の
成

果
の

検
証

平
成

2
9
年

1
月

3
1
日

（
火

）
、

愛
知

県
総

合
教

育
セ

ン
タ

ー
指

導
主

事
に

よ
る

「
教

員
養

成
特

別
講

座
」
実

施
。

参
加

者
1
7
0
名

（
資

料
2
-
2
、

2
-
3
）

教
職

志
望

学
生

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

テ
ー

マ
・

内
容

の
追

究
を

図
る

。

③
『
教

志
会

研
究

年
報

』
に

お
け

る
現

職
教

員
の

実
践

報
告

・
教

育
活

動
の

紹
介

『
教

志
会

研
究

年
報

』
第

2
号

（
平

成
2
8
年

3
月

3
1
日

発
行

）
に

「
愛

知
淑

徳
大

学
　

教
育

に
志

す
者

の
会

（
略

称
：
教

志
会

）
本

格
始

動
」
「
中

学
・
高

校
の

国
語

科
教

員
に

な
る

た
め

の
授

業
―

国
語

科
教

育
法

の
実

践
と

課
題

―
」
を

掲
載

。
（
資

料
2
-
4
、

2
-
5
）

『
教

志
会

研
究

年
報

』
の

さ
ら

な
る

充
実

を
図

る
。

３
．

本
学

出
身

者
を

中
心

と
す

る
現

職
教

員
を

支
援

す
る

体
制

の
整

備

②
司

書
・
学

芸
員

志
望

学
生

に
向

け
た

相
談

窓
口

開
設

と
相

談
業

務
の

実
施

相
談

期
間

、
人

数
4
/
2
0
-
7
/
2
7
　

司
書

1
0
名

　
学

芸
員

8
名

1
0
/
1
7
－

1
2
/
2
8
　

司
書

1
名

　
学

芸
員

1
0
名

司
書

・
学

芸
員

志
望

学
生

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

相
談

業
務

の
あ

り
方

を
探

る
。

②
「
教

志
会

」
を

活
用

し
た

本
学

出
身

現
職

教
員

と
学

生
と

の
勉

強
会

実
施

平
成

2
8
年

6
月

1
1
日

（
土

）
・
1
8
日

（
土

）
「
既

卒
者

対
象

教
員

採
用

試
験

対
策

講
座

」
開

催
　

参
加

者
4
4
名

既
卒

者
が

集
ま

り
や

す
い

勉
強

会
お

よ
び

シ
ス

テ
ム

に
改

善
を

図
る

③
「
教

志
会

（
教

育
に

志
す

者
の

会
）
」
を

活
用

し
た

採
用

後
3
～

5
年

目
の

教
員

の
情

報
交

換
会

実
施

平
成

2
8
年

１
１

月
2
6
日

（
土

）
採

用
後

2
～

3
年

の
教

員
に

よ
る

模
擬

授
業

及
び

情
報

交
換

会
「
教

え
て

！
”
先

生
”
の

授
業

！
」
実

施
（
3
,4

年
生

が
中

心
と

な
り

参
加

）
参

加
者

5
2
名

（
小

学
校

8
名

、
国

語
1
6
名

、
英

語
1
1
名

、
体

育
1
7
名

）
平

成
2
8
年

1
2
月

1
6
日

（
金

）
教

員
採

用
試

験
「
合

格
体

験
発

表
会

」
実

施
（
採

用
後

2
～

3
年

の
教

員
も

参
加

）
　

約
8
0
名

採
用

後
3
～

5
年

目
の

教
員

の
情

報
交

換
会

実
施

４
．

司
書

・
学

芸
員

教
育

に
お

け
る

学
生

の
修

学
支

援
の

充
実

①
現

職
司

書
・
学

芸
員

に
よ

る
講

演
会

等
の

開
催

と
そ

の
成

果
の

検
証

平
成

2
8
年

1
1
月

2
4
日

（
木

）
日

本
通

運
株

式
会

社
中

部
美

術
品

支
店

営
業

課
長

根
木

宏
政

氏
、

専
門

技
術

員
小

長
谷

猛
志

氏
に

よ
る

学
芸

員
課

程
講

演
会

「
国

宝
・
重

要
文

化
財

を
運

ぶ
―

固
定

す
る

こ
と

、
そ

の
た

め
に

必
要

な
こ

と
―

」
開

催
　

参
加

者
4
4
名

（
学

生
3
7
名

、
長

久
手

市
民

1
名

、
他

教
職

員
）

平
成

2
8
年

1
2
月

2
1
日

（
水

）
豊

田
市

学
校

図
書

館
司

書
中

西
由

香
里

氏
に

よ
る

司
書

課
程

講
演

会
「
学

校
図

書
館

、
開

い
て

ま
す

」
開

催
　

参
加

者
1
1
7
名

（
学

生
1
1
1
名

、
長

久
手

市
民

1
名

含
む

外
部

5
名

、
教

職
員

1
名

）
（
資

料
4
-
1
、

4
-

2
）

司
書

・
学

芸
員

志
望

学
生

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

テ
ー

マ
・
内

容
の

追
究

を
図

り
つ

つ
、

講
演

会
を

継
続

し
て

開
催

す
る

。
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
7
年

度
）
＞

進
捗

状
況

A B A Ａ
効

果
・
成

果
に

つ
い

て
検

証
を

お
こ

な
う

。

Ａ Ａ A A A A Ａ B A B

進
捗

状
況

A
：
計

画
が

達
成

で
き

て
い

る
、

も
し

く
は

ほ
ぼ

で
き

て
い

る
、

　
Ｂ

：
計

画
を

実
行

し
て

い
る

が
、

ま
だ

達
成

で
き

て
い

な
い

、
　

Ｃ
：
計

画
を

実
行

し
て

い
な

い

①
現

職
司

書
・
学

芸
員

に
よ

る
講

演
会

等
の

開
催

と
そ

の
成

果
の

検
証

（
継

続
　

成
果

の
検

証
）

平
成

2
9
年

1
2
月

7
日

（
木

）
（
株

）
日

本
デ

ィ
ス

プ
レ

ー
取

締
役

社
長

　
坂

康
臣

氏
に

よ
る

学
芸

員
課

程
講

演
会

「
展

覧
会

を
つ

く
る

―
制

作
の

立
場

か
ら

―
」
開

催
、

参
加

者
2
1
名

（
資

料
7
-
1
「
平

成
2
9
年

度
司

書
課

程
講

演
会

に
つ

い
て

」
、

7
-
3
「
平

成
2
9
年

度
学

芸
員

課
程

講
演

会
実

施
結

果
に

つ
い

て
」
）
。

平
成

2
9
年

1
2
月

2
2
日

（
金

）
昭

和
学

院
短

期
大

学
司

書
　

市
村

美
鈴

氏
に

よ
る

司
書

課
程

講
演

会
「
声

を
聴

く
こ

と
・
よ

く
見

る
こ

と
　

小
さ

な
短

大
図

書
館

で
の

仕
事

」
開

催
、

参
加

者
4
3
名

（
資

料
7
-
2
「
平

成
2
9
年

度
学

芸
員

課
程

講
演

会
案

」
、

7
-
4
「
平

成
2
9
年

度
司

書
課

程
講

演
会

実
施

結
果

に
つ

い
て

」
）
。

４
．

司
書

・
学

芸
員

教
育

に
お

け
る

学
生

の
修

学
支

援
の

充
実

③
「
教

志
会

」
を

活
用

し
た

採
用

後
3
～

5
年

目
の

教
員

の
情

報
交

換
会

実
施

（
実

現
に

向
け

て
努

力
）

平
成

2
9
年

7
月

1
日

（
土

）
採

用
後

2
～

3
年

の
教

員
に

よ
る

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
及

び
分

科
会

「
先

輩
に

学
ぶ

Ⅰ
－

先
生

と
し

て
生

き
る

と
い

う
こ

と
」
実

施
、

参
加

者
4
1
名

 （
資

料
2
-
1
）
。

平
成

2
9
年

1
1
月

2
5
日

（
土

）
「
先

輩
に

学
ぶ

Ⅱ
－

教
え

て
！

”
先

生
”
の

授
業

！
」
実

施
、

参
加

者
5
0
名

（
資

料
2
-
2
、

2
-
3
）

平
成

2
9
年

1
2
月

1
5
日

（
金

）
教

員
採

用
試

験
「
合

格
体

験
発

表
会

」
実

施
、

参
加

者
約

6
0
名

（
資

料
2
-
2
、

2
-
3
）

採
用

後
3
～

5
年

目
の

教
員

の
情

報
交

換
会

実
施

司
書

・
学

芸
員

志
望

学
生

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

テ
ー

マ
・
内

容
の

追
究

を
図

り
つ

つ
、

講
演

会
を

継
続

し
て

開
催

す
る

。

②
司

書
・
学

芸
員

志
望

学
生

に
向

け
た

相
談

窓
口

開
設

と
相

談
業

務
の

実
施

（
継

続
　

有
効

な
方

法
の

模
索

）

相
談

期
間

お
よ

び
参

加
人

数
4
/
1
2
-
7
/
2
8
：
司

書
1
1
名

、
学

芸
員

7
名

。
9
/
2
5
-
1
/
2
8
　

司
書

2
名

、
学

芸
員

4
名

司
書

・
学

芸
員

志
望

学
生

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

相
談

業
務

の
あ

り
方

を
探

る
。

教
職

志
望

学
生

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

テ
ー

マ
・
内

容
の

追
究

を
図

る
。

③
『
教

志
会

研
究

年
報

』
に

お
け

る
現

職
教

員
の

実
践

報
告

・
教

育
活

動
の

紹
介

（
継

続
）

『
教

志
会

研
究

年
報

』
第

3
号

（
平

成
2
9
年

3
月

1
0
日

発
行

）
に

「
学

校
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
導

入
に

よ
る

実
践

的
な

教
員

養
成

－
愛

知
淑

徳
大

学
『
教

職
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
』
開

講
か

ら
実

践
ま

で
」
「
心

に
火

を
点

け
る

－
本

物
先

生
に

つ
い

て
調

べ
、

本
物

を
知

る
＠

英
語

科
教

育
法

」
を

掲
載

（
資

料
5
-
1
「
学

校
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
導

入
に

よ
る

実
践

的
な

教
員

養
成

―
愛

知
淑

徳
大

学
『
教

職
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
』
開

講
か

ら
実

践
ま

で
」
、

5
-
2
「
心

に
火

を
点

け
る

―
本

物
先

生
に

つ
い

て
調

べ
、

本
物

を
知

る
＠

英
語

科
教

育
法

」
）
。

『
教

志
会

研
究

年
報

』
の

さ
ら

な
る

充
実

を
図

る
。

②
「
教

志
会

」
を

活
用

し
た

本
学

出
身

現
職

教
員

と
学

生
と

の
勉

強
会

・
研

究
会

の
実

施
（
実

現
に

向
け

て
努

力
）

平
成

2
9
年

6
月

1
0
日

（
土

）
・
1
7
日

（
土

）
「
既

卒
者

対
象

教
員

採
用

試
験

対
策

講
座

」
開

催
、

参
加

者
4
2
名

。
国

語
教

育
研

究
部

会
開

催
（
平

成
2
9
年

1
月

8
日

（
参

加
者

1
6
名

）
、

2
月

1
2
日

（
参

加
者

1
4
名

）
、

3
月

2
6
日

（
参

加
者

2
6
名

）
、

4
月

2
3
日

（
参

加
者

1
2
名

）
、

5
月

1
4
日

（
参

加
者

9
名

）
、

6
月

2
5
日

（
参

加
者

9
名

）
、

7
月

1
6
日

（
参

加
者

6
名

）
、

8
月

2
7
日

（
参

加
者

8
名

）
、

9
月

3
0
日

（
参

加
者

1
3
名

）
、

1
0
月

1
5
日

（
参

加
者

9
名

）
、

1
1
月

1
9
日

（
参

加
者

1
1
名

）
、

1
2
月

1
7
日

（
参

加
者

7
名

）
）
（
資

料
1
-
4
、

1
-
5
）
。

英
語

教
育

研
究

部
会

開
催

（
平

成
2
9
年

4
月

2
9
日

、
5
月

6
日

、
1
2
月

1
4
日

（
参

加
者

2
0
名

）
、

1
月

1
1
日

（
参

加
者

2
4
名

）
）
（
資

料
1
-
4
、

1
-
6
）
。

既
卒

者
が

集
ま

り
や

す
い

勉
強

会
お

よ
び

シ
ス

テ
ム

に
改

善
を

図
る

。

⑤
4
年

間
を

見
通

し
た

教
員

採
用

試
験

合
格

の
た

め
の

学
習

計
画

（
指

導
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
）
策

定
お

よ
び

実
践

（
継

続
）

学
習

計
画

（
指

導
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
）
を

『
教

職
課

程
便

覧
』
巻

末
に

掲
載

、
短

期
的

に
は

成
果

が
出

て
い

る
。

学
習

計
画

に
基

づ
く
指

導
の

実
践

、
成

果
の

検
証

開
講

講
座

の
質

的
充

実
を

図
る

。

２
．

自
己

更
新

力
の

あ
る

教
員

を
養

成
す

る
シ

ス
テ

ム
の

構
築

①
現

職
教

員
の

協
力

に
基

づ
く
教

職
研

究
会

の
実

施
－

「
先

輩
に

学
ぶ

Ⅰ
－

先
生

と
し

て
生

き
る

と
い

う
こ

と
」

は
じ

め
計

4
回

の
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

（
継

続
）

平
成

2
9
年

7
月

1
日

（
土

）
採

用
後

2
～

3
年

の
教

員
に

よ
る

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
及

び
分

科
会

「
先

輩
に

学
ぶ

Ⅰ
－

先
生

と
し

て
生

き
る

と
い

う
こ

と
」
実

施
、

参
加

者
4
1
名

（
資

料
2
-
1
）
。

平
成

2
9
年

1
1
月

2
5
日

（
土

）
「
先

輩
に

学
ぶ

Ⅱ
－

教
え

て
！

”
先

生
”
の

授
業

！
」
実

施
、

参
加

者
5
0
名

（
資

料
2
-
2
、

2
-
3
）

国
語

教
育

研
究

部
会

開
催

（
平

成
2
9
年

1
月

8
日

（
参

加
者

1
6
名

）
、

2
月

1
2
日

（
参

加
者

1
4
名

）
、

3
月

2
6
日

（
参

加
者

2
6
名

）
、

4
月

2
3
日

（
参

加
者

1
2
名

）
、

5
月

1
4
日

（
参

加
者

9
名

）
、

6
月

2
5
日

（
参

加
者

9
名

）
、

7
月

1
6
日

（
参

加
者

6
名

）
、

8
月

2
7
日

（
参

加
者

8
名

）
、

9
月

3
0
日

（
参

加
者

1
3
名

）
、

1
0
月

1
5
日

（
参

加
者

9
名

）
、

1
1
月

1
9
日

（
参

加
者

1
1
名

）
、

1
2
月

1
7
日

（
参

加
者

7
名

）
（
資

料
1
-
4
、

1
-
5
「
「
第

1
2
回

教
志

会
国

語
教

育
研

究
部

会
」
開

催
に

つ
い

て
」
）
。

英
語

教
育

研
究

部
会

開
催

（
平

成
2
9
年

4
月

2
9
日

、
5
月

6
日

、
1
2
月

1
4
日

（
参

加
者

2
0
名

）
、

1
月

1
1
日

（
参

加
者

2
4
名

）
）
（
資

料
1
-
4
、

1
-
6
「
教

志
会

英
語

教
育

研
究

部
会

の
開

催
状

況
報

告
（
2
0
1
7
年

度
後

期
）
」
）
。

教
職

志
望

学
生

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

テ
ー

マ
・
内

容
の

追
究

を
図

る
。

②
愛

知
県

総
合

教
育

セ
ン

タ
ー

と
の

提
携

に
基

づ
く
教

員
養

成
講

座
の

実
施

と
そ

の
成

果
の

検
証

（
継

続
成

果
の

検
証

）

３
．

本
学

出
身

者
を

中
心

と
す

る
現

職
教

員
を

支
援

す
る

体
制

の
整

備

⑥
教

職
・
司

書
・
学

芸
員

教
育

セ
ン

タ
ー

の
教

育
理

念
・
目

標
、

人
材

育
成

像
、

お
よ

び
教

員
編

成
方

針
の

可
視

化
（
〇

）
⇒

F
D

研
修

会
実

施

①
教

員
免

許
更

新
講

習
（
中

学
・
高

校
）
の

実
施

（
継

続
）
、

「
1
0
年

経
験

者
研

修
（
高

等
学

校
国

語
）
」
の

本
学

で
の

実
施

（
継

続
）

平
成

2
9
年

8
月

2
1
日

（
月

）
～

2
5
日

（
金

）
「
教

員
免

許
更

新
講

習
（
中

・
高

）
」
実

施
、

必
修

1
5
名

、
選

択
必

修
1
1
名

、
選

択
9
名

（
資

料
6
-
1
「
教

員
免

許
状

更
新

制
に

基
づ

く
「
2
0
1
7
年

度
教

員
免

許
更

新
講

習
」
の

実
施

に
つ

い
て

」
）
。

平
成

2
9
年

8
月

8
日

（
火

）
「
1
0
年

経
験

者
研

修
（
高

校
国

語
）
」
を

本
学

で
実

施
し

、
講

師
2
名

を
本

学
教

員
が

担
当

、
教

員
志

望
の

学
生

も
参

観
、

参
加

者
3
7
名

（
う

ち
1
0
年

教
員

1
3
名

、
教

員
志

望
学

生
2
4

名
）
（
資

料
6
-
2
「
平

成
2
9
年

度
高

等
学

校
1
0
年

経
験

者
研

修
に

お
け

る
会

場
借

用
依

頼
・
講

師
派

遣
依

頼
」
）
。

平
成

3
0
年

1
月

3
1
日

（
水

）
愛

知
県

総
合

教
育

セ
ン

タ
ー

指
導

主
事

に
よ

る
「
教

員
養

成
特

別
講

座
」
実

施
、

参
加

者
概

数
2
0
0
名

（
資

料
2
-
2
、

2
-
4
「
「
教

志
会

」
第

4
回

教
員

養
成

特
別

講
座

　
講

師
及

び
参

加
申

込
人

数
」
）
。

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

１
．

実
践

力
あ

る
教

員
を

養
成

す
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築

「
教

職
・
司

書
・
学

芸
員

教
育

セ
ン

タ
ー

規
程

」
を

見
直

し
（
資

料
3
-
1
「
愛

知
淑

徳
大

学
教

職
・
司

書
・
学

芸
員

教
育

セ
ン

タ
ー

規
程

」
）
、

（
理

念
・
目

的
）
に

つ
い

て
第

2
条

１
～

3
項

を
設

け
、

（
教

員
編

成
：
教

職
・
司

書
・
学

芸
員

教
育

課
程

教
員

の
要

件
）
を

第
3
条

（
１

）
～

（
４

）
と

し
て

掲
げ

、
教

育
理

念
・
目

標
、

人
材

育
成

像
、

お
よ

び
教

員
編

成
方

針
を

明
示

し
た

。
平

成
2
9
年

1
2
月

1
2
日

に
は

「
愛

知
淑

徳
大

学
教

員
養

成
指

標
」
を

テ
ー

マ
に

F
D

研
修

会
を

実
施

、
出

席
者

1
0
名

（
資

料
4
-
1
「
2
0
1
7
年

度
教

職
課

程
教

育
F
D

研
修

会
」
、

4
-
2
「
2
0
1
7
年

度
　

教
職

課
程

教
育

F
D

研
修

会
　

議
事

録
」
）
。

条
文

化
に

よ
る

教
育

理
念

・
目

標
、

人
材

育
成

像
、

教
員

編
成

方
針

の
視

覚
化

実
現

②
地

域
教

育
委

員
会

と
の

提
携

に
基

づ
く
教

職
課

程
科

目
「
教

職
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
」
開

講
、

成
果

の
検

証
（
継

続
）

長
久

手
市

・
日

進
市

等
教

育
委

員
会

に
平

成
2
9
年

度
「
教

職
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
」
受

け
入

れ
要

請
、

応
諾

。
参

加
学

生
延

べ
人

数
7
1
名

。
「
教

職
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
」
実

施
の

成
果

に
つ

い
て

検
証

し
、

課
題

に
つ

い
て

の
検

討
を

お
こ

な
う

。

③
「
教

志
会

」
の

有
効

活
用

－
第

3
回

総
会

（
2
0
1
7
年

8
月

5
日

）
で

若
手

教
員

悩
み

相
談

コ
ー

ナ
ー

開
設

（
継

続
）

①
名

古
屋

市
教

育
委

員
会

と
の

提
携

事
業

「
土

曜
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
  
 企

画
運

営
へ

の
学

生
参

加
の

成
果

に
つ

い
て

検
証

（
継

続
）

名
古

屋
市

立
小

学
校

2
校

に
そ

れ
ぞ

れ
7
日

間
、

延
べ

1
4
日

間
、

登
録

者
数

4
7
名

（
延

べ
人

数
1
9
1
名

）
の

学
生

を
派

遣
(出

席
者

延
べ

人
数

1
7
1
名

)。
　

成
果

：
本

学
が

企
画

・
運

営
を

担
当

し
た

「
も

の
づ

く
り

体
験

学
習

」
（
7
月

に
2
回

実
施

）
に

お
い

て
は

、
地

域
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
方

達
の

協
力

を
得

な
が

ら
、

安
全

で
か

つ
有

意
義

な
活

動
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
1
0
月

以
降

も
、

本
学

が
「
ス

ポ
ー

ツ
体

験
学

習
」
と

「
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

体
験

学
習

」
の

企
画

・
運

営
を

行
っ

た
。

（
資

料
1
-
1
「
H

2
9
 名

古
屋

土
曜

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
、

1
-
2
「
平

成
2
9
年

度
[名

古
屋

土
曜

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
大

学
連

携
型

）
]の

実
施

状
況

(報
告

）
」
）
。

参
加

学
生

の
成

果
お

よ
び

派
遣

シ
ス

テ
ム

の
適

否
に

つ
い

て
検

証
す

る
。

平
成

2
9
年

8
月

5
日

（
土

）
第

3
回

教
志

会
総

会
開

催
、

教
志

会
会

長
（
弥

富
市

立
十

四
山

西
部

小
学

校
校

長
）
星

有
子

先
生

に
よ

る
講

演
「
教

員
生

活
を

振
り

返
っ

て
－

学
ん

だ
こ

と
、

楽
し

か
っ

た
こ

と
」
お

よ
び

情
報

交
換

会
（
若

手
教

員
悩

み
相

談
コ

ー
ナ

ー
開

設
）
実

施
。

参
加

者
1
0
2
名

（
卒

業
生

2
3
名

、
学

生
4
1
名

、
教

員
3
0
名

、
そ

の
他

8
名

）
（
資

料
1
-
3
「
第

3
回

愛
知

淑
徳

大
学

教
志

会
総

会
講

演
会

チ
ラ

シ
」
、

1
-
4
「
愛

知
淑

徳
大

学
「
教

育
に

志
す

者
の

会
（
教

志
会

）
」
第

3
回

総
会

議
案

書
」
）
。

若
手

教
員

悩
み

相
談

コ
ー

ナ
ー

開
設

、
相

談
者

0
名

。

情
報

交
換

会
の

内
容

再
検

討
と

「
教

志
会

」
企

画
運

営
の

さ
ら

な
る

充
実

を
図

る
。

④
3
・
4
年

生
を

対
象

と
し

た
論

作
文

・
面

接
指

導
の

窓
口

開
設

、
既

卒
者

向
け

教
員

採
用

試
験

対
策

講
座

開
講

（
既

卒
者

向
講

座
の

内
容

充
実

・
強

化
）

平
成

2
9
年

4
月

1
7
日

（
月

）
～

平
成

2
9
年

7
月

2
8
日

（
金

）
教

職
課

程
教

員
に

よ
る

4
年

生
向

け
「
面

接
指

導
」
実

施
、

利
用

者
3
4
1
名

。
平

成
2
9
年

1
0
月

2
日

（
月

）
～

平
成

3
0
年

1
月

2
2
日

（
月

）
教

職
課

程
教

員
に

よ
る

3
年

生
向

け
「
論

作
文

個
別

指
導

」
実

施
、

利
用

者
7
7
名

。
平

成
2
9
年

6
月

1
0
日

（
土

）
・
1
7
日

（
土

）
「
既

卒
者

対
象

教
員

採
用

試
験

対
策

講
座

」
開

催
、

参
加

者
4
2
名

。
平

成
2
9
年

7
月

1
日

（
土

）
採

用
後

2
～

3
年

の
教

員
に

よ
る

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
及

び
分

科
会

「
先

輩
に

学
ぶ

Ⅰ
－

先
生

と
し

て
生

き
る

と
い

う
こ

と
」
実

施
、

参
加

者
4
1
名

（
資

料
2
-
1
「
第

1
回

教
志

会
イ

ベ
ン

ト
「
先

輩
に

学
ぶ

～
先

生
と

し
て

生
き

る
と

い
う

こ
と

～
」
チ

ラ
シ

」
）
。

平
成

2
9
年

1
1
月

2
5
日

（
土

）
「
先

輩
に

学
ぶ

Ⅱ
－

教
え

て
！

”
先

生
”
の

授
業

！
」
実

施
、

参
加

者
5
0
名

（
資

料
2
-
2
「
1
0
0
3
教

志
会

学
生

部
会

記
録

」
、

2
-
3
「
教

志
会

関
連

事
項

「
教

師
力

養
成

秋
冬

企
画

に
つ

い
て

」
」
）
。

平
成

2
9
年

1
2
月

1
5
日

（
金

）
教

員
採

用
試

験
「
合

格
体

験
発

表
会

」
実

施
、

参
加

者
約

6
0
名

（
資

料
2
-
2
、

2
-
3
）
。

４
．

司
書

・
学

芸
員

教
育

に
お

け
る

学
生

の
修

学
支

援
の

充
実

計
画

内
容

2
0
1
7
年

度
教

職
・
司

書
・
学

芸
員

教
育

セ
ン

タ
ー

１
．

実
践

力
あ

る
教

員
を

養
成

す
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築

２
．

自
己

更
新

力
の

あ
る

教
員

を
養

成
す

る
シ

ス
テ

ム
の

構
築

３
．

本
学

出
身

者
を

中
心

と
す

る
現

職
教

員
を

支
援

す
る

体
制

の
整

備

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

185



年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
8
年

度
）
＞

進
捗

状
況

A A A A A A Ａ A A B

進
捗

状
況

A
：
計
画
が
達
成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達
成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
な
い

③
現

職
司

書
・
学

芸
員

の
実

践
報

告
・
職

務
内

容
紹

介
等

に
基

づ
く
司

書
・
学

芸
員

資
格

取
得

を
目

指
す

学
生

の
修

学
支

援

司
書

：
講

演
会

の
講

演
者

の
推

薦
に

基
づ

く
書

籍
を

、
教

職
・
司

書
・
学

芸
員

教
育

セ
ン

タ
ー

に
充

実
さ

せ
た

。
（
資

料
1
1
-
1
「
司

書
課

程
図

書
推

薦
リ

ス
ト

」
）
。

学
芸

員
：
2
0
1
8
年

4
月

2
8
日

（
土

）
・
2
9
日

（
日

）
　

名
古

屋
市

博
物

館
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
学

芸
員

の
指

導
を

受
け

活
動

、
2
名

。
(資

料
1
1
-
3
「
2
0
1
8
年

度
学

芸
員

資
格

取
得

を
目

指
す

学
生

の
修

学
支

援
」
①

）
 2

0
1
8
年

5
月

2
1

日
（
月

）
展

示
デ

ザ
イ

ン
と

工
事

に
関

心
を

持
つ

学
生

に
展

示
デ

ザ
イ

ン
と

施
工

管
理

の
専

門
家

を
紹

介
し

、
学

芸
員

の
仕

事
と

知
っ

て
お

く
べ

き
こ

と
に

つ
い

て
説

明
を

受
け

る
、

1
名

。
（
資

料
1
1
-
3
「
2
0
1
8
年

度
学

芸
員

資
格

取
得

を
目

指
す

学
生

の
修

学
支

援
」
②

）
2
0
1
8
年

5
～

6
月

　
2
0
1
9
年

に
京

都
で

開
催

さ
れ

る
国

際
博

物
館

会
議

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
募

集
を

紹
介

し
、

6
名

が
応

募
。

来
年

度
に

京
都

で
研

修
を

受
け

る
予

定
。

（
資

料
1
1
-
2
 「

国
際

博
物

館
会

議
　

京
都

大
会

チ
ラ

シ
」
、

1
1
-
3
「
2
0
1
8
年

度
学

芸
員

資
格

取
得

を
目

指
す

学
生

の
修

学
支

援
」
③

 ）
。

現
職

司
書

・
学

芸
員

の
実

践
報

告
・
職

務
内

容
紹

介
等

に
基

づ
く
司

書
・
学

芸
員

資
格

取
得

を
目

指
す

学
生

の
修

学
支

援
を

継
続

し
、

実
効

性
を

高
め

る
。

②
現

職
司

書
・
学

芸
員

に
よ

る
講

演
会

等
の

教
育

的
成

果
に

つ
い

て
検

証

2
0
1
8
年

1
0
月

8
日

（
月

）
愛

知
県

美
術

館
館

長
　

南
雄

介
氏

に
よ

る
学

芸
員

課
程

講
演

会
「
美

術
館

で
働

く
と

い
う

こ
と

」
開

催
、

聴
講

者
5
5
名

。
（
資

料
1
0
-
1
「
学

芸
員

課
程

講
演

会
（
南

雄
介

氏
」
、

1
0
-
2
「
講

演
会

結
果

報
告

（
学

芸
員

課
程

1
0
0
8
）
」
）
。

2
0
1
8
年

1
1
月

1
9
日

（
月

）
南

山
大

学
人

文
学

部
人

類
学

科
教

授
　

黒
沢

浩
氏

に
よ

る
学

芸
員

課
程

講
演

会
「
大

学
博

物
館

の
役

割
と

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

・
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
」
開

催
、

聴
講

者
5
8
名

。
（
資

料
1
0
-
3
「
学

芸
員

課
程

講
演

会
（
黒

沢
浩

氏
）
」
、

1
0
-
4
　

講
演

会
結

果
報

告
（
学

芸
員

課
程

1
1
1
9
）
）
。

2
0
1
8
年

1
2
月

1
9
日

（
水

）
認

定
司

書
　

小
木

曽
真

貴
氏

に
よ

る
司

書
課

程
講

演
会

「
司

書
の

お
仕

事
　

と
あ

る
公

共
図

書
館

員
の

一
日

」
開

催
、

聴
講

者
約

1
3
0
名

。
（
資

料
1
0
-
5
「
司

書
課

程
講

演
会

」
、

1
0
-
6
　

講
演

会
結

果
報

告
（
司

書
課

程
1
2
1
9
）
）
。

②
免

許
更

新
講

習
の

開
講

講
座

充
実

2
0
1
8
年

8
月

2
0
日

（
月

）
～

2
4
日

（
金

）
「
教

員
免

許
更

新
講

習
（
小

・
中

・
高

・
特

支
）
」
実

施
、

必
修

5
3
名

、
選

択
必

修
4
5
名

、
選

択
5
3
名

。
（
資

料
8
-
1
「
大

協
更

新
講

習
資

料
」
、

8
-
2
「
2
0
1
8
修

了
認

定
に

つ
い

て
（
教

職
課

程
委

員
会

報
告

」
）
。

2
0
1
8
年

8
月

8
日

（
水

）
「
1
0
年

経
験

者
研

修
（
高

校
国

語
）
」
を

本
学

で
実

施
し

、
講

師
2
名

を
本

学
教

員
が

担
当

、
教

員
志

望
の

学
生

も
参

観
、

参
加

者
7
2
名

（
う

ち
1
0
年

教
員

3
0
名

、
教

員
志

望
学

生
4
2
名

）
。

（
資

料
9
-
1
「
1
0
年

経
験

者
研

修
依

頼
文

書
」
）
。

2
0
1
8
年

8
月

2
0
日

（
月

）
「
国

語
科

講
座

（
高

等
学

校
コ

ー
ス

）
・
5
年

経
験

者
研

修
」
を

本
学

で
実

施
し

、
講

師
2
名

の
う

ち
、

1
名

は
本

学
教

員
が

担
当

、
参

加
者

3
7
名

（
学

生
の

参
加

は
な

し
。

）
。

（
資

料
9
-
2
「
5
年

経
験

者
研

修
依

頼
文

書
」
）
。

４
．

司
書

・
学

芸
員

教
育

に
お

け
る

学
生

の
修

学
支

援
の

充
実

①
司

書
・
学

芸
員

志
望

学
生

向
け

の
相

談
コ

ー
ナ

ー
開

設
、

有
効

な
相

談
業

務
の

あ
り

方
を

探
究

相
談

期
間

お
よ

び
参

加
人

数
2
0
1
8
年

4
月

1
2
日

（
木

）
～

2
0
1
8
年

7
月

3
0
日

（
月

）
：
司

書
0
名

（
担

当
教

員
の

体
調

不
良

に
よ

り
開

設
で

き
ず

。
）
、

学
芸

員
3
名

。
（
資

料
4
-
2
「
1
月

定
例

会
レ

ジ
ュ

メ
」
議

題
5
（
9
）
）

2
0
1
8
年

9
月

2
4
日

（
月

）
～

2
0
1
9
年

1
月

2
1
日

（
月

）
：
2
0
1
9
 年

1
月

1
1
日

ま
で

の
利

用
者

　
司

書
0
名

（
担

当
教

員
の

体
調

不
良

に
よ

り
開

設
で

き
ず

。
）
、

学
芸

員
1
0
名

。
（
資

料
4
-
2
「
1
月

定
例

会
レ

ジ
ュ

メ
」
議

題
5
（
9
）
）

③
2
0
1
7
年

度
実

施
の

F
D

研
修

会
に

基
づ

く
「
愛

知
淑

徳
大

学
教

員
養

成
指

標
」
策

定
と

学
習

計
画

に
基

づ
く
効

果
的

指
導

の
実

践

2
0
1
8
年

8
月

9
日

（
木

）
第

4
回

教
志

会
総

会
開

催
、

名
古

屋
大

学
大

学
院

教
育

発
達

科
学

研
究

科
准

教
授

　
内

田
良

先
生

に
よ

る
講

演
「
学

校
の

日
常

を
『
見

え
る

化
』
す

る
～

部
活

動
改

革
か

ら
働

き
方

改
革

ま
で

～
」
お

よ
び

情
報

交
換

会
（
若

手
教

員
悩

み
相

談
コ

ー
ナ

ー
開

設
）
実

施
。

参
加

者
1
9
5
名

（
卒

業
生

1
7
名

、
学

生
1
1
8
名

、
教

員
3
4
名

、
そ

の
他

2
6
名

）
。

（
資

料
2
-
1
「
内

田
良

先
生

チ
ラ

シ
」
、

2
-
2
「
1
8
総

会
議

案
書

」
第

4
号

議
案

1
・
2
、

2
-
3
「
第

2
回

進
路

・
学

生
支

援
部

会
資

料
「
『
教

志
会

』
活

動
報

告
」
議

題
3
②

）
。

若
手

教
員

悩
み

相
談

コ
ー

ナ
ー

開
設

、
相

談
者

0
名

。

①
「
教

志
会

」
を

活
用

し
た

採
用

後
３

～
５

年
目

の
教

員
対

象
の

情
報

交
換

会
実

現
2
0
1
8
年

6
月

3
0
日

（
土

）
採

用
後

2
～

3
年

の
教

員
に

よ
る

模
擬

授
業

及
び

分
科

会
「
先

輩
に

学
ぶ

Ⅰ
～

学
校

に
お

け
る

今
日

的
課

題
を

め
ぐ

っ
て

」
実

施
、

参
加

者
4
8
名

。
（
資

料
5
-
1
「
6
月

3
0
日

イ
ベ

ン
ト

チ
ラ

シ
」
、

5
-
2
「
7
月

定
例

会
レ

ジ
ュ

メ
」

議
題

3
（
1
）
 ）

。
2
0
1
8
年

1
1
月

「
教

員
採

用
試

験
　

合
格

体
験

発
表

会
」
実

施
、

参
加

者
8
5
名

。
（
資

料
6
-
1
「
1
2
月

定
例

会
レ

ジ
ュ

メ
」
議

題
4
（
3
）
①

）
。

情
報

交
換

会
運

営
に

さ
ら

な
る

工
夫

を
凝

ら
す

。

２
．

自
己

更
新

力
の

あ
る

教
員

を
養

成
す

る
シ

ス
テ

ム
の

構
築

①
地

域
教

育
委

員
会

・
愛

知
県

総
合

教
育

セ
ン

タ
ー

と
の

提
携

に
基

づ
く
、

教
職

志
望

学
生

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

教
職

研
究

会
・
教

員
養

成
特

別
講

座
の

継
続

実
施

2
0
1
8
年

6
月

3
0
日

（
土

）
採

用
後

2
～

3
年

の
教

員
に

よ
る

模
擬

授
業

及
び

分
科

会
「
先

輩
に

学
ぶ

Ⅰ
～

学
校

に
お

け
る

今
日

的
課

題
を

め
ぐ

っ
て

」
実

施
、

参
加

者
4
8
名

。
 （

資
料

5
-
1
「
6
月

3
0
日

イ
ベ

ン
ト

チ
ラ

シ
」
、

5
-
2
「
7
月

定
例

会
レ

ジ
ュ

メ
」
議

題
3
（
1
）
 ）

。
 2

0
1
8
年

1
1
月

「
教

員
採

用
試

験
　

合
格

体
験

発
表

会
」
実

施
、

参
加

者
8
5
名

。
 （

資
料

6
-
1
「
1
2
月

定
例

会
レ

ジ
ュ

メ
」
議

題
4
（
3
）
①

）
。

2
0
1
9
年

1
月

3
1
日

（
木

）
愛

知
県

総
合

教
育

セ
ン

タ
ー

指
導

主
事

に
よ

る
「
教

員
養

成
特

別
講

座
（
教

科
指

導
の

最
前

線
）
」
実

施
予

定
、

参
加

申
込

者
1
7
3
名

。
 （

資
料

6
-
2
「
教

志
会

1
2
月

1
3
日

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

記
録

」
議

題
2
）
。

国
語

教
育

研
究

部
会

開
催

（
2
0
1
8
年

1
月

2
0
日

（
土

）
（
参

加
者

9
名

）
、

2
月

2
4
日

（
土

）
（
参

加
者

7
名

）
、

3
月

2
4
日

（
土

）
（
参

加
者

7
名

）
、

4
月

2
8
日

（
土

）
（
参

加
者

7
名

）
、

5
月

1
9
日

（
土

）
（
参

加
者

9
名

）
、

6
月

1
7
日

（
日

）
（
参

加
者

1
2
名

）
、

7
月

2
9
日

（
日

）
（
参

加
者

5
名

）
、

1
0
月

1
3
日

（
土

）
（
参

加
者

2
名

）
）
。

（
資

料
6
-
3
「
教

志
会

　
国

語
教

育
研

究
部

会
　

2
0
1
8
年

の
歩

み
」
）
。

英
語

教
育

研
究

部
会

開
催

（
2
0
1
8
年

8
月

2
3
日

（
木

）
授

業
研

究
を

開
催

予
定

で
あ

っ
た

が
、

台
風

の
た

め
中

止
。

1
2
月

1
1
日

（
火

）
、

1
2
月

1
8
日

（
火

）
、

2
0
1
9
年

1
月

8
日

（
火

）
、

1
月

1
5
日

（
火

）
は

、
研

修
会

開
催

予
定

で
あ

っ
た

が
、

会
員

の
都

合
で

開
催

せ
ず

。
）
。

（
資

料
6
-
4
「
2
0
1
8
年

度
　

教
志

会
英

語
教

育
研

究
部

会
　

活
動

報
告

」
）
。

②
現

職
教

員
の

実
践

報
告

・
教

育
活

動
紹

介
等

、
自

己
更

新
力

を
備

え
た

教
員

養
成

に
向

け
た

『
教

志
会

研
究

年
報

』
の

有
効

活
用

『
教

志
会

研
究

年
報

』
第

4
号

（
2
0
1
8
年

3
月

1
0
日

発
行

）
に

「
『
生

徒
・
進

路
指

導
』
の

授
業

改
善

の
試

み
-
初

心
者

が
分

か
り

易
く
学

ぶ
た

め
に

-
」
「
【
年

次
報

告
】
2
0
1
7
年

度
 教

志
会

の
歩

み
」
を

掲
載

。
（
資

料
7
-
1
「
『
生

徒
・
進

路
指

導
』
の

授
業

改
善

の
試

み
」
、

7
-
2
「
2
0
1
7
年

度
 教

志
会

の
歩

み
」
）
。

３
．

本
学

出
身

者
を

中
心

と
す

る
現

職
教

員
を

支
援

す
る

体
制

の
整

備

『
教

員
免

許
状

取
得

の
手

引
き

－
教

職
課

程
便

覧
2
0
1
8
－

』
P
7
・
8
に

、
愛

知
淑

徳
大

学
に

お
け

る
教

員
養

成
の

目
標

・
指

標
を

示
し

た
。

（
資

料
3
-
1
「
2
0
1
8
教

職
課

程
便

覧
」
Ⅱ

章
）
。

2
0
1
8
年

4
月

1
6
日

（
月

）
～

2
0
1
8
年

7
月

3
0
日

（
月

）
教

職
課

程
教

員
に

よ
る

4
年

生
向

け
「
面

接
指

導
」
実

施
、

利
用

者
述

べ
人

数
5
3
0
名

。
（
長

久
手

3
2
2
名

、
星

が
丘

2
0
8
名

）
。

（
資

料
4
-
1
「
第

2
回

進
路

・
学

生
支

援
部

会
レ

ジ
ュ

メ
」
議

題
4

②
）
。

2
0
1
8
年

1
0
月

1
日

（
月

）
～

2
0
1
9
年

1
月

2
1
日

（
月

）
教

職
課

程
教

員
に

よ
る

3
年

生
向

け
「
論

作
文

個
別

指
導

」
実

施
中

、
2
0
1
9
年

1
月

1
1
日

ま
で

の
利

用
者

延
べ

人
数

1
3
4
名

。
（
資

料
4
-
2
「
1
月

定
例

会
レ

ジ
ュ

メ
」
議

題
5
（
9
）
）

2
0
1
8
年

6
月

9
日

（
土

）
・
1
6
日

（
土

）
「
既

卒
者

対
象

教
員

採
用

試
験

対
策

講
座

」
開

催
、

参
加

者
3
7
名

。
（
資

料
4
-
1
「
第

2
回

進
路

・
学

生
支

援
部

会
レ

ジ
ュ

メ
」
議

題
4
①

）

②
実

践
力

あ
る

教
員

を
養

成
す

る
た

め
の

「
教

志
会

」
の

有
効

活
用

と
効

果
・
成

果
に

つ
い

て
の

検
証

①
地

域
教

育
委

員
会

と
の

提
携

に
基

づ
く
「
教

職
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
」
実

施
の

成
果

や
派

遣
シ

ス
テ

ム
の

適
否

に
つ

い
て

の
検

証
と

課
題

に
つ

い
て

の
検

討

名
古

屋
市

立
小

学
校

2
校

に
お

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
7
回

（
延

べ
1
4
回

）
、

サ
ポ

ー
タ

ー
と

し
て

登
録

し
た

4
5
名

の
学

生
に

加
え

て
、

「
初

等
生

活
」
の

履
修

生
7
6
名

が
活

動
を

行
っ

た
。

成
果

：
5
月

か
ら

1
月

ま
で

に
1
3
回

の
活

動
を

終
了

（
1
4
回

目
は

2
月

実
施

）
。

延
べ

人
数

2
7
7
名

の
学

生
を

派
遣

。
本

学
が

企
画

・
運

営
を

担
当

し
た

「
も

の
づ

く
り

体
験

学
習

」
（
4
回

実
施

）
、

「
ス

ポ
ー

ツ
体

験
学

習
」
（
2
回

）
、

「
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

体
験

学
習

」
（
2
回

）
に

お
い

て
は

、
地

域
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
方

達
の

協
力

を
得

な
が

ら
、

安
全

で
か

つ
有

意
義

な
活

動
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
(資

料
1
-
1
 2

0
1
8
年

度
「
 名

古
屋

土
曜

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
成

果
報

告
）
。

長
久

手
市

・
日

進
市

等
教

育
委

員
会

に
2
0
1
8
年

度
「
教

職
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
」
受

け
入

れ
要

請
、

応
諾

。
参

加
学

生
延

べ
3
9
名

。
（
資

料
1
-
2
　

1
月

定
例

会
資

料
「
2
0
1
8
年

度
『
教

職
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅰ

・
Ⅱ

』
活

動
報

告
」
②

）

2
0
1
8
年

度
教

職
・
司

書
・
学

芸
員

教
育

セ
ン

タ
ー

１
．

実
践

力
あ

る
教

員
を

養
成

す
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築

２
．

自
己

更
新

力
の

あ
る

教
員

を
養

成
す

る
シ

ス
テ

ム
の

構
築

３
．

本
学

出
身

者
を

中
心

と
す

る
現

職
教

員
を

支
援

す
る

体
制

の
整

備

４
．

司
書

・
学

芸
員

教
育

に
お

け
る

学
生

の
修

学
支

援
の

充
実

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）
将

来
に

向
け

た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

１
．

実
践

力
あ

る
教

員
を

養
成

す
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築
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初年次教育部門 
（2016 年度～2018 年度） 

 
1．2016年度大学評価結果において検討を求められた事項に対する対応 
 検討を求められた事項は特になかった。 
 
2．その他の取り組み 
 初年次教育部門では、高大連携教育の充実を図るために、「入学前課題」「新入生学習力調
査」を行っている。「新入生学習力調査」では、結果データを学科・専攻に提供し、教授会
や FD 研修会の資料として活用できるようなシステムづくりを行った。また、2018 年度に
第 1 回「新入生学習力調査報告会」を教職員対象に開催し、2018 年度の結果分析と新入生
の傾向や留意点について広く情報共有をした。この取り組みは、2019 年度にも行い、今後
継続していく。また、高大連携推進提携校に年 3回定期的に訪問し、提携校側のニーズを引
き出すだけではなく、大学側からも積極的に情報発信に努めている。特に第 3回目は、提携
校出身者が大学生活について高校生や保護者向けに話す学生報告会を実施し、大学への理
解を深めるようにしている。 
 2016 年度に「違いを共に生きる・ライフデザイン」を新設したが、大学の理念「違いを
共に生きる」をさらに深く追究するため、に 2020 年度より新たに「探究違いを共に生きる・
ライフデザイン」を開講することにした。 
 日本語表現科目「日本語表現 T1」「日本語表現 T2」では、テキストの改訂や授業内容の
見直しなどを行い、常に学力向上に努めている。また、2016 年度から部門所属教員が授業
における実践を「教育実践・研究発表会」で発表し、その成果を『年報』で報告するという
サイクルを構築することができた。 
 ライティング支援では、ライティングサポートデスクの利用者が大幅に増加したことも
あり、2018 年度から web予約システムを導入し、受入れ態勢を強化した。また、ライティ
ング指導にあたる人員の増強を図り、学生のニーズに応えるよう努めている。 
 
3．総括 
 初年次教育部門では、10 年先 20 年先に役立つ人材の育成に繋がる初年次教育のシステ
ム構築に向けて上記の取り組みを中心に行っている。今後さらに、学科・専攻が開設してい
る基礎演習などの導入教育との連携を円滑にするために情報提供に尽力するとともに、学
力向上のために担当科目の授業内容の見直しを図っていく。 
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
6
年

度
）
＞

進
捗

状
況

Ｂ Ｂ Ａ Ｂ B Ａ Ｂ Ａ Ａ

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実
行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達
成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
な
い

2
0
1
6
年

度
初

年
次

教
育

部
門

１
．

高
大

連
携

教
育

の
充

実
：
学

部
別

高
大

連
携

教
育

の
充

実
、

高
校

教
員

の
研

修
受

け
入

れ
な

ど

２
．

入
学

前
指

導
の

充
実

３
．

卒
業

し
社

会
に

出
た

後
に

、
あ

る
い

は
1
0
年

先
2
0
年

先
に

役
立

つ
人

材
育

成
に

繋
が

る
初

年
次

教
育

の
シ

ス
テ

ム
構

築

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）
将

来
に

向
け

た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

１
．

①
高

大
連

携
推

進
提

携
校

ご
と

の
実

情
に

合
致

し
た

連
携

教
育

の
模

索
提

携
校

か
ら

の
依

頼
に

応
じ

て
、

教
職

員
を

派
遣

し
、

ス
ム

ー
ズ

な
高

大
接

続
の

た
め

の
情

報
提

供
な

ど
を

し
た

が
、

あ
く
ま

で
リ

ク
エ

ス
ト

に
応

え
る

段
階

に
留

ま
り

、
教

育
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

ま
で

に
は

至
っ

て
い

な
い

。

引
き

続
き

、
委

員
に

よ
る

定
期

的
な

高
校

訪
問

を
行

う
。

そ
の

際
、

提
携

校
側

の
ニ

ー
ズ

を
引

き
出

す
だ

け
で

な
く
、

積
極

的
な

情
報

発
信

に
努

め
る

。

②
学

部
別

高
大

連
携

教
育

の
充

実
高

大
連

携
教

育
運

営
委

員
会

の
呼

び
か

け
に

応
じ

て
、

視
覚

科
学

専
攻

と
創

作
表

現
専

攻
と

で
、

専
攻

独
自

の
入

学
前

課
題

を
新

た
に

供
す

る
こ

と
に

な
っ

た
。

よ
り

多
く
の

学
科

・
専

攻
で

、
特

性
や

事
情

に
応

じ
た

導
入

教
育

・
リ

メ
デ

ィ
ア

ル
教

育
が

検
討

さ
れ

る
よ

う
、

情
報

発
信

を
継

続
し

て
い

く
。

③
愛

知
県

総
合

教
育

セ
ン

タ
ー

と
の

提
携

に
基

づ
く
講

師
派

遣
な

ど
、

連
携

体
制

の
継

続
・
発

展

8
月

8
日

に
、

愛
知

県
総

合
教

育
セ

ン
タ

ー
高

等
学

校
教

諭
1
0
年

経
験

者
研

修
（
教

科
指

導
研

修
・
国

語
）
を

、
本

学
長

久
手

キ
ャ

ン
パ

ス
の

教
室

を
提

供
し

て
開

催
、

本
学

教
員

2
名

が
講

師
と

し
て

講
義

も
担

当
し

た
（
資

料
1
　

平
成

2
8
年

度
1
0
年

経
験

者
研

修
 教

科
指

導
研

修
資

料
）
。

2
0
1
6
年

度
の

実
績

を
維

持
し

て
ゆ

く
。

2
.

①
す

で
に

実
施

し
て

い
る

「
入

学
前

課
題

」
「
新

入
生

学
習

力
調

査
」
「
導

入
教

材
」
な

ど
の

実
効

性
を

高
め

る
た

め
の

方
策

や
シ

ス
テ

ム
の

模
索

お
よ

び
そ

の
実

施

「
新

入
生

学
習

力
調

査
」
の

結
果

デ
ー

タ
を

学
科

・
専

攻
に

提
供

し
、

教
授

会
や

F
D

研
修

会
の

資
料

と
し

て
活

用
し

て
も

ら
う

よ
う

呼
び

か
け

た
。

文
学

部
、

人
間

情
報

学
部

、
健

康
医

療
科

学
部

、
創

造
表

現
学

部
か

ら
デ

ー
タ

提
供

の
依

頼
が

あ
り

、
こ

れ
ら

の
各

学
部

・
専

攻
で

、
導

入
教

育
・
リ

メ
デ

ィ
ア

ル
教

育
の

見
直

し
等

に
向

け
た

話
し

合
い

が
持

た
れ

た
も

の
と

思
わ

れ
る

。

「
新

入
生

学
習

力
調

査
」
の

結
果

を
ふ

ま
え

た
高

大
接

続
プ

ラ
ン

の
設

計
が

各
学

科
・
専

攻
単

位
で

な
さ

れ
る

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
づ

く
り

を
、

学
生

生
活

委
員

会
や

F
D

委
員

会
な

ど
と

も
連

携
し

な
が

ら
模

索
し

て
行

く
。

各
学

科
・
専

攻
の

と
り

く
み

を
広

く
全

学
に

周
知

す
る

情
報

提
供

に
努

め
る

。

②
「
愛

知
淑

徳
大

学
体

験
講

義
」
な

ど
、

教
育

研
究

成
果

の
社

会
還

元
の

仕
方

の
検

証
と

再
構

築
「
愛

知
淑

徳
大

学
体

験
講

義
」
は

、
高

校
生

へ
の

授
業

開
放

と
い

う
点

で
意

義
が

あ
っ

た
が

、
開

催
日

や
想

定
す

る
参

加
者

層
の

設
定

の
面

で
改

善
の

余
地

が
あ

り
、

検
討

の
結

果
、

2
0
1
6
年

度
の

開
催

を
見

送
っ

た
。

「
体

験
講

義
」
に

代
わ

る
社

会
貢

献
の

あ
り

方
に

つ
い

て
の

検
討

を
す

る
。

3
.

①
学

生
へ

の
修

学
支

援
の

あ
り

方
の

模
索

（
主

に
『
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
フ

ァ
イ

ル
』
の

改
訂

に
つ

い
て

の
検

討
）

7
月

2
6
日

開
催

の
第

２
回

高
大

連
携

教
育

運
営

委
員

会
で

、
「
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
フ

ァ
イ

ル
」
の

改
訂

に
つ

い
て

の
検

討
を

し
た

（
資

料
2
.「

2
0
1
6
年

度
第

２
回

高
大

連
携

教
育

運
営

委
員

会
議

事
録

」
審

議
事

項
4
）
。

来
年

度
に

向
け

て
は

改
訂

を
行

わ
な

い
こ

と
と

、
近

い
将

来
に

向
け

て
、

2
0
1
5
年

度
第

5
回

高
大

連
携

教
育

運
営

委
員

会
（
資

料
3
.「

2
0
1
5
年

度
第

５
回

高
大

連
携

教
育

運
営

委
員

会
議

事
録

」
報

告
事

項
5
）
で

話
題

が
出

た
、

w
e
b上

で
書

き
込

み
が

で
き

る
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

へ
の

移
行

を
継

続
検

討
す

る
こ

と
と

な
っ

た
。

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

導
入

に
向

け
た

情
報

収
集

と
、

学
内

他
部

局
と

の
連

絡
を

図
る

。

②
2
0
1
6
年

度
新

規
科

目
「
違

い
を

共
に

生
き

る
・
ラ

イ
フ

デ
ザ

イ
ン

」
に

お
け

る
学

修
内

容
お

よ
び

教
育

組
織

の
検

証

全
学

部
必

修
の

基
幹

科
目

「
違

い
を

共
に

生
き

る
・
ラ

イ
フ

デ
ザ

イ
ン

」
に

於
い

て
、

大
学

を
挙

げ
た

教
育

理
念

の
浸

透
を

促
す

授
業

と
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

形
式

の
主

体
的

学
修

を
導

入
す

る
こ

と
が

で
き

た
こ

と
が

大
き

な
成

果
で

あ
る

。
ま

た
１

ク
ラ

ス
に

複
数

の
講

師
を

配
置

す
る

編
成

に
よ

っ
て

、
学

習
指

導
の

改
善

も
果

た
さ

れ
た

。
他

セ
ン

タ
ー

教
員

に
依

存
し

て
き

た
教

育
組

織
に

関
し

て
は

、
来

年
度

に
向

け
て

専
任

職
の

教
員

（
助

教
）
を

一
人

採
用

す
る

改
善

を
図

っ
た

。

「
違

い
を

共
に

生
き

る
・
ラ

イ
フ

デ
ザ

イ
ン

」
の

開
講

時
期

を
全

学
前

期
と

し
、

早
い

段
階

で
大

学
の

教
育

理
念

が
浸

透
す

る
よ

う
に

す
る

。
ま

た
、

そ
の

後
の

継
続

的
な

学
修

の
プ

ラ
ン

を
構

想
す

る
。

専
門

性
を

有
す

る
教

員
を

さ
ら

に
１

名
増

や
し

、
教

育
組

織
の

充
実

を
図

る
。

③
全

学
日

本
語

表
現

科
目

「
日

本
語

表
現

T
1
」
「
日

本
語

表
現

T
2
」
の

さ
ら

な
る

充
実

（
「
教

育
実

践
・
研

究
発

表
会

」
の

開
催

、
全

学
日

本
語

教
育

「
年

報
」
の

新
規

発
行

）

「
日

本
語

表
現

T
1
」
「
日

本
語

表
現

T
2
」
の

テ
キ

ス
ト

改
訂

を
行

っ
た

。
ま

た
、

部
門

所
属

教
員

が
授

業
に

お
け

る
実

践
を

「
教

育
実

践
・
研

究
発

表
会

」
で

発
表

し
、

そ
の

成
果

を
「
年

報
」
で

報
告

す
る

と
い

う
サ

イ
ク

ル
を

構
築

す
る

こ
と

が
で

き
た

（
資

料
4
.「

平
成

2
8
年

度
第

１
回

大
学

協
議

会
資

料
」
資

料
8
-
2
「
6
.2

教
育

実
践

・
研

究
発

表
会

の
実

施
」
）
。

2
0
1
6
年

度
の

実
績

を
維

持
し

て
ゆ

く
。

④
全

学
的

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

支
援

の
さ

ら
な

る
充

実
（
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
サ

ポ
ー

ト
デ

ス
ク

に
お

け
る

学
修

支
援

体
勢

の
強

化
）

増
加

す
る

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

支
援

へ
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
た

め
に

、
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
サ

ポ
ー

ト
デ

ス
ク

の
開

室
時

間
を

増
加

さ
せ

た
（
参

考
；
2
0
1
5
年

度
前

期
開

室
コ

マ
数

2
5
コ

マ
→

2
0
1
6
年

度
前

期
3
8
コ

マ
）
。

（
資

料
5
.「

平
成

2
8
年

度
前

期
「
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
サ

ポ
ー

ト
デ

ス
ク

(W
S
D

)実
施

報
告

」
（
平

成
2
8
年

度
第

５
・
６

回
（
合

同
）
全

学
日

本
語

教
育

運
営

会
議

資
料

）
2
.開

室
時

間
）

2
0
1
6
年

度
の

実
績

を
維

持
し

て
ゆ

く
。
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
7
年

度
）
＞

進
捗

状
況

B B A A C B A B B B

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は

ほ
ぼ

で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

4
. 
部

門
の

関
連

業
務

を
支

援
す

る
組

織
の

整
備

2
. 
 ①

「
入

学
前

課
題

」
「
新

入
生

学
習

力
調

査
」
「
導

入
教

材
」
な

ど
の

実
効

性
を

高
め

る
た

め
の

方
策

や
シ

ス
テ

ム
の

模
索

お
よ

び
そ

の
実

施

　
　

②
教

育
研

究
成

果
の

社
会

還
元

の
仕

方
の

検
証

と
再

構
築

　
　

④
全

学
的

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

支
援

の
さ

ら
な

る
充

実
（
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
サ

ポ
ー

ト
デ

ス
ク

に
お

け
る

学
修

支
援

体
勢

の
強

化
）

提
携

校
の

多
治

見
西

、
光

ヶ
丘

女
子

、
四

日
市

メ
リ

ノ
ー

ル
、

県
岐

商
か

ら
の

リ
ク

エ
ス

ト
に

応
じ

、
本

学
在

学
生

（
提

携
校

卒
業

生
）
の

派
遣

や
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
職

員
の

説
明

会
へ

の
派

遣
を

お
こ

な
っ

た
。

光
ヶ

丘
女

子
英

語
科

教
員

の
研

修
（
授

業
見

学
・
グ

ロ
ウ

コ
ム

学
部

）
を

斡
旋

・
実

施
し

た
。

愛
知

淑
徳

向
け

に
大

学
見

学
会

を
開

催
し

た
（
資

料
１

「
高

大
連

携
運

営
委

員
会

　
2
0
1
7
年

度
事

業
報

告
（
中

間
報

告
）
」
p.

2
〜

3
）
。

６
月

に
学

部
・
学

科
独

自
の

入
学

前
課

題
（
専

願
制

入
試

合
格

者
向

け
）
を

呼
び

か
け

、
６

つ
の

学
科

・
専

攻
の

実
施

を
支

援
し

た
（
資

料
１

「
高

大
連

携
運

営
委

員
会

　
2
0
1
7
年

度
事

業
報

告
（
中

間
報

告
）
」
p.

4
）
。

「
日

本
語

表
現

T
1
」
テ

キ
ス

ト
の

改
訂

（
第

９
版

）
、

「
日

本
語

表
現

T
2
」
テ

キ
ス

ト
の

改
訂

（
第

７
版

）
を

お
こ

な
い

、
授

業
内

容
を

一
部

見
直

し
た

（
資

料
５

「
平

成
2
9
年

度
初

年
次

教
育

部
門

〈
全

学
日

本
語

教
育

〉
活

動
報

告
」
3
.1

）
。

４
月

に
、

初
年

次
教

育
部

門
運

営
委

員
会

を
開

設
。

そ
の

下
に

高
大

連
携

運
営

委
員

会
と

基
幹

科
目

運
営

委
員

会
を

配
置

し
、

組
織

を
簡

素
化

す
る

と
同

時
に

合
理

化
し

、
規

程
も

更
新

し
た

（
資

料
３

「
平

成
2
8
年

度
第

1
1
回

大
学

協
議

会
「
資

料
3
2
」
」
p.

1
〜

2
）
。

た
だ

し
、

こ
れ

ら
を

支
援

す
る

事
務

方
の

組
織

化
が

未
だ

十
分

と
は

い
え

ず
、

教
員

と
職

員
と

の
間

の
連

携
に

課
題

が
残

る
。

入
学

式
会

場
に

お
け

る
副

学
長

の
講

話
を

授
業

の
一

環
と

し
て

新
規

導
入

し
、

大
学

の
理

念
教

育
の

浸
透

を
推

進
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

（
資

料
２

「
平

成
2
8
年

度
第

７
回

大
学

協
議

会
議

事
録

（
３

.⑷
）
」
）
。

ま
た

、
基

幹
科

目
運

営
委

員
会

の
設

置
（
資

料
３

「
平

成
2
8
年

第
1
1
回

大
学

協
議

会
「
資

料
3
2
」
」

p.
2
）
、

授
業

担
当

者
（
助

教
１

名
）
の

増
員

（
資

料
４

「
平

成
2
9
年

度
第

４
回

大
学

協
議

会
「
資

料
2
」
」
）
な

ど
、

教
育

組
織

の
改

善
も

進
ん

だ
。

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

サ
ポ

ー
ト

デ
ス

ク
の

利
用

者
（
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
個

別
相

談
）
が

、
昨

年
度

か
ら

大
幅

に
増

加
し

た
。

た
だ

し
、

受
け

入
れ

の
限

度
を

超
え

て
し

ま
い

、
す

べ
て

の
希

望
者

を
受

け
入

れ
ら

れ
な

い
と

い
う

問
題

も
生

じ
た

（
資

料
６

「
平

成
2
9
年

度
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
サ

ポ
ー

ト
デ

ス
ク

(W
S
D

）
活

動
報

告
」
6
.1

、
8
）
。

2
0
1
7
年

8
月

8
日

、
高

等
学

校
1
0
年

経
験

者
研

修
（
教

科
指

導
研

修
国

語
科

）
の

会
場

を
提

供
。

講
師

２
名

も
提

供
し

た
。

ま
た

、
8
月

2
1
日

、
高

等
学

校
5

年
経

験
者

研
修

（
教

科
指

導
研

修
国

語
科

）
に

も
講

師
１

名
を

派
遣

し
た

（
資

料
１

「
高

大
連

携
運

営
委

員
会

　
2
0
1
7
年

度
事

業
報

告
（
中

間
報

告
）
」

p.
6
）
。

「
新

入
生

学
習

力
調

査
」
の

学
部

別
調

査
結

果
を

、
照

会
の

あ
っ

た
４

学
部

に
対

し
、

F
D

資
料

・
教

授
会

資
料

な
ど

の
目

的
で

提
供

し
た

。
リ

メ
デ

ィ
ア

ル
教

育
・
導

入
教

育
に

関
す

る
全

学
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
そ

の
結

果
を

全
学

F
D

研
修

会
（
2
0
1
8
.3

.1
3
）
に

て
報

告
し

た
（
資

料
１

「
高

大
連

携
運

営
委

員
会

　
2
0
1
7
年

度
事

業
報

告
（
中

間
報

告
）
」
p.

5
）
。

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

現
在

、
年

に
２

回
お

こ
な

っ
て

い
る

定
期

訪
問

を
継

続
し

、
さ

ら
に

高
校

側
の

実
状

や
ニ

ー
ズ

に
即

し
た

連
携

教
育

の
あ

り
方

を
協

議
し

て
い

き
た

い
。

引
き

続
き

、
学

部
・
学

科
の

特
性

や
事

情
に

応
じ

た
高

大
連

携
教

育
を

呼
び

か
け

、
支

援
し

て
ゆ

く
。

ま
た

、
そ

の
た

め
の

情
報

提
供

に
尽

力
す

る
。

基
礎

科
目

か
ら

発
展

科
目

へ
の

継
続

的
学

修
を

よ
り

多
く
促

す
方

策
を

検
討

し
た

い
。

各
学

科
・
専

攻
が

開
設

し
て

い
る

基
礎

演
習

な
ど

導
入

教
育

と
の

連
携

を
模

索
す

る
。

本
学

の
初

年
次

教
育

、
高

大
連

携
、

基
幹

科
目

の
開

講
に

適
し

た
、

よ
り

ふ
さ

わ
し

い
組

織
の

構
築

に
向

け
て

、
学

内
の

連
携

や
情

報
発

信
に

努
め

た
い

。

か
つ

て
開

催
し

て
い

た
「
体

験
講

義
」
の

よ
う

な
高

校
生

向
け

の
公

開
授

業
を

実
現

さ
せ

た
い

が
、

構
想

段
階

で
終

わ
っ

て
し

ま
っ

て
い

る
。

高
校

の
先

生
向

け
の

授
業

公
開

に
つ

い
て

も
、

地
域

貢
献

と
い

う
観

点
か

ら
検

討
し

て
み

た
い

。

高
大

連
携

運
営

委
員

会
で

検
討

の
結

果
、

今
年

度
の

『
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
フ

ァ
イ

ル
』
の

改
訂

は
見

送
っ

た
。

「
学

生
カ

ル
テ

」
記

載
項

目
の

一
部

見
直

し
を

検
討

し
た

。

高
大

連
携

運
営

委
員

会
の

議
題

と
し

て
本

件
を

上
程

す
る

。

将
来

的
に

、
学

生
が

w
e
bで

書
き

込
め

る
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
実

現
が

好
ま

し
い

と
い

う
方

向
性

は
共

有
で

き
て

い
る

。
ど

ん
な

形
態

が
可

能
な

の
か

、
実

現
に

向
け

て
の

課
題

は
何

か
、

部
門

と
し

て
継

続
的

に
リ

サ
ー

チ
を

積
み

重
ね

て
お

く
。

受
付

態
勢

の
合

理
化

や
、

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

指
導

に
あ

た
る

人
員

の
増

強
を

図
り

、
学

生
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

た
い

。

2
0
1
7
年

度
初

年
次

教
育

部
門

　
　

③
日

本
語

表
現

科
目

「
日

本
語

表
現

T
1
」
「
日

本
語

表
現

T
2
」
の

さ
ら

な
る

充
実

3
.　

①
学

生
へ

の
修

学
支

援
の

あ
り

方
の

模
索

（
主

に
『
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
フ

ァ
イ

ル
』
の

改
訂

に
つ

い
て

の
検

討
）

　
　

②
基

幹
科

目
「
違

い
を

共
に

生
き

る
・
ラ

イ
フ

デ
ザ

イ
ン

」
に

お
け

る
学

修
内

容
お

よ
び

教
育

組
織

の
検

証
と

改
善

１
．

①
高

大
連

携
推

進
提

携
校

ご
と

の
実

情
に

合
致

し
た

連
携

教
育

の
模

索

　
　

②
学

部
別

高
大

連
携

教
育

の
充

実

　
　

③
愛

知
県

総
合

教
育

セ
ン

タ
ー

と
の

提
携

に
基

づ
く
講

師
派

遣
な

ど
、

地
域

連
携

体
制

の
継

続
・
発

展

計
画

内
容

1
.高

大
連

携
教

育
の

充
実

：
学

部
別

高
大

連
携

教
育

の
充

実
、

高
校

教
員

の
研

修
受

け
入

れ
な

ど

2
.入

学
前

指
導

の
充

実

3
.卒

業
し

社
会

に
出

た
後

に
、

あ
る

い
は

1
0
年

先
2
0
年

先
に

役
立

つ
人

材
育

成
に

繋
が

る
初

年
次

教
育

の
シ

ス
テ

ム
構

築

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
8
年

度
）
＞

進
捗

状
況

B
 A A A C C A A A B

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ

で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

2
0
1
8
年

度
初

年
次

教
育

部
門

1
.
①

高
大

連
携

推
進

提
携

校
ご

と
の

実
情

に
合

致
し

た
連

携
教

育
の

充
実

③
高

大
連

携
と

い
う

観
点

か
ら

の
地

域
連

携
・
地

域
貢

献
の

継
続

・
発

展
愛

知
県

総
合

教
育

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

、
教

員
向

け
研

修
を

学
内

で
実

施
し

た
。

（
資

料
1
「
高

大
連

携
運

営
委

員
会

2
0
1
8
年

度
事

業
報

告
（
中

間
報

告
）
」
3
-
1
）

計
画

内
容

1
.高

大
連

携
教

育
の

充
実

：
学

部
別

高
大

連
携

教
育

の
充

実
、

高
校

教
員

の
研

修
受

け
入

れ
な

ど
2
.入

学
前

指
導

の
充

実
3
.卒

業
し

社
会

に
出

た
後

に
、

あ
る

い
は

1
0
年

先
2
0
年

先
に

役
立

つ
人

材
育

成
に

繋
が

る
初

年
次

教
育

の
シ

ス
テ

ム
構

築

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

提
携

校
ご

と
の

実
情

や
希

望
に

応
じ

た
説

明
会

な
ど

を
実

施
し

て
い

る
が

、
昨

年
度

に
比

べ
て

「
充

実
」
し

た
か

と
い

え
ば

、
現

状
維

持
に

留
ま

っ
た

。

②
学

部
・
学

科
別

高
大

連
携

教
育

（
導

入
教

育
・
リ

メ
デ

ィ
ア

ル
教

育
）
の

充
実

学
科

・
専

攻
独

自
の

入
学

前
課

題
の

設
置

を
呼

び
か

け
た

（
第

2
回

高
大

連
携

運
営

委
員

会
）
結

果
、

今
年

度
新

た
に

４
つ

の
課

題
が

新
設

さ
れ

た
。

（
資

料
1
「
高

大
連

携
運

営
委

員
会

2
0
1
8
年

度
事

業
報

告
（
中

間
報

告
）
」
2
-
2
）

各
学

科
・
専

攻
独

自
の

初
年

次
教

育
の

取
り

組
み

を
随

時
閲

覧
可

能
と

し
た

。
（
両

キ
ャ

ン
パ

ス
の

初
年

次
教

育
部

門
共

同
研

究
室

に
て

）
新

入
生

学
習

力
調

査
報

告
会

を
初

め
て

開
催

し
、

来
年

度
以

降
も

継
続

予
定

。
（
資

料
1
「
高

大
連

携
運

営
委

員
会

2
0
1
8
年

度
事

業
報

告
（
中

間
報

告
）
」
2
-
4
）

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

定
期

訪
問

の
際

に
提

携
校

の
ニ

ー
ズ

を
聞

き
取

り
、

必
要

に
応

じ
て

新
た

な
施

策
を

取
り

入
れ

て
ゆ

く
。

大
学

の
理

念
「
違

い
を

共
に

生
き

る
」
を

深
く
追

求
す

る
た

め
の

新
規

科
目

を
2
0
2
0
年

度
よ

り
開

講
す

べ
く
、

2
0
1
9
年

2
月

の
大

学
協

議
会

に
授

業
案

を
上

程
。

（
資

料
2
「
2
0
1
8
年

度
第

1
0
回

大
学

協
議

会
資

料
「
資

料
6
」
」
）

「
T
1
」
（
第

1
1
版

）
・
「
T
2
」
（
第

8
版

）
と

も
テ

キ
ス

ト
を

改
訂

し
た

。
（
資

料
3
「
平

成
3
0
年

度
初

年
次

教
育

部
門

〈
全

学
日

本
語

教
育

〉
活

動
報

告
」
3
.1

）

教
務

事
務

室
と

の
業

務
連

携
が

新
規

担
当

者
の

配
置

に
よ

っ
て

効
率

化
さ

れ
た

。

w
e
b
予

約
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
、

受
入

れ
態

勢
を

強
化

。
利

用
者

も
大

幅
に

増
加

。
（
資

料
4

「
平

成
3
0
年

度
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
サ

ポ
ー

ト
デ

ス
ク

（
W

S
D

）
活

動
報

告
」
6
.1

）

大
学

を
挙

げ
て

の
公

開
授

業
な

ど
の

実
施

は
難

し
い

状
況

に
あ

り
、

学
科

や
専

攻
単

位
で

請
け

負
う

出
張

授
業

に
頼

ら
ざ

る
を

得
な

い
の

が
現

実
で

あ
る

。
今

後
も

継
続

的
に

検
討

す
る

。

情
報

収
集

を
行

う
に

留
ま

っ
た

。
全

国
的

な
e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
普

及
な

ど
も

視
野

に
入

れ
つ

つ
、

引
き

続
き

中
長

期
的

視
野

で
の

研
究

や
検

討
が

必
要

。
今

後
も

継
続

的
に

検
討

す
る

。

今
後

も
継

続
的

に
検

討
す

る
。

④
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
サ

ポ
ー

ト
デ

ス
ク

に
お

け
る

学
修

支
援

体
勢

の
整

備
と

強
化

③
日

本
語

表
現

科
目

「
日

本
語

表
現

T
1
」
「
日

本
語

表
現

T
2
」
に

お
け

る
学

修
内

容
の

検
証

と
改

善

2
.
①

「
入

学
前

課
題

」
「
新

入
生

学
習

力
調

査
」
「
導

入
教

材
」
な

ど
の

実
効

性
を

高
め

る
た

め
の

方
策

や
シ

ス
テ

ム
の

構
築

と
実

施

4
.
部

門
の

関
連

業
務

を
支

援
す

る
組

織
の

整
備

②
基

幹
科

目
「
違

い
を

共
に

生
き

る
・
ラ

イ
フ

デ
ザ

イ
ン

」
に

お
け

る
学

修
内

容
の

検
証

と
改

善

②
教

育
研

究
成

果
の

社
会

還
元

の
仕

方
の

検
証

と
再

構
築

3
.
①

学
生

の
自

律
的

な
学

修
・
キ

ャ
リ

ア
形

成
を

支
援

す
る

た
め

の
環

境
の

整
備

（
主

に
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
あ

り
方

に
つ

い
て

の
検

討
）
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26.ジェンダー・女性学研究所
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ジェンダー・女性学研究所 
（2016 年度～2018 年度） 

 
1．2016年度大学評価結果において検討を求められた事項に対する対応 
 検討を求められた事項は特になかった。 
 
2．その他の取り組み 
 2016 年度報告書において、ジェンダーやセクシュアリティをめぐる悩みやトラブルを抱
える学生について、実態調査を実施し、どのような体制を整備すべきか 2016年度より研究
を開始するとした。実際の対応の体制が整備され、関連諸機関（学生相談室や保健管理室、
学生事務室）との連携も適宜行なっており、人数も把握しているが、システマチックな実態
調査は今のところ行われていない。2019 年度～2020 年度をかけて、調査について検討する。 
 
3．総括 
 ジェンダーやセクシュアリティをめぐる悩みやトラブルを抱える学生について、対応の
体制が整備され、関連諸機関との連携も適宜に行なっている。2019 年度～2020年度をかけ
てその実態調査について検討する。 
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年
度
～
2
0
1
9
年
度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
6
年
度
）
＞

進
捗
状
況

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達
成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
な
い

2
0
1
6
年
度

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
女
性
学
研
究
所

１
．
ジ
ェ
ン
ダ
ー
教

育
に
お
け
る
キ
ャ
ン
パ
ス
間
格
差
の

是
正

２
．
学

内
諸

機
関

・
諸
施
設
と
の
連
携
に
よ
る
修
学
支
援

３
．
情

報
発

信
や

広
報
強
化
に
よ
る
社
会
貢
献
の
推

進

計
画

内
容

現
状
（
点
検
・
評
価
の
結
果
）

将
来
に
向
け
た
発
展
方
策
（
進
捗
状
況
が
A
の
場
合
は
任
意
）

１
．
ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育
に
お
け
る
キ
ャ
ン
パ

ス
間

格
差

是
正

の
た
め

に
定
期
的
に
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
「
星

が
丘

出
張

ジ
ェ
ン
ダ
ー

研
」
の
利
用
者
を
増
や
す
た
め
、
お
知

ら
せ

ボ
ー
ド
を
活

用
し
広
報

を
充
実

さ
せ
る
一
方
、
星

が
丘

の
学

生
で
長

久
手

キ
ャ
ン
パ
ス
の

研
究
所

を
利
用
し
た
い
学

生
に
キ
ャ
ン
パ

ス
間

連
絡

バ
ス
の
優
先

乗
車
券

が
利
用
で
き
る
よ
う
要

請
す
る
。

B

「
星
が
丘
出
張
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
」
は
、
C
S
や
お
知

ら
せ

ボ
ー
ド
を

活
用
し
広
報
に
努
め
た
ほ
か
、
各
回
で
テ
ー
マ
を
設

け
た
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
研
究
会
」
を
開
催
す
る
な
ど
関
心
を
集
め
る
工

夫
を
し
、

利
用
者
拡
大
を
は
か
っ
た
。
連
絡
バ
ス
の
優
先
乗

車
に
つ
い
て

は
現
状
の
ニ
ー
ズ
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
と
判
断

し
、
具

体
的

要
請
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

現
在

、
「
星

が
丘

出
張

ジ
ェ
ン
ダ
ー
研

」
は

長
期

休
暇

中
（
8
・

9
・
2
・
3
月

）
の

開
催

を
見

送
っ
て
い
る
が

、
来

年
度

以
降

は
さ

ら
な
る
格

差
是

正
の

た
め
に
毎

月
開

催
と
す
る
。
連

絡
バ

ス
の

優
先

乗
車

に
つ
い
て
は

、
引

き
続

き
ニ
ー
ズ
を
探

っ
て
い

く
。

２
．
大
学
内
の
機
関
・
施
設

と
の

連
携

を
通

し
て
、
学

生
支

援
や
学

生
間
交
流
の
活
発
化
を
図
る
た
め
利

用
の

流
れ

を
各

施
設

と
協

議
、
確
認
し
、
利
用
ガ
イ
ド
作

成
の

可
能

性
を
さ
ぐ
る
。
本

研
究
所

が
所
蔵
す
る
図
書
資
料

に
つ
い
て
、
図

書
館

と
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
一
元
化
の
必
要
性
と
可
能

性
を
具

体
的

に
検

討
す
る
。
ま
た
全

学
お
よ
び
各
学
部
で
開

講
さ
れ

て
い
る
科

目
か

ら
科

目
か

ら
ジ
ェ
ン

ダ
ー
教

育
の
体
系
化
と
学
び
の

深
化

を
め
ざ
し
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

可
能

性
を
探

る
。
日

常
的

な
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の

問
題
を
掘
り
起
し
研

究
に
結

び
付

け
る
た
め
の

研
究
会
を

開
催
し
、
学
問
分
野
や
所
属

組
織

の
壁

を
越

え
た
研

究
交

流
の
機

会
を
定
着
さ
せ
る
。

B

相
談
室
や
C
C
C
を
始
め
と
す
る
大
学
内
の
機
関
・
施

設
と
の

情
報
交
換
や
連
携
を
通
し
て
、
学
生
支
援
や
学
生

間
交

流
の

活
発

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
支
援
や
交
流
の
あ
り
方

は
多

様
か

つ
流
動
的
な
た
め
、
利
用
ガ
イ
ド
作
成
や
具
体

的
な
手

続
き
方

法
策
定
の
動
き
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
図
書
館
と
の

図
書

資
料

の
連
携
に
つ
い
て
も
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
一
元
化
に
は

大
き
な
困

難
を
伴
う
た
め
、
よ
り
実
現
性
の
高
い
連
携
方
法

に
つ
い
て
検

討
を
進

め
た
。
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
来
年
度
か
ら
の
実
施
が
決
定
し
、
具
体
的

な
準

備
を
す
す

め
た
。
研
究
会
は
、
昼
休
み
の
時
間
を
活
用
し
た
「
ラ
ン
チ
タ
イ

ム
研
究
会
」
を
9
回
開
催
し
た
。
今
年
度
よ
り
教

員
に
加

え
て
職

員
の
参
加
も
積
極
的
に
促
し
、
分
野
・
組
織
を
超
え
た
研

究
交

流
の
場
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

各
施

設
と
の

情
報

交
換

や
連

携
を
進

め
つ
つ
、
C
S
や

G
U
ID
E
P
O
S
T
と
い
っ
た
既

存
の

ツ
ー
ル

を
活

用
し
た
利

用
ガ
イ
ド
的

な
情

報
発

信
を
検

討
す
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や

セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
悩

み
や

ト
ラ
ブ
ル

を
抱

え
る
学

生
へ

の
対

応
に
つ
い
て
も
、
連

携
と
手

続
き
の

方
法

を
具

体
的

に
検

討
し
て
い
く
。
図

書
資

料
の

連
携

に
つ
い
て
も
、
引

き
続

き
検

討
を
進

め
て
い
く
。
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
」
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は

、
十

全
の

準
備

に
努

め
る
と
と
も
に
学

生
や

教
職

員
へ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
周

知
、
お
よ
び
履

修
の

促
進

を
は

か
っ
て
い
く
。
こ
れ

ら
の

取
り
組

み
が

相
乗

効
果

を
上

げ
る
よ
う
、
学

生
、
教

職
員

へ
向

け
た
全

方
向

的
な
情

報
提

供
に
も
努

め
る
。

３
．
よ
り
望
ま
し
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
社

会
を
つ
く
る
た
め
の

研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み

、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
教

育
の

課
題

を
明

ら
か
に
す

る
と
共
に
、
得
ら
れ
た
研
究

成
果

を
社

会
へ

効
果

的
に
還

元
す
る

方
途
を
運
営
委
員
会
で
検
討

し
て
い
く
。

A

特
別
教
育
研
究
と
し
て
実
施
し
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の

成
果

を
ま
と
め
、
広
く
学
内
外
に
発
信
し
た
。
対
外
的
に
は

、
国

際
協

力
N
G
O
ア
ジ
ア
保
健
研
修
所
（
A
H
I）
（
資
料
1
、
2
）
、
日

進
市

役
所
（
資
料
3
、
4
、
5
）
と
の
協
働
事
業
を
行
い
、
学
外

と
の

交
流

・
社

会
貢
献
に
努
め
た
。

今
年

度
の

研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

、
学

生
の

意
識

を
2
0
年

前
と
比

較
す
る
こ
と
に
主

眼
が

置
か

れ
た
。
2
0
1
7
年

度
に
は

よ
り
深

化
し
た
デ
ー
タ
分

析
を
行

い
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
教

育
の

今
後

の
あ
り
方

を
検

討
す
る
。
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年
度

担
当
部
局

＜
中
期
計
画
（
2
0
1
5
年
度
～
2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年
度
計
画
（
2
0
1
7
年
度
）
＞

進
捗
状
況

進
捗
状
況

A
：
計
画
が
達
成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達
成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

2
0
1
7
年

度
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
女

性
学

研
究

所

B

１
．
「
星
が

丘
出

張
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
」
を
毎
月
開
催
と
す
る
。
同
時
間

帯
に
、
時
宜

を
得

た
テ
ー
マ
を
設
け
た
研
究
会
も
開
催
し
、
利
用
者
拡
大
を

は
か

り
つ
つ
積

極
的

な
情

報
提
供
に
努
め
る
。
連
絡
バ
ス
の
優
先
乗
車

に
つ
い
て
は

、
引

き
続

き
ニ
ー
ズ
を
探
っ
て
い
く
。

１
．
ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育
に
お
け
る
キ
ャ
ン
パ

ス
間

格
差

の
是

正
２
．
学
内
諸

機
関
・
諸
施
設
と
の

連
携

に
よ
る
修

学
支

援
３
．
情
報
発

信
や
広
報
強
化
に
よ
る
社

会
貢

献
の

推
進

将
来
に
向
け
た
発
展
方
策
（
進
捗
状
況
が
A
の
場
合
は
任
意
）

・
「
星
が
丘
出
張
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
」
は
4
月
以
降
、
毎
月
開
催

し
、
同
時
間
帯
の
研
究
会
も

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
っ
て
何
？
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
等
、
毎
回
テ
ー
マ
を
決

め
て
開
催
し
た
。
た
だ
し
参
加
者
数
は
テ
ー
マ
に
よ
り
大
き
く
ば

ら
つ
き
が
あ
り
、
全
体

的
に
も
増
え
て
い
な
い
（
2
0
1
6
年
度
4
～
1
2
月
実
績
3
3
名
、
2
0
1
7
年
度
同
期
間
2
4
名
）
。

参
加
人
数
の
み
に
よ
っ
て
効
果
を
は
か
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
利
用
者
拡
大
の
た

め
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。
（
資
料
1
「
星
が
丘
出
張
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
　
開
催
記
録
」
）

・
書
籍
の
貸
し
出
し
や
卒
論
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
昨
年

度
よ
り
学
生
の
利
用

の
幅
が
広
が
っ
た
。

計
画
内
容

・
来
年
度
以
降
も
学
内
諸
機
関
・
諸
施
設
と
の

情
報
交
換
や
連
携
を
は
か
り
つ
つ
、
相
談
に

つ
い
て
も
慎
重
か
つ
適
切
に
対
応
し
、
研
究

所
と
し
て
の
ス
タ
ン
ス
か
ら
学
生
の
修
学
支
援

に
つ
と
め
て
い
く
。

・
図
書
資
料
の
連
携
に
つ
き
検
討
を
す
す
め

る
。

・
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て
は
、
学
内
で
の
連
携
を
深
め
な

が
ら
理
解
・
協
力
を
仰
ぎ
、
学
生
の
履
修
を
促

し
て
い
く
。

・
2
0
1
7
年
度
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
も

と
に
、
さ
ら
に
来
年
度
以
降
の
研
究
へ
つ
な

げ
る
（
現
在
申
請
書
提
出
中
）
。

・
引
き
続
き
学
外
と
の
連
携
を
密
に
行
い
な
が

ら
社
会
貢
献
に
つ
と
め
て
い
く
。

「
星
が
丘
出
張
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
」
に
つ
い
て

は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
間
格
差
の
是
正
に
つ
な
が

る
事
業
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
来
年
度
も
引
き
続

き
、
利
用
者
拡
大
を
は
か
り
つ
つ
継
続
し
て
い

く
。

現
状
（
点
検
・
評
価
の
結
果
）

・
学
内
諸
機
関
・
諸
施
設
と
の
情
報
交
換
は
適
宜
行
っ
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
有
益

な
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

・
学
生
へ
の
相
談
対
応
に
つ
い
て
は
、
保
健
管
理
室
長
を
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
研
究
会
に
お

招
き
し
て
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
り
、
重
大
な
ケ
ー
ス
は
学

生
相
談
室
や
保
健
管
理

室
、
ゼ
ミ
担
当
教
員
の
支
援
を
仰
ぐ
な
ど
、
慎
重
な
対
応
を
心
掛
け
て
い
る
。

・
図
書
資
料
の
連
携
は
新
規
事
業
の
ス
タ
ー
ト
な
ど
に
よ
り
後
手

に
ま
わ
っ
て
お
り
、
い

ま
だ
検
討
の
段
階
で
あ
る
。

・
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
・
配
布
し
、
教
職
員
の
方
々
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
広
報
・
周
知
に
つ
と
め

た
。
（
資
料
2
「
G
D
プ
ロ
グ
ラ
ム
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
表
面
」
,資

料
3
「
G
D
プ
ロ
グ
ラ
ム
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
裏
面
」
,資

料
4
「
G
D
プ
ロ
グ
ラ
ム
該
当
科
目
一
覧
表
」
）

・
2
0
1
7
年
度
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
3
月
に
報
告
書
を
発
行
し
、
学

内
外
へ
そ
の
成
果
を

発
信
す
る
予
定
で
あ
る
。

・
ア
ジ
ア
保
健
研
修
所
と
の
共
催
事
業
(資

料
5
「
A
H
I巡

回
報
告

会
チ
ラ
シ
」
,資

料
6

「
A
H
I巡

回
報
告
会
学
生
感
想
ま
と
め
」
）
、
及
び
あ
い
ち
男

女
共
同
参
画
財
団
へ
の
後

援
（
あ
い
ち
国
際
女
性
映
画
祭
）
を
行
っ
た
。
日
進
市
か
ら
の
委

託
事
業
（
資
料
7
「
日
進

市
委
託
事
業
申
請
書
類
一
式
」
,資

料
8
「
日
進
市
委
託
事

業
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
る
た
案

（
一
部
）
」
）
、
東
海
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
所
と
の
連
携
も
そ
れ
ぞ
れ
順
調
に
進
行
し
て
い

る
。

・
学
外
の
中
学
校
・
高
等
学
校
か
ら
の
視
察
に
対
応
し
た
（
6
/
1
4
愛
教
大
附
属
岡
崎
中

学
校
4
名
、
8
/
1
0
聖
霊
高
等
学
校
5
名
、
1
2
/
1
9
名
城
大
学
附
属

高
等
学
校
4
名
）
。

２
．
学

内
諸

機
関

・
諸

施
設
と
の
情
報
交
換
や
連
携
を
深
め
つ
つ
、
定
着

し
て
き
た
連

携
事

例
に
つ
い
て
は
C
S
や
G
U
ID
E
P
O
S
T
と
い
っ
た
既

存
の

ツ
ー
ル

を
活

用
し
た
利

用
ガ
イ
ド
的
な
情
報
発
信
を
行
う
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー

や
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
悩
み
や
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
る
学
生
へ

の
対

応
に
つ
い
て
も
、
連

携
と
手

続
き
の
方
法
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

図
書

資
料

の
連

携
に
つ
い
て
も
、
各
自
の
検
索
シ
ス
テ
ム
を
残
し
た
連

携
の

可
能

性
を
さ
ぐ
る
。
ま
た
、
2
0
1
7
年
度
よ
り
始
ま
る
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
周
知
と
履
修
の
促
進
を
は
か
る
。
こ
れ
ら

の
取

り
組

み
が

相
乗

効
果

を
上
げ
る
よ
う
、
学
生
、
教
職
員
へ
向
け
た
全

方
向

的
な
情

報
提

供
に
努

め
て
い
く
。

３
．
2
0
1
6
年

度
に
実

施
し
た
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
本
格

的
な
デ
ー
タ
分

析
に
取

り
組

む
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
研
究
成
果
を
報
告

書
・
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
・
H
P
等
に
よ
っ
て
社
会
へ
還
元
す
る
。
ま
た
、
引
き

続
き
日

進
市

、
ア
ジ
ア
保

健
研

修
所
、
あ
い
ち
男
女
共
同
参
画
財
団

、
東

海
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研

究
所

等
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
の
連
携
を
密
に
し
、
社

会
貢
献

の
一

助
と
な
る
よ
う
つ
と
め
る
。

B B
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
8
年

度
）
＞

進
捗

状
況

B B B

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ

で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

３
．
2
0
1
6
～

2
0
1
7
年

度
に
実

施
し
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果

を
ふ

ま
え
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
発
展

に
寄

与
す
る
た
め
の

研
究

を
行
い
、
そ
の
成
果
を
報
告
書
・

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
・
H
P
等

に
よ
っ
て
社
会
へ
還
元
す
る
。
ま
た
、
引

き
続

き
日

進
市

、
ア
ジ
ア
保

健
研
修
所
、
あ
い
ち
男
女
共
同
参
画

財
団

、
東

海
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研

究
所
等
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
の
連
携

を
密

に
し
、
社

会
貢

献
の

一
助

と
な
る
よ
う
つ
と
め
る
。

２
．
学

内
諸

機
関

・
諸

施
設

と
の
情
報
交
換
や
連
携
を
深
め
つ

つ
、
定

着
し
た
連

携
事

例
が
あ
れ
ば
C
S
や
G
U
ID
E
P
O
S
T
と
い
っ

た
既

存
の

ツ
ー
ル

を
活

用
し
た
情
報
発
信
を
行
う
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー

や
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
悩
み
や
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
る
学
生

へ
の

対
応

に
つ
い
て
も
、
ケ
ー
ス
ご
と
に
必
要
と
な
る
諸
連
携
先

と
と
も
に
慎

重
な
対

応
に
心

が
け
る
。
図
書
資
料
の
連
携
に
つ
い

て
は

、
各

自
の

検
索

シ
ス
テ
ム
を
残
し
た
連
携
の
可
能
性
を
引
き

続
き
さ
ぐ
る
。
ま
た
、
2
0
1
7
年

度
よ
り
始
ま
っ
た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ダ

イ
バ

ー
シ
テ
ィ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

周
知
と
履
修
の
促
進
を
は
か
る
。

こ
れ
ら
の

取
り
組

み
が

相
乗

効
果
を
上
げ
る
よ
う
、
学
生
、
教
職

員
へ

向
け
た
全

方
向

的
な
情
報

提
供
に
努
め
て
い
く
。

将
来

に
向

け
た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

・
参

加
人

数
は

少
な
い
が

ニ
ー
ズ
は

あ
る
た
め
、
毎

月
開

催
を
定

着
さ
せ

る
と
と
も
に
、
利

用
者

拡
大

の
た
め
の

工
夫

を
引

き
続

き
行

っ
て
い
く
。
研

究
会

の
開

催
は

柔
軟

に
対

応
し
た
い
。

・
来

年
度

以
降

も
学

内
諸

機
関

・
諸

施
設

と
の

情
報

交
換

や
連

携
を

は
か

り
つ
つ
、
相

談
に
つ
い
て
も
慎

重
か

つ
丁

寧
に
対

応
し
、
研

究
所

と
し
て
の

ス
タ
ン
ス
か

ら
学

生
の

修
学

支
援

に
つ
と
め
て
い
く
。

・
図

書
資

料
の

連
携

に
つ
き
検

討
を
す
す
め
る
。

・
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は

、
関

係
す
る
学

内
諸

機
関

・
教

職
員

の
理

解
と
協

力
を
引

き
続

き
仰

ぎ
つ

つ
、
学

生
の

履
修

を
促

し
て
い
く
。

・
特

別
教

育
研

究
の

成
果

を
学

内
外

へ
発

信
す
る
。

・
日

進
市

、
お
よ
び
ア
ジ
ア
保

健
研

修
所

と
の

連
携

事
業

に
つ
い

て
、
今

後
実

施
で
き
る
よ
う
継

続
的

に
検

討
・
調

整
す
る
。

・
2
0
1
8
年

よ
り
、
2
年

に
わ

た
る
特

別
教

育
研

究
が

ス
タ
ー
ト
し
た
（
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
」
と
大

学
教

育
に
関

す
る
総

合
的

研
究

）
。
今

年
度

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参

加
メ
ン
バ

ー
に

よ
る
研

究
を
進

め
て
お
り
、
2
0
1
9
年

度
に
研

究
成

果
を
書

籍
化

す
る
予

定
で
あ
る
。

・
日

進
市

、
お
よ
び
ア
ジ
ア
保

健
研

修
所

と
の

連
携

事
業

は
、
今

年
度

は
実

施
に
至

ら
な

か
っ
た
。

・
あ
い
ち
男

女
共

同
参

画
財

団
と
は

、
9
月

5
日

か
ら
9
日

に
か

け
て
実

施
さ
れ

た
「
あ
い
ち
国

際
女

性
映

画
祭

」
へ

の
協

賛
を
行

っ
た
。
東

海
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研

究
所

と
は

、
7
月

7
日

（
土

）
に

開
催

さ
れ

た
「
個

人
助

成
受

託
者

報
告

会
」
な
ど
の

事
業

に
参

加
し
連

携
を
密

に
し
た
。

・
名

古
屋

市
教

育
委

員
会

か
ら
の

依
頼

を
受

け
、
今

年
度

よ
り
3
年

間
の

予
定

で
共

催
事

業
（
名

古
屋

市
民

向
け
の

生
涯

学
習

セ
ミ
ナ
ー
「
な
ご
や

女
性

カ
レ
ッ
ジ
」
）
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

研
究

所
が

窓
口

と
な
り
、
今

年
は

本
学

の
教

員
5
名

に
よ
る
オ
ム
ニ
バ

ス
講

座
を
提

供
し
た

（
資

料
6
：
な
ご
や

女
性

カ
レ
ッ
ジ
（
表

紙
）
、
資

料
7
：
な
ご
や

女
性

カ
レ
ッ
ジ
(案

内
）
）
。

2
0
1
8
年

度
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
女

性
学

研
究

所

１
．
「
星

が
丘

出
張

ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
」
を
毎
月
開
催
す
る
。
同
時
間

帯
に
研

究
会

も
開

催
し
、
利
用

者
拡
大
を
は
か
り
つ
つ
積
極
的

な
情

報
提

供
に
努

め
る
。

・
学

内
諸

機
関

・
諸

施
設

と
の

情
報

交
換

や
連

携
は

適
宜

行
っ
て
お
り
、
必

要
に
応

じ
て
有

益
な
支

援
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
定

着
し
た
事

例
は

な
い
も
の

の
、
今

年
度

は
連

携
事

業
を

積
極

的
に
実

施
し
た
（
資

料
2
：
第

6
期

連
続

講
座

チ
ラ
シ
、
資

料
3
：
第

3
6
回

定
例

セ
ミ
ナ
ー

チ
ラ
シ
、
資

料
4
：
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
研

究
会

開
催

記
録

）
。

・
学

生
か

ら
の

相
談

に
つ
い
て
も
、
関

係
す
る
諸

機
関

（
学

生
相

談
室

や
保

健
管

理
室

、
学

生
事

務
室

、
ゼ
ミ
担

当
教

員
な
ど
）
と
適

宜
連

絡
を
取

り
、
慎

重
か

つ
丁

寧
な
対

応
を
進

め
て
き
た
。

・
図

書
資

料
の

連
携

に
つ
い
て
の

検
討

は
進

ん
で
い
な
い
。

・
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
資

料
5
：
G
D
プ
ロ
グ
ラ
ム
該

当
科

目
一

覧
表

）
は

、
申

請
件

数
が

微
増

し
た
も
の

の
、
一

桁
に
留

ま
っ
て
い
る
（
2
0
1
7
年

の
申

請
数

は
1

件
、
2
0
1
8
年

度
は

1
2
月

末
ま
で
で
4
件

）
。

計
画

内
容

１
．
ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育
に
お
け
る
キ
ャ
ン
パ

ス
間

格
差

の
是

正
２
．
学

内
諸
機
関
・
諸
施
設
と
の

連
携

に
よ
る
修

学
支

援
３
．
情

報
発
信
や
広
報
強
化
に
よ
る
社

会
貢

献
の

推
進

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

・
「
星

が
丘

出
張

ジ
ェ
ン
ダ
ー
研

」
は

、
ほ

ぼ
毎

月
開

催
し
た
（
資

料
1
：
星

が
丘

出
張

ジ
ェ
ン

ダ
ー
研

開
催

記
録

）
。

・
同

時
間

帯
に
行

っ
て
き
た
研

究
会

は
、
学

生
サ

ー
ク
ル

ジ
ェ
ン
ダ
ー
研

究
会

c
o
al
o
o
kの

メ
ン
バ

ー
の

協
力

が
今

年
度

は
全

く
得

ら
れ

な
か

っ
た
こ
と
と
、
研

究
会

の
開

催
が

利
用

者
の

増
加

に
つ
な
が

ら
な
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
1
0
月

以
降

は
実

施
し
な
か

っ
た
。

・
毎

回
の

参
加

者
が

1
～

2
名

と
少

な
く
、
参

加
を
促

す
た
め
に
広

報
や

開
催

日
程

等
に
つ
い

て
引

き
続

き
試

行
中

で
あ
る
。
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27.アースメック 
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アースメック 
（2016 年度～2018 年度） 

 
1．2016年度大学評価結果において検討を求められた事項に対する対応 
 検討を求められた事項は特になかった。 
 
2．その他の取り組み 
 基準 9②（社会連携・社会貢献）に基づき、2016 年度から 2018 年度までアースメックを
構成する４機関（愛知淑徳大学クリニック、心理臨床相談室、心理医療科学研究科、健康相
談室）の連携を深めつつ、健康医療科学部との交流を図り、健康料理教室、親子食育教室の
開催及び地域医療に資する臨床・教育活動を実施した。 
また、2018 年３月にはアースメックにおける地域連携・社会貢献に関するポリシーを明文
化し、大学ＨＰ上で公表した。 
 
3．総括 
 アースメックは、上記の４機関で組織され、健康医療科学と臨床心理学に係る教育・研究・
実践を通して地域貢献を行うことをその目的としている。ついては、今後も地域社会の要請
に応えるべく、アースメック内の各機関及び健康医療科学部との連携について継続的に検
証を行っていく。 
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年
度

担
当

部
局

＜
中
期

計
画
（
2
0
1
5
年
度

～
2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年
度

計
画
（
2
0
1
6
年
度

）
＞

進
捗

状
況

A B

○
定
例
セ
ミ
ナ
ー
で
の

連
携

○
栄
養
相
談
を
中
心

と
し
た
連

携
○
心
理
医
療
科
学
研
究

科
と
各

施
設

の
連

携

進
捗

状
況

A
：
計
画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

３
．
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
学
部
の
連
携

強
化

2
0
1
6
年

度
ア
ー
ス
メ
ッ
ク

１
．
ア
ー
ス
メ
ッ
ク
各
部
署
の

連
動

性
の

検
証

２
．
栄

養
相
談
事
業
に
お
け
る
各

部
署

と
の

連
携

強
化

４
．
健

康
相
談
事
業
の
地
域

ニ
ー
ズ
に
応

え
る
企

画
実

施

将
来

に
向

け
た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

１
．
地

域
社
会
連
携
・
・
・
愛

知
県

栄
養

士
会

と
連

携
し
た

愛
知

県
栄

養
士

会
と
共

催
し
、
地

域
住

民
向

け
に
「
健

康
料

理
教

室
」
を
前

期
５
回

、
後

期
５
回

実
施

し
た
。
ま
た
、
2
0
1
6
年

8
月

に
は

子
ど
も
食

育
教

室
も
実

施
し
、
地

域
へ

の
貢

献
を
果

た
し
た
。
（
資

料
１
、

２
、
３
、
４
、
５
）

　
地

域
住
民
向
け
栄
養
相

談
（
月

１
回

）
の

実
施

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

２
．
大

学
院
・
学
部
と
の
連

携
・
・
・
ア
ー
ス
メ
ッ
ク
内

各
施

設
に

心
理

医
療

科
学

研
究

科
、
心

理
臨

床
相

談
室

と
ク
リ
ニ
ッ
ク
は

、
心

理
相

談
に
お
い
て
継

続
し
て
連

携
を
は

か
っ
て
い
る
。
定

例
セ
ミ
ナ
ー
で
の

連
携

は
昨

年
度

に
引

き
続

き
栄

養
相

談
に
注

力
し
た
た
め
、

健
康

相
談

室
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
健

康
医

療
科

学
部

と
の

連
携

が
中

心
と
な
っ
た
。
今

後
は

、
よ
り
多

岐
に

わ
た
り
継

続
的

に
連

携
を
強

化
し
て
い
く
必

要
が

あ
る
。

栄
養

相
談

を
中

心
と
し
た
連

携
は

、
多

岐
に
わ

た
る
大

学
院

、
学

部
や

各
組

織
と
の

内
容

が
想

定
で
き
、
多

く
の

地
域

貢
献

の
機

会
を
設

け
る
こ
と

が
可

能
な
た
め
、
今

後
よ
り
具

体
的

な
計

画
を
検

討
す
る
必

要
が

あ
る
。

　
お
け
る
大
学
院
・
学
部
と
の

連
携

強
化
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年
度

担
当
部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
7
年

度
）
＞

進
捗

状
況

B A

・
健
康
相
談
室
と
健
康
栄
養
学
科
が
連
携
し
、
健

康
料
理
教
室
（
桜
楓
会
限
定
）
を
2
回
実
施
し
た
（
資

料
1
.

相
談
室
）
。

資
料
2
.手

軽
に
鉄
分
U
P
メ
ニ
ュ
ー
）
。

A
（
資
料
4
.ア

ー
ス
メ
ッ
ク
社
会
連
携
・
貢
献
ポ
リ
シ
ー
）
。

進
捗
状
況

A
：
計
画
が
達
成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達
成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

2
0
1
7
年

度
ア
ー
ス
メ
ッ
ク

　
○

定
例
セ
ミ
ナ
ー
で
の
連

携
　
【
中

期
計

画
４
】

１
．
ア
ー
ス
メ
ッ
ク
各
部
署
の

連
動

性
の

検
証

２
．
栄
養
相

談
事
業
に
お
け
る
各

部
署

と
の

連
携

強
化

３
．
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
学
部
の
連
携

強
化

４
．
健
康
相

談
事
業
の
地
域
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
企

画
実

施

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

健
康
料
理
教
室
（
桜
楓
会
限
定
）
を
2
回
実
施

し
た

(資
料
１
.健

康
料
理
教
室
（
桜
楓
会
）
)。

１
．
地
域
社

会
連
携
・
・
・
愛
知

県
栄

養
士

会
と
連

携
し
た

地
域
住
民
向
け
栄
養
相
談

（
月

１
回

）
の

実
施

　
【
中

期
計

画
４
】

２
．
大
学
院

・
学
部
と
の
連
携
・
・
・
ア
ー
ス
メ
ッ
ク
内

各
施

設
に

　
お
け
る
大
学
院
・
学
部
と
の

連
携

強
化

（
学
部
（
学
科
）
：
健
康
講
演
の
講
師
派
遣
）

　
○

栄
養
相
談
を
中
心
と
し
た
連

携
　
【
中

期
計

画
２
】

(健
康
料
理
教
室
（
桜
楓
会
）
)。

・
健
康
栄
養
学
科
と
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
連
携
し
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
患
者
に
対
す
る
栄
養
指
導
を

将
来

に
向

け
た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

健
康

料
理

教
室

の
円

滑
な
運

営
の

た
め
に
必

要
な
改

善
を
行

っ
て
い
く
。

等
を
行
っ
て
い
る
（
資
料
１
.(
健
康
料
理
教
室
（
桜

楓
会

）
、

実
施
し
た
（
資
料
2
.手

軽
に
鉄
分
U
P
メ
ニ
ュ
ー
）
。

・
心
理
医
療
科
学
研
究
科
と
心
理
臨
床
相

談
室

が

（
学
部
（
学
科
）
：
管
理
栄
養
士
の
派
遣
）

明
確
化
し
、
明
文
化
し
た
も
の

を
公

表
す
る
。

３
．
ア
ー
ス
メ
ッ
ク
と
社
会
と
の
連

携
・
協

力
に
関

す
る
方

針
を

明
文
化
し
た
方
針
を
作
成
し
、
大
学
H
P
に
て
公

表
し
た

連
携
し
て
、
上
記
の
定
例
セ
ミ
ナ
ー
及
び
栄

養
相

談

 　
○

健
康

医
療

科
学

部
　
健

康
栄
養
学
科
と
各
施
設
の
連
携
　
【
中

期
計
画
１
～
４
】

・
健
康
栄
養
学
科
と
健
康
相
談
室
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
が

　
○

心
理
医
療
科
学
研
究
科

と
各

施
設

の
連

携
　
【
中

期
計

画
１
】

連
携
し
、
臨
床
心
理
士
を
め
ざ
す
大
学
院
生
の

研
修
を
行
っ
て
い
る
(資

料
3
.G
U
ID
E
P
O
S
T
　
心

理
臨

床
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
8
年

度
）
＞

進
捗

状
況

B
　
健
康
料
理
教
室
（
桜
楓
会
限
定
・
全
３
回
）
の
内
、
２
回
を

（
資
料
1
.健

康
料
理
教
室
（
桜
楓
会
）
）

A

（
資
料
3
.G
U
ID
E
P
O
S
T
　
心
理
臨
床
相
談
室
）

○
栄
養
相
談
を
中
心
と
し
た
連
携
：

○
定
例
セ
ミ
ナ
ー
で
の
連
携
：

（
資
料
1
.健

康
料
理
教
室
（
桜
楓
会
）
）

健
康
栄
養
学
科
と
健
康
相
談
室
が
連
携
し
、
「
親
子

食
育
教
室
」

を
1
2
月
に
開
催
し
た
。

進
捗

状
況

A
：
計

画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

将
来

に
向

け
た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

2
0
1
8
年

度
ア
ー
ス
メ
ッ
ク

１
．
ア
ー
ス
メ
ッ
ク
各

部
署

の
連

動
性

の
検

証
２
．
栄

養
相

談
事

業
に
お
け
る
各

部
署

と
の

連
携

強
化

３
．
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
学

部
の
連

携
強

化
４
．
健

康
相

談
事

業
の
地

域
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
企

画
実

施

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

○
定
例

セ
ミ
ナ
ー
で
の

連
携

（
２
.４
.）

教
室
（
桜
楓
会
限
定
・
全
3
回
）
の
内
、
2
回
実
施

し
た
。

A
．
地
域

社
会

連
携

・
・
・
愛
知

県
栄

養
士

会
と
連

携
し
た

引
き
続
き
、
よ
り
良
い
健
康
料
理
教
室
を
実
施

地
域
住

民
向

け
栄

養
相

談
（
月

１
回

）
の

実
施

（
２
.）

実
施
し
た
。
残
り
１
回
は
3
月
に
実
施
予
定
で
あ
る
。

す
べ
く
検
討
を
す
す
め
る
。

B
．
大
学

院
・
学

部
と
の
連

携
・
・
・
ア
ー
ス
メ
ッ
ク
内

各
施

設
○
心
理
医
療
科
学
研
究
科
と
各
施
設
の
連
携
：

心
理
医
療
科
学
研
究
科
と
心
理
臨
床
相
談
室
が
連

携
し
、

患
者
に
対
す
る
栄
養
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。

・
管
理
栄
養
士
の
派
遣
…
健
康
栄
養
学
科

○
健
康

医
療

科
学

部
　
健
康

栄
養

学
科

と
各
施

設
の

連
携

（
２
.４
.）

　
お
け
る
大

学
院

・
学

部
と
の

連
携

強
化

臨
床
心
理
士
を
め
ざ
す
大
学
院
生
の
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

○
健
康
医
療
科
学
部
　
健
康
栄
養
学
科
と
各
施
設
の

連
携
：

（
資
料
2
.ク

リ
ニ
ッ
ク
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）

・
健
康
講
演
の
講
師
派
遣
…
健
康
医
療
科
学

部
、
心
理
学
部

健
康
相
談
室
と
健
康
医
療
科
学
部
が
連
携
し
、
健
康
料
理

〇
栄
養

相
談

を
中

心
と
し
た
連

携
（
２
.３
.）

○
心
理

医
療

科
学

研
究

科
と
各

施
設

の
連

携
（
１
.）

健
康
栄
養
学
科
と
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
連
携
し
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

（
資
料
4
.親

子
食
育
教
室
）
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28.事務局
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事務局 
（2016 年度～2018 年度） 

1．2016年度大学評価結果において検討を求められた事項に対する対応 
 基準 9．管理運営・財務（1）管理運営『事務職員の構成については、専任職員の割合が
低く、非専任職員の比率が高い状態が続いており、今後の対応を期待したい。』との指摘に
ついては、2020 年度に専任職員を２名採用予定である。 
 基準 9．管理運営・財務（2）財務『中・長期的な財政計画としては、2014（平成 26）年
度には、大学及び各部局の 2015（平成 27）年度から 2019（平成 31）年度までの中期計画
及び各年度の計画を策定し、年度ごとの進捗状況を点検、検証する仕組みが整備されている。
その中で、予算及び事業計画の検討もされているが、具体的な数値目標は設定されていない
ので、検討が望まれる。』との指摘については、全学的な中期計画及び各年度の計画策定体
制及び策定項目に関わる部分であり、今後、経営側、教学側の両面で検討が必要であると考
える。なお、本項目に関しては、第３期認証評価の基準１０大学・運営（２）財務の点検・
評価項目「①教育研究活動を安定して遂行するため、中・長期の財政計画を適切に策定して
いるか」の評価の視点として「大学の将来を見据えた中・長期の計画等に即した中・長期の
財政計画の策定、当該大学の財務関係比率に関する指標又は目標の設定」が挙げられている
ことから、第３期の視点を視野に入れた検討を全学的な観点で行う必要があると考える。 

2．その他の取り組み 
 2016 年度、2017 年度に於いては、大学の理念・目的の実現に向けて経営側と教学側の意
思統一に留意するため、大学経営企画委員会で様々な年次計画、中期計画を検討し、経営側
と教学側の意思統一を図ることができている。2018 年度以降も継続的に実施している。 
 また、多様な雇用形態を取り入れることにより、職員事務体制のあるべき姿を確立するた
め、2016 年度から 2018 年度にかけ、全体研修、学外研修、新人研修を実施し、職員の資質
向上を図るとともに、体系職員、部門職、嘱託職員、準契約職員、臨時職員、派遣職員、業
務委託を組み合わせ、より効率的な事務体制作りを検討した。さらに、SD義務化に対応す
るため、全ての部署に対し、研修計画を必達とし、各部署に必要な資格取得の支援を行うな
ど、専任職員の意欲、資質向上に努めた。 
 前回の認証評価の受審後、大学基準協会より事務組織について、さらなる努力の必要性を
指摘された「事務職員の超過勤務時間の縮減」については、継続的に年度計画として掲げ、
事務連絡会にて各部署の残業状況を毎月所属長に報告し、大学全体で残業に対する意識付
けと残業の抑制に努めた。 
 その他、2016 年度の点検・評価報告書にて 2010～2014 年度での寄付金・私立大学等経
常費補助金の減少傾向について報告したことに対し、2017 年度には、各学部の取り組みや
各事務組織の実施事業の見直しを図り、様々な補助金の申請を行った。2018 年度について
は、入学定員超過率が一定基準を超えたため、補助金申請を辞退したが、2018 年度の補助
金情報について関係部署へ随時配布し、2019 年度以降の当該申請につなげられるよう、内
容の確認、見直しを図るよう依頼した。 

3．総括 
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 2015 年度から 2019年度の中期計画である「事務体制の充実」を達成するため、２の取り
組みを行ってきた。経営側と教学側の意識統一に一層留意する点については、体制を整える
ことができた。専任職員の意欲、資質向上のための職員研修の充実及び超過勤務時間の縮減
については、2018 年度には約８割の部署が達成することができた。今後もさらなる「事務
体制の充実」のために、次期の中期計画として、業務の効率化・見直しを図り、職員の QOL
の向上及び管理費経費を抑制する目標を掲げ、継続的に取り組んでいく。 
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年
度

担
当

部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
6
年

度
）
＞

進
捗

状
況

Ｂ
・
各

所
属

部
署

に
必

要
と

さ
れ

る
資

格
取

得
の

支
援

・
多

様
な

雇
用

形
態

を
取

り
入

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

効
・
体

系
職

員
、

部
門

職
、

嘱
託

職
員

、
準

契
約

職
員

、
率

的
な

職
員

事
務

体
制

を
構

想
し

た
。

臨
時

職
員

、
派

遣
職

員
、

業
務

委
託

を
組

み
合

わ
せ

て
、

よ
り

効
率

的
な

事
務

体
制

作
り

を
検

討
す

る
。

Ａ

（
資

料
１

：
大

学
基

準
協

会
実

地
調

査
時

に
提

出
済

）

Ｂ Ｂ
・
各

所
属

部
署

に
必

要
と

さ
れ

る
資

格
取

得
の

支
援

進
捗

状
況

A
：
計
画
が
達
成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

2
0
1
6
年

度
事

務
局

・
事

務
体

制
の

充
実

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

１
．

専
任

職
員

の
資

質
向

上
を

は
か

り
つ

つ
、

多
様

な
雇

用
・
全

体
研

修
、

学
外

研
修

、
新

人
研

修
な

ど
様

々
な

・
各

研
修

に
つ

い
て

は
参

加
を

義
務

化
す

る
。

 形
態

を
取

り
入

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

職
員

事
務

体
制

の
あ

る
研

修
を

通
じ

て
専

任
職

員
の

資
質

向
上

を
目

指
し

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）

 べ
き

姿
を

確
立

す
る

。
た

。
を

行
う

。

２
．

経
営

側
と

教
学

側
の

意
思

統
一

に
一

層
留

意
す

る
。

・
大

学
経

営
企

画
委

員
会

で
様

々
な

年
次

計
画

、
・
引

き
続

き
大

学
経

営
企

画
委

員
会

で
意

思
統

一
中

期
計

画
を

検
討

す
る

こ
と

を
行

い
、

経
営

側
と

を
図

っ
て

い
く
。

教
学

側
の

意
思

統
一

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

３
．

超
勤

時
間

の
縮

減
に

つ
と

め
る

。
・
事

務
連

絡
会

に
て

、
各

課
室

の
残

業
状

況
を

毎
月

・
引

き
続

き
事

務
連

絡
会

に
て

、
各

課
室

の
残

業
状

所
属

長
に

報
告

し
、

大
学

全
体

で
残

業
に

対
す

る
況

を
毎

月
所

属
長

に
報

告
し

、
大

学
全

体
で

残
業

に
意

識
づ

け
と

残
業

の
抑

制
に

努
め

た
。

対
す

る
意

識
づ

け
と

残
業

の
抑

制
に

努
め

る
。

４
．

職
員

研
修

を
充

実
す

る
。

・
全

体
研

修
、

学
外

研
修

、
新

人
研

修
な

ど
様

々
な

・
各

研
修

に
つ

い
て

は
参

加
を

義
務

化
す

る
。

研
修

を
通

じ
て

専
任

職
員

の
資

質
向

上
を

目
指

し
た

。
を

行
う

。

205



年
度

担
当
部
局

＜
中

期
計

画
（
2
0
1
5
年

度
～

2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年

度
計

画
（
2
0
1
7
年

度
）
＞

進
捗

状
況

Ｂ Ｂ

進
捗
状
況

A
：
計
画
が
達
成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達
成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

４
．
専
任
職

員
の
資
質
向
上
を
は

か
る
た
め
、
職

員
研

修
を
充
実
し
、
Ｓ
Ｄ
の
義
務
化
に
対

応
す
る
。

・
各
研
修
の
参
加
の
義
務
化
に
つ
い
て
は
、
１
７
部
署
中
、
計
画
が
達
成

で
き
た
部
署
９
、

計
画
を
実
行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達
成
で
き
て
な
い
部
署
8
、
計
画
を
実

行
し
て
い
な
い
部

署
が
0
で
あ
っ
た
。

（
資
料
２
、
３
、
４
、
５
）

・
全
て
の
部
署
に
対
し
、
各
研
修
計
画
を
必

達
と
す
る
。

・
各
所
属
部
署
に
必
要
と
さ
れ
る
資
格
取
得

の
支
援
を
行
う
。

５
．
各
学
部

の
取
組
や
各
事
務

組
織

の
実

施
事

業
を

補
助
金
の
申
請
に
結
び
つ
け
ら
れ

る
よ
う
見

直
し
を
図

る
。

・
様
々
な
補
助
金
の
申
請
を
行
っ
た
が
、
補
助
金
交
付
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

（
資
料
４
、
５
）

・
引
き
続
き
各
学
部
の
取
組
や
各
事
務
組
織

の
実
施
事
業
を
補
助
金
の
申
請
に
結
び
つ

け
ら
れ
る
よ
う
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。

３
．
超
勤
時

間
の
縮
減
に
つ
と
め
る
。

Ｂ
・
２
０
１
７
年
度
に
つ
い
て
も
、
事
務
連
絡
会
に
て
、
各
課
室
の
残
業
状
況
を
毎
月
所
属
長

に
報
告
し
、
大
学
全
体
で
残
業
に
対
す
る
意
識
づ
け
と
残
業
の
抑
制
に
努
め
て
い
る
。

超
勤
時
間
の
縮
減
状
況
に
つ
い
て
は
、
１
７
部
署
中
、
計
画
が
達
成
で
き
た
部
署
１
１
、
計

画
を
実
行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達
成
で
き
て
な
い
部
署
４
、
計
画
を
実
行
し
て
い
な
い
部
署

が
２
で
あ
っ
た
。

計
画
を
実
行
し
て
い
な
い
部
署
に
つ
い
て
は
、
１
部
署
は
通
常
業
務
時

間
に
つ
い
て
は
大

き
な
問
題
は
な
い
が
、
一
時
的
に
業
務
量
が
膨
大
に
な
る
時
期
が
あ
り
、
時
間
外
勤
務
が

避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
、
も
う
１
部
署
は
ま
だ
繁
忙
期
の
超
勤
縮
減

の
糸
口
が
つ
か

め
て
な
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
各
課
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
以
前
よ
り
も
高
く
な
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。

（
資
料
２
、
４
、
５
）

・
引
き
続
き
事
務
連
絡
会
に
て
、
各
課
室
の

残
業
状
況
を
毎
月
所
属
長
に
報
告
し
、
大
学

全
体
で
残
業
に
対
す
る
意
識
づ
け
と
残
業
の

抑
制
に
努
め
る
。

将
来

に
向

け
た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

１
．
専
任
職

員
の
資
質
向
上
を
は

か
り
つ
つ
、
多

様
な

雇
用
形
態
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
職

員
事

務
体

制
の
あ
る
べ
き
姿
を
確
立
す
る
。

Ｂ
・
各
研
修
の
参
加
の
義
務
化
に
つ
い
て
は
、
１
７
部
署
中
、
計
画
が
達
成

で
き
た
部
署
９
、

計
画
を
実
行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達
成
で
き
て
な
い
部
署
8
、
計
画
を
実

行
し
て
い
な
い
部

署
が
0
で
あ
っ
た
。

・
全
て
の
部
署
に
対
し
、
各
研
修
計
画
を
必

達
と
す
る
。

・
各
所
属
部
署
に
必
要
と
さ
れ
る
資
格
取
得

の
支
援
を
行
う
。

・
２
０
１
７
年
度
に
つ
い
て
も
体
系
職
員
、
部
門
職
、
嘱
託
職
員
、
準
契
約

職
員
、
臨
時
職

員
、
派
遣
職
員
、
業
務
委
託
を
組
み
合
わ
せ
て
、
よ
り
効
率
的
な
事
務
体
制

作
り
を
検
討

し
て
き
て
い
る
。

（
資
料
１
、
３
、
４
、
５
）

・
体
系
職
員
、
部
門
職
、
嘱
託
職
員
、
準
契
約

職
員
、
臨
時
職
員
、
派
遣
職
員
、
業
務
委
託

を
組
み
合
わ
せ
て
、
よ
り
効
率
的
な
事
務
体

制
作
り
を
検
討
す
る
。

２
．
経
営
側

と
教
学
側
の
意
思

統
一

に
一

層
留

意
す
る
。

Ａ
・
２
０
１
７
年
度
に
つ
い
て
も
、
大
学
経
営
企
画
委
員
会
で
様
々
な
年
次

計
画
、
中
期
計
画

を
検
討
す
る
こ
と
を
行
い
、
経
営
側
と
教
学
側
の
意
思
統
一
を
図
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
。

（
資
料
１
、
４
、
５
）

２
０
１
７
年

度
事

務
局

・
事
務
体
制
の
充
実

計
画

内
容

現
状

（
点

検
・
評

価
の

結
果

）
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年
度

担
当
部
局

＜
中
期

計
画
（
2
0
1
5
年
度

～
2
0
1
9
年

度
）
＞

＜
年
度

計
画
（
2
0
1
8
年
度

）
＞

進
捗
状
況

Ｂ A A B

進
捗
状

況
A
：
計
画
が
達

成
で
き
て
い
る
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
、
　
Ｂ
：
計
画
を
実
行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
達
成
で
き
て
い
な
い
、
　
Ｃ
：
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い

将
来

に
向

け
た
発

展
方

策
（
進

捗
状

況
が

A
の

場
合

は
任

意
）

今
後
も
各
所
属
部
署
に
必
要
と
さ
れ
る
資
格
取
得

支
援
、
研
修
参
加
支
援
を
継
続
的
に
行
い
、
専
任

職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
多
様
な
雇
用

形
態
を
活
用
し
、
効
率
性
の
向
上
と
組
織
の
活
性

化
を
図
る
事
務
体
制
作
り
を
引
き
続
き
検
討
す
る
。

３
．
超

勤
時

間
の

縮
減

に
つ
と
め
る
。

引
き
続
き
各
学
部
の
取
組
や
事
務
組
織
の
実
施
事

業
を
補
助
金
の
申
請
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
見
直

し
を
図
っ
て
い
く
。

・
超

勤
時

間
の

縮
減

状
況

に
つ
い
て
は

、
2
0
1
8
年

度
各

事
務

室
中

間
報
告
進
捗
状
況
集
計
及
び

2
0
1
8
年

度
各

事
務

室
進

捗
状

況
報

告
書

の
通

り
、
１
８
部

署
中

、
計

画
が

達
成
で
き
た
部
署
１
４
、

計
画

を
実

行
し
て
い
る
が

、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
部

署
３
、
計

画
を
実
行
し
て
い
な
い
部
署
は

１
で
あ
っ
た
。
約

8
割

の
部

署
が

Ａ
評

価
で
あ
り
、
ま
た
B
評

価
の

4
部

署
に
お
い
て
も
業
務
体
制
の

見
直

し
や

対
策

を
講

じ
て
お
り
、
ま
た
通

年
に
お
け
る
慢

性
的

な
残

業
で
な
く
、
繁
忙
期
に
お
け
る

残
業

で
あ
る
こ
と
か

ら
進

捗
状

況
は

A
評

価
と
す
る
。
（
資

料
１
「
第

2
回

Ｓ
Ｄ
及

び
自

己
点

検
・
評

価
委

員
会

議
事

録
」
、
資

料
２
「
第

3
回

Ｓ
Ｄ
及

び
自

己
点

検
・
評

価
委

員
会

議
事

録
」
、
資

料
３
「
2
0
1
8
年

度
各

事
務

室
中

間
報

告
進

捗
状

況
集

計
」
、
資

料
４
「
2
0
1
8
年

度
各

事
務

室
進

捗
状

況
報

告
書

(中
間

)」
）

・
「
平

成
2
8
年

度
以

降
の

定
員

管
理

に
係

る
私

立
大

学
等

経
常

費
補

助
金
の
取
扱
に
つ
い
て
」
に

よ
る
、
入

学
定

員
充

足
率

が
一

定
の

基
準

を
超

え
た
場

合
に
私

学
助

成
を
全
額
不
交
付
と
す
る

基
準

が
、
平

成
３
０
年

度
以

降
収

容
定

員
４
，
０
０
０
人

～
８
，
０
０
０
人

の
大
学
つ
い
て
は
、
１
．
２
０

倍
以

上
で
あ
る
処

、
本

学
の

２
０
１
８
年

度
の

入
学

定
員

超
過

率
が

１
．
２
６
倍
（
少
数
第
３
位
切

捨
）
で
あ
っ
た
た
め
、
２
０
１
８
年

度
私

立
大

学
等

経
常

費
補

助
金

並
び
に
私
立
大
学
等
改
革
総

合
支

援
事

業
等

へ
の

申
請

を
辞

退
し
た
が

、
２
０
１
８
年

度
の

補
助

金
情
報
に
つ
い
て
関
係
部
署

等
へ

随
時

配
布

す
る
こ
と
で
改

め
て
内

容
を
確

認
・
見

直
し
を
図

る
よ
う
依
頼
し
、
２
０
１
９
年
度
以

降
の

当
該

申
請

に
繋

げ
る
。

・
入

試
に
係

る
委

員
会

・
部

署
等

に
お
い
て
、
適

正
な
（
入

学
）
定

員
管
理

を
図
る
。

2
0
1
8
年

度
事

務
局

４
．
各

学
部

の
取

組
や

各
事

務
組

織
の

実
施

事
業

を
補

助
金

の
申

請
に

結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
見

直
し
を
図

る
。

１
．
多

様
な
雇
用

形
態

を
取
り
入

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
職

員
事

務
体

制
の

あ
る
べ

き
姿

を
確
立

す
る
。

２
．
専

任
職

員
の

資
質

向
上

を
は

か
る
た
め
、
職

員
研

修
を
充

実
し
、
Ｓ
Ｄ

の
義

務
化

に
対

応
す
る
。

・
事
務
体
制
の
充
実

計
画
内
容

・
各

研
修

の
参

加
の

義
務

化
に
つ
い
て
は

、
2
0
1
8
年

度
各

事
務

室
中

間
報
告
進
捗
状
況
集
計
及

び
2
0
1
8
年

度
各

事
務

室
進

捗
状

況
報

告
書

の
通

り
、
１
８
部

署
中

、
計

画
が
達
成
で
き
た
部
署
１

４
、
計

画
を
実

行
し
て
い
る
が

、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
部

署
４
、
計

画
を
実
行
し
て
い
な
い
部

署
は

０
で
あ
っ
た
。
約

8
割

の
部

署
が

Ａ
評

価
で
あ
り
、
ま
た
B
評

価
の
4
部
署
に
お
い
て
も
学
内
研

修
や

業
務

に
直

結
す
る
研

修
に
は

参
加

で
き
て
い
る
状

況
で
あ
る
こ
と
か
ら
進
捗
状
況
は
A
評
価

と
す
る
。
（
資

料
１
「
第

2
回

Ｓ
Ｄ
及

び
自

己
点

検
・
評

価
委

員
会

議
事

録
」
、
資

料
２
「
第

3
回

Ｓ
Ｄ
及

び
自

己
点

検
・
評

価
委

員
会

議
事

録
」
、
資

料
３
「
2
0
1
8
年

度
各

事
務

室
中

間
報

告
進

捗
状

況
集

計
」
、
資

料
４
「
2
0
1
8

年
度

各
事

務
室

進
捗

状
況

報
告

書
(中

間
)」
）

現
状
（
点
検
・
評
価
の
結
果
）

・
各

研
修

の
参

加
の

義
務

化
に
つ
い
て
は

、
１
８
部

署
中

、
計

画
が

達
成
で
き
た
部
署
１
４
、
計
画

を
実

行
し
て
い
る
が

、
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
部

署
４
、
計

画
を
実

行
し
て
い
な
い
部
署
は
０
で

あ
っ
た
。

・
２
０
１
８
年

度
に
つ
い
て
も
体

系
職

員
、
部

門
職

、
嘱

託
職

員
、
準

契
約
職
員
、
臨
時
職
員
、
派
遣

職
員

、
業

務
委

託
を
組

み
合

わ
せ

て
、
よ
り
効

率
的

な
事

務
体

制
作

り
を
検
討
し
て
き
て
い
る
。
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